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★　　　カールＳＩＤＥ　　　★






「お……終わったな？　急を要する報告は全部送ったな？」

　徹夜明けの執務室。窓から差し込む太陽の輝きは、さながら試練を乗り越えた者への、神からの祝福のようだ……緊急の案件だけ終わらせたのであって、まだ仕事は半分残ってるけどな。くそっ、部下たちにこんな過酷な労苦を課したのは誰だ……ボクだった！

　光の無い目でゾンビのような緩慢な動きしかできない家臣たちを見て。これ以上はヤバいと思い、一旦区切りをつけて休むことにした。

　重要な情報は一刻も早く王都に送らないといけないので、したくもない徹夜をしてしまったが、後はいつも通りの時間で働けば……いやちょっと休ませないと駄目か？　駄目だろうな、日差しを浴びた途端なんか本当にゾンビっぽく弱ってる、緊張の糸が切れたとも言う。

「一応情報の精査をする必要もありますが、その辺は王家直轄の情報機関に任せればよいでしょう。残りの調書は、まぁ一週間くらい時間をかけても問題は無いかと、帝国に買収されてるらしい国境の兵士や役人の捕縛は、既に武官に命じておられるようですし」

　死屍累々たる有様の執務室で、唯一平気な顔でお茶を飲んでるモンドバン伯爵。「ちょっと肩が凝りましたな」とか言って、苦笑してるけどすごく余裕そう。
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　この人の本業は国王オヤジの主治医なだけに、政治にはあまり関わらないとか言ってたけど、伊達に伯爵家の当主じゃない。

「みんな、疲れているのに本当にありがとう。今日と明日はゆっくり休んで、明後日のお昼から執務を再開しよう」

　ボクの声に家臣たちの目に生気が戻る。全員疲れ切ってはいるが皆やり遂げた表情だ。ごめんな帰って早々修羅場に放り込んで、今日明日は家族とゆっくり過ごしてくれ。

「あと手伝ってくれた諸君、約束通り特別手当を出す。筆頭武官のランゴに申し出てくれ、一人につき金貨十枚を用意させた」

　扱き使った元諜報員たちは、意外な大金に驚いてる。金貨一枚あれば四人家族が大体一ヶ月くらい、それなりの生活ができるから、一晩徹夜した報酬としては破格だろう。

　中にはそんなに受け取れないと言う人もいるが、帝国に帰れない以上、お金はいくらあっても足りないんだから素直に受け取ってね。生活苦で犯罪に走られたら困るし。

「今は忙しい時期だから後日になるけど、法の女神大神殿で【誓約ゴッデスエンゲージ】を受け入れた者は、家臣として迎え入れる。また、このまま屋敷を去り市井に混じって暮らすにしても、お金は必要だろう？　忙しいのに巻き込んだのと、口止め料も兼ねてる、遠慮なく受け取ってくれ」

　忙しかったのは主に君らの持ち込んだ情報のせいなんだが、情報提供者を粗雑に扱うみたいな評判が立つのはよろしくない。ちゃんと対価を支払えばそう悪評は広まらないだろう。

「おぉ！　私どもの事をそこまで……カロリング卿に喜んでお仕えさせていただきます！」

　諜報員の中でもなにやら一目置かれてるこの元官僚の人は、確かラディさんだったかな。なんでもクリス殿にかなり抵抗して、呪いが発動してしまい、アンデッドになりかけたところを助けられたらしい。

　そのせいかこっちにかなり協力的で、予想以上の報酬に感激してるのか目に涙を浮かべている。うむ、君は有能だから家臣になったら、更に遠慮なく扱き使ってあげよう。

　ぶっちゃけ草原が安全に開拓できるので、かつて人が住んでいた場所を復興したり、新たな町や村ができるのだ。文官はいくらいても足りないからね。働き次第では開拓地の新しい町村を治める領主に任命するから頑張れよ。

　普通新規雇用の者が、まして他国の人間が重要な仕事を任されると、良い顔をしない家臣は何人かいるものだ。しかし一緒に修羅場を乗り越えた連帯感があるせいか、古参の家臣も新しい道ナ連カれマを歓迎している。

　何人かは明日一緒に飲む約束してるな、家臣同士で存分に友誼を深めて欲しいと思う。

「それじゃ解散してくれ、明後日からよろしく頼むよ」

「はっ！　必ずやカロリング卿のご期待に応えて見せましょう」

　期待と希望に満ちた表情でボクに跪ひざまずく元諜報員たち。そういえば彼らの泊まる場所考えてなかったけど、暫くは軟禁部屋で良いか。あそこって普通に客室だし。

　重い足を引きずり帰っていく部下たちを見送ったら……とりあえず机に突っ伏した。あぁ疲れた、徹夜なんてするもんじゃないねまったく。

　冷たい机の感触を堪能してると、良い匂いが鼻腔をくすぐった。身を起こすと、伯爵が疲労回復の薬草茶を用意してくれていた。

「どうぞ、このお茶を飲んでから眠ると疲れが吹き飛びますよ」

「いただきます」

　湯気を立てる琥珀色のお茶を一口飲むと、なにやら身体が温まっていくようで、身体の強張りがほぐれていくような感じだ。これを飲んだら風呂で汗を流して寝ようかと思っていた矢先、外から妙な気配を感じボクは席を立ち伯爵を背に庇う。

「モンドバン伯爵、窓から離れて。万が一の場合魔法で援護をお願いします」

　改めて窓の外に目を向けると……猛スピードでボクの執務室目掛けて飛んでくるナニカが肉眼でも見えた。

　敵襲か？　魔物の襲撃か？　なんにせよ窓は破壊されるだろうと思い身構えていると……ソレは窓の直前で急停止し、意外にも丁寧な手つきで窓を開け、部屋に入ってきた。

「汝がカロリング卿であるな！　我はオべローン・ルーガン、クレイター諸島連合王国国王であぁぁぁる！」

　窓から入って来るその姿は、実に慣れた様子で、まるで日常的に行う動作であるかのようだ。そして堂々と執務室に入り込んだ不審者の貫禄のある偉丈夫ぶりに、つい殴りかかるのを躊躇ってしまった。

「え？　は、初めましてカール・カロリングです……って！　なんで国王がホイホイ一人でやってくるんだよ！」

「うむ、船よりも我が飛んだ方が速い故な」

　威厳たっぷりに的外れな事を抜かす、自称国王はなんとも突っ込みどころ満載だった。声がデカいよ、顔が怖いよ、なんで窓から来るんだよ、って言うかアンタマジで国王なの？

　よし、落ち着こう。目の前の国王様（仮）は、なるほど事前に聞いたクレイター国王らしい風貌だ。猛禽を思わせる濃茶色の巨大な翼、同色の髪と髭。顔も似顔絵と特徴が一致する……で？　なんで国王が一人で来てんの？

「手紙でのやり取りをするより、我が出向いた方が話が早かろうと思ってな。約束通り勇者殿に貰った魔核の対価について話し合いに来たのである！」

「王様がそんな腰が軽くていいのか！　なんかあったらどうするのさ、自由人過ぎるだろ！」

「構わん構わん、実質国政を差配してるのは氏族議会である故な、我がおらんでも問題無いわ」

　クレイター諸島連合王国は、国王と言っても絶対的な権力を持ってるわけではなく、あくまでも全ての氏族のまとめ役であって、なんでも無茶が通るわけではないそうだ。それでも王の意向は議会もそれなりに配慮するらしいけどね。

　聞いた話だと、クレイターでは仮に国王が倒れても、息子ではなく有力氏族のトップが集まって、その中から次期国王を決める政治体系だ。この王様は圧倒的な武力でライバル氏族を押しのけ王の座を得て、国民の信頼も厚いという。

　事前の情報収集ではそう聞いた。こんな豪快と言うか奇天烈な性格してるとは思いもしなかったけどな。こんなんが国の顔で良いのか？　良いんだろうな、食料輸入の販路を広げたり、魔王の魔核を持ち帰るって大成果を出してるし。

　彼の性格はともかく、王族とは言っても、彼が退位し別の氏族の者が王になれば、その時点で単なる有力氏族に転落する。それでもマーニュ王国に例えれば公爵家相当の勢力なんだろうから、ちっとは自分の身を大事にしろよ！

　だからってどうすんだ？　どうすんだよこのオッサン。ほんとに国王か確かめられるのってクリス殿かその夫人たち、特にルーフェイ姫なら問題ないだろう。今から使いを出すか？　でも本当に王様だったら待たせるのも悪いような……。

「カロリング卿、散らかった執務室では落ち着いて話も出来ないでしょう。まずは一国の主との対談をするのに、恥ずかしくない程度の身嗜みを、急いで整えてくださいませ」

　伯爵の落ち着いた声に少し冷静さを取り戻す。そ、そうだよねアポなし訪問なんだから、少しくらい待たせたって問題ないよね。

「クレイター国王陛下、遠路はるばるお越しいただき恐きょう懼く感かん激げきの極みにございます。私はモンドバン伯爵家当主、マラジ・モンドバンと申し上げる」

「うむ、モンドバン卿であるな、覚えておこう」

　伯爵が落ち着いた声でオッサンに話しかける。サラッとクレイター式のお辞儀で応対できるのが凄いな。流石教養人である。

「畏れながらクレイター国王陛下に申し上げます。賓客を迎えながら、茶の一つも振舞わぬなど、マーニュ貴族にあるまじき仕儀。私どもの面目を立てると思い、何卒貴賓室にて歓待を受けて頂けますか？」

　めっちゃ遠まわしで丁寧な言い回しだけど、要するに準備ができるまで部屋で待ってろって事ね。

「なに、急に訪ねたこちらに非があるのだ、待つくらいは当然であるな。それと一人連れがいるので紹介しよう」

「護衛の方ですか？」

「否、クレイター王国第一王女の……」

「はいそこぉぉ！　ちょぉぉぉっと待ったぁぁぁ！　ゼェハァ……ゼェハァ……」

　王様のセリフを、窓の外から聞こえたカン高い声が遮る。そこには白い羽の綺麗な少女がいた。

　かなり小柄で痩せているので一瞬子供かと思ったけど、勝気そうというか、ちょっとキツめな印象の美少女だ。彼女は部屋に入らず、窓の外で荒い息を吐きながら王様を睨みつけている。

「ゼェ……ゼェ……なんで……海を越えてから、休みなしで……はぁはぁ、飛ばなきゃならないのよ……はぁはぁ……」

　いかにも疲労困憊と言った感じでオッサンを睨む少女は、腰に下げた袋から水筒を取り出し飲み干す。話の流れからひょっとして彼女が第一王女なのだろうか？

「大体ね！　今その人にお父様から紹介しようとしたでしょ！　マーニュ王国の貴族の仕来り知っててやったでしょ！」

「知らぬわ！　今まで何度も見合いをしては破談としおって！　いい加減にどこぞに嫁ぐが良いわ！」

　この国の風習として当主から未婚の女性を紹介されるのは、かなり強制力の強いお見合いとして扱われるのだ。知らなくたって紹介されたことを周囲に知られたら、そう扱われる。

「わったっしっはっ！　ルーちゃんに会いに行くと言われたから、海を越えるような距離を一緒に飛んできたのよ！」

「嘘ではない！　だがそれはそれとしてお前はいい加減に結婚するがよい！　丁度良いからカロリング卿と見合いせよ。我が娘である以上男嫌いなど理由にならんわ！」

「長距離飛んで汗をかいたままでお見合いなんて、嫌に決まってるでしょ！　しかも段取り無しなんて馬鹿でしょ！　お父様って空飛ぶために脳みそ減らして軽くなったの！」

　唐突に始まった親子喧嘩にボクとモンドバン伯爵は何も言えずにいた。正直このまま部屋を出てベッドに入りたい。ひょっとしたらそれが一番ボクの心に、平穏を齎もたらしてくれる選択肢ではなかろうか？　後で面倒事が増える？　知ってるよ畜生め。

「大体ね！　男なんて馬鹿でデリカシーが無くて馬鹿で自己中な馬鹿で臭くて汚い馬鹿ばっかりじゃない！　お父様が良い例よ！」

「なっ！　訂正せよ我は断じて臭くなどは……」

　確かにこの王様、かなり汗臭いな。あとは王様だから仕方ないにせよ、自己中でデリカシーがないのも間違いない。それにしても見た目通り、かなりキツイ性格してるなぁ。

「国王だから誰も指摘しないだけに決まってるじゃない！　そんな事も分からないから馬鹿だって言ってるのよ！　お父様の馬鹿！　脳みそ羽毛！」

「ま、待たぬかティータニア！　我は断じて臭くなど……」

　彼女はオッサンが止めるのも聞かず、無視してそのまま空を飛んで行ってしまう。やっぱり王女なのか、なんでお姫様まで連れて来てんだこのオッサンは。

「むぅ……カロリング卿との見合いを進めるべく連れてきたが、あの調子ではやはり上手くいきそうもないか」

「交渉団がやってきた時にそれらしい打診は受けましたけど、普通はいきなりやってきて結婚しろとか言われたら混乱しますよ。ああ、あとカールで結構です」

　なんでも第一王女のティータニア姫は、人見知りが激しく、かつかなりの男嫌いで、あの性格だ。幼い感じのルーフェイ姫が交渉団の代表に選ばれたのも納得だ。

　状況を弁えて猫を被るくらいは出来るだろうけど、男嫌いではストレス溜めると思う。まだ人懐っこいルーフェイ姫の方がお飾りにする分には相応しいだろうな。

「実は今まで多くの有力氏族の者たちと見合いをさせたが、全部駄目であったのだ。それで無形族ならばと思ったのだが……どうしたものであるか」

　無理やり結婚させない程度には親心があっても、デリカシーに欠けてるからじゃないかな？

　オべローン王もあの手この手で結婚させようとしたらしいけど。尽く失敗してる理由は、王女が気の強い性格なのもあるんだろうけど、多分にオッサンの段取りが悪いだけのような気がしてきた。

　同国人ですら駄目なのに、他国人相手に大丈夫なわけないだろ。喉元まで出かかった一言を、相手が王様なのを思い出し、ぐっと飲み込む。

　それより飛んで行かれては王女を追えないので、とりあえず王様を貴賓室に案内させて、ボクは準備を整えないと。

　冒険者たちが玉蹴りサッカーやってる庭がなにやら騒がしいけど、空を飛んでるティータニア姫の姿が見えたのかな？　確かに鳥人族はめったに見ないし、ましてあんな綺麗な白い翼だ、驚くのも無理はないだろう。家臣にティータニア姫の事を伝え決して失礼のないようにと念を押しておく。

　オべローン王を貴賓室に待たせてる間。医者である伯爵の指示に従い二十分だけ仮眠、その後に軽く汗を流してから貴賓室の扉を開けると……クリス殿がルーフェイ姫と、ボクが王都に行っている間に新しく増えた夫人達と一緒に、オべローン王と話していた。

　それは良い、王様襲来のインパクトで忘れてたけど、面会の予定だったし。ただ分からないのは、どうしてついさっき飛び去った、男嫌いの筈のティータニア姫が、クリス殿に引っ付いているんだろう？

「許す！　大いに許すぞ婿殿！　そう勇者に下賜するクレイター王国の宝とは我が娘ティータニアに他ならぬのであぁぁぁる！」

　そして何故か勇者にまた嫁が増えた。なんだか良く分からないが、彼の女関係はあるがままに受け入れた方が悩まなくて済むので、気にしないことにした。もうどうにでもなぁれ。





◆　　　◆　　　◆






　空から落ちてきた女の子を助けたらキスされた。なんだか分からないがとにかく冷静に対処せねばならない、女の子を突き放すなんて真似はできないからな。

　自覚はあんまりないが勇者である俺は常にクールであるべき、論理的に考えればきっと誰も困らない冴えた解決方法が見つかるはずだ。

「んっ……んん……ちゅっ、んむ……キス気持ちイイ……好き」

　柔らかい唇だけでなく、仄かに白い髪から漂う香り。精巧な人形のような、幼げながらも怜悧な美貌を持つ少女の蕩けた表情で放たれた「好き」の一言にちょっと理性が溶けそう。今のはヤバかった、危うく初対面の女の子を物陰に連れ込むとこだったよ。

　頼りない理性を総動員し、必死に頭を回転させ打開策を導くのだ！　冷静になれ俺、ここは一先ず状況を整理して、勇者に相応しい冷静な思考を取り戻さなくては！

　今俺がいる場所は、マーニュ王国の北部ラーロン地方。この地方一帯を治める辺境伯であるカール王子の屋敷の庭だ。

　辺境伯なのに王子なのかと、この街にやって来て日の浅い者は疑問に思うらしい、俺も思った。まぁ街の住民は大半そう呼んでるし、実際臣籍に降りたとはいえれっきとした王子様なんだから問題は多分あるまい。

　それはともかく、俺がこの屋敷にやって来た用件は報告だ。先ずはカール王子がこの街を留守にしてる間、西の海岸までクレイター諸島連合王国のお姫様ルーフェイの護衛として同行した際、巨大な女王蟻の魔王種に襲われたので返り討ちにした。その後なんやかんやあってルーフェイを娶り、一緒に帰って来たのだ。

　そしてルーフェイとのデート中、偶然妖精のトレニアと出会い、彼女に乞われ生きたまま屍鬼グールになりかけていた、妖精使いのフェノリーゼさんを助け、俺の屋敷で保護していること。

　また大神殿からの依頼で荒野に増殖した、ゴーストの討伐と浄化、そしてその原因である屍鬼グールとなってしまった女性の討伐に向かい、その際に助けた帝国の諜報員だったヴィヴィアンの件。

　ヴィヴィアンを助けた時に色々あって、嫁として迎えることにしたので、そのこともちゃんと報告しないとな。変な噂が立ったらヴィヴィアンが肩身の狭い思いをしてしまうからな。

　そして討伐に同行してくれた、大神官の孫娘のアルテナと、神官戦士のユングフィア。彼女たちにも手を出してしまったので……いや、そんな言い方は彼女たちに失礼だな。彼女たちが魅力的過ぎて、ちょっと俺の頼りない理性が負けた結果、彼女たちとも結婚したのだ。

　もう一つ重要なのが、ヴィヴィアンとフェノリーゼさん。いや帝国が送り込んできた諜報員たち全員に刻まれていた、命令に背いたらアンデッドモンスターになってしまう呪い。

　街中でアンデッドになってしまったらパニックになるのが目に見えてるので、こっそりと気付かれないように根こそぎ解呪して回っていたのだ。

　そんな非人道的な呪いを受けていた彼らは、呪いを解いたら自首してくれた。天才と名高いカール王子ならきっと平和のために役立ててくれるだろう。俺も嫁たちと安心して暮らすために協力は惜しまない。

　呪いを受けたままの諜報員にバレないように、カール王子の帰還する日に合わせて自首するように頼んでいたから、昨日は呪いから解放された諜報員たちでごった返していたそうだ。今日も屋敷の正門近くに、見覚えのある人達がいて、晴れやかな顔で俺に頭を下げてきた。ふっ良い事すると気分がいいな。それでこの状況でどうしよう？

「あむ……ちゅ、ちゅむ……あぁ貴方のお口温かいの……ダーリン」

　俺の頭がクラクラしてきたのは、背中を怪我したせいだけじゃないっぽいなぁ。キスだけじゃなくて押し付けられる女の子特有の柔らかさが堪らん……って違う！　状況の整理をしなくては！

　嫁さん達を連れてカール王子の屋敷にやって来たら、庭で冒険者たちが玉蹴り遊びをしていた。ボールが敷地の外に飛んで行きそうだったから風を吹かせた。うん、ここまでは大丈夫。

　その後悲鳴と共にこの子が落ちてきたのだ、うん、彼女の墜落は俺が悪い。殴られても甘んじて受け入れよう、落ちてきたこの子を庇って背中に怪我したくらいは当然だ……で、なんでキスされてんの？

　理性的に考えた結論として。ダーリン呼ばわりされてキスされる理由が全く分からん。名残惜しいが彼女に聞くしかないな。ティータニアちゃん程の綺麗な美少女のキスは本当に名残惜しいけど、俺の顔に添えられた白魚のような手を掴んでそっと離れる。

「ティータニアちゃん、怪我はなかったみたいだから落ち着いて。それとも痛い所があるかい？」

　唇を離したらちょっと冷静になったのか、白磁のように真っ白な肌が一瞬で紅潮し、慌てたように手と翼をパタパタさせる。ヤバい半端なく可愛い。

「さ、さっきの言葉は忘れなさい！　寝惚けてただけなんだから勘違いするんじゃないわよ！」

　顔を真っ赤にして俺の目の前でジタバタしてるティータニアちゃん。微笑ましい気持ちになったので頭を撫でたら、何か言いたそうに頬を上気させて口をパクパクさせるが、結局何も言わずに大人しく撫でられてる。

　強気そうな女の子が含羞はにかみの表情を見せると、綺麗な顔立ちとあいまって、俺の頼りない理性への攻撃力が高すぎる。またキスしたくなる可愛さだが必死に自重。頑張れ俺の理性。

「落ち着いてティータニアちゃん、結構乱暴に受け止めたから痛いところとかはない？　打ち身とかあって女の子の身体に痕が残ったら大変だからね」

「なっなっ……ない……です！」

　さて、どうしたものかな？　翼をパタパタ動かしたり、真っ赤になって両手をブンブン振ったりして可愛いけど、どうにも墜落のショックで混乱してるっぽいので、頭を撫で続けるとするか。

「……妹と同じ匂いがする……はふぅぅ」

　匂いと言うのがよく分からないが、頭を撫でていた腕に縋りついて、顔を真っ赤にしながら、うっとりとした表情を見せてくれる。

　俺がティータニアちゃんの頭を撫でてる間、玉蹴りをやっていた冒険者達が周りに集まり、その中の数人が背中の怪我の洗浄と治療をしてくれている。彼らもティータニアちゃんの挙動が可愛いのか、微笑ましそうに彼女を見ている。

　そうしてるうちに、ふと妙に視線を感じて振り返ると冒険者たちは何やら俺を拝んでた。特に鉄槌を持った強面の人はなんかブツブツ言いながら熱心に祈ってる。なんでだ？

　傷口を洗ってくれてる、いかにも歴戦の戦士といった風貌の人に聞いてみると「勇者様の女運を分けて貰えるような気がするからな」とか言って笑ってた。えーと冗談だよな？　本気じゃないよな？

　結構強面の人たちが、なんだか真剣な表情で手を合わせてたり。祈りを捧げながら消毒薬を塗ってくれてる人は、きっと信心深い人なんだろう。多分そうなんだと信じたい。俺に祈ってもご利益とかはないよ？　ないよな？

　祈りと一緒に「屋敷のメイドさんとデートできますように」とか「商会のお嬢さんの護衛任務に選ばれますように」とか聞こえたが、ネタで言ってるだけだろう……多分。

　見知らぬ他人に親切にしてもらえると、自分も誰かに親切にしてあげようって気になってくるものだ。助け合いの精神は素晴らしいね。傷口を洗ってくれてるのはそういう事だろう、あと墜落しティータニアちゃんが心配なんだろう。不純な念を感じた気がするのは気のせいだと信じてる。

　そんな事を考えてると、馬車の中で待っていた嫁たちがやってきた。先頭はルーフェイだ、人狼族の特徴として彼女は持久力はないけど瞬発力はかなり高く、足も速い。そして俺の傍にいる白い翼の少女を見た瞬間……。

「わ、わふっ？　お姉さま、どうしてここにいるのですか」

「あぁ！　ルーちゃん、いきなりお嫁に行っちゃうものだから姉さん心配したのよ」

　ティータニアちゃんは俺から離れると、駆け寄ってきたルーフェイに抱き付く……え？　ルーフェイの姉さん？　って事はクレイターのお姫様？　なんで空から落ちてくるんだとか色々疑問は尽きないが……とりあえず俺の怪我を治してから考えよう。

「勇者さんよぉ、傷口の泥は全部落としたぜ。なんか勇者さんに祈ると女運が上がるって噂のせいで、治癒のできる奴が何人も立候補してんだけど、任せちまっていいかい？」

「なんでそんな噂になってんだか知らないけど。うん、好きにしてくれ」

　冒険者の中で治癒の術が得意な魔法使い達が、背中の怪我を治してくれるのはありがたいが……「彼女ができますように」とか「メイドさんのおっぱい揉みたい」とか祈りながら治癒されるのは、感謝したいけど微妙な気分だ。

　一応俺勇者だけど祈っても神様に届かないぞ？　届いても法の女神宛だろうし、管轄外だからと無視されるんじゃないか？

　中には法の女神のシンボルを持って「モテますように」とか祈ってる神官風の人がいるけど、女の人に引っ叩かれて連れていかれたりしてる。

「もう痛くないから大丈夫だよ、ありがとう」

「へへっ、なぁにゲン担ぎみてぇなモンだし気にしなさんな」

　下心丸出しなお祈りを受けつつも、治癒も終わった。冒険者の皆にお礼を言うと照れくさそうに笑ってるので、なんだかんだと気のいい人たちなんだな。

　さて、人目を憚はばからずにルーフェイを甘やかしてるティータニアちゃん。そしてその近くで俺の治癒が終わるまで待ってた嫁さん達と一緒に、カール王子に面会に行こう。





◆　　　◆　　　◆






　ティータニアちゃん、もといクレイターの王女様を伴って屋敷に入ると、貴賓室に案内された。どうもカール王子はクレイターの王様がいきなりやってきたせいで、手が離せないらしい。

　サリーマさんとマヘンドラさんも今日の所は面会を諦め帰ってしまった。ヴィヴィアンは捕まった諜報員との面会を頼んだら、すぐに了解を貰ったのでメリッサさんの軟禁部屋に案内される。

　そんな訳でルーフェイ、ユングフィア、アルテナ、ティータニア姫と一緒に貴賓室に入ると、そこでは鳥人族の強面の巨漢、オべローン王が己が部屋の主とでも言わんばかりに寛いでいた。

「おぉ！　婿殿よ壮健であったか？　ルーフェイとは仲睦まじい様子でなによりである！」

「おかげさまで。いきなりやって来るものだから驚いちゃいましたよ」

　王様とお姫様だけで他国にやって来るとは、ほんと自由人だなこの人。握手を交わすのだが、少し手を握っただけでティータニア姫が間に割って入ってきた。

「ちょっと！　彼からはルーフェイの良い匂いがするんだから、体臭が移ったらどうするのよ」

「ええい！　我は断じて臭ってなど！　……ん？」

　そこで初めて俺の腕に抱き着いてる形のティータニア姫に目が向いたようだ。

「ティータニア、お前なんで婿殿は触って平気なのであるか？　いままで男相手には臭いとか汚いとか言って、近づけもしなかったであろう」

　そうなの？　かなり気が強そうな娘だとは思うけど。そんな事言うようには見えないけど。

　こっそりルーフェイに聞いたら、彼女はかなりの男嫌いというか、男の体臭が大嫌いなのだそうだ。普通鳥人族はそれほど匂いには敏感ではないのだけど、彼女は何故か感覚が鋭いらしい。

「そうね、いつもなら臭くて離れちゃうんだけど、彼は普通に触れるわ」

「よし分かった、ティータニアよお前は婿殿……否、勇者クリスに嫁ぐが良い」

「ちょっと待て、王様色々と手順をすっ飛ばし過ぎだろう！」

　いきなり予想外の事を言い出すので反論するが、王様には届いても素通りされる。

「許す！　大いに許すぞ婿殿！　そう勇者に下賜するクレイター王国の宝とは我が娘ティータニアに他ならぬのであぁぁぁる！」

（ホントは家宝の杖を持ってきたのであるが、ティータニアを宝と言うことにすれば、下賜せんで済むのである！）

　相変わらず悪いこと考えてそうな強面だが、体質的に男の体臭を受け付けない中、大丈夫な奴がいれば、そういう結論になるもんなのかな？

「それに婿殿は金銀財宝よりも美しい女子に価値を見出す御仁であろう？」

「助平なのはその通りだけど、当事者の娘を無視して話を進めるのは止めた方が良いんじゃないか？」

「そ、そうよ！　お父様は私はともかく、相手の意思を確認もしないで物事を進めるから自己中とか言われるのよ！　ででででも！　何時か何処かに嫁ぐのだから妹と一緒に暮らせるのは嬉しいわ。勘違いしないでよね！　今日初めて出会った殿方を好きになっちゃうなんて、演劇みたいなことあるわけないんだから！」

　俺は初めて会ったオリヴィアに惚れてその場でプロポーズしたがね。まぁそれはともかく。

「姉妹揃って同じ人間に嫁ぐって良いのか？　世間知らずの俺でも変だと思うんだが」

「関係を深めたい相手に、娘を複数嫁がせるのはよくあることよ。婿殿にはそれだけの価値があるのだと思えばよいのである」

（まっ帝国への意趣返しも否定はせんがな）

　その後はなんだかんだと王様に押し切られ、ティータニアと結婚することになった。いや綺麗な娘だから大歓迎だけど。

　妙に疲れた表情で貴賓室にやってきたカール王子は、王様と重要な話があるそうなので、報告は明日の昼に面会する時と決めて、そのままティータニアを伴って帰ることになった。

「はっはっは！　婿殿では明日また会おうではないか！　孫の顔を期待しておるので頑張るのだぞ！」

「それじゃ妊娠が分かったら手紙を送りますよ。あと若い娘さんを前にあんまり露骨なこと言うとまた怒られるんじゃないの？」

　王様に振られた話題にルーフェイは平気な顔をしてるが、ティータニアは顔を紅潮させてそっぽを向いている。なんか文句言いたげだけど俺の手前黙ってるっぽい。

「うむ、連絡を受けたら迎えを遣わそう。婿殿よ我の娘たちが懐妊したらクレイターで過ごし出産させて欲しいのだ。子を産むとなれば生まれ故郷以上の環境はない」

　なるほど、確かに生まれ故郷ならリラックスして出産に臨めるというものだな。それに王様も孫が可愛いんだろう、真っ先に抱き上げたいのかな？

「分かった、使い魔を送ればいいかな？」

「うむ！　婿殿にはこれをやろうではないか、使い魔よりも早く連絡が出来るのである！」

　王様が懐から取り出した石板は、魔力を通すと遠距離でも会話のできる魔法道具で、高価なものではあるけどタダで貰った。これはクレイターでしか作れず、この国では買いたくても買えないほどの貴重品だ。この手の道具は帝国が輸入させないからだと聞いている。

　俺と王様の直通ラインがあるとあらぬ疑いを向けられるんじゃないかと思ったが、同じ魔法道具をカール王子も複数貰ったようだ。

（うむ、ティータニアらの近況は逐一把握しておらんとな。貿易を担当する大臣に言われた通り、数個無償で渡したがケチケチせずもっとくれてやれば良かろうに）

　多分オべローン王としては、マーニュ国王や首脳陣と直接対話できるようにするのと、便利な魔法道具の輸入を促進するのが狙いでは？　と言うのが王子の推測だ。流石ノリで生きてるようで一国の王ともなると色々考えてるんだなぁ。

　またルーフェイと同じくクレイターの姫であるティータニアも、一緒に結婚式を挙げてはどうかと言う意見もあったが、広いとはいえ一ヶ所に男性が多くいる空間には耐えられない、という本人の希望もあって、祝福をかけるのは今夜と言うことになった。

　ヴィヴィアンは無事にお姉さんのメリッサさんと再会し、姉妹で積もる話があるらしく、今日は辺境伯の屋敷にあるメリッサさんの軟禁部屋に泊まらせてもらうことになった。明日王子との面会の後で一緒に帰る予定だ。





★　　　カールＳＩＤＥ　　　★






　急遽始まったオべローン王との会談が終わり、交渉が纏まったら彼は上機嫌で飛び去った。文字通りの意味で会議室の窓を開けて、そのまま止める間もなく飛んで帰った。おーいオッサンよ、こっちは歓待の宴を用意してる最中だったんだけど？

　あとクリス殿に明日会おうとか言ってなかったっけ？　まさか、いくらなんでも連日では来ないよな？　来ないと信じるぞ？　連日あんな濃いのがやって来たらボクの胃に穴が開くぞ。

　まぁ帰っちゃったのは仕方がない、ボクは悪くないし、一応彼の新しい奥さんのヴィヴィアンさんに伝えておけばいいか。しかし魔術的に縛ってるとは言え、敵の諜報員を、あっさり嫁にする神経はどうなってるんだろう？

　多分大神官のトラバントさんに指摘されなきゃ【誓約ゴッデスエンゲージ】の神聖魔法すら使わなそうだし。まぁ勇者だからと言うことで無理やり納得しておこう、全てをあるがままに受け入れればストレスも無くな……ると良いなぁ。

　そのヴィヴィアンさんは自首した諜報員の中に姉妹がいて、姉を軟禁してる部屋に泊まってる。部下曰く、タイプは違うけど物凄く色っぽいお姉さんで、姉妹揃ってるとそれはもう眼福だとか。

　目の保養として見に行きたいところだけど……無理だな、徹夜明けに王様との会談とかもう限界。ボクは今会議室の冷たい机に頬ずりするので忙しい、あぁ冷たくて気持ちいい……。

「疲れた……なんであの人あんなに人の話を聞かないんだ……正直このまま寝れそう」

「お疲れ様ですカール様、いやぁ顔の怖い人でしたね」

　ジャンヌ、例え誰もがそう思っていてもそれは口に出しちゃダメだよ？　会議室の机に突っ伏したボクに、ジャンヌがお茶を出してくれた。

　彼女も会談の間ずっと、緊張を保ったままで立ちっぱなしだったから疲れたのだろう。それでなくても一国の王との会談だ、努めて明るく振る舞っていても、声色には疲労が混じってる。

　ボクの知らないところで婚姻の成立したティータニア姫が、勇者殿にくっついて彼の屋敷に付いてったまでは良い。どうせルーフェイ姫が嫁いでるんだから一人も二人も一緒だ。

　しかしその後、魔王種の魔核の代価をどのようにするか。それを話し合わなければいけなかったのだが……これが実に難航した。

　なんでって？　オべローン王って基本的に人の話を聞かないで、勝手に話を決めてしまうので、強引に交渉が終わりそうになるんだ。その度に止めたり修正したりで、普通の交渉の三倍は疲れる、しかも強面なものだから話しかけるだけでも気力が要る。

　外交交渉を任される人って凄いんだな、ボクにはとても無理だ。途中にストレスで交渉が肉殴体り言合語いに移行するかもしれない。

　ううう……これが一国を治める王との会談と言うものか。肉親だけにボクに割と甘くて話しやすい国王オヤジとは、比べ物にならないくらい神経がすり減ったよ。とりあえず癒しを求めてジャンヌのおっぱいを揉む……鎧着てたよ畜生。

「カール様、お疲れでしたらお休みになります？　不肖このジャンヌが添い寝をさせていただきますよ」

「……そうだね、もう休もう。とりあえずオべローン王が帰っちゃったのと、準備が無駄になるのも勿体ないから、慰労会の名目で宴をやるって担当者に伝えてきてくれ」

「はい！　伝えておきますね。その後すぐお風呂に行きます」

　機嫌よく執務室を出て行ったジャンヌを見送って、先にお風呂で待ってよっと。慰労会が始まるまで起こさないようにとだけ伝える……あぁ、やっと休める。とりあえずお風呂で若い情熱をジャンヌにぶつけないようにだけ気を付けて早く寝よう。

　しかし、疲れてると妙にムラムラする。結局、スッキリした方がよく寝れるとか、変な理由をつけてジャンヌとお風呂でエッチしてしまい、寝室で待っててくれたデシデラータに怒られた。
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★　　　ティターニアＳＩＤＥ　　　★






　幼い頃の私は病弱であった。色素の抜けた髪と肌は日の光に弱く、鳥人族でありながらまともに空を飛ぶこともできない。

　赤みを帯びた瞳は、屍鬼グールを連想させる不吉なものであるが故に、王の娘でありながら幼い頃より侮蔑と嘲笑の視線に晒され続けた。

　なまじ黒翼の美姫と称えられる母に似て、整った容姿であったことへの嫉妬もあったかもしれない。父はなにかと気にかけてくれたが、王である以上娘にかかりきりになることも出来ず、嫌がらせは年を追うごとに陰湿さを増した。

　母も深い漆黒の翼に誇りを持つ、鴉の一族出身であったためかは知らないが、白い翼を持つ娘の私を無視することが多かった。母でさえそれだ、一門の者たちの私への態度も知れるというもの。白い鴉など排斥の対象でしかないのだ。

　もっとも、母が私を避けていたのは私が白い羽で生まれたせいで、実家から相当悪し様に罵られ堪えていたかららしい。無視くらいで済んでいたのは、称えて良いレベルの我慢強さだと思う。

　そんな中で、いつも傍にいてくれたのは妹のルーフェイだ。王女というだけでなく、人狼族を束ねる名門氏族であるフェリル家の当主に溺愛されている孫娘が傍にいて、嫌がらせなどされるわけもない。用事で妹が出かけたりすると途端に虐められるが。

　ルーフェイからすると堅苦しい毎日の中、気楽に話せる姉に懐いていただけであっても、私は妹に救われていたのだ。本当にルーフェイには頭が上がらない。

　兄達もいるが……父に似たのか豪快な性格の脳筋ばかりで、可愛がってはくれるがスキンシップが乱暴でウザく、著しくデリカシーに欠けるので省く、まぁ嫌いではない。

　そんな生活が唐突に終わりを告げたのは、九歳の時、四年に一度催される海神祭での事だった。

　海神祭とは海の夫婦神である海神ガイオス様に航海の無事を祈り、女神アムピトリ様に海の恵みを感謝する儀式で、王の義務とも言うべき大祭だ。これを怠り夫婦神にそっぽを向かれると、冗談抜きで国が亡んでしまうので国民が一丸となって神の無聊をお慰めするのだ。

　勿論王族は欠席など許されず、晴天の日差しに身を焼かれながらも、必死に耐えながら滞りなく義務を果たす。まぁ当時の私は九歳なので、大人の指示に従いながら定型文を読むだけだったが。

　それは父のすぐ隣で奉納される歌や踊りを眺めてる時の事だった。儀式の最中に日傘など差させて貰える筈もなく、日の光に耐えかねた私は、意識を失い、その後の事は父から聞かされた。

　気を失っていた私は直接見てはいないが、私が気絶すると同時に海は大時化となり、晴天であった空はあっという間に厚い雲に覆われ、雷鳴と共に豪雨に見舞われたそうだ。

　大事な儀式の最中に天変地異だ、相当混乱したであろうに怪我人もいなかったのは、天変地異などどうでもよくなるような事態が起こったからだ。すなわち、海神を奉じる大神殿に海の夫婦神ガイオス様とアムピトリ様が降臨なされた。

　私は夢の中ではっきりと神より予言を賜った。私はこれから出会う、夫となるべき者との間に男子を授かる。そしてその子は我らが加護を十全に振るうことのできる神子である。成人する齢に達すれば大神殿にて勇者としての加護を授けよう、と……。

　その日から生活が一変した。まず勇者の母となるべく加護を授かったのだが、病弱であった身体が頑丈になった。常人よりも遥かに、ひたすらに無意味とも思える頑丈な身体を手に入れた。

　具体的には全長二十メートルもある、海蛇竜の尻尾で殴打されても傷一つなく無事だった。脳震盪は起こしたし、すごく痛くて気絶したけど。身体が頑丈過ぎて食べようとした海蛇竜の牙と顎が砕けたそうだ。恐らく雲の上から墜落しても無傷だと思う。

　眠り薬や麻痺毒を盛られたこともあるが、一切効かなかった。試したことはないし試す気もないが、致死毒を飲まされても多分効かない。あと魔法もほぼ効かない。

　もう一つは嗅覚が鋭敏になり、なんとなく周囲の人間の感情を嗅ぎ分けられるようになった。それはまぁ役に立つ加護ではあるけど、その代わり『夫となるべき者』以外の男性からは悪臭しか感じられなくなった。

　肉親である父や兄は例外だが、あまり入浴の習慣がないのでやっぱり臭い。鳥人族は嗅覚が鈍い方なので、今まで気にならなかったのに。これが鼻が良くなった弊害か、ルーフェイを始め嗅覚の鋭い人たちはよく耐えられるものだ。

　ここまで強力な加護を下さるのなら、私を勇者にしてくれても良かったのでは？　とも思ったことがあるが、神が私に望んでいるのは勇者の母としての役割であり、ひたすらに死なないような加護を下さったというわけだ。

　さて、必要以上に健康になった私を待っていたのは、今まで私を嘲っていた者たちの豹変ぶりだ。どうも『私の子供が勇者になる』と言う神託の都合のいい部分しか聞いてないらしく、連日求婚者が列をなした。

　複数の男に迫られ余りの悪臭に耐えられず、飛んで逃げた。しかし中には追って来る奴もいて、そういう奴は兵士に逮捕された。普通に考えれば王女、しかも九歳児を追いかけ求婚するなど犯罪以外の何物でもないわよ、ホント男どもは馬鹿ばっかり。

　私の白い翼を馬鹿にしていた者も、海神祭の前に吐いたセリフを忘れたかのように、白い翼を鳥肌が立つほどの美辞麗句で褒め称える。余りの変わり身に気持ち悪くなってさんざん罵倒したらしい、悪臭に耐えるのに必死で何を言ったのか覚えてないけど。

　今はまぁマシなのだが私と母は、一門の連中のいっそ笑える程の手のひら返しにより、人間不信に陥ったりもした。さんざん罵倒した次の日に、愛想笑いで媚び諂へつらうなんて、どういう神経してるのかしらね、あいつらは？　せめて申し訳なさそうにしなさいよ。

　ただ共通の悩みを抱えてしまったことで、母との会話は増え、今では母娘の仲が良好なのは不幸中の幸いかしらね。幼い頃の時間を取り戻すように、母は私を過保護なくらい甘やかしてくれる。　成人と認められる頃から、私は男嫌いや人見知りといった評価を受けつつ、毎日やって来る求婚者たちに対する断り文句が、段々と辛辣なものになっていく。勘違いしないでほしいのは辛辣なのは男だけで、侍女や女官には普通に真面目な王女らしい態度よ？

　父としても国内の者から私の夫となるべき者を探したようだが、結局国内では見つからなかった。十五歳になり国内で見つけるのを諦め、他国から婿を取る、ないしは嫁ぐ必要が出てくるのだが、帝国は獣人蔑視が強く論外。万が一帝国に『夫となるべき者』がいれば拉致する予定らしい。

　これから国交を結ぶことになるマーニュ王国に望みを託し、傑物と名高いカール・カロリング辺境伯との、お見合いをすることになった……私は聞いてないけどね！　ルーフェイに会いに行くと聞いて、同行しただけなんですけどね！

　周囲には不意打ちで父から紹介し、カロリング卿と結婚させようとしたと思われてるが、断言できる。絶対にそんなこと考えないで、普通のお見合いのノリで紹介しようとしてた。

『下手な射手も当たるまで射れば必ず当たる』と言う諺があるのだが、父の方針はまさにヘタクソな射手そのものだ。

　辺境伯に嫁がせると対外的には喧伝してたのだけど、本命としては『夫となるべき者』を探すこと、私が悪臭を感じない殿方を探す事だ。

　辺境伯とのお見合いに失敗しても、色々と見て回り悪臭を感じない男性を探す口実があれば良かったのだ。だからせめて事前に一言言ってよ。ノリと脊髄反射で生きてる人はホント人生楽しそうね、真似したいとは思わないけど。

　国交を結ぼうとしてる国の王から紹介された見合い相手。しかも王女の身分とか、どう考えてもあっちからすれば断れないでしょ！　頼むから相手国の風習くらい知っとこうよ！

　正直父は戦場以外では役に立たない武辺者なのだから、余計な事をして周囲を引っ掻き回さないでほしい、たまに家臣たちが悲鳴を上げて走り回ってるし。

　結局、カロリング卿からも悪臭を感じてしまい、むこうに非がないように振る舞ってから飛び立つ。海神様はいつか出会うと仰ったけど、十五歳になり少々不安になってきた今日この頃。

　何処かにいるであろう私の結婚相手が見つかれば良いなと思いつつ、街に向かって飛んでいたのだが……風が吹いたと思った瞬間、飛んで来たボールが顎に直撃し、視界が揺れた拍子に翼を捻ってしまい墜落してしまう。

　頑丈になる加護は脳震盪とかは対象外なので、ボールが顎にぶつかり気絶してしまう。そして……落ちた場所でやっと出会えた。私の夫となるべき人。

　しかしいくら探し求めていた人だからと言って、初対面で「ダーリンとお呼びしても宜しいでしょうか？」とは我ながら血迷ったことを言ったものだ。

　慌てて取り繕うつもりが、ついついいつもの悪態を吐いてしまい、ますます慌ててしまう。しかし、彼は気にした様子もなく頭を撫でてくれた。はふぅぅ！　こんなに優しく撫でられるなんて母以外では初めてよ、父や兄の場合は撫でるじゃなくてかき混ぜる感じだし。

　初対面だけどもう好きになっちゃったかもしれない。陳腐な言い方かもしれないけど、運命の相手に優しくされてすっかり心を奪われてしまっていた。あぁ、この方良い匂いがするわ、まるで妹ルーフェイのような……あれ？

「お姉さま！　どうしてここにいるのですか」

「あぁ！　ルーちゃん、いきなりお嫁に行っちゃうものだから姉さん心配したのよ」

　駆け寄ってきた妹は、墜落してきたのは私だと分かって心配そうにしてくれる、あぁ家族の中ではこの子だけよ私を気遣ってくれるのは。加護のせいか今では母ですら墜落くらいじゃ心配してくれないのに。

　まさかルーフェイの旦那様とは予想外だったけど、可愛い妹と暮らせるなら下手な家に嫁ぐより喜ばしい。

　一応神託の件は機密なんで、単純に男嫌いの王女が懐いたように振る舞う。父も察したのだろう、私とクリス様との結婚を強引ではあるが進めてくれた。

「許す！　大いに許すぞ婿殿！　そう勇者に下賜するクレイター王国の宝とは我が娘ティータニアに他ならぬのであぁぁぁる！」

　なんかいかにもクリス様と結婚させるために連れてきた風に装ってるけど、私は知ってる、凄く悩んで、魔法使いが持てば、一騎当千の戦力を得ると謳われる国宝を下賜しようとしてたことを。

　父から感情を嗅ぎ分けると……物凄く喜んでる。私の夫が見つかったのと、家宝を渡さなくても済みそうだからだろう。国王としてどうなんだと言いたくなるセコさだ。

「それに婿殿は金銀財宝よりも美しい女子に価値を見出す御仁であろう？」

「助平なのはその通りだけど、当事者の娘を無視して話を進めるのは止めた方が良いんじゃないか？」

　うーん、父にこんなこと言われるなんて女好きな方なのかしら？　ルーフェイの他にも三人も連れてるし、ちょっとこの方の感情を嗅ぎ分けてみると……クンクン、うん、馬鹿だこの人、打算的な感情がほとんど無い。

　私へ対する一番大きな感情は、庇護欲だ、つまり私を愛でて守ろうとする感情、これは良い。大事にしてくれそうだし、流石はルーフェイが好いた旦那様らしいと思えて納得する。

　しかしその次が性欲ってどうなんだろう？　いや女として求められるのは歓迎だけど、クレイターの姫を娶ると言うのに、私に対して金銭とか権勢への欲を一切抱かないのはどうなの？

　男は皆馬鹿だと常から言ったけど、この方も頭は良いんでしょうけど間違いなく馬鹿だ。父と同じタイプの人間。つまりノリと思い付き、後は性欲に素直で周囲を引っ掻き回すタイプね。

　とはいえ暗さが一切ないので、好ましい馬鹿さと思えるのは、生涯仕えるべき夫だからかな？　それとも惚れた弱みとは、この事なのかしら？





◆　　　◆　　　◆






　さて、屋敷に帰ってティータニアの紹介をしたら、オリヴィア達はあっさり受け入れてくれたのだが、トレニアにだけは頬を膨らませて頭をペチペチ叩かれた。

　───ズ〜ル〜い〜の〜！　私も早くクリスのお嫁さんになりたいの。

「くすっ彼女はクリス様が大好きなんですね」

　馬車の中で聞いたのだけど、ティータニアは海洋神の加護を受けてる人間で、人の感情を嗅ぎ分けられるのだとか。その彼女からするとトレニアのヤキモチは微笑ましいものらしい。

「妖精さん、大丈夫ですよクリス様は貴女の事をとても大事に思ってますから」

　───ホント？　クリスは私の事大事なの？

　そりゃ真っすぐ好意を向けられたら絆されもするよ、特にトレニアは可愛いからな。俺の思念が伝わったのか、トレニアは目の前に飛んできて頬に張り付いてきた……あ、キスしてるのか。すまん、小さくて気付かんかった。

　───それじゃフェノリーゼの所に戻るの。

「うん、フェノリーゼさんの事を頼んだぞ」

　お土産代わりに途中で買ってきたお菓子を渡し見送った。貴族街に店を構える高級なお店のやつだから、多分ハズレはないだろう、妖精たちって甘い物好きだしな。

　飛んで行ったトレニアと遊びたかったのか、残念そうなティータニアだけど、この屋敷に住んでればいつでも遊べるからね。

　なお、新たに嫁入りしたティータニアを交えて嫁たちで話し合いをするそうなので、俺は仲間外れになった。クスン、この悲しみは今晩寝室にやって来るティータニアに癒して貰おう。
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　夜になり寝室で待っていると控えめなノックが聞こえるが、入ってくる気配がない。今日はティータニアの初夜なので彼女と二人きりのはず、どうしたんだろうか？

「しししつ……失礼！　いっいたしま、ます！　こっこっ今宵は！　このティータニア・ルーガンが……旦那様の……ぶぶぶ無聊を慰め……」

　うーんドア越しでも物凄く緊張してるのが伝わってくる。ドアを開けてあげると、薄手のネグリジェ姿のティータニアが顔を真っ赤にしてもじもじしてた。おぅ、強気そうな娘が恥じらう姿は破壊力あるな。

「お姉さま、ここまで来て怖気づくのはクリス様に失礼ですよ」

　翼に隠れて見えなかったがルーフェイも背後にいたようで、背後から押されたティータニアはつんのめって俺に向かって倒れ込んできた。転ぶ前に抱き止め、優しくティータニアにキスをする。

「んむぅ！」

　目を見開いて慌てるティータニアだが、抱きしめられてる状態で逃げることも出来ず、恐る恐る俺の唇と舌を受け入れる。

　唇を離すとお互いの口から糸が引く、それを見たティータニアは更に赤くなって、どうしたら良いか分からずあたふたしてる。

「ティータニアは可愛いな、王様に強引に進められた結婚かもしれないけど、ティータニアが俺のところに嫁いできてくれて嬉しいよ」

「ひゃい！　わわ！　私も……うっ嬉しいれす！」

（本音だわ！　一切お世辞とか抜きで私を可愛いって……はうぅぅ！）

　彼女も緊張してるんだろう、幼げに見える綺麗で整った顔が、ころころ表情を変える。頬に手を添えもう一度キスをする、それと同時に祝福をかけ、この瞬間俺たちは夫婦になった。

「クリス様……」

　祝福の光に包まれた彼女は、嬉しそうに顔を綻ばせ、俺の腕の中に飛び込んできた。抱きしめたまま予想よりも遥かに軽いティータニアをベッドに運ぶ。

「俺たちは今、正式に夫婦になった。ティータニア、一緒に幸せになろうな。勿論ルーフェイも、オリヴィアたちも一緒だぞ」

「はい、これからよろしくお願いいたします……」

　ベッドに座り込んだティータニアのネグリジェを脱がせ。裸にすると暗い寝室にその肌の白さが際立った。ランプの明かりに照らされ、いっそ神秘的な芸術品のように思えた。

「ルーちゃん、これからどうすればいいの？　その……乳母から聞いた話では、夫への愛情と献身を示すために、奉仕しなさいと教えられたのだけど……」

「お姉さま心配しないで、私もちゃんとディアーネ姉さまにご奉仕について教えてもらったのです。私がお手本です」

　ルーフェイが一緒にやってきたのは、ティータニアが初夜で無作法があってはならないと、ついて来てもらったそうだ。フォローって意味ならオリヴィアかディアーネの方が適してるんだが、実の妹の方が彼女も気が楽なんだろう。

　そうして、ベッドの上で寝間着を脱いで裸になった俺は、胡坐をかいて二人に奉仕を受けることになった。

　俺の前には、白磁のような白い肌、絹のような光沢のある白い髪、そして白い翼を背負った美少女ティータニア。そして初めて見る男性器にやや腰が引けている姉をフォローするべく、バスローブを脱いで裸のルーフェイ。

　見た目に幼い二人の美少女が俺の前に跪いてチンポに舌を這わせ、奉仕する姿に例えようもない興奮を覚える。まして血を分けた姉妹、しかも一国の姫という身分の少女がだ。

「あぁ……大きい、こんなに大きなものが私の膣内に入るのでしょうか？」

「大丈夫ですお姉さま、私も初めての時はそう思いましたけど……」

　初体験を思い出したのか、忙しなく尻尾を動かしながら俺への奉仕に力を籠めるルーフェイ。

　ティータニアは知識としては知っていても初めて見る男性器におっかなびっくり舌を這わせ、ときにはその小さな口で俺のチンポを口に含み舌と唇で刺激してくれる。

「んっちゅ、ちゅ……ど、どうでしょうか？　ティータニアはちゃんとご奉仕できてますか？」

　うっとりとした表情で俺を見上げるのが堪らない。小柄な王女二人に奉仕される興奮に歯を食いしばり、頑張って耐えなければ射精してしまいそうなくらい昂ってきた。

「ちゅ、あむっ……んっんっんっ……お姉さまクリス様のオチンチンがいつもより大きくなってます」

「んむっ……な、なにか苦いものが出てきましたが……あぁこの匂い……」

　視覚的な興奮もあるが、二人がかりで与えられる快感に我慢するのも厳しくなってきた。しかし初体験のティータニアに精液を飲ませるとかしたくないし、ルーフェイもフェラチオは好きみたいだけど、口内に射精されるのは嫌がるからな。

　髪にかけたりするとエッチの後の手入れが大変だと嫁たちが言ってたし、フェラチオでイクのは止めておこう。

「ありがとう二人とも、気持ちいいよ。お返しに気持ち良くしてあげるからベッドに横になって」

　言われるがままにルーフェイは仰向けになり、翼を背負ってる関係上、仰向けになれないティータニアはうつ伏せになる。

　ティータニアの腰を浮かせ、後ろからオマンコをクンニする。ルーフェイと同様に陰毛が生えておらず、ぴったりと閉じた秘所の割れ目に舌を侵入させる。

「ひぅ！　ク、クリス様恥ずかしいです！　んはぁぁ！　あっあっあぁぁぁん！」

　指でもクリトリスを摘まみ、フェラチオの時点で感じていたのだろう、潤み始めた幼い処女孔を舌で蹂躙する。お尻に顔を押し付けるようにして更に深く。

　片手はルーフェイのオマンコに伸ばし、指を膣内に挿入するとフェラチオしている間に興奮したのか、愛液であふれていた。

「はっはっんはぁぁ！　やぁお尻が、お尻が丸見えになっちゃいますぅぅ！　あはぁん！　恥ずかしいよぉ」

「わふぅん！　らめぇ今夜はお姉さまを……お姉さまを可愛がってくださいませ！　あぁぁん！」

　俺の舌と指で美少女姉妹が快感に喘いでる姿。高貴な王女を腕の中で独占している事実は、かつてないほど俺を昂らせ、愛撫にも力が籠もる。

「わふ！　わふぅぅん！　ゆ、指二本で、んはぁぁぁぁ！　そ、そんなにされたら……」

「やぁぁ！　なにこれ凄い！　すごいのぉぉ！　恥ずかしいのに、恥ずかしいのに気持ち良いのぉ！　んむぅぅくる、なにかきちゃうのぉぉ！」

　姉妹のオマンコからは愛液が溢れ、自分の足元を濡らしている。止めとばかりに愛撫を激しくすると、二人は同時にその肢体を強張らる。

「あっあっんぁぁぁぁぁ!!」

「んきゅぅぅ！　イク！　イっちゃいますぅぅぅ！」

　同時に達した二人は、脱力し、ベッドの上で折り重なるように倒れ込む。丁度ティータニアがルーフェイを押し倒すような形になってる。白い翼も垂れ下がり、姉妹を包んでいる。

　そしてイった直後の、身体から緊張が取れた瞬間、俺は背後からティータニアの処女孔に己の欲棒を押し込んだ。

「ンッッッ！」

「あっんあぁぁぁぁぁ!!」

　小柄なティータニアではかなり痛むだろうと、実は痛みを鈍くする術をこっそりかけていたのだが、理由は分らないが彼女には魔術が効きにくく、効果が弱い。身体が弛緩した瞬間を狙ったんだが、それでもかなり痛そうだ。

「ひぐぅ……あぁ嬉しい……クリス様の逞しいもので、ティータニアを貰って下さったんですね」

　目に涙を浮かべながら健気に微笑む、可愛いお姫様に愛おしさが込み上げ、挿入した状態から動かさずに唇を奪う。

　流石に痛みが引くまでは動かすつもりはないが、小柄な見た目通りに狭い膣内は、俺のチンポを締め付け射精を促してくる。

「どうか私の事はお気になさらず、この身を好きにしてくだ……ひゃん！」

「んっ……ちゅ、お姉さま、クリス様は私たちの事を大事にしてくれてますから、そんな事言って困らせたら駄目です」

　ティータニアの膨らみかけた胸をルーフェイが愛撫してる。痛みを紛らわすためなのだろう。しかし妹の舌に胸を好きにされている姿は、背徳的で、だからこそ興奮してしまう。

「あぁ！　ルーちゃん、ダメ……んっ！　いやぁ乳首舐めちゃだめぇ！　んふぅぅ」

「お姉さま……綺麗、ちゅ、ちゅ……」

　くっ！　ルーフェイの舌先による攻めに、ティータニアが反応するたびに膣が締まり、動かなくても気持ちが良い。

「ティータニア、少しだけ動かすから我慢するんだぞ。痛くないように早く終わらせる」

「はい我慢します、クリス様のなされる事でしたらなんでも……どんな事でも受け入れますから」

　背後からティータニアの細い腰を掴み、小刻みに腰を揺らすと、痛みに耐えるように翼が強張っている。あぁ、ごめんよティータニア、痛い思いをさせちゃってごめん！

　ただでさえ狭いオマンコだ、少し動かすだけで射精感が込み上げて来て、俺は一切我慢しないでそのままティータニアの膣内に子種を注ぎ込んだ。
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「あぁぁ！　熱いのが、クリス様の熱いのが私の膣奥に来た！　出来ちゃう、こんな熱いのを注がれたら赤ちゃん出来ちゃうよぉぉ！」

「そうだ、俺の嫁になったからには最低でも三人は孕ませるからな」

「赤ちゃん……クリス様と私の赤ちゃん……」

　嬉しそうにザーメンを注ぎ込まれた下腹部に手を当て、妊娠した自分を想像したのだろうか？　一瞬幼げな筈のティータニアが俺よりも年上の女性に見えたような気がした。

　夜はまだまだ長い、ティータニアに無理はさせられないが、次はルーフェイを可愛がってあげよう。





◆　　　◆　　　◆






　頬を撫でられる感触がして目を覚ますと、俺に抱き着くように眠るティータニアの白い翼が顔に当たっていたようだ。

　昨晩存分に愛し合った王女姉妹に左右から抱きつかれ、その柔らかさと温かさに、両腕で強く抱き寄せ、可愛らしい寝顔を眺めてると、二人は安心しきった表情で規則正しい寝息を立てている。

　窓から見る空は白んでいるが、まだ起きるには早い時刻だから、もうちょっと左右から伝わる温もりを堪能しようかな？　そんな事を考えてると、右側に抱き着いているティータニアが目を覚ましたようだ。

　横向きに寝てるのでベッドからはみ出た翼がパタパタと動き、軽く伸びをした彼女は、寝惚け眼で俺を見て幸せそうに含羞はにかむ。

「おはよう、いつもこんなに起きるの早いのか？」

「おはようございますクリス様、そうですね、空が明るくなると自然に目が覚めてしまいます」

　寝起きのキスをしてから改めて彼女を見ると、精巧な人形じみた美貌が、熱の籠った眼差しで、じっと俺を見て微笑んでる。ちょっと気恥ずかしいけど、目を逸らすのもなんか負けた気分なので、なんとなくお互いに見つめ合い、そして同時に吹き出してしまう。

「くすっ」

「ふふっ」

　綺麗な子が笑うと本当にドキッとするな。つい昨夜の続きをしたくなってくるが、今からエッチすると間違いなく朝御飯に間に合わない。かと言って起きるには少々早いので、新婚らしくイチャイチャするべく、抱き寄せて耳たぶを軽く噛んでみる。

「ひゃうん！　だめですよクリス様ぁ、あふん……」

　実に初々しくて可愛い反応なので、頬、首筋、うなじ……いろんな場所を舌で撫でる、恥ずかしくても俺にされることは拒まず、未知の感触に身を委ねるティータニアに愛おしさが込み上げ、嬌声を漏らすまいと閉じた唇に、舌を差し込み絡め合う。

　しかしこれ以上するとセックスに突入しそうなんで自重。左側に抱き付いてるルーフェイもまだ寝てるからね。

「目が覚めちゃったし風呂で汗を流そうか、昨日は沢山汗かいたしな」

「もう、汗をかかせたのは誰ですか？　クリス様ったら休ませて下さらないんですもの」

　拗ねたように頬を膨らませるティータニアが可愛いので、文句を言ってくる口をもう一度唇で塞ぎ、自由になった右手で、手のひらにすっぽりと収まる小ぶりなおっぱいを揉みほぐす。

「あっ……んっ……もう、クリス様はいじわるです」

「ティータニアとルーフェイが可愛いから、つい張り切ったんだ。それにおねだりしてきたのは誰だったかな？」

　高貴な姫姉妹を、一緒に俺の腕の中で喘がせる快感に、歯止めが効かなかったのは事実だ。しかしルーフェイが疲れ切ってダウンした後も、ティータニアは新雪のようなお尻を振って、俺を求めてきたんだよな。

　初めてだというのに何度も絶頂して、その美貌を情欲に染め蕩けた表情で膣ナ内カ射ダ精シをおねだりされたら、そりゃ頑張るしかないだろう。

「それは……クリス様が上手だから……気持ち良くって……」

　この子は俺を朝から誘ってるのだろうか？　恥じらいの表情で上目遣い、しかもそんなセリフ言われたら、押し倒されるのを待ってるとしか思えないぞ？　ついでに寝起き早々から元気で節操のないムスコをチラチラ見るのは、期待してるようにしか見えない。

　それでいて恥ずかしいのか、さらに真っ赤になって俯いてしまう。あぁ可愛い。可愛すぎて俺の理性がそろそろ危険領域に入ってきた。

　やばい自重、マジで自重、お互い裸のままだから俺のあまり強固ではない理性が特に拙い。ここで彼女を押し倒したらまたディアーネに怒られる、あとオリヴィアにも説教されるだろう。ここはなけなしの理性を総動員してなんとか話題を逸らすのだ。

「ティータニアを満足させることが出来たのは、男冥利に尽きるな。それじゃ風呂に行こう。ルーフェイも起こすか」

「ルーちゃんは起こせば素直に起きる子なんですが、やっぱり昨夜は遅かったからか起きそうにないですね」

　ついでにヘトヘトになるまでセックスしたからだな。幸せそうに寝てるのを起こすのも忍びないが、一人だけベッドに残すわけにもいかないので、裸のままお姫様だっこして風呂に行くとする。

　浴室に入るとまだいつもより早いのに、お姉さんの所に泊まってるヴィヴィアン以外の嫁たち全員がいた。合計で七人もいると、大きめの浴室でも流石にちょっと手狭に感じるな。その分密着できるからなにも問題はないが。

「おはよう、今日はみんないつもより早くないか？」

「おはようございます旦那様。実は昨日ティータニアの事もあってお伝えし損ねたのですが……んむっ」

　寝惚けているルーフェイはティータニアに任せて、軽く手桶で汗を流し浴槽に入り詳しい話を聞くとするか。勿論オリヴィアを抱き寄せてキスしてからな。

　なんでもお祭りの準備に忙しい神殿から、職人街に色々な小物を作る依頼が殺到してるらしく、人手が無いからとお手伝いのオバちゃん達に頼まれ、最初はアルテナとユングフィアが、お手伝いに行くことになっていたそうだ。

「マーサさん達も忙しくてお休みするそうです。それで皆で盛り上げるべきお祭りなので、わたくしたちも微力ながらお手伝いをさせていただくことになったのです」

「分かった、気をつけてな。俺も用事終わったら職人街に手伝いに行こうか？」

　みんなで小物作りも楽しそうだと思って言ってみたが、オリヴィアの反対側から抱き付いてきたディアーネは、ちょっと考えた後必要ないと言う。

「うーん、私たちは朝からお昼まで、子供に配る飴を作って包装するのですけど、カロリング卿とのお話が長引くと行き違いになりそうですわよ」

　お昼まで手伝いをした後は、以前俺とディアーネで行った湯屋で寛いだ後、買い物に行く予定だそうだ。彼女たちは目立つから探すのも手間ではないだろうけど、女の買い物に男が混じると、碌なことはないって修業時代に猟師のおじさんが言ってたからな。

「そのお手伝い私も同行して良いかしら？　街も見て回りたいからね」

　まだウトウトしてるルーフェイを椅子に座らせ、髪を洗ってあげてるティータニアはこちらの話を聞いていたようだ。

「勿論ですよ、ティータニア様を見たらみんなびっくりするでしょうね……多分私と一緒に飾りつけのお手伝いになりそうですけど」

　背が高く力のあるユングフィアは、飴作りより街の飾りつけを頼まれてるそうだ、そりゃ空が飛べるんだからそうなるか。ちなみにお手伝いは職人街のご婦人オバチャン達ばかりなので、男衆は関わらないらしい。

「別に大丈夫よ、それとユングフィア、様はいらないわ。王女の身分だったのは確かだけど、今は同じ夫に仕える姉妹じゃない」

「そ、そうですか？　でも私なんて祖母が祭司長なだけで、家名の無い平民ですけど……きゃっ！」

　どうにも身分差の意識が残るせいか、若干ティータニアに、あとオリヴィアとディアーネにも、遠慮のあるユングフィアの爆乳を揉みつつ、普通に接するように諭すとしよう。

「家名が無いって言ったら俺もだぞ？　まぁなんかメイティア伯爵によると叙爵されるみたいだし、ユングフィアも夫人なんだから気にするな」

　人懐っこいルーフェイに比べてティータニアは、確かに神秘的な美貌も相まって、いかにもお姫様と言った気品がある。ルーフェイに気品が無いわけではないが、それ以上に庇護欲をそそるタイプなんで気圧されるってことはないのだ。

　王侯特有の気品ある姿を前に、身体に染みついた身分意識を無くすのは難しいのかな？　そんな事を考えてると、アルテナがジト目で俺を見る。何故だ？　ライバル意識のあるユングフィアだけ可愛がってるからか？　よし、ではアルテナのお尻も揉んで……ディアーネに耳を引っ張られて引き剥がされてしまった。

「ご主人様？　朝からこんなに花に囲まれ、その中の一輪のみ愛でては、やきもち焼いてしまいますわ」

「ディアーネ、注意するのはそこなの？」

　ついさっき湯船から出たオリヴィアは、ティータニアの髪を洗いながら、少し呆れたようにツッコミを入れる。

「すまない、蔑ろにするつもりはないんだ。ただ家族内で遠慮のあるユングフィアを諭そうとしてな、つい胸に手が伸びたんだ」

「つい、じゃないですよぉ。いきなり胸を揉まないでください」

「そうですクリス様、ユングフィアさんばかりズルいです」

　それでは左右にディアーネとアルテナを抱き寄せ。ユングフィアのおっぱいに顔を埋めよう、それで解決……アルテナに腕を抓られちょっと痛かった、何故だ？

　そんな感じでイチャイチャしてると、ようやくルーフェイも目が覚めたらしい。不思議そうにキョロキョロしだした。

「くぅん？　クリス様やお姉さまたちとお風呂？　あれ私はベッドに？」

「一人だけベッドに置いてけぼりにできないから、連れてきたのよ。ほら髪を洗ってる最中だから動かないで」

「わふっ！　それじゃ後で、お姉さまの翼は私が洗います」

　ティータニアの髪はオリヴィアが洗ってるのだけど、翼に関しては専用の洗い方があって、ちゃんと練習した人じゃないと、結構繊細な翼を傷めてしまい、羽が抜けて不格好になってしまうそうだ。

　翼を洗うのは髪以上に時間がかかるらしいので、仲良し姉妹が洗いっこしてる間に朝御飯を作るべく、そろそろ風呂から上がるとするか。

「ごめんなさい、明日から私も朝食を作るの手伝うから」

　箱入りかと思いきや、家事もそれなりに仕込まれてるティータニアは、申し訳なさそうに言ってくる。

「気にしないで良い、女の子が身嗜みに時間をかけるのは当たり前だからね」

　五人で食事の支度をしたので、意外と早く済んでしまい、ティータニア達がお風呂から上がるまでイチャイチャしてた。さて昨日はゴタゴタしてたせいで、何もしないで帰ってしまったので、今日はちゃんと上司に色々報告しないとな。
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　自首した諜報員から齎された情報で、重要度の高い物は処理した。残り二週間を切った開拓を宣言する式典の準備は、家臣たちの尽力もあって何時でも始められる。昨日までであれば修羅場は過ぎ去って後は余裕が出る……筈だったが、昨日の王様との話でまた面し倒ごとが増えた。

「貿易港……ですか？」

　重臣たちが休んでるので、今すぐ相談できる人はモンドバン伯爵しかいない。朝早くに呼びつけたのに嫌な顔一つ見せずに話を聞いてくれる、この人がいてくれて本当に良かった。

　マーニュ王国で海に面してるのはこのラーロン地方のごく一部だけで、国民の大半は海を見た事が無い。それでは今後の取引に支障が出るからとボクもこの提案を受けたのだ。

「うん、オべローン王の提案でね。交易するのに拠点は必須だけど、内陸国のこの国で港を造るノウハウなんて無いから、魔王種の魔核の代価に資材の提供と職人の派遣をするってさ、建築の費えは向こうで、警備はこっち」

「その件に関して陛下は？」

「あの王様は曖昧な返事したり先延ばしにしようとすると、勝手に物事決めちゃうから相談する暇もなかったよ。一応ボクに一任してくれるって言質はあるから、事後報告で良いと思う。悪いけどモンドバン伯爵、鳥型使い魔の召喚お願いします」

　心得ました、と伯爵の手元が光った瞬間、五羽もの使い魔が飛び立ち、窓際に整然と整列する。

　この使い魔召喚は召喚魔法の基礎だけど、そもそも召喚魔法の難易度が非常に高いので、術者は非常に少ない。そう考えると娘のマルフィーザ嬢は物凄く優秀なんだな。

「場所は食料の受け渡しをした西の海岸で、飛んで帰ったらすぐに資材と職人手配するって話だから、急いでこっちも警備の兵と、ノウハウを学ぶための人材を送らないといけないんだけど……」

　オべローン王は「では急いで手配するのである」と飛んで帰ったので、あの調子ではすぐに船に資材を積んでやってきそうだ。流石に準備には時間がかかるだろうけど、急いでこちらも人を送らないといけない。

「式典に合わせてやって来る兵士では間に合いませんね。建築や補修のノウハウを学ぶにしてもある程度の知識が無いといけませんから。最低でも工兵としての教育を受けてませんと」

　港の維持管理をするにもノウハウは必要だ。しかし職人だけ送っても今度は海の魔物への対処を考えないといけない。

　カロリング家の兵士を派遣することはできるけど、今でさえ東の草原を開拓する人数がギリギリで、海岸に警備兵を送っては開拓が遅れてしまう。

　冒険者や傭兵は多いけど、きちんと統率されてる集団でなければ外交問題になる可能性があるので、個人主義な冒険者を沢山送れば良いと言うわけではない。

　規律が良くて、陣地造りが出来る豊富な人材に加えて、魔物への対処ができる集団、なんてそんな都合よくいるわけが無いよなぁ、ホントどうしよう？

　どうしたものか頭を悩ませていると、サリーマさんと息子のマヘンドラさん、他にも部下数名が報告の為にやってきたので、執務室に来てもらった。

「おはようございますカール様。アタシの部下たちが鎧蟻の素材を積んで帰ってきたんですが、量が多いので運動場で解体しても良いでしょうかね？」

「ああ、サリーマさんお帰りなさい。昨日は報告に来てもらったのに、顔も見せないで済まないね、運動場は好きに使って構わないよ」

　サリーマさんが目配せすると、背後にいた部下が外に向かって走っていく。鎧蟻は素材として優れてるから、王都にでも運べば多額の利益が出るだろう。

　一応文書で護衛任務中に起こった出来事の報告は受けているけど、流石に魔王種が倒された話は文書では良く分からないので、サリーマさんから直接報告を受けようとした時だった。

　傍で座っていたモンドバン伯爵がサリーマさんに抱き着いたのだ。後ろに控えていた息子さんを始め部下たちも、いきなりで驚いている。

「ちょっ！　いきなりなんだ……って、アンタまさかマラジかい？」

「覚えていてくれて嬉しいよ。すまない、いままで連絡が取れずにすまなかった！」

　伯爵はおもむろにサリーマさんの前に跪き、手の甲にキスをする。あれって確か、今では芝居とかでしか見かけない男から女へプロポーズするとか、求愛するときの古式な作法だっけ？

「ななっ！　何やってんだいマラジ！　いきなり恥ずかしい事してんじゃないよ！」

「何をと言われても、私の率直な気持ちを伝えてるのだ。二度と会えないものと諦めていた……サリーマ、会いたかったよ。まずは謝らせてくれ」

　熱っぽい視線をサリーマさんに送る伯爵を見て、後回しにするのも悪いので、とりあえずサリーマさんから報告を受け取るのを諦めた。そして伯爵と一緒に客室へ追い払った。執務室で感動の再会とかされても困る。

　詳しい話は息子のマヘンドラさんから聞き、連れてきた部下たちは解体作業に向かった。それから小一時間後に二人が戻ってきた。ちょっと汗の匂いがするけど……あんたら人の家の客室でナニやってた？　彼女たちが戻ってくるまで別室で待機してたマヘンドラさんも呆れ顔だ。

「いやぁ積もる話がありまして、つい盛り上がってしまいましたよ」

　モンドバン伯爵のそれはもうスッキリとした笑顔を見て、大体何があったのかを察したが、まぁ口に出すのは野暮だろう。伯爵は娘さんにサリーマさんと同じ髪型させるくらい、彼女と別れた事後悔してたそうだし。

「伯爵は家臣ではないのですから、何処でナニをしようが構わないのですけど、ボクの屋敷であることは覚えていてください……さて、それでさっき言ってた貿易港の件ですけど」

「込み入った話ならお暇させてもらいますが？」

　政治に関する話だったら一介の傭兵が聞いて良い事は何もないとばかりに、席を立つサリーマさんとマヘンドラさん。とは言えこの話は貴女方がメインだから聞いて貰わないと困るんだよ。

「いや、サリーマさんも聞いてください。マヘンドラさんに聞いたんですけど、『熱砂の龍傭兵団』って陣地とか自分たちで造れる上に、他の部隊とかからも作成の依頼が来たりするんですよね？」

「そりゃ三千人も抱えてりゃ余所に依頼してられないですよ。それにこの手の経験は潰しが利きますんで、上手くすれば堅気になれますし」

　詳しい話を聞くと、サリーマさんは傭兵としての仕事が少ない農繁期に部下たちに農家の手伝いをさせて、人手の無い農家に婿入り・嫁入りさせたりすることが多いらしい。

　他にも様々な職人の下で手伝いをさせて、先方が必要であれば弟子入りを斡旋したりと、部下たちを堅気にするのに色々やってるそうだ。

　それでも限度はあるけれど、堅気になれなかったにせよ彼女の傭兵団は多くの職種を経験してる人ばかりだ。

　特にサリーマさんが言った通り、潰しが利く上に戦争中重宝する土木作業に関しては、団員の殆どが職人の手解きを受けていて、全員工兵として雇われてもやってけるそうだ。

　この話を聞き確信した、居るじゃないかこんな身近に適任者が。ボクは自然と笑みを浮かべるが、何故かサリーマさんはちょっと引いている。マヘンドラさんが怯えてる気がするが気のせいだと断じる。

「あの、カール様？　何か依頼でしたら、できたらマヘンドラの奴に話を通して頂けると……」

「ちょっと待ってお袋、護衛任務から帰ったばかりだから依頼は……」

　うんうん、実質傭兵団を纏めてるのは彼だからね、良く出来た跡取りがいて羨ましいなぁ。ボクにももうすぐ跡取りが産まれるんだよ、あっはっは。

「報酬としてマヘンドラさんに子爵位と金貨三千枚を前払いで差し上げるので、前回食料の受け渡しをした海岸で貿易港建設中の護衛を、港が出来るまでお願いしますね、勿論食料とかの物資もこっちで用意するから」

「へ？」

「はいぃ？」

　ボクの依頼に目を丸くするサリーマさんとマヘンドラさん。驚いた時の表情は結構似てるなぁ、流石親子だ。

「そんな訳で帰ってきて早々悪いけど、取引した海岸に貿易港を造るからそこの護衛をお願いするよ、あとクレイターの職人たちの手伝いをしつつノウハウも勉強してね。港町が出来ればそこを治める領主として、子爵から伯爵にしてあげるから」

「そんな訳ってどんな訳ですか？　この国唯一の港を治めろとか無茶言わないでくださいな。アタシらは人数が多いだけの傭兵団ですよ」

「その辺は考えてるよ、流石に港町を一家だけで治めるとなると相当の規模じゃないとできないから、サリーマさんたちは基本街や街道の警備を担当にするつもりだよ、あと港の補修とかかな」

　他にも商取引を担当する家とか、輸出入品を管理する家とか、クレイターとの外交交渉を任せる家とか。複数の貴族家が治める町にするつもりだ。まぁ全部ボクの寄子なのは確定だけど。

「時期的にお祭りに参加できないのは残念かも知れないけど、クレイターの王様と顔見知りだから話は早いよね？」

「いや、その……護衛任務が終わったばかり……」

　まだなにか言いたげなマヘンドラさんの肩を力いっぱい掴み、可能な限り優しい笑顔で脅は……もとい説得を続ける。

「そうだ子爵なのに家名が無いのはおかしいよね、ラージャ家ってのはどうかな？　ラージャ子爵家。港が出来れば伯爵だよ、やったねマヘンドラ・ラージャ子爵」

「いだ！　痛い……お、お、お待ちを……いきなりで何が何だか……」

　なんで怯えた顔をしてるんだいマヘンドラさん？　ただちょっと両手で肩を全力で鷲掴みにしてるだけじゃないか。ボクの握力は魔物の頭蓋骨を握り潰せるけど。

「サリーマさんの息子さんとか傭兵団の幹部とかにも騎士爵をあげる、手柄次第で男爵も考えるよ……部下は家臣にすれば堅気だよね……そ・う・だ・よ・ねっ！　ラージャ卿」

「ひぎぃぃ！　わ、分かりました！　お、お受けいたします！」

　いやぁ快く受けてくれて助かった、なんたって大出世だからね。なんかちょっと涙目になってるのは嬉し涙だと自己暗示は済んでる。まぁちょっとだけ混乱するのも無理はないが、正直君ら以上に適任者がいないんだよ。

「マヘンドラ、依頼人の無茶ぶりなんて何時もの事じゃないか。むしろ拠点を造る間の護衛程度の依頼で、爵位をいただいて良いんですか？」

「構わない、正直に言うと開拓しても治める人がいないと荒れるだけだしね。爵位をあげるってことは、その土地を治める許可って事、つまり国の後ろ盾があるって証明だから」

　後は君らが貴族になれるって前例を作ることで、士気を高める意味もあるんだけど、これは言う必要はないかな。

　広大な草原に安全に立ち入れるようになった以上、約五十年前まで人の住んでいた場所を立て直す方が、更地から村を造るより手っ取り早い。

　そして中央から派遣された人を据えるより、現場の人間に治めさせた方が反発もないからね、治める人間には爵位を与える事にしてるんだ。

　人望があり、尚且つ多方面に伝手を持つサリーマさんの息子が、魔王種討伐の手助けをして子爵になったと聞けば、成り上がりを目指す者がもっと集まる事だろう。勇者は例外だから知らん。

「アタシらをそこまで買っていただいて感謝します。オラいつまで呆けてんだマヘンドラ、念願の貴族だぞ、胸張れ、前向け。まだグズってんなら蹴っ飛ばすよ！」

「で、でもお袋！　いきなり貴族様って言われても……どうしたら良いん、ぶはぁ！」

　まだ混乱してるマヘンドラさんの背中を蹴っ飛ばしたサリーマさん、ノーモーションで放った蹴りだけどその威力は凄まじく、壁際まで飛ばされる。

「受けたモンをグダグダ言ってんな！　とりあえず海岸まで行って警護。その後はその場で考えろ」

「げふっ……わ、分かったよお袋……ぐふっ」

　あ、マヘンドラさんが泡吹いて倒れた。不意打ちで手加減抜きで蹴ったせいか、流石にダメージが大きかったみたいだ。サリーマさんも「あ、やべ」って顔してる。伯爵は何も言わずにマヘンドラさんに治癒をしてあげてる。

「正式に国に承認されて、貴族の証明である貴族名鑑を渡すのは建国祭での式典だけど、内定したと思って間違いないよ。とりあえず肩書が増えただけで仕事は大して変わらないから大丈夫だよ、ボクもフォローする」

　実際貴族だなんだいっても、地方貴族の寄子としての貴族って要するに騎士である。実際傭兵団を纏めるのと大して変わらないよ。戦闘員を指揮して、非戦闘員を守るってのが基本だし。

「国から文官を派遣してもらうし、サリーマさんたちだけに任せるわけじゃないから安心して。ただ急に決まった話だから、誰を送るか決めるのに時間がかかるだけだよ」

「オべローン王から頂いた遠距離通話の魔法道具を使えば、カロリング家に指示を求めることもできるし、難しく考えることはないよ、サリーマの息子なのだから私も可能な限り手助けするよ」

　さりげなくサリーマさんの肩を抱いて、自分は頼れるアピールしてる伯爵。おーおー積極的だねぇ。サリーマさんも満更でもなさそう……と言うか、恥じらってる感じが恐ろしく色っぽい。四十歳過ぎてこれなんだからそりゃモテるわな。

「それじゃ馬車に沢山詰めた鎧蟻は置いていきますから、馬車を貸してくださいね。護衛に参加しなかった千人を最低限の準備で明日に出発させ、残り二千人は十分な用意をしてから出発で宜しいですか？」

　サリーマさんの要求も尤もなので倉庫の備品を好きに持って行かせる事にする。一応魔王種討伐の遠征用に用意したものだから持ち運びやすくまとめてるものだ。

「後は大量の飲用水を生み出せる水魔法の使い手をお願いしますね、長期間の集団行動じゃ必須です。クレイター王国側にもいるでしょうけど、他国人よりは身内の方が頼みやすいです」

　どうも彼女の傭兵団には魔法の使い手が少なく、水魔法を使える人はいないらしい。昔はいたけど堅気になって遠い町で暮らしてるそうだ。まぁ飲用水を生み出せるかどうかはともかく、魔法使いは引く手数多だよね。

「それなら冒険者から希望する者を募って……水魔法使いは普通冒険者になるより街で安全に暮らしてるよね」

　沢山冒険者がいるのだけど、水魔法使いの噂はほとんど聞かない。何故かと言うと水魔法使いは危険を冒さなくても、ちょっと大きめの町なら食うに困らないどころか、裕福な生活が出来るからだ。

「カール様宜しいですか、娘のマルフィーザは水魔法を得意としております。中央から兵が送られてくるまで母親に同行させても？」

「マルフィーザ嬢は本当に多芸だね、伯爵が良いなら構わないけど。宮廷魔術師としての職務は良いのですか？　彼女は元帥秘書官に任じられたはずですが」

　そう、伯爵としては母親に会わせるために連れてきたつもりだったけど、クリス殿に急遽報酬として元帥の地位を授けるにあたり。伯爵の父親、筆頭宮廷魔術師のメガス・モンドバンが孫娘をクリス殿の秘書にするよう捻じ込んできたのだ。

「中央から人が送られて来るまでの間でしたら問題ありません」

　当主である父親がそう言うなら止める筋合いもないか。マルフィーザ嬢も兄弟姉妹と交流を深めるいい機会だろうしね。

「そうと決まれば早速準備させていただきます、さて息子共はアタシにそっくりなマルフィーザを見てどんな顔するかねぇ？」

　気絶したマヘンドラさんを軽々と担ぎ、サリーマさんは執務室を出て行った。一緒にモンドバン伯爵も付いて行ったけど、まぁ彼はサリーマさんと一緒に居たいのだろう。

　こうして式典とお祭りの開始まで二週間を切った今、やっと修羅場のような忙しさから解放されたのだ。
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　約束した時間通りに、一人で辺境伯の屋敷にやって来た。昨日と同じく正門から広い庭を通ると、大勢の冒険者で賑わってる。俺の姿を見た冒険者たちが手を振ったり祈ったりしてる、だから俺に祈っても女運が上がるかどうか知らないよ？

　今日は魔物の解体をやってる人達が庭を使ってる、ってかここ数日見慣れた『熱砂の龍傭兵団』の傭兵たちが鎧蟻の解体をしている。数が多いので一般の冒険者も解体を手伝ってるみたいだ。

　さて、そんな彼らを尻目に屋敷に入ると応接間に案内してもらう。そこではカール王子と、昨日会ったアルチーナさんが綺麗なドレス姿で迎えてくれた。

「クリス殿も昨日は大変だったみたいですね。それと……」

　機嫌よさげなカール王子がチラッとアルチーナさんを見ると、お澄まし顔から一転、真っ赤になって目を逸らしてしまう。

「き、昨日の事は忘れてくださいませ！　大変お見苦しい姿を晒してしまい申し訳ございません」

　綺麗なドレスを着た彼女は、運動場で泥だらけだった姿とはまるで別人かと思うほど印象が違う。運動服姿でもいかにも育ちの良いお嬢さんといった感じだったけど、ちゃんと化粧をしてドレスを着ていると、どことなく高貴な気品すら感じる。

「ドレス姿も綺麗だけど、昨日の元気いっぱいなアルチーナさんも可愛かったよ」

「かっかわ……」

　何気ない挨拶に真っ赤になって俯いてしまったアルチーナさん。はて？　彼女くらい可愛ければ、可愛いとか綺麗とか言われ慣れてるんじゃないか？

「良かったなアルチーナ、ボクの言った通りだろ？　クリス殿は小さいことは気にしない人だって」

（多分普通に感想言っただけなんだろうけど、傍から聞いてると口説いてるとしか思えないなぁ）

　なんか言外に美女なら誰でもバッチ来い！　みたいに言われてる気がするが……反論できないので気にしないでおこう。

　あと昨日また会おうとか言ってた王様は、用件が済んだらすぐ帰ったらしい。貰った通信用の魔法道具でティータニアがクレイターの家臣から連絡を受けて、呆れながら教えてくれたので知ってたけど。

「さて、魔王種討伐の件。クレイター王女との婚姻。それに諜報員の件など色々ありますが。その前にボクの要件から伝えさせてもらうよ」

　勧められた椅子に座り、カール王子と向き合う。アルチーナさんは椅子に座らずカール王子の後ろに立っている。やっぱりオリヴィアたちと同じように、男同士の話には口を出さないんだな。

「コホンッ！　まず一つ、魔王種を討伐し、合計三つもの魔王種の魔核を王家に献上した功績を称え、法の女神トライアの地上代行者たる勇者クリスに、陛下から三つの褒美を下賜されます。まず、侯爵の位と『アストライア』の家名を与える」

「有難く」

　おお！　余りの事につい短い返事だったけど、俺が貴族か……これで成り上がるって目標は達成したわけだ。嫁やこれから生まれるであろう子供たちの為に『家』を手に入れるって目標が……まだ実感が湧かないけどな。

　しかし侯爵となると準王家である公爵の次に偉いのか、一応嫁たちに釣り合う立場を得たと思えばいいか。うむ、地位に恥じないよう頑張って働かないとな、自分で稼いだ金で嫁たちに、良い暮らしをさせるのが男の甲斐性ってもんだ。

「こちらが貴族の家に毎年贈られるマーニュ王国貴族名鑑でございます」

　カール王子の後ろに立っていたアルチーナさんが渡してくれたのは、ずっしりと重い分厚い名簿。貴族名鑑は国中の貴族の当主や夫人、そしてその子供の名前や役職、領地の簡単な説明が記載されており、貴族名鑑これに名前が無いと公的にその家の人間とは認めて貰えない。

　なので妻を娶ったらすぐ中央に報告しないと、下手すると夫人を騙る罪人になってしまう。これが地方の場合は、名前が書いてない女性を連れてても、愛人と思われてスルーされるだけだけど。生き馬の目を抜く中央だと、非難の材料になるとか……政治の世界って怖いな。

「どうぞ、ご自身の家名をご覧になってください」

　侯爵の欄を開くと国全体で十家くらいあるみたいだ。ア、アス……アストライア……あった。クリス・アストライア、正妻オリヴィア・アストライア、第二夫人ディアーネ・アストライアと書いてある。ディアーネの欄には旧姓メイティアとも書いてあるな。

　二人しか書いてないのはこの名鑑を作ってる時点では、ルーフェイたちと結婚してない、もしくはしたことを知らなかったからだ。他にも年齢、髪や瞳の色が記載されていて、領地の欄は空白になっている。あと役職欄には……北方元帥？

「順に説明しますよ。まず記載されてない夫人方は、後でボクが中央に報告しておきます。特にクレイターのお姫様たちの件もあるので、夫人の序列は勝手に変更されることがあります。この辺は国の都合なので了承してくださいね」

　そっか、ルーフェイたちはお姫様だしな、この名簿に名前が無いのは外聞が悪いか。ちなみにこの夫人の序列は基本的に身分で決まり、同格の場合は実家の収入とか年齢で決まる。どっちが上か下かで結構揉めたりする場合があるらしい。

　ただ実家を追い出され、縁を切られたオリヴィアは身分上は平民だけど、女神から直接貰った祝福のおかげか正妻の座は揺るがないそうだ。

「次に役職の欄をご覧になりましたね？　二つ目の褒美は軍を司る元帥の位です。北方元帥とはマーニュ王国北部、要するにこのラーロン地方一帯に駐在する軍を統括する役儀です。はっきり言いますが軍の象徴としての意味合いが強い名誉職なので、勇者の称号を利用させてもらいました」

「勇オ者レの名前が役に立つなら好きに使ってく……ださい。とはいえ椅子にふんぞり返ってるのも、性に合わないので元帥ってどんな事をすれば？」

　カール王子曰く、退役した将軍とかが就く名誉職なのが元帥なので、特に仕事はないみたいだ。実際の軍務とかは経験豊富な将官たちが行うので、基本は自由らしい。

　詳しいことは開拓を本格的に始める際の式典に合わせてやって来る、軍の将軍たちと話し合うとして。一応直属の部下みたいな人達も付く。既に副官としてサポートしてくれる人は決まっていて、後で紹介してくれるらしい。気になるけど今はカール王子の話が優先だ。

「最後の褒美として、クリス殿にはマーニュ王国王女である、このアルチーナを娶ってもらいたい。さっきのやり取りを見る限りそれなりに好印象みたいですが、嫌ってことはないですよね？」

「ア、アルチーナさんって、アルチーナ殿下だったの！　え、えっと……知らなかった事とは言え、先日は大変失礼な振る舞いを……」

　考えてみれば王女様と同名の女性が、今この部屋にいるんだから予想して然るべきだった。顔を知らなかったことに腹を立てて嫌われたりしないかな？

「い、いえ昨日の泥だらけの姿では、仕方ありませんわ。私も夫となる方と初めて会うのに、お化粧もしていないなど、お恥ずかしい姿を……」

「お互い悪印象は無いみたいだから話を進めますよ、この婚姻は勇者と縁を結びたい陛下の勅命です。ボクとしてもクリス殿とは、誰の目にも分かりやすい繋がりが欲しかったので、妹との婚姻は勇者が誕生した時から考えてました」

　急な話だけど、カール王子が直接持ってきた縁談、しかも王様の命令となると断るって選択肢はない。もっとも、彼女は健康的な感じの美少女なんで、勅命とか抜きにしても断るなんて事はしないけど。

「式典の時にルーフェイと結婚式を挙げて、そこで祝福をかける予定だけど。アルチーナ殿下も一緒にするべきかな？」

「そうですね、国中の貴族、名士が集まる式典の目玉ですし、マーニュ、クレイター両国の姫と式を挙げるのは、かなりインパクトがありますね。それじゃ神殿にはボクから話を通しておきます、ドレスも急ピッチで用意させますので」

　純白のドレスを纏ったルーフェイとアルチーナ殿下を、両側に侍らせて結婚式とは……勇者でなかったら呪詛の十や二十は飛ばされるかもしれん。呪詛ならまだマシで光物を投げつけられる可能性まである。

　いや美少女を嫁にするんだ、その程度の事を覚悟しないでどうする？　嫁にした女には何不自由ない生活を、そして夜の性生活を満足させ、尚且つ危険な目には遭わせないようにするのが、旦那である俺の義務だろう。

「ドレスの寸法合わせが終わったら、殿下は俺の屋敷で生活する……しますか？」

　昨日ティータニアを迎え入れたばかりだけど、オリヴィア、ディアーネとは顔見知りだそうだし、連れ帰っても大丈夫だろう。それに侯爵になったお祝いもしたい。

「クリス様……あの出来れば夫人としてアストライア侯爵邸に赴くのは、結婚式の後でも宜しいでしょうか？　その……正式に結婚式を挙げ祝福を受け取ってから、私の純潔を捧げたいのです」

「勿論、正式に夫婦になるのを楽しみにしてるよ」

　婚前にセックスするのは別に責められるような事ではないのだけど、やはり正式に夫婦になってから結ばれるのが、少女にとって憧れらしい。

　ちょっと想像してみる。純白の穢れのないドレスに身を包んだルーフェイとアルチーナ殿下を、ベッドの上に組み伏せ喘がせる情景を……やっべ凄く興奮する。

「私も……クリス様との結婚式を、そして共に暮らす日々を楽しみにしております」

　アルチーナ殿下は俺の頬にキスをして退室していく。努めて平静に振舞ってたけど、キスしてくれた後に顔を真っ赤にしてるのが可愛いな。

「妹との仲は問題なさそうで何よりです、それでは次はクリス殿からの報告を伺いましょう」

　鎧蟻の魔王種を倒した時の事と、ルーフェイを嫁にした経緯は部下から詳細に報告を受けていたようで、話はすぐに終わったが。諜報員達に刻まれた呪いの刻印についてと、解呪を始めた経緯、そしてヴィヴィアンやフェノリーゼさんの件などの説明にかなりの時間を費やした。

　その過程で呪いをかけた人間について心当たりを聞いたけど、まさか勇者とは思わなかったな。軍神ファールスの加護を受ける人間と言うのは、やっぱり戦争が好きなのだろうか？

「参考までに聞きますが、軍神の加護を受けた勇者と相対した場合どのように？」

「うーん……報告された人物像からすると多分……」

　一応思いついた対処法を答えたんだけど、何故かカール王子はやや腰が引けつつ頭を抱えてる。どうしたんだろう？　リスクが少ない作戦だと思うけど。

「な、なるほど、参考になりました、戦争が起きないように策を練るつもりですが、万が一の際はお力をお借りしますね」

（うわぁ、能力的に十分可能なんだろうけど、躊躇なくえげつない方針考えるなこの人……）

「正直、ヴィヴィアンにくだらない呪いをかけた奴を許す気はないんだ。まぁ命を助けた縁で嫁にしたわけだけど、こういう人の心を弄ぶ奴は認められない」

「そう言っていただけると安心です。詳細は調べている最中ですが、件の呪いをかけた勇者は、いつか報いを受ける事でしょう。呪いを解き土地の汚染を防いでくれたのは英断です、感謝してもし足りない」

　小さく頭を下げた王子は、個人的なお礼として、自分にできる事なら応えると言ってくれるけど、すぐには思いつかない……あ、思い出した。

「あ、そうだ、メリッサさんの釈放ってできるかな？　姉妹が再会できたんだし」

「ヴィヴィアン夫人の姉の件はクリス殿が、アストライア侯爵家が身元を保証する形でしたら釈放して構いません。元々無理やり送り込まれた人間ですから」

「そう言って貰えるとありがたい。なんか複雑な事情があるみたいだし、メリッサさんの身の振り方はこっちで考えてみます」

　折角会えた生き別れの姉妹だし、なによりヴィヴィアンに頼られたのだから全力で応えなくちゃな。とりあえず侯爵になれたお祝いに、彼女にも参加して貰おう。

　他にもサリーマさんの息子のマヘンドラさんが子爵になるとか、西の海岸に貿易港を造るとか教えて貰ったり、王子への報告ついでに雑談をした後、メリッサさんの部屋に案内してもらう。

「迎えに来たよヴィヴィアン」

「あっクリスさん！」

　ドアをノックすると、中からヴィヴィアンの声が聞こえ、すぐに鍵を開け部屋に入れてくれた。ここは諜報員を捕まえておく軟禁部屋の筈なので、ちょっとおかしい気もするが、まぁいいや。

　部屋に入るとヴィヴィアンが腕に抱き付いてきたのでキスする。そして部屋の奥に目を向けると、優しい笑みで俺たちを見るメリッサさんがいた。

　うーん助けた時は薄暗い部屋だったけど、こうして明るい部屋で改めて見ると、とんでもない美人さんだなぁ。ヴィヴィアンを抱きしめてるのに見惚れそう。

「まぁクリス君いらっしゃい、先日はありがとう。諜報員を辞められただけじゃなくて、こうして妹と再会できるなんて夢のようよ」

　微笑みながらヴィヴィアンとは反対側の腕を取り、おっぱいを押し付けてくるメリッサさん。流石にカール王子の屋敷でエロい事も出来ないので、努めて紳士的に振舞う。まぁ俺の内心なんて二人にはバレバレっぽいけどな。

「メリッサさんを釈放する許しは貰ったから、帰ろうか。メリッサさんも身の振り方が決まるまでウチに滞在してください」

「ありがとうクリス君、お世話になるわ。ふふっ昨日はヴィヴィアンにたっぷり惚気話を聞かされちゃったのも納得ね」

　そう言って頬にキスされると、紳士的に振舞うのが厳しいので勘弁して。嫁ヴィヴィアンのお姉さんに鼻の下を伸ばすの必死に耐えてるんだから。

　二人を連れて帰る途中で報酬の事を話すと、「それじゃ今日はお祝いですね」とヴィヴィアンが妙に張り切り出して、帰り道で市場に寄ることにした。
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　市場に並ぶのは主に近くの農村から直接運ばれてきたもので、新鮮な食材が安く手に入る。また、商人でなくても使用料を払えば場所を貸して貰えるので、たまに冒険者が狩ってきた魔物を並べてたりする。

　その為、魔法道具の作成に必須な魔核が安く売ってたり、珍味だったり滋養があったりする高級食材が、捨て値で手に入る場合もあるので侮れない。

　まぁそういうのは強い割に世間知らずがすることで、ある程度世慣れた冒険者は伝手のある商家に直接持っていくらしい。この街に来る道中馬車に乗せてくれた商人のツイガメさんが言ってた。

　ある程度大きな町ならどこでもこういう市場があるので、俺も修業してた頃に倒した魔物の素材は、顔なじみの猟師のおじさんにお願いしてた。

　村から歩いて数日の場所には、東の地方一帯の中心となる大きな街があって、そこで売ってきてもらってたのだ。

　自分で行きたかったが師匠ジジイに修業中を理由に下山禁止されてたんだよな。当時は不満だったが今なら分かる、多分オリヴィアと出会う前の俺がこういう賑やかな場所に行ったら、色っぽいお姉さんにフラフラ付いて行ってトラブルになりそうだからな。

　具体的には左右から俺に腕を絡める美人姉妹みたいな、顔もスタイルも性格も良さそうな美女がいたら、当時の俺なら迷わずナンパするだろう。流石に男連れでは声をかけないけど、たまに舌打ちや壁を殴る音が聞こえるのも良く分かる。

　しかし注目浴びるなぁ、美女二人を連れて歩いてると実に目立つ。近隣の人達は俺の顔を知ってるので絡まれたりはしないけど、少々居心地が悪い。

　ヴィヴィアンとメリッサさんが楽しそうに買い物してて、俺が手て持もち無ぶ沙さ汰たなのは別に良い。しかしメリッサさんが色仕掛けを駆使し、売値の半値以下にまで値引き交渉しているのに、口が出せないのは少々もどかしい。値引き交渉も市場でのコミュニケーションの一環なんだろうけど、ちょっとモヤっとする。

　ちなみにヴィヴィアンも食材を買う時に値引き交渉はするけど、俺と結婚したからには色仕掛けは止めて、話術だけだそうだ。うむ、なんか嬉しいので、ついヴィヴィアンにキスしたら、壁を殴る音が増えた。

　それはともかく、メリッサさんは今後この街に住むのだし、俺の屋敷に泊まるにせよ、何処かに家を借りるにせよ色々と入用なのである。で、女の買い物に俺が口を出せる訳もなく、黙って虫よけ兼荷物持ちを務める。

　買った食材や日用品を二人に言われるがまま【収納空間アイテムボックス】に放り込み続けて約一時間。大体買い物が終わった後は別行動することになった。

「一時間後に市場の入り口で待ち合わせね……たったの一時間で良いのか？」

　大人の女性の生活必需品を買い揃えるのに一時間で足りるのだろうか？　それに二人だけだと間違いなくナンパとかもされそうだ。なんといってもこの二人は、美人でスタイルが犯罪的なくらいエロいし。俺の言いたいことが分かったのか、二人は笑って大丈夫だと言う。

「ナンパなんてアタシも姉さんも慣れてますから平気ですよ。それに一度にまとめて買う訳じゃなくて手荷物程度ですから一時間でも多いくらいですって」

　ヴィヴィアンがそう言うなら、大丈夫なんだろう。それに女同士の方が気楽だろうし、多分俺が同行してると買いにくい物もあるだろうと思う。

「分かった気をつけてな、俺は適当にブラついてるから」

「ありがとうクリス君。お礼に今日はクリス君の好きなモノ作ってあげるからね」

　優しい笑みを浮かべるメリッサさんに頭を撫でられる。子ども扱いではあるんだが、彼女にされると妙に幸せな気分になるのは年上の包容力だろうか？

　二人と別れ、人混みを歩く。さて、今のところ特に欲しい物はないし、道行く人たちの殆どが俺の顔を知ってるので、流石に春エ画ロ本本とかは買いに行けない。仕方ないので散歩がてら屋台でも冷やかそうかと歩いてると、唐突に声をかけられた。

「おっ！　クリス殿じゃないか」

「どうも、サリーマさん。カール王子から聞いたよ、マヘンドラさんが子爵位を貰うって。えーと、御栄達おめでとうございます」

「ははっクリス殿のおこぼれみたいなもんさ。今日は娘たちになんか買ってやろうと思ってね。ほらお前たちご挨拶しな」

「はいは〜〜い♪　初めまして勇者様！　ミーシャでっす！　九歳でっす！　ところで何歳くらいになったら手を出して貰えます？」

　偶然市場にいたらしいサリーマさんに声をかけられ。一緒にいた小さな女の子は目をキラキラ輝かせながら、俺の上着の裾すそを掴んで自己紹介してきた。あぁこの子がサリーマさんの末っ子か、基本性に明け透けな傭兵団で育ったせいか、おませな子だなぁ。

　将来美人確定と思われる可愛い子だが、九歳児にはそういう気分にならないからね？　とりあえず頭を撫でて「大人になったらね」とだけ答えておく。ミーシャちゃんの目がキラリと光り、小声で「おっし言質取った」とか言ったのは空耳だと信じよう。

　俺の腕に抱き付いて上機嫌なミーシャちゃんともう一人。サリーマさんと同じ髪型で俺と同じくらいの背丈の女の子に目を向け……あれ？　あれれ？　服装は勿論、見知った髪型と全然違うからすぐに気づかなかったけど、コイツは……。

「お前マルフィーザか？　なんでその髪型にしてんだ……」

「お久しぶり……です」

　礼儀正しく頭を下げるマルフィーザは師匠の親戚の子で、一年の内で数日間だけ山にやって来て一緒に修業した同門の魔法使い。初めて会った時スカートめくりやら、色々悪戯して怒られて以来、頭の上がらない相手でもある。

　山での修業の時にしか会わないので、野暮ったい修行用ローブ姿しか見た事なかったが。お洒落なワンピースにポニーテールのマルフィーザは別人と見紛うほど可愛い。

　妙に姉貴風吹かして俺の事を扱き使うし、王都に住んでるからってなんか偉そうにする奴だ。けどジジイと二人だけで生活してた修業中は潤いが無いからな、美少女のマルフィーザが来る時期は毎年楽しみだった。バレたら殴られる危険を冒してでも風呂を覗くくらいには気になってた相手だったりする。

　自分で言うのもなんだが、同門ってのを抜きにしてもマルフィーザとはかなり仲が良い。多分良い家のお嬢様なのは察しがついてるんだけど、本人が言わない以上はただのマルフィーザとして接していた。

　仲が良いのでお互いに気兼ねなく話せるのに、マルフィーザの丁寧な対応には正直違和感しかない。態度だけでなく髪型もだ、マルフィーザは髪を纏めるのが嫌いって公言してて、癖のある長い黒髪をいつもおろしてた筈なんだけど、なんでポニーテールにしてるんだ？　いや可愛いし似合ってるけどさ。

　そして今気付いた、マルフィーザって物凄くサリーマさんに似てる。特に髪型が一緒だと瓜二つだ。

「ひょっとして以前サリーマさんが言ってた、父親に引き取られた娘ってマルフィーザだったのか」

　てっきり同名の別人だと思ってた。髪型が一緒だとそっくりだけど、普段から自信に満ち溢れて活動的なサリーマさんとマルフィーザでは、顔が似てても印象が全然違うから考えもしなかった。

「はい、マラジ・モンドバンの娘で……ございます。幼少の砌みぎりに身分を偽っていた……仕儀、お詫びしま……いたします」

　なんというか苦手なのに、無理して丁寧な言葉遣いしてるのが良く分かる。多分コイツの事を良く知らない人間なら、大人しい口下手な娘だと思うだろう……まぁ本人に聞けば良いか。まだ引っ付いてるミーシャちゃんを引き剥がし、マルフィーザの手を掴む、触れた瞬間彼女の手が強張った気がしたけど、まぁいいや。嫌なら平手打ちビンタしてくるだろう。

「サリーマさん、コイツちょっと借りますね」

「はいよ。あ、なんだったら今日は帰ってこなくてもいいよ？」

「ちょ、ちょっと待て……待ってくださいバカ、じゃなくて……クリス……様」

　コイツが本気で嫌だったら、今頃鳩尾みぞおちに拳が突き刺さってるだろうから、嫌がってないな。どうせ暇だし久しぶりにコイツと話すのが楽しみだ。どっか良い雰囲気のカフェにでも連れて行こう。

　なにやらイイ笑顔のサリーマさんとミーシャちゃんに見送られ、市場を出て大通りに向かう。ばったり会った友達と話すのは何も疚しい事じゃないのだけど、万が一ヴィヴィアンに見られたらなんか気まずいからな。





◆　　　◆　　　◆






　この街では俺は有名人である、オリヴィア達の顔も当然知られてる。また違う女と歩いてるとか噂されたくないので、幻覚でお互い顔を誤魔化してからカフェに入ると、マルフィーザはさっさと髪を下ろして、長い髪を広げて頭を振る。ホッとしたような表情からしてやっぱり無理してたっぽいなぁ。
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「この髪型ね、父さんの命令で無理やりだったのよ、助かったわ。それはそれとしてケーキと紅茶注文して、アンタの奢りね」

　丁度店員さんが注文を聞きに来たので、紅茶とケーキを注文する。マルフィーザは確かチーズケーキが好きだったと思うので、二人分注文すると、さっきまでのしかめっ面は消えて機嫌良さそうな笑顔を見せてくれた。

「この店はお手伝いのオバちゃん達に評判がいい店だから期待しとけよ」

「デートに連れて来ておいて、そういう情報源は伏せといた方が良いと思うわよ？　けどまぁセクハラばっかりのエロバカの癖に、アタシの好きなケーキ覚えてくれてたのは嬉しいわ、ありがとうクリス。けどアンタの好きなドライフルーツ煉ねり込んだケーキもあったじゃない、そっちも注文しても良かったんじゃない？」

「どういたしまして、そりゃ毎年チーズケーキ持って来たからなお前。なんかお前と会ったらこれチーズケーキ食うのが習慣になってた」

　コイツも【収納空間アイテムボックス】使えるから、土産に持ってくるチーズケーキが結構楽しみだったんだよな。さり気なくディアーネに聞いたら王都の有名店のもので結構な高級品だったんだよな、初めて食った時は美味くて感動したのをよく覚えてる。

　暫くケーキの話題で盛り上がってると、注文したものが届いたので、二人同時にケーキを食べる……うん、オバちゃんイチ押しなだけあって美味いな。

「それで？　理由聞いても良いか？」

「母さんと妹との買い物中に引っ張っておいて今更ね。ったく初めて母娘らしいことしてたのに邪魔するんじゃないわよ。どうせもうすぐしたら毎日顔を合わせるんだからさ」

「へ？　お前俺に嫁入りするのか？　分かった大事にするからな、子供は何人欲しい？　最低でも三人は……」

「バカ黙れ、話飛躍させんなバカ……まっ周囲はそれ期待してるし。嫁入りの前に元帥サマの副官、っていうか秘書になるのよ、聞いてないの？」

　そういえばカール王子が軍で俺をサポートする副官がいるって言ってたな。あの時は重要な話をしてたから、詳しい話は後回しにしちゃって結局聞きそびれたんだよな。

「後で紹介する副官ってお前だったのか」

「元帥なんて肩書だけで仕事はないの。それでスケベのアンタの秘書はどうせ手を出されるからってさ、軍閥貴族の間じゃ一族の娘を捻じ込もうって動きが凄かったのよ。婚約者の立場ゴリ押しでアタシになったけど」

　……ん？　いまなんか聞き捨てならない一言が聞こえた気がしたぞ。

「待て、お前なんか、凄い事言わなかったか？　婚約者ってなんだ？」

「アタシとアンタよ、言ってないから知らないのも仕方ないわ。実はね……」

　マルフィーザ曰く、俺が修業を終えて王都で冒険者を始めたら、顔見知りだからって名目で、マルフィーザと一緒に宮廷魔術師としての仕事をする予定だったらしい。

　そうして一緒に仕事をこなしてるうちに、同門の友人から恋人になって、そこで初めて婚約者の事を明かして結婚。モンドバン家に婿入りって予定だった。

「婚約が決まったのは十二歳の頃。王都では『愛の女神大神殿』が戸籍を管理しててね、婚姻関係の書類も保管してるのよ。そこにちゃんと婚約が成立したって、大叔父様とアンタの両親のサインが入った証拠もあるわよ」

「おい、何故当人に知らせないんだよそういう重要な事」

　まさか俺に婚約者がいたとは……くっ！　コイツの風呂を覗いて暫く悶もん々もんして寝れなかった日々を返せ！　十五歳くらいから急激に女らしくなったくせに、無防備な薄着で脇とか太股を見せてくるから高まる情熱を抑えるの苦労したんだぞ！

「ふふん、娼婦の先生から教わった誘う仕草をしたら、真っ赤になってたアンタも結構可愛かったわよ？　あ、ちなみに我慢できずに襲われても、王都に連れ帰るだけで特に問題無かったのよね……頑張ってムラムラ我慢してたのに残念ね」

　ぐぬぬ……マルフィーザめ、男心を弄びやがって。チラチラと健康的な褐色肌を見せつけてたのはワザとか！

「くそぉ、教えてくれても良かったじゃないか、婚約とか抜きにしてもお前の事好きだし」

「ええ、アタシもアンタの事好きよ。けどよく聞きなさい、ばか。婚約とかそういうの関係なくさ、一緒に仕事したり、デートとか繰り返してさ。夫婦になる前に恋人っぽい事したかったの、文句ある？　どうせアンタに婚約の事知られたら、その日の晩には押し倒されて女にされるでしょ？　……求められたら抵抗しないけど」

　うぐっ！　顔を赤くして目を逸らすマルフィーザがめっちゃ可愛い。普段口が悪いのに、ふとした拍子に好意を伝えてくるのは反則だろ。

「で、期待して王都で待ってたら、アンタは別の女と結婚して、アタシなんて手の届かない勇者なんてなっちゃってさ……ば〜か」

「ごめん……本当にごめん。俺自分の事しか考えてなかった」

「謝んないでよ、黙ってるように大叔父様に頼んだのはアタシだし。こうしてなんだかんだと縁があったわけだし」

　それでも王都で俺を待ってたマルフィーザの気持ちを考えたら、じっとしていられない。知らなかったとはいえこの話を聞いて何もしなかったら、俺はクズだ！　でも具体的に何をしたらいいのか分からん！　とりあえずケジメだ！

「マルフィーザ！　俺を殴れ！」

「うん、バカ落ち着け。スケベのアンタが副官のアタシに手を出さない訳ないでしょ？　で、手を出したら責任とってくれるよね？」

「勿論だ、特に役職なんてなくても手を出すぞ！」

　言われるまでもない、婚約云々を抜きにしても、マルフィーザの事は好きだしな。

「まぁアルチーナ様の後でね。サリーマ母さんの仕事の手伝いでアンタの結婚式が終わるまで、西の海岸でお仕事があるのよ。それで帰ったら……改めて口説いてよ、アンタの事は好きだけど、男から好きだって言って貰いたいからね」

「ああ、楽しみにしておけよ」

「アタシとしてはロマンチックなのも悪くないけど、どっちかって言うと強引に求められる方が好みだからその辺お願いね……っと、渡す物あったの忘れてたわ」

　そこでふと思い出したように、マルフィーザが【収納空間アイテムボックス】からなんか透明な球体を取り出した。

「なんだこれ？」

「ちょっと、アンタに頼まれたモノなのに忘れないでよ。土魔法の土砂操作練習用のスライムジェルじゃない」

「え？　あ、ああ！　そういえば俺って土魔法苦手だから王都で買ってくるように頼んでたんだっけ。悪い悪い、いくらだ？」

「一応新品だけど、こんなの専門店で安売りしてるからね。ケーキの追加注文も奢りで」

　それじゃチーズケーキは食ったし、この店のお勧めらしいフルーツケーキを頼むとするか。マルフィーザは確か酸味の強い果物が苦手だったはずだから……この街名物のアンクォのお菓子でも頼むか。

　アンクォとはこの地方に自生している豆を煮込んだもので、砂糖を使わない甘味として人気がある。今ではそれぞれの店ごとに工夫したお菓子が出されるとまで言われているのだ。

　この店だと……スープ状にしたアンクォの中に甘いゼリーが入ってるのか。味が予想しにくいけど物は試しで先ずマルフィーザに食わせるか。

「それじゃ別々のモノ注文するから、半分で分けようぜ」

「ほほぅ？　アンタのセンスを見てやろうじゃないの」

　久しぶりに会ったマルフィーザと話が弾んだせいか、あっという間にヴィヴィアン達との待ち合わせの時間になってた。名残惜しいけど、これからマルフィーザはサリーマさんと買い物を続けるらしい。

　しかし、俺に婚約者がいたとは思いもよらなかったな、あとで嫁たちにもマルフィーザの事話しておかないとな。
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　買い物を終えた二人と合流して屋敷に帰ると、今朝オリヴィアが言った通り、職人街でお祭りの準備に参加してるので、お手伝いのオバちゃんたちを含め誰もいなかった。

　フェノリーゼさんはまだ眠ったままだから、妖精たちはいると思ったけどな？　おっ、早速飛んで来た赤い羽の子に聞いたら、留守番の彼女を残してトレニアたちは外に遊びに行ったらしい。

「まぁ可愛い！　妖精さん、ヴィヴィアンの姉でメリッサと申します。よろしくね」

　───また新しい女かえ？　けっけっけ、『青』がなんて言うか楽しみだわえ。

　うむ、この赤い羽の子は素直なトレニアと違ってちょっと意地悪な感じだ、別に良いけど。とりあえず今晩はご馳走作るから、トレニアたちに早く帰って来いと伝えるよう頼んだら、赤い羽の子は頷いて、さっさとフェノリーゼさんの寝室に戻っていった。

「予想より早く用事が終わったから誰もいないし、昼は外食にするか？」

「折角新鮮な食材を買ってきたんですからアタシが作りますよ、姉さんと一緒に待っててください」

【収納空間アイテムボックス】に入ってれば、買ったものは時間経過しないんだが、まぁいいや。ヴィヴィアンは上機嫌で、すぐにエプロンを身に着け、厨房に入っていった。

　そして食堂に残された俺とメリッサさん。嫁たちといつも食事をしてる部屋に、彼女と二人だけと言うものちょっと困る。主に俺の下半身理性の耐久度的な問題で。

「ふふっ妹の……家族の手料理なんてずっと諦めていたのに、あっさり叶っちゃったわ」

　ヴィヴィアンと同様に、上機嫌なメリッサさんは楚々とした仕草で俺の隣に腰かけ、ごく自然に俺に腕を絡める。うぉぉ、おっぱい柔らけぇ、スゲェ良い匂い。年上のお姉さんに甘えられるのが、こんなにグッとくるものだとは。

「メリッサさんなら家庭を持つくらいすぐだろ？　男どもが放っておくはずない」

「あら？　嬉しい評価ね……それじゃクリス君はお姉さんを放っておくの？」

　白魚のような嫋たおやかな手が俺の手を胸に導く。ふにょんと、指が埋まるくらい柔らかく、服の上から揉んだにも拘わらず一瞬吸い付いたかのような極上の感触。

　まずい、絶対に主導権を握れそうにない。年上の余裕なのか俺みたいなエロガキの扱いに慣れてるのか……間違いなく両方だ。

「そ、そうじゃなくて……帝国にいた頃からメリッサさんがモテないわけないだろ。身請けされたって話だし、相手がいる女の人に手を出すなんて出来るわけない」

　精一杯冷静に言ってるつもりだけど、未だ手がメリッサさんのおっぱいから離れないのでどうにも情けない。俺のセリフをどう受け取ったのか？　彼女は優しい目で俺に微笑みかけると、頬にキスをしてくれた。

「クリス君は優しい子ね、お姉さんますます気に入っちゃったわ。それとね、身請けされたって言っても諜報員として送り込むためだったから、私に旦那様はいないのよ」

　普通娼婦を身請けするということは、自分の嫁にするためだ、金持ちの場合はお妾さんってとこだが。娼婦側に身請けを断る権利がないので、彼女の人生を買った人物を知らないまま、この国に送り込まれたのだという。

「それに難しく考えることはないのよ？　お姉さんはもう、この身一つしか持ち合わせがないの。呪いを解いてくれて、しかも妹に会わせてくれたクリス君に、私が出来るお礼と言ったらセックスしかないの……娼婦ですもの」

　メリッサさんはますます密着し、正直辛抱するのが辛い。股間は痛いくらい張ってるし、メリッサさんの大人の色気にクラクラしてきた。しかしヴィヴィアンがお昼ご飯を作ってる最中にエッチするわけにもいかない。

「と、床急ぎは野暮……だろう？　お、俺は嫁のヴィヴィアンを放ってまでがっつきはしないぞ！」

　嘘です、正直このまま押し倒したいです。経験豊富なお姉さんをアンアン喘がせたいです。彼女からするとガキの強がりは微笑ましいものらしく、もう一度頬にキスをすると離れてくれた。

「ふふっ、ヴィヴィアンは本当に素敵な人に出会えたのね、クリス君の事も考えないでごめんなさい」

　離れたメリッサさんは食事ができるまで、近すぎず遠すぎずの丁度良い距離を取ってくれて、気を楽にしてお喋りできた。

　流石メリッサさんは話し上手聞き上手で、時間はあっという間に過ぎ……そして厨房から出てきたヴィヴィアンが一言。

「あれ？　姉さんが誘惑したのに、クリスさん襲い掛からなかったの？」

　ヴィヴィアン、お前は自分の旦那をなんだと思ってるんだ。エロガキだって？　……まぁ反論は出来ないな。

　三人でヴィヴィアンの作った昼食を食べ、さぁメリッサさんの身の振り方を話し合おうとしたのだが。メリッサさんの話術に誘導されるように、俺へのお礼にセックスするのが何故か決定事項になっていた。そして反論を許されず寝室へと。

　美人姉妹に左右の腕を掴まれ、寝室に連れ込まれた俺は、為す術なくベッドに寝かされる。なんとか主導権を握ろうと抵抗しても、耳たぶを甘噛みされて、気が逸れているうちにズボンを脱がされた。

　そして服を脱いだヴィヴィアンとメリッサさんを前に、抵抗を諦めた。大人の色気にあっさり負けたともいう。情けないと思うなかれ、考えてもみて欲しい。

　小柄で童顔だが、けしからんエロボディのヴィヴィアンと、聖母のように優しい微笑みを浮かべながらも、その肢体全てが、ガチで男を誘う色気を発してるメリッサさんに迫られるのだ、抵抗するか？　俺は無理だ。

　特にメリッサさん、彼女はヤバい。嫋たおやかな指の動きで撫でられると、あっさり身体から力が抜けて抵抗できなくなってしまうのだ。ってか左右から柔らかく巨大な膨らみを押し付けられて物凄く気持ちが良い。

　なんというか今すぐ押し倒したいのだが、なけなしの理性を総動員して彼女に確認をしないといけない。

「メリッサさんは本当に良いのか？　俺かなり独占したがるタイプだぞ」

「フフッ」

　優しい眼差しで俺を見るメリッサさんにドキッとした拍子に、あっさりと唇を奪われる。彼女の舌が歯茎を舐め、自然と口が開いてしまう。

「むぐっ……んんぅ……」

　舌が絡み余りの気持ち良さに声が漏れてしまう。無意識に俺の手は彼女の胸に伸びて、指が埋まるほど柔らかいおっぱいの感触を堪能してると、彼女は俺に組み伏せられるような体勢になってしまう。

　俺としては普段通りに、積極的に感じさせてやりたい。しかしメリッサさんに限っては、動きを読まれてるかのように先手を打たれて為す術なく手玉に取られてしまう。いや、経験豊富なお姉さんにリードされるのもそれはそれで興奮するけど、嫁ヴィヴィアンに情けない姿は見せたくないのだ。

　反撃しようにも彼女の繊細な舌の動きは、生き物のように俺の口の中を愛撫して、頭が痺れる。その淫靡な肢体は俺の手に吸い付くようだ。気が付けばまだチンポを触られてもいないのに、すでに勃起してしまっている。

「んっあっ……んくっ……くぅ……メリッサさん……」

「キスで感じてるクリス君可愛いわ、お姉さんにもっと任せてね？」

　唇が離れ、しばし見つめ合う、彼女の目はどこまでも優しく、甘い温もりに包み込まれたかのような感覚に陥っていく。身も心も彼女に委ねてしまいそうな、甘く、優しい快感に酔っていく。駄目だ……経験値が違い過ぎる、娼館に嵌る奴の気持ちが分かった気がする。

　勿論セックスはまだまだ始まったばかりだ、キスして終わりな筈もなく。ヴィヴィアンは俺の股間の前に跪つき、チンポに舌を這わせ。メリッサさんはその巨乳で竿の部分を挟む。

　ヴィヴィアンのフェラチオは嫁の中ではディアーネと並んで、すごく上手だ。しかし、全体を包み込むように柔らかい胸に挟まれ扱かれる甘い刺激に、あっという間に痛いくらいに勃起してしまう。やばい、パイズリがこんなに気持ち良いとは思わなかった。

「う……あっ……すげぇ気持ちいい……」

　オリヴィアを始め巨乳の嫁にもパイズリはして貰う事が多いけど、どっちかと言うと奉仕して貰ってるという、視覚的な快感の方が大きかった。しかしメリッサさんの柔らかく張りのあるおっぱいに挟まれると、膣内とは全く違う予想外の動きで快感が齎もたらされる。

　収まりきらずに、はみ出た先端をヴィヴィアンは口に含む。そしてヴィヴィアンがパイズリを始めると、今度はメリッサさんがフェラしてくれる。

　二人同時にチンポを舐めたかと思えば、左右から二人の巨乳で挟んだりと、射精しないように必死に我慢する。

「まぁ！　こんなに大きくて逞しいオチンチン初めてよ、お嫁さんたちがクリス君に夢中になるのも当然ね」

「ちゅ、くちゅ……クリスさんは大きくて硬いだけじゃなくて、絶倫で凄いから」

　お世辞なのだとは思うのだけど、メリッサさんにそう言われると、なんとなくいい気分になってしまうのは俺が単純だからか？　この人褒めるのが上手くて、的確に男の自尊心をくすぐってくるのだ。

　美人姉妹がベッドに寝る俺の股間の前で、跪いて奉仕してくれているシチュエーションに、二人の髪を撫でると、ヴィヴィアンとメリッサさんが照れたような表情で笑いかけてくれる。印象が違ってもどこか似ている微笑みにやっぱり姉妹なんだと納得する。

「んむっ……んっんっ」

　竿の部分をおっぱいで扱くメリッサさん。先端を口に含んだヴィヴィアンの唇と舌は的確に感じる部分を刺激し痺れるような快感に、気を抜けばあっさり射精してしまいそうだ。いくら二人が年上でも、こんなに早く射精してしまうのは些か情けない。

　唐突にメリッサさんはパイズリを中断し、玉袋に舌を這わせる。ヴィヴィアンの単独のパイズリも気持ちいいけど、そこは俺以外に経験のないヴィヴィアンと、プロだったメリッサさんの差なのか？　まだ我慢できる刺激だ。

「あぁクリスさん、頑張って気持ち良くするから……んっんくっ……」

　鈴口に舌を這わせ先走りを舐めるヴィヴィアン。陰嚢を優しく刺激するメリッサさん。美人姉妹の奉仕に我慢にも限度がある、俺がヴィヴィアンの頭を撫でるように両手を添えると、心得たようにチンポを口の奥に含む。

「ごめん！　もう出すぞヴィヴィアン」

　ヴィヴィアンは俺の腰に手を回し、逸物を深く咥えると、いつでも良いと言いたげに俺を上目遣いで見る。年上なのに幼く見えるヴィヴィアンの頭を両手で抑えると昂りきった性欲を解き放つ。
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　我慢したせいで、勢いよく口内に吐き出された精液を飲み干したヴィヴィアンは、トロンとした情欲に火が灯ったような、淫らな表情を浮かべる。

「クスッ、いつもより多いね、クリスさん」

「二人のパイズリとフェラが気持ち良すぎたんだよ」

　体勢を変えて二人をベッドに寝かせると、フェラチオで興奮したのか、すでに愛撫が不要なほど濡れていた。

　並んだ巨乳美人姉妹が、脚をＭの字に広げて俺に抱かれるのを待ってる。思わずゴクリと喉が鳴るくらい淫らな光景だ。この姉妹を今から抱くのだと思うと、さっき大量に射精したにも関わらず、先ほどと変わらない大きさまで勃起している。

「あぁ……出した直後でもこんなに逞しいなんて」

　メリッサさんの驚いたような表情に気分を良くした俺は、彼女の割れ目にチンポをあてがい……キスをする。軽く唇に触れただけで離すと、メリッサさんは優しく微笑みながら俺の耳元で小さく、だけど確実に聞こえるように「きて」と囁いた。この声はどこまでも甘く、その誘いに抗うことはできなかった。

「あっ！　んっ〜〜〜出したばっかりでこんなに大きいなんてぇ！」

　ゆっくりと、膣の感触を確かめるように挿入する。メリッサさんの膣内は抵抗なく奥まで俺を受け入れる。まるでそれ自体が別個の生き物であるかのように俺のチンポを刺激し、動かしてもいないのに物凄く気持ちが良い。

「す、すげ……挿れただけでイっちまいそう……」

　挿入してすぐには動かさず、メリッサさんの膣を堪能する。不意にメリッサさんの両足が腰に絡まりより深く繋がる。くぅ、これで腰を動かしたらどれだけ気持ちいいんだ？

「んっ！　挿れた途端また大きくなるなんて、こんな凄いの初めてよ。来てる奥まで届いちゃってるのぉ」

　蕩けた表情がさらに俺の劣情を煽る。年上の綺麗なお姉さんが、俺の逸物を咥え込んでうっとりと頬を染める姿に、更に喘がせたい欲望が暴走する。もっと、もっと俺のチンポで喘がせたい、俺以外の男になんて見向きもしなくなるくらい感じさせてやる！

　どうせ、エッチのテクニックで勝てるわけが無いんだ、唯一勝ってる体力でガンガン攻めて彼女を虜にしたい。娼婦として数多の男たちを夢中にさせたであろう彼女を、独占したい欲望が頭をもたげる。

「あっあぁぁ！　は、はげし……」

　体力に任せた我武者羅な挿入に彼女が感じてる、俺のチンポで快感に喘いでる。気分を良くした俺は更に激しく攻める。もっと強く、もっと奥まで届くように腰を叩きつける。

　組み伏せた彼女は俺の腕の中で嬌声をあげている、絡み付いた両足と、しがみつくように背中に回された両手がさらに俺たちを密着させる。腰を激しく動かしながらも乱暴におっぱいを愛撫し、ピンと立った乳首に吸い付く。

　もっとこの肢体を味わい尽くしたい。いや……この美貌の彼女を、嫁ヴィヴィアンの姉を孕ませたい。そうすれば彼女は完全に俺のモノだ。情欲に茹った頭はそんな自分勝手な考えを浮かべてしまう。

「はあっ！　凄い、いいのぉ！　こんなに激しいのは初めてよ！」

「そんなに、そんなに俺のが良いのか！　俺とのセックスが気持ちいいか!?」

「イイわ！　クリス君が一番気持ちいいわ！」

　潤んだ目で見つめながらそんな事を言われたら、堪らなくなるだろうが。吸い付くような白い肌。手に収まりきらない程の巨乳も、張りのあるお尻も手放したくなくなるだろう。

　極上の肢体を組み敷いてるとは言え、妻であるヴィヴィアンも放っておくわけにはいかない。腰を動かしながらヴィヴィアンを抱き寄せキスしておっぱいを愛撫する。

「んむっ！　ちゅ、んくっ……」

　逸物でメリッサさんを貫き、ヴィヴィアンの胸と唇の感触を貪る快感。誰もが綺麗だと称賛するほどの美人姉妹を今だけは俺だけのものにしているのだ。

　俺の腰の動きに合わせて、メリッサさんも腰をくねらせると、ただでさえギリギリだった我慢があっさりと限界を超え。膣内に射精してしまう。

「うっ……くぅぅぅ！」

　先ほどヴィヴィアンの口内に射精したばかりだと言うのに、彼女の子宮内に注ぎ込んだ精液はさっきと変わらないくらい大量だ。

「ふふっやっぱり十代の子は元気ね、あんなに激しくするなんて、夢中になってもらえたかしら？」

　感じさせていたとは思うがイカせられなかったのは悔しい。出来れば経験豊富な彼女を絶頂させ俺のチンポに夢中にさせたい。

「うふっまだまだヤル気満々って感じね、オチンチンも全然萎えないし」

「まだまだいけるさ、メリッサさんをイカせるまで終わらせない！」

　逸物はまだメリッサさんの膣内に挿入したままだ、このまま彼女の感じるポイントを探って……ぐっ！　腰を捻られただけで、ヤバいくらい気持ちいい。一瞬でも気が逸れたのが失敗だったのか、彼女は身を起こし騎乗位の体勢になる。

「頑張る男の子って素敵ね、だから……もっと甘えて良いのよ？」

「あぁぁ！　ね、姉さんなんでアタシを……」

　見れば、同じようにメリッサさんに体勢を変えられたヴィヴィアンは、姉の指でクリトリスとオマンコを愛撫されていた。

「ヴィヴィアンはクリス君以外に経験が無いのよね、基本も心構えも出来てるけど、私から見ると処女も同然だし、クリス君の為にもちょっと教育してあげる」

「ひぃ！　あっあっあぁぁぁなにこれ、あっあっんはぁぁぁぁ!!」

　十分に濡れていたヴィヴィアンのオマンコは、メリッサさんの指技で淫らな水音をたてる。

「ちゃんと締め付けなさい、この程度じゃクリス君の硬くて大きなオチンチンを、満足させられるくらい気持ち良くしてあげられないわよ」

　片手だけの絶妙な指使いで、俺とのセックス以上に嬌声をあげるヴィヴィアン。美人姉妹の絡みにちょっと興奮するが、セックスの主導権を何とか握りたいのでメリッサさんの意識がヴィヴィアンに向いてる間に……。

「クリス君は気を楽にしててね、お姉さんクリス君の為に頑張るから」

　瞬間、腰の動きと膣内の締め付けだけで、射精してしまいそうなくらいの快感に襲われる。ま、拙いこのままだと何もできないでイカされてしまう！

「あっあっ！　クリスさん……アタシ、アタシ指だけでイカされそう……んっんっふぁぁ！」

　俺の上に跨ったメリッサさんの優しげな微笑みは変わらず、だけどその目には隠しようのない情欲が灯っていた。

「クリス君のオチンチンがおっきすぎて、もう少しでイカされちゃうところだったわ。私にも一応元プロのプライドがあるし……ちょっと攻めるわよ」

　そう言って、腰を振った途端にチンポが食われるような錯覚に陥った。絶妙な締め付けでまるで膣内に吸い付かれたかのようだった。

「クリス君が相手を感じさせたがるタイプなのは分かったけど。私も元プロとしてはクリス君を気持ち良くしてあげたいの。だからいつでも射精して良いのよ、受け止めるからね」

　ヴィヴィアンとお互いに手を握り合い、快感を堪えるのだけど、不規則な膣の圧力と、予想外の場所を刺激する腰の動きにあっという間に射精してしまいそうだ。

「ふふっ我慢もセックスを盛り上げるスパイスだけど、どこまで耐えられるかな？」

　必死に快感に耐えている俺たちが微笑ましいのか、優しい声色で語りかけながらも、彼女の指と腰使いはさらに激しく、繊細になる。

　くっ！　このまま出すだけなんて情けなすぎる、どうせイクならメリッサさんも気持ち良くしてからだ！

　騎乗位の体勢なので、腰を突き上げ、彼女の子宮を叩く、さらに奥へ、さらに深く俺のチンポで彼女のオマンコを犯す！

「はぁっ！　やだ、射精したのにこんな奥までなんてっ！　凄っ、あっあっあぁ駄目っ！　子宮口をそんなに激しくなんて……」

　俺の突き上げが予想以上だったのか、ヴィヴィアンへの愛撫が一瞬止まる。その隙にメリッサさんの背後に回ったヴィヴィアンはメリッサさんの豊満なおっぱいを鷲掴みにして、反撃とばかりに乳首を攻めた。

「せめて一回くらい姉さんをイカせてあげる」

「ひゃん！　ヴィヴィアン、待って今攻められたら……」

　彼女に反撃するのは今しかない、激しく突き上げると、更に水音が立ち、俺の下半身を濡らす。性器同士をぶつけ合う淫らな音が寝室に響く。

「あっあっ当たってるわ、子宮に当たっちゃってる！　んはぁぁ二人がかりでそんなに激しくされたら……」

　表情からは余裕が無くなり、明らかに俺とのエッチで感じてる。経験豊富な彼女を俺のチンポで感じさせている。

　ヴィヴィアンに胸を、俺には膣奥を攻められ、明らかに感じてる。もうちょっとでイカせられると思い油断したのが拙かったのか。それとも流石に元とは言えプロは油断を見抜いたのか。

「きゅふっ！　ひぃあぁぁぁ！　あっあっんはぁぁぁぁ!!」

　メリッサさんの指がヴィヴィアンの膣内に侵入し、同時にクリトリスを摘まむと、一瞬でヴィヴィアンは身体を硬直させあっさり絶頂に達してしまう。

　ヴィヴィアンの手が離れた瞬間、メリッサさんは俺に覆い被さる。ヤバい腰の動きを抑えられて突き上げられない。

「ふふっクリス君のオチンチンは凄すぎるわ、これでもうちょっと練習したら……お姉さんメロメロになっちゃうかも？」

　ちゅっ……と彼女の唇が頬に触れ。同時に腰を軽く捻った瞬間、彼女をイカせるまで射精するまいと我慢していたモノがあっさりと限界を超え、彼女の子宮口に精液を吐き出してしまった。

「んっ……くぅぅぅ！　はぁはぁ……」

　駄目だ、無理に激しくしたせいか疲れた。勝てない。せめてもの反撃でメリッサさんのおっぱいに顔を埋めてやる。

「参った……今の俺じゃ倒れるまで抱いてもイカせてやれない」

「別に勝負って訳じゃないけど……ふふっクリス君がもう少し経験を積んだら、お姉さんあっさり負けちゃうかもね」

　うむ、貴族になって家を興すって目標は達成したから、今度は経験を積んでメリッサさんの身も心も虜にするのを目標にするのも良い……けどなぁ。

「多分、メリッサさんさっきの膣ナ内カ射ダ精シで妊娠したから、もう暫くするとセックスできないな」

「え？」

　俺の言葉が予想外だったのか、余裕のある笑顔で固まってしまう。年上なのに仕草が可愛いなぁ。

「セックスする少し前に気付いたんだけど、メリッサさんって子宮に不妊の術が掛けられてるでしょ」

「え、えぇ……帝国の娼婦は全員そうよ」

　詳しく聞くと、この術は性病を予防する術───というか呪い───の一種で、娼婦は全てこの術が掛けられるそうだ、そして身請けされると神殿にお金を払い術を解除してもらう。

　ただ、解除方法が特殊で、よほど高等な神聖魔法か、高位の闇魔法の使い手でない限り『子宮に直接解呪の魔力を帯びた精液を注ぐ』という手順を踏まないと解除できない。当然身請けした女を他の男に抱かれるのを嫌がる人間が殆どで、解呪は見送られる場合が多い。

　俺は当然そんな手順を踏まなくても解呪できるが、折角なので正規の手段で解呪させてもらった。エッチする前に確認したのはメリッサさんに相手がいたら、この方法で解呪するのは拙いと思ったからだ。

「不妊の術を解除したら、なんで姉さんが妊娠したことになるの？」

「呪いで抑えつけられていたモノを解くと必ず反動があってな。この場合、術を解いた瞬間に物凄く妊娠しやすくなる。術をかけられていた期間が長いほど確率が高くなるんだ」

　メリッサさんは真剣に俺の話を聞いて、下腹部を押さえている。どうやら自分に子供が出来るとは思ってなかったみたいだ。

「一回目の膣内射精で術を解くだけなら妊娠することは無いんだけど。二回目の膣ナ内カ射ダ精シで九割九分俺の子供を孕んだと思う」

　最初は解呪した後はヴィヴィアンの相手をして、エッチが終わってから、この事を説明するつもりだった。そのあとプロポーズして、彼女が頷いたら、お互い納得の上で……って予定だったんだけど、あまりにも気持ちが良いから途中でスッパリ忘れてた。

「子供……私に子供が……ううう……」

「メリッサさん……メリッサ、説明を後回しにしたのは悪かった、今言うのは卑怯かもしれないけど……俺と結婚してくれ」

「はい……喜んで……」
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　メリッサとヴィヴィアンの姉妹とのセックスの後は、一緒の風呂に入り汗を流す。巨乳美人姉妹と満足するまで風呂でイチャイチャするのはまさに天国、男の夢と言えるだろう。だから我が愚息が元気になるのも仕方ないのだ。

「クリス君、もう回復したのね……」

「左右から美人に身体を洗って貰えばそりゃ……うん、もう一戦出来るな」

　どんなに疲れていても、左右から豊満なおっぱいを擦りつけるように洗って貰えば、そしてすべすべの白い肌をこの手で揉むように磨いてあげていれば、元気になるのは自明の理だろう。

「んっ！　クリス君そこは……」

「さっきのエッチで汚れたところは洗わないと。遠慮しないで気を楽にして、な？」

　俺の唾液まみれになったおっぱいとか念入りに洗わないとな。泡立てた石鹸をつけて、メリッサの白くて柔らかい双丘を下から掬いあげるように揉む。勿論メリッサだけ贔屓するわけはない、可愛いヴィヴィアンのおっぱいも……避けられた、ショックだ。

「はいクリスさんお預けですよ。このままじゃお風呂でセックス始まっちゃいそうだし、これからお祝いの御馳走作るんですからね」

「分かった、我慢するよ」

　エッチ出来ないのは残念だけど、まぁさっきのセックスでヴィヴィアンもメリッサも疲れてるだろうから、これ以上疲れさせるわけにもいかないだろう。

　活力を与える魔法はあるけど、それをするくらいならエッチを控えるべきだ。日常的に魔法による治癒に頼ってると、いろんな原因が絡んで身体に悪いからな。月に一度や二度ならともかく、セックスでの疲労回復なんてのに頻繁に使うのは、相手を一切気遣わない屑の所業だ。

　その辺を心得てる二人は風呂から上がると、エッチの後で疲れてるにも拘わらず、厨房で忙しく料理をしてくれている。このまま休んでお祝いはどこかのレストランで……とは言い難い。

「何か手伝えることあるか？」

「侯爵様になるんですからどっしりと構えててくださいな」

　忙しそうな二人の姿を見て何か手伝おうと申し出たのだけど、やんわりと断られた。そりゃヴィヴィアンに比べたら料理できないけどさ。

「でもほら新婚なんだし一緒に料理とか」

「新婚だからクリスさんのためになにかしたいんですよ。一家の主なんですから、こういう事は女のアタシらに任せてゆっくりしててください」

　そう言われて厨房から追い出されてしまった。うーん困ったな、手持ち無沙汰になってしまった。今屋敷にはメリッサ達姉妹の他は俺しかいないし、本を読む気分でもない。昼寝するには中途半端な時間だ。

　そうだ、マルフィーザは元帥になる俺の副官になるんだから、アイツとサリーマさんも、あとミーシャちゃんもパーティーに招待しよう。手紙を書いて鳥形使い魔を召喚し、サリーマさんの屋敷であるラージャ子爵邸に送る。

　アルチーナ殿下にも手紙を送って……っと、カール王子との面会の時に途中で退席しちゃったから誘えなかったんだよね。

　するとしばらくしてマルフィーザが召喚したらしい使い魔が、手紙を持ってやって来たので確認すると……ん？　手紙は二通あるな、片方はマルフィーザで夕飯時に訪ねると書いてある。もう片方は……。

　───クリス殿へ、アタシとミーシャは忙しいから、マルだけ行くよ。マルの奴は明日の朝に西の海岸に行くから、今晩は足腰立たないくらい犯ヤっちゃ駄目よ？　アタシの娘にしちゃ奥手で純情だから優しくしてやるんだよ？

　うむ、イイ笑顔のサリーマさんがマルフィーザを煽ってるのが目に浮かぶが、マルフィーザを口説くのは副官に就任してからと決めているので今夜は無しだ。気心の知れた相手とはいえ、お酒飲んだ後で押し倒すとかダメすぎるだろ。

　とりあえず今日は嫁さん達に紹介する為に招くからエッチ無し、日を改めてマルフィーザ好みの雰囲気で口説くと返信する。手紙にサリーマさん宛と書くのを忘れたけど……まぁいいや。

　それからすぐに辺境伯家の使者がやって来て、アルチーナ殿下もやって来るとのことだった。オリヴィア達とは知り合いらしいし、気楽に楽しんでほしいと思う。それにしても本格的にやる事ないな。

　だからと言ってパーティーのご馳走を作ってくれてる二人に、性的な悪戯をするわけにも行かないし……と、ご馳走の匂いに釣られたのかいつの間にか帰って来ていたトレニアや他の妖精たちが飛んで来た。

　───美味しそうな匂いなの〜。

「今日はご馳走だからな、つまみ食いしちゃだめだぞ」

　───むぅ、分かってるの。ヴィヴィアンに怒られたからもうしないの。

　悪戯好きの妖精なのに、全員厨房には近寄りもしない。良く分からないが、妖精たちはヴィヴァンには素直に従うんだな。餌付けかな？

　俺の頭の上に着地したトレニアが、何故か怯えたように震えてる理由は分からんが……優しいヴィヴィアンが妖精たちに酷い事するとも思えないからな。

　───そ、そうなの。ヴィヴィアンはいつも優しいの。

　───いつも美味しいお菓子くれるのデス。

　───お塩とお砂糖の器を入れ替えた時の事は忘れないかしら〜。

　───今ではヴィヴィアンが包丁を持ってるのを見るだけで震えるのだわ。

　───あぁ！　許してほしいわえ！　鍋の中、鍋の中は許してぇぇぇ！

　ふむ？　一斉に思念を飛ばしてくるから聞き取りにくいけど、テーブルの上に着地した他の四人の妖精も、ヴィヴィアンには頭が上がらないのかな？　やっぱ餌付けか。とりあえずさっきカフェで持ち帰りしたケーキでもくれてやるか。

「お腹が空いたならケーキ食べるか？」

　テーブルの上にケーキを取り出すと、全員我先にとケーキを頬張る。こうして餌付けして、こいつらの悪戯が減ってくれるとありがたいんだがなぁ。っと、そういえば全員がこっちに来るって事はフェノリーゼさんはどうしたんだろう？

「お前たちフェノリーゼさんを看てなくて良いのか？」

　───あ、忘れてたの。フェノリーゼが目を覚ましたからクリスの事呼びに来たの。

　お前そういう重要な事は先に言えよ。とりあえずケーキ没収な。
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　寝室の扉を開けると、フェノリーゼさんはベッドから起き上がろうとするけど、数日とは言え寝たきりだったんだから、無理しないでそのままベッドに入ったままでいて貰う。

「長い夢を見ている間に気持ちの整理が付き、身を焼くが如き焦燥感が消えたのは、御身の術でございましょうか？」

　ゆっくりと話すフェノリーゼさんの表情は穏やかで、魔法の眠りを与える前の暗い影は見えない。

「ああ、刻印の呪いの事は覚えているだろう？　その間の苦痛の記憶を消して心身が癒えるようにした。了解も得ないで済まなかった」

「いえ、感謝いたします。婚約者であった従兄弟の死から、今に至るまでの全てを抱えていては、遠からず妾は精神を病んでいたでしょう」

　眠っている間に夢を見ながら自身の内面を受け入れさせ、精神を安定させる術。心の傷が深ければ深い程、長い間眠り続けるのだけど、たった三日で目を覚ましたのは、それだけ彼女の精神が強いのか。

　───フェノリーゼ、お礼は後でもいいの。早く、早くクリスにあの術を教えて欲しいの！

「ふふっ『青』よ、そんな焦らずとも約束は忘れておらぬから落ち着くが良い。クリス殿にはちゃんと人と同じ背丈にする術を伝える故な」

　精神的に落ち着いても、まだ体調は戻ってないので今後の事は、もう少しゆっくりしてから考えるとして。さっきからトレニアの自己アピールが激しいから、約束の術を教えて貰うとするか。お前、俺は良いけどフェノリーゼさんの髪の毛引っ張るなよ、一応主人だろうが。

　秘術とは言っても、妖精を従えてるのが前提なせいかそう複雑でもない。フェノリーゼさんの指導を受けて、術式は理解できたから、後で試してみるか。

「クリス殿は基礎をしっかりと学んでおられるようですな。これならすぐにでも我らが秘術も使いこなせましょう」

「フェノリーゼさんの教え方が上手だからだよ。俺も師匠みたいな偏屈爺じゃなくて、フェノリーゼさんみたいな綺麗な人に指導されてたら、もっと真面目に勉強したのにな」

　優しくて気品のある美人さんに手取り足取り指導して貰えたら……多分やる気は出るだろうけど、気になって集中できないかもしれん。まぁ想像くらい構わないだろう。

「ふふっクリス殿はそうやって、女を誑し込んでおられるのか？　もっとも、命の恩人である御身に求められたら拒みはしませぬが……如何かな？」

「お、俺はそういう恩とか立場を盾に関係を迫るような真似はしないって！　からかわないでくれよ」

　嘘です、すいませんオリヴィアと出会った時とか、助けた恩で恋人になろうとか不純な事考えてました！　他の嫁さんも立場を利用してると言えなくもないし……あれ？　俺って結構酷い奴なのか？

　否、断じて否だ！　俺の嫁になったからには問答無用で幸せにするのが男の甲斐性！　悩むくらいならデートプランや、エッチのシチュエーションでも考えるぞ俺は。

「妾も帰る故郷はもはや無く、帝国には身の置き場が既にありませぬ。甲斐性のある殿方に貰っていただきたいところですな」

　悪戯っぽく微笑むフェノリーゼさんのエキゾチックな魅力に、さっき散々エッチしたにも関わらず、またムラムラしてきた。それに彼女ほどの美女に貰って欲しいと言われて断れは……。

　───ダ〜メ〜な〜の〜！　クリスは私のだからフェノリーゼはダメなの。

「ふふっ、大勢の女性を侍らしてる殿方に惚れて、いちいち嫉妬していては疲れるぞ『青』？」

「とりあえずフェノリーゼさんの体調が戻ったら考えよう。ほら、トレニアも落ち着け」

　俺の頭の上に座り込み、フェノリーゼさんを威嚇してるっぽいトレニアを宥めてると、屋敷の敷地に良く知ってる気配が近づいてくる。オリヴィア達だ、今朝言ってたより早いな？

「御内儀がお戻りになられたようですな、妾も身嗜みを整えた後、ご挨拶に参ります故」

「ん？　あぁ、ゴメンすぐ部屋を出るよ」

　フェノリーゼさんの私物は、彼女のいた諜報員の隠しアジトに置いたままだったのを、妖精たちがいつの間にか回収していたみたいだ。

　女性が着替えるのに部屋にいるわけにもいかない。なんにせよオリヴィア達を出迎えに行こう。トレニアを頭に載せたまま、急いで玄関に向かう。

　ふふっオリヴィア達も貴族名鑑を貰ったのを知ったら喜ぶかな？　貰った分厚い名簿を持って正門まで迎えに行くと、俺の姿を見た瞬間オリヴィアが駆け寄ってきた。

「旦那様！　旦那様ぁぁぁぁ♪」

　満面の笑みのオリヴィアがいきなり抱き着いてきて、甘えるように全身を密着させてきた。

「おかえり、今日は嬉しいことがあったみたいだな」

　職人街にお手伝いに行った筈だけど、何かあったのかな？　オリヴィアはもう嬉しくて堪らないと言った感じで抱き着くだけじゃなくキスも繰り返してくる。

　遅れてやってきたディアーネとアルテナは、はしゃぐオリヴィアをニコニコしながら見てる。

「はい、はいっ！　旦那様聞いてください。今日お手伝いの後、占い師の下を訪ねたら……出来たんです。わたくし……旦那様との子供が出来たんです！」

「オリヴィアッッ！　そうか、妊娠したのか……ありがとう、ほんとにありがとう！」

　いつかは来ると思っていた吉報にオリヴィアを抱きしめ、何度もキスをする。オリヴィアは嬉しそうに微笑みながらも目に涙を浮かべて、言葉少なに俺に縋りついてくる。

　ああ、愛おしすぎてキスだけじゃ足りない。髪を撫でたり抱きしめるだけでも足りず、思いつく限りの愛情表現を彼女にその場で示し続ける。
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　この場合占い師とは、別に未来が分かるとか、運命が読めるとかではなくて、生き物や物質のオーラが見える特殊な魔法使いだ。

　この術を使えると失せ物の場所が分かったり、行方不明の人が何をしてるのかとか知ることができる。何より一番需要のある仕事は、妊娠の有無を確かめる事だろう。いつ頃に授かったのかも分かるし、安定期あたりになると胎児の性別もオーラで見分けられるのだとか。

「えへへ……旦那様と二人だけでこの街を目指してた頃に授かったみたいなんです、ひょっとしたら初体験の時かも知れないです」

「そうか、そうなるともう暫くすればお腹が大きくなりだすのか」

　オリヴィアのお腹に手を添える。今はまだ目立たないけど、ここにオリヴィアと俺の子供が芽吹いたのか。あの日、一目惚れした少女がこうして母親になる一歩を踏み出したと思うと……ぐすっ、あ、ヤバい泣きそう。

「オリヴィアァァ……ぐすっ！　俺スゲェ嬉しいよ、嬉しいんだけど涙が……涙が止まらねぇよぉ」

「あらあら、旦那様ったら、初めて会った時と一緒で泣き虫さんですね」

　抱き寄せられたと思ったら、頭を撫でられる。子ども扱いは勘弁してほしいが、嫁たちに泣き顔を見せるのも躊躇われるので、このままオリヴィアの胸に顔を埋めて、涙が止まるまでそのまま抱きしめ……。

「ご主人様、玄関先でイチャイチャするくらいなら屋敷の中に入ってくださいな」

　呆れた声色のディアーネにツッコまれ、ここが玄関先だったのを思い出した。頭の上のトレニアも空気を読んだのか、何時の間にかディアーネの肩に移動していた。

　いかん、嬉しすぎて周囲が見えてなかった。そうだ、妊娠したからには身体を冷やすなんて言語道断、暖かい部屋でリラックスして過ごさないと。とりあえずいつも皆で寛いでる食堂にオリヴィアをお姫様だっこで連れていく。

　ヴィヴィアンと一緒に厨房にいたメリッサを紹介すると、オリヴィアにちょっと抓られたが、ヴィヴィアンの姉と言うことで受け入れて貰えた。下半身にだらしない旦那でごめんなさい。

　そのメリッサだが、オリヴィアの妊娠の事を聞くとすぐに真剣な表情になる。

「ヴィヴィアン、確か生ハム用意してるわよね？　生焼けは駄目、十分加熱した料理に変更よ、後はチーズがあったけど必ず火を通して」

「どうしたの？」

　いきなりメニューの変更を指示したメリッサに尋ねると、なんでも妊婦が火を通さないものを食べるのは、お腹の子供に良くないらしい。他にも幾つかの香辛料や香草は避けるように材料のチェックを始める。

　帝国の娼婦は全員、不妊の呪いをかけられてるって話なのに詳しいのは意外だった。他の嫁に聞かれないようにこっそり聞いてみると……。

「娼婦になる前に色々あったの」

　とだけ言って、少し寂しそうに微笑むだけだった。言いたくないのなら詮索はするべきじゃないか。妊娠できると聞いて嬉しそうだったし、出産に関して思うところがあるのだろう。

「メリッサ、男の俺じゃ至らないところのフォローを頼む」

「分かったわ、後で私の知ってることを皆にレクチャーするから、子供が出来た時の心得として聞いてね」

　自分が妊娠した時の事を考えてたのだろう、明日嫁たち全員でメリッサの話を聞くことになったみたいだ。特にトレニアは興味津々だ。妖精と人間の間に子供ができるか？　後でフェノリーゼさんに聞いてみよう。

「あ、フェノリーゼさんが目を覚ましたから彼女の分も頼む。それとアルチーナ殿下に招待の手紙送ったし、サリーマさん達も誘ったんだけど忙しいらしくて、彼女の娘でマルフィーザって奴だけ来るんだ」

「アルチーナ殿下だけでなくマルフィーザ様もですね。畏まりました、彼女たちが泊まる客室の用意をしておきます」

　ん？　殿下は知り合いだって聞いたけど、なんかオリヴィアもディアーネもマルフィーザの事を知ってるっぽい？　名前出したらすぐに納得したけど、俺まだマルフィーザの事紹介してないよな？　まぁ知り合いでもおかしくないか。

「オリヴィアの妊娠で聞きそびれたんだけど、ルーフェイたちは？　別行動したのか？」

　ルーフェイ、ティータニア、ユングフィアがまだ帰ってないけど、どうしたんだろう？　地元民の上に神官戦士のユングフィアは大丈夫だとして、お姫様二人は帰りが遅いと心配になる。あの二人は目立つし可愛いからな。

「あの二人はオリヴィア妊娠のお祝いをするのだと張り切ってまして、職人街の人たちに頼んで、慶事があった時に食べるお菓子を作ってくれてます。ユングフィアが付き添ってくれてますから大丈夫だと思います」

　確かクリームを塗ったパンケーキを、祝い事の席で振舞う風習がクレイターにあったな。ただのパンケーキではなく、白いクリームの上に、色付きの砂糖で絵を描くそうだ。例えば結婚式なら鳥の絵で、昇進なら魚の絵、妊娠ならウサギの絵といった具合……だったはず、昔読んだ本の内容なのでちょっとあやふやだ。

「職人街なら大丈夫だとは思うけど、暗くなるようなら迎えに行くよ。後は……そうそう、カール王子から魔王種討伐の褒美を貰ってな……」

　貴族名鑑を渡され、侯爵位の内定を受けた事。お飾りとは言え元帥の地位を貰ったこと。そしてアルチーナ姫と婚約が決まった事を伝える。侯爵位と元帥の座に関しては皆喜んでくれて、アルチーナ姫との結婚話は何故か、皆は納得した表情だ。

　どうも王家からすると、勇者の俺と親戚になるメリットが大きいらしく、遅かれ早かれ彼女との婚姻話が持ち上がるのは予想してたらしい。

　どうりでアルチーナ殿下もパーティーにやって来ると言ったら驚くどころか、オリヴィアが嬉しそうにするわけだ。知り合いなのは聞いていたけど、身分が近い事もあって親しい間柄なのだそうだ。

　彼女とはあまり会話してないけど、オリヴィアから話を聞くと、とても優しい女の子とのこと。そう言えばティータニアが空から落下してきた時に、真っ先に助けようと駆け寄ってくれたんだよな。彼女とも上手くやっていけそうだ。

　そうして、暫くするとルーフェイたちが帰ってきたので、ルーフェイ自身が飾り付けた、ウサギの絵が描かれたパンケーキを皆で食べ、お祝いは賑やかに始まる。

　日が暮れる頃、おめかししたアルチーナ殿下とマルフィーザがやって来た。皆に紹介して、殿下だけでなくマルフィーザとも結婚するつもりだと伝えたら意外にもあっさり皆に受け入れられた……あれ？　予定とは言えまた嫁が増えるのに注意とかないのか？

　疑問に思ってたらパーティーが終わる頃に、こっそりディアーネに教えて貰った。なんでもとっくに皆はマルフィーザ婚約者の事を知ってたらしい。え？　知らなかったの俺だけ？

　当然アルチーナ殿下も知ってたけど、モンドバン伯爵から、アルチーナ姫との結婚の後に嫁ぐと聞いていたので自分から話題にはしなかったとの事。

「ご主人様、普通は嫁入りする前に、相手の事くらい調べますよ。王都では婚約が成立したら保護者のサインが入った書面を保管して誰でも閲覧できますから、その気になればすぐ分かりますわ。父が調べて教えてくれたので私が皆に話しました」

「旦那様からお話してくださるまで待ってるつもりでしたので、紹介されてお名前を聞いたらすぐに分かりましたし。サリーマ様にそっくりなのは驚きましたが」

　こ、この屋敷で知らなかったの俺だけか！　談笑する嫁たちとアルチーナ殿下やマルフィーザを見て、なんか疎外感を感じる。くそぉ、マルフィーザめ、修業時代と同じように風呂覗いてやる。
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　パーティーも終わり、俺はオリヴィアを連れて寝室に入る。嫁さん達の間では毎晩誰が俺の寝室に入るのか、順番が決まってるんだけど、今日ばかりはパーティーの主役であるオリヴィアと過ごしたい。

　いつもなら風呂で汗を流し、身を清めてからセックスするのだけど、今日はそのまま寝室に行く。招待客であるアルチーナ姫やマルフィーザが先に入浴するのがマナーなので、彼女たちが出るまで待っていられない。

　カロリングの屋敷だと、風呂好きらしいカール王子の意向で、全部の客室に小さな風呂が付いてるらしい。俺もそうしようかな？　貴族になったからには来客とかも増えるだろうし、あとで嫁さん達と相談しよう。

　そんな今後の予定を考えつつ、お姫様だっこで連れてきたオリヴィアをベッドに寝かせ、丁寧にドレスを脱がす。清楚な印象のドレスを纏うオリヴィアだが、その下は男を誘うデザインの淫靡な下着。

　エッチなデザインの下着の方が俺が興奮するから身に着けてるのであって、下着姿をじっくりと見ているとオリヴィアは恥ずかしそうに身をよじる。だが、彼女の細腕で隠しきれるわけもない。

　オリヴィア、そんなことしたら余計興奮するんだよ？　分かっててやってるならとんだ小悪魔だ、勇者である俺が性成敗敗してあげないとな。

「旦那様……その、そんなに見られたら……恥ずかしい」

「俺に見られたいから、そんな下着を着けてるんだろ？　ほら、もっとよく見せて」

　このまま裸にしても良いんだけど、エッチな下着姿を楽しんだ後で、オリヴィア自身に脱いでもらうのが最近のお気に入りである。

　恥ずかしがるオリヴィアにキスをした後、うなじに舌を這わせ、おっぱいに唇で愛撫。段々と下がり、おへそを舌の先端でくすぐりつつ、俺たちの愛情の結晶が宿ったお腹を撫でる。見た目は変わらない、いつも通りに細くくびれた腰に新しい命が宿っている。

「パパだぞ〜、お母さんの事はパパが守るから安心して育つんだぞ〜」

　お腹に向かってキスしたり声をかけたりする俺を見る、オリヴィアの目はどこまでも優しく。頭を撫でてくれる。なんだろうな、セックスの充足感とはまた違うこの幸せな時間をなんと言うべきか？

　愛する妻との優しい触れ合い。言葉にしなくてもお互いの温もりで感じ合う確かな愛情に満たされる。

　なんか今夜はこのままオリヴィアと抱き合って寝るのも良いかなぁと考えていると、なんか小さくて柔らかいモノが俺の頭に落ちてきた。

　───ク〜リ〜ス〜！　私の事大きくしてくれる約束なの〜！

「あら？　トレニアさん、どうしたのですか？」

「約束も何もお前、果汁と間違えてワイン飲んじゃってパーティー会場でグースカ寝てたから仕方ないだろう」

　折角人間と同じ大きさになったトレニアの姿を、皆にお披露目しようと思ったら、フライドチキンに抱き付いて寝てるんだから後回しにするしかない。妖精たち専用のベッドに運んだときはチキンの油でベトベトだったけど、身綺麗になってるのは一応体を洗ったのか。

　───そ、それは……今晩クリスに処女をあげるためなの！　酔った勢いで突っ込めば何とかなるってフェノリーゼが言ってたの！

「それで酔い潰れてどうする」

　とりあえずオリヴィアにトレニアの事情を話したら、苦笑しつつエッチすることになった。幸せ空間を邪魔はされたが、なんだかんだとオリヴィアもトレニアを可愛がってるからな。

　さて、フェノリーゼさんに教わったこの術は、要は妖精に分け与える魔力の繋がりを通して、意図的に魔力を多く注ぐ術である。

　妖精たちを始めとした精霊族は、肉体が魔力で構築されているため、西にあるパミュラ大陸の特殊な環境下でしか生きる事ができない。しかし妖精は他の生き物から微量な魔力を吸収し、その羽に蓄えておけばどんな場所でも生きていける。

　この魔力吸収は、本来肉体の維持に必要な分しか取り込めないが、妖精使いとの間にある魔力の経路を通じて、許容量以上の魔力を与えると、その分身体も大きくなるのだ。

　ただこの術、単純で簡単ではあるけど、必要とする魔力量が大量で、人間と同じ大きさの肉体を維持するだけでも並の人間ではあっという間に魔力が枯渇してしまうので滅多に使われない。惚れっぽい性質の妖精が人間との子供を欲しがった時だけ使う術らしい。

「それじゃ魔力を注ぐぞ」

　───いつでも良いの。クリスの熱いの魔力を私のナカに遠慮なく注ぎ込んで欲しいの。

　セクシーポーズでアピールしながらこの言い回しはワザとなんだろうか？　それとも天然なのか不明だ、フェノリーゼさんに吹き込まれた可能性もあるな、あの人真面目そうで結構お茶目……ん？　そういえば初めてこの術を使う時は屋外が良いとか言ってたような……。

　───凄い凄い、クリスの魔力はとってもスゴイの。これなら大きくなってクリスの子供を……きゃん！

　ちょっと大量に注ぎ過ぎた結果、トレニアの身体が光ったと思った瞬間、勢いよく天井に頭をぶつけた。ゴメンよトレニア。天井に頭をぶつけたって事は大体三メートルくらいかな？　ついでに草で編んだ服が破れてしまい全裸なので、申し訳ないとは思いつつ眼福である。

　小さい時でも分かってたけど、トレニアはスタイル良いなぁ、巨大化したらスタイルそのままだから、震えるおっぱいは実に素晴らしい。ちょっと触らせて貰おうと思った瞬間、トレニアは元の身長に戻った。

　───クリスのバカぁぁ！　とっても、とっても痛かったのぉぉ！

「トレニアさん大丈夫ですか？」

　俺の肩に飛び乗り頬の辺りをポカポカ殴って来るトレニアを心配したのか、オリヴィアは人差し指で頭を撫でてる。

「悪かったよ、次はさっきの半分くらいに抑えるから許してくれよ」

　───むぅぅ！　本当に悪いと思ってるなら、私の事好きにならないと駄目なの！　私の事好きって言うの！

「本当に俺の不注意でごめんな。俺はトレニアの事大好きだから許してくれ」

　大好きって言葉に一瞬で機嫌を直したトレニアは、一転して嬉しそうにさっきまで殴ってた頬にキスしてくる。

「良かったですねトレニアさん。今夜は一緒に旦那様に愛して貰いましょうね」

　───うふふ、オリヴィアも一緒なの、私はオリヴィアの事も好きだから嬉しいの。

　トレニアの言葉は俺とフェノリーゼさんしか分からないから、通訳してあげるとオリヴィアも嬉しそうだ。手のひらに乗せた裸のトレニアにキスしたりしてる。

　さて、さっきは失敗したが、今度こそ大きくさせてやる。大体オリヴィアと同じくらいを目標に、オリヴィアの手のひらに乗ったままのトレニアに慎重に魔力を与え……さっきと同じように身体が光り輝く。

　オリヴィアの手のひらからふわりとベッドに降り立ったトレニア。その輝きは徐々に人の輪郭をとり……そこには狙い通りにオリヴィアと同じ身長のトレニアがいた。全裸で。しかもオリヴィアに抱き付いた状態で。

「まぁ！　背が伸びたトレニアさんはとっても綺麗ですよ」

　───えへへ、オリヴィアだって綺麗なの。

　エッチな下着姿のオリヴィア愛妻に全裸の美少女トレニアが抱き着いてじゃれている……誰だって混ざりたいだろう。当然俺も混ざりたいので、二人纏めて押し倒す。

　オリヴィアに抱き付いたトレニアの背後から組み伏せた形なので、俺とオリヴィアに挟まれたトレニア。

　オリヴィアに目線を送ると心得たとばかりに頷き、いきなりの事にどうして良いのか分からないでいるトレニアにキス、そして大きくて形の良いおっぱいを優しく揉みしだく。

　───オリヴィア、なんで私のおっぱい揉むの？　ううう、良く分からないけどドキドキするの。

　俺は初めての感覚にオロオロしてるトレニアの秘所に手を伸ばす。ふむ、見た感じだと人間のオマンコとそう変わらないかな？　ぴったりと閉じた割れ目を指で擦り、同時に陰核を親指でグリグリと刺激すると、無垢なその肢体は面白いくらい反応をしてくる。

　───あうぅぅ！　は、早く種付けしないの？　良く分からないけどキュンってするの。

「トレニアさんは初めてですから、ちゃんと準備しないと痛いんですよ。ほら、あんなに大きな旦那様のオチンチンがトレニアさんの身体に入るんですよ」

　オリヴィアの愛撫を受けながらチラリと俺の方を見て、徐々に目線を下げるトレニア。既に臨戦態勢に入った逸物を見た瞬間、驚いたように羽をパタパタ動かし逃げようとするけど、俺とオリヴィアに挟まれてるから逃げようがない。

　───そ、そんなに大きいの入らないの！　元のサイズだと気にならなかったけど、あんなの入るわけないの！

「トレニアが怖いんなら仕方ないな。それじゃ今夜は……」

　トレニアへの愛撫は続けつつ、下着をずらしてオリヴィアに挿入する。彼女も興奮していたのか、愛撫しなくても俺のものを受け入れてくれる。

「はぅ！　あぁ旦那様ぁ今夜はトレニアさんの初めてなのに……ひぁん！」

「トレニアが怖がってるからなぁ。今夜は俺とオリヴィアのエッチを見て勉強するか？」

　俺のチンポがオリヴィアのオマンコに全部入ってるのを見て固唾を飲むトレニア、今まで俺と嫁さん達のエッチは覗いてたみたいだけど、大きくなって自分の番になると途端にヘタレたというか怖くなったみたいだな。

　───あぅぅ。凄いの、あんな大きいのが全部入っちゃってるの。

　トレニアを間に挟んだまま、俺とオリヴィアのセックスは段々と熱を帯び、オリヴィアの膣孔から溢れる愛液が卑猥な水音をたてる。

「あっ……ンンッ！　あぅぅ旦那様ぁぁ」

　潤った媚肉は俺のチンポを優しく包む。しかし押し込むたびに強く締めてくるので、何度も往復すると気持ち良さで頭が蕩けそうだ。

　より快感を求めるべく俺の腰は更に動きを速くする。目の前にトレニアがいるせいか、オリヴィアは少し声を抑えようとしてるみたいだけど、膣奥に俺のチンポが届くたびに嬌声が零れている。

「あふっ……んぅぅ！　あっあっ、あぅぅぅ！」

　漏れ出た声と、挿入するたびに繋がった媚肉が擦れる音。そして俺たちの荒い息づかいが暗い寝室に響く。

　───オリヴィア幸せそうなの……。

　快感に蕩けたオリヴィアの表情を見て、トレニアのオマンコも微かに潤ってきている。

「あっ、んふぅ……旦那様ぁ、わたくしもう……」

「あぁ俺も、俺ももうイクぞ！」

　もうすぐ絶頂とばかりにお互いに腰を動かし、快感を高め合う。より深く、より激しく、より奥まで。

「んふぅぅ！　あっあっ！　きて、来てください旦那様ぁぁ！　ふあぁぁぁぁぁ！」

「んんっ！　イク、イクぞオリヴィアァァァ」

　快感の絶頂に達したオリヴィアの膣壁が俺のチンポを締め付ける。それと同時にオリヴィアの膣奥に届いたチンポは決壊し欲望を勢いよく吐き出した。

「んはぁぁぁぁっ！　旦那様の熱いの！　奥まで届いてるの分かります。あぁ、お腹の赤ちゃんが驚いてしまわないかしら……」

「ふぅ、ふぅ……なぁに俺たちが愛し合ってるんだって教えてあげてるんだから大丈夫だって」

　呼吸の荒いオリヴィアにキスをする。舌を絡め合い、絶頂直後の溶け合って混ざり合うような一体感の中、お互いの愛情を確かめ合うように。間でなんかジタバタしてるトレニアを挟んだまま。あ、オリヴィアとのエッチに夢中で気付かなかった、ゴメン。

　───あわわ……す、凄い、凄いの！

「大丈夫ですよトレニアさん、旦那様はとっても優しいですから」

　オリヴィアはちょっと混乱してるトレニアの身体の向きを変えて後ろから抱きしめつつ、俺が挿入しやすいようにか、自分の脚をトレニアの内側に差し込み両脚を広げさせる。

　俺の精液が愛液と混じったオリヴィアのオマンコと、トレニアの処女孔が重なり合って俺の目の前に晒される。微かに潤んだトレニアのオマンコは、ランプの明かりを反射して淫靡な光を放っているかのようだ。

「さっきトレニアの事好きって言ったのは嘘じゃないからな。痛くないようにするから……」

「最初は痛いかも知れませんけど、すぐ気持ち良くなりますからね」

　オリヴィアに頭を撫でられて、覚悟を決めたのか、目を瞑ってオマンコを自分の指で広げて誘ってくるトレニア。若干震えてるけど、ここで止められない。って言うか人間と同じ大きさのトレニアは、犯罪的なまでにスタイル抜群で、目に涙を浮かべて身体を差し出す姿は、魅了の術を使ってるのかと疑うくらい男の獣欲を刺激する。

「行くぞ……痛かったら俺の事を引っ掻いたりして良いからな」

　───あぅぅ……頑張るの。私クリスの子供産みたいの。

　トレニアの言葉は分からなくても、決意を固めたのを察したオリヴィアが、胸を愛撫したりキスしたりしてリラックスさせようとしている。実は意外にもこういうのはオリヴィアが一番上手かったりする。

　瑞々しい果実のような美尻を掴み、チンポの先端を処女マンコにあてがう。カリ首だけトレニアの膣内に入れ……。

　───いぎぃ！　痛いのぉ、おまたが裂けちゃうの！

　こりゃキツイ、先っぽ挿れただけなのにかなりの締め付けだ。体格的には大丈夫かと思ったけど、これは魔法で感覚を鈍らせた方が良いかな？　今日はトレニアを気持ち良くさせるよりもエッチに慣れさせた方が……。

　───うえぇぇん！　痛いの！　痛いけど頑張るの。クリス、このままだと間違ってオリヴィアをぶっちゃうかもしれないから、私を縛って欲しいの。

　トレニアたちは生態として自然物を操れる。処女喪失の拍子に家具に使われてる木材や布が暴走でもしたら、確かにオリヴィアが危ないかも知れない。

　縛って欲しいというのは魔力を封じて欲しいって意味なんだが……けどなぁ、それをやると妖精のトレニアはほとんど意識を無くしてしまって、寝てる間に処女喪失ってのと変わらないぞ。

「オリヴィアは俺が守るから安心しろ。お前だって初めてで意識がないなんて嫌だろう？」

　───あうっ。で、でも痛くて暴れちゃうかもしれないの。

　最悪俺の寝室が半壊してもオリヴィアは守るとして、トレニアがジタバタした拍子に怪我するかもしれないな……ふむ、痛くないように感覚を鈍化させるとして、挿入されるとき怖がりそうだから……言葉通りの意味で縛るか。

　かと言って普通の布じゃトレニアを拘束できないから、……いや、良い物がある。マルフィーザから受け取ったアレを【収納空間アイテムボックス】から取り出し、トレニアの目の前に置く。

「旦那様？　このゼリーのようなものは？」

「これはスライムジェルと言って、土魔法で土砂とかを操る練習に使われるものでな、使用者の意のままに動くんだ……こういう風にな！」

　───うわぁ、にゅるにゅるするの。あっんぅ、おっぱい摘まんじゃだめなのぉ。

「きゃ！　旦那様なんでわたくしまで」

　スライムジェルを無数に枝分かれさせ二人の手足を拘束し自由を奪う。ちなみにディアーネから教わったエッチによく使われる縛り方である……やっべ、スゲェエロくて興奮するわ。

「だってトレニアが暴れてオリヴィアに怪我させたくないから縛ってって言うから……オリヴィアも仲間外れは嫌だろ？」

　───ち〜が〜う〜の〜！　縛ってって言うのは魔力を封じる事なの！

　羽とか手足を動かそうとするトレニアだが、スライムジェルは俺の魔力で操られてるからトレニアにはどうすることもできない。なんだかイケない事してるような気分になり、エロエロな拘束されてるのもあって動けないトレニアを我慢なんてしないで押し倒す。

　そして有無を言わせずにキス。口内に侵入してきた俺の舌の感触に目を白黒させ、何も考えられない状態のトレニアの五感を鈍化させ……処女を奪った。

　───んむぅ！　んっんっんんんっ！　あぁクリスの大きいのが入っちゃったの！

　トレニアの破瓜の血がベッドシーツを染める。妖精の膣は人間のそれとは、あまり変わりはない。いや、まだかなり強張ってるから強く締め付けてるだけだけど、少し慣れたら極上の名器になるんじゃないだろうか？

　感覚を鈍くしたせいでそれほど気持ち良くさせてはやれないが、今日はエッチは怖いモノじゃないとちゃんと教えてあげないとな。チンポは挿入したまま動かさず、スライムジェルを動かし全身を愛撫する。

　───はぁん！　くすぐったいの。身体中がむずむずするのぉ！

　意外と痛くなかったせいか、暴れたりはしない。俺のキスや愛撫を大人しく受け入れてくれる。そして動かなくても俺のチンポを締め付ける膣壁から徐々に愛液が溢れてきて、ただ固く締め付けるだけでなく、より深く俺のチンポを奥まで咥え込んでいく。

「どうだトレニア、エッチは怖くないだろ？　分かるか、俺のチンポがトレニアの膣ナ奥カで大きくなってるのは、トレニアとエッチするのが気持ち良いからなんだ」

　───気持ち良いの？　クリスは私とエッチするの好きなの？

　スライムジェルで身体全体を優しく撫でてるので、今は殆ど拘束してない。自由になった腕で俺にしがみ付き、両脚を腰に絡めてくる。

「ちょっと違うな、トレニアとのエッチが好きなんじゃなくて。トレニアの事が大好きだからエッチしたいんだよ」

　───うん！　私もクリスの事大好きなの！

　子供っぽくてワガママだけど、素直で優しいトレニア。言葉は話せなくても、俺に向けられる純粋な好意に嬉しくなる。愛らしい妖精の全てがもっと欲しくなってくる。

　微かに腰を振ると溢れた愛液のおかげでスムーズに動かせる。くっ！　トレニアの締まりが良すぎて、ちょっと動いただけでヤバい。
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「トレニアは初めてだから早めに終わらせるぞ。無理したらまた痛くなるかもしれないからな」

　───う、うん……来て欲しいの。クリスに種付けされて子供産みたいの。

　ゆっくりと腰を前後させると、あっという間に射精感が込み上げてくる。トレニアの膣奥にチンポを押し込みさっきオリヴィアの膣内に射精したばかりだというのに大量に精液をトレニアの子宮口に注ぎ込む。

　───あぁぁぁ！　んぅぅ、こんな熱いの出されたら何も考えられないのぉぉ！

　チンポを引き抜くと、子宮に入りきらなかった精液が破瓜の血と混じり合ってオマンコから溢れ出てくる。膣内射精された瞬間軽くイったのか、脱力してベッドに倒れ込み……満足げな笑みを浮かべたまま寝息を立て始めた。

「くすっ、トレニアさんとっても幸せそうです」

　さて……トレニアは寝てしまったので、今度はオリヴィアの番だ。スライムジェルがエッチな縛り方でオリヴィアを拘束し四つん這いの体勢にさせる。

「もう、旦那様ったら♪　……どうぞ」

　土魔法練習用のスライムジェルだが、たまに俺が使って嫁さん達と楽しんでるのがうっかりバレてしまい、後々エロアイテムとして生産が間に合わなくなるほどの人気商品になるのだが……今の俺には知る由もなかった。
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　オリヴィア懐妊と貴族になる内定を貰ったお祝いの翌日。朝食の後は仕事があるマルフィーザ以外、女性陣はメリッサから妊娠中の心得講座を受けるべく、食堂に集まってる。そして俺はマルフィーザを送って行けと屋敷から追い出された。

「はい、クリス君はお仕事のマルフィーザさんを送ってあげてね、あと夕方まで帰ってこないでね」

「待てメリッサ、妊娠中のサポートって夫である俺も無関係じゃないだろう」

　ほら、色々あるだろう。体調を崩した時に一刻も早く医者の所に空を飛んで連れてくとか、酸っぱいものが食べたくなった時に市場で買い占めてくるとか……俺は胸を張って主張したのだが、何故か頭を撫でられ子供のように諭された。

「あのね、妊娠中のサポートは女達でやるから、クリス君はいつも通りにしてくれてればそれで良いの。どうせ妊娠中の苦しみは男に分かるわけが無いから聞いても無駄よ。あとあんまりおバカな事やると、お姉さん怒るわよ？」

　昨日から変わらない優しい笑顔なんだけど、妙に迫力のある態度のメリッサに有無を言わせず追い出された。ううう、俺は夫なのに、侯爵になるのに屋敷から追い出されるって……。

　いや別にマルフィーザを送るのが嫌なわけじゃないけど、アイツは勇者になる前の俺と同じくらい強いからな。どっちかというと送っていくべきはアルチーナ殿下……あ、婚約者なんだから呼び捨てで良いって言われたっけ。彼女も妊娠の心得講座を受けたがったからには仕方がない。

「殿下は後で迎えが来るそうだから大丈夫だって。多分だけど女同士で話す事があるから、クリスには外に出て貰いたかったんじゃない？」

　仕事があるから講座には参加しないマルフィーザもちょっと残念そうだ。そうだよな、お前も俺と結婚する予定なのに、仲間外れは嫌だよな、クスン……。

　───私もいるの。元気出して欲しいの。

　最近定位置になってきた気がする俺の頭の上で、トレニアが慰めてくれる。優しいなぁ愛してるよ、後でまたエッチしような。

　女性にとって妊娠が一大事なのは分かる、だからこそ今日一日中オリヴィアを抱きしめ、イチャイチャしていたかったと言うのに。過保護は逆にストレス溜めるとか言われては引き下がるしかない。

　メリッサめ、俺を仲間外れにした仕返しに、ベッドでいじめて泣かせて……現状勝てないので俺がいじめられ泣かされそうだ。

「ふふっ良い具合に尻に敷かれてるわねぇ」

「うむ、あの柔らかい尻で踏まれると、なんとも言えない幸せな気分になってな」

　屋敷を追い出されたのは仕方ないので、今日『熱砂の龍傭兵団』の先遣隊千人と共に、海岸まで警備に向かうマルフィーザを屋敷まで送る。ところでトレニア、頭の上でお尻を押し付けてきても、今のお前のサイズじゃあんまり気にならないぞ。

　まぁ俺の頭の上で遊んでるトレニアはともかく。こうしてマルフィーザと二人で他愛もない話をしながら歩く。

「なんかこうしてると修業時代を思い出すな。当時はお前と結婚なんて想像も出来なかったよ」

「アタシは結婚するつもりで上下関係叩き込んでたからね。旦那をあごで扱き使ってさ、その代わりにアンタの為になんでもしてあげるつもりだったのよ」

「ああ、俺もお前が幸せになるように頑張っていい暮らしさせてやる。その代わりお前の事好きにするぞ、具体的には最低でも三人は孕ませてやる」

　話題が結婚した後の話になって来ると、俺たちは自然と腕を組んで寄り添っていた。傍から見れば完全に恋人同士だな。なんとなく気恥ずかしいのは、俺がマルフィーザを意識してるからかな？

「いいよ、アタシ母さんと同じで安産型らしいし、何人でも産んだげる。勇者レベルの【祝福】があれば多分妊娠中殆ど悪阻とか無いし、出産も楽だろうからね」

　そうだな、術者の格が高い程【祝福】は効果が高いし、嫁さん達が苦しまないならそれに越したことはない。法の女神から直接祝福を受けたオリヴィアは言わずもがな。妊娠したと聞いた時は不安だったが、マルフィーザに言われたらなんか気分が軽くなった気がする。

　───私もクリスの子供産むの。いつでも種付けして良いの。

　お前はちょっと恥じらいを持て。俺にしか聞こえないとはいえ、女の子が種付けとか言うな。

　トレニアも交えて子供の話で盛り上がってると、いつの間にかサリーマさんの屋敷に着いていた。出迎えてくれたミーシャちゃんがお茶に誘ってくれたが、傭兵たちが出発の準備で忙しそうなので遠慮しておこう。それに強面の人達に根掘り葉掘り色々聞かれそうで怖いし。

「それじゃまたね、次に会う時は多分副官に就任する時だと思うよ」

「おぅ、またな。次に会う時はちゃんと口説くから覚悟しとけよ」

　別れ際、ミーシャちゃんに見えない位置でこっそり頬にキスしてくれたマルフィーザに、お返しとして唇にキスしたら鼻を抓まれた。な、何故だ？

「このバカ、ファーストキスだったんだからねバカ。もうちょっと雰囲気のある時にしてよバカ」

「ひ、ひゃい……ほめんははいごめんなさい」

　ううう、顔を近付けたら目を瞑って待ってた癖に理不尽だ。でも顔が真っ赤なマルフィーザは、今すぐ押し倒したいくらい可愛いので許す。

　サリーマさんの屋敷から出て、さてどうしようか？　とりあえず余りまくってる月光狼の素材を卸しに行こう。

　地味に【収納空間アイテムボックス】の容量圧迫してるから早く処理したいんだよな。ただ狼の死体の山を積み上げても迷惑にしかならないからなぁ。

　とは言え、【収納空間】の維持に、少し魔力の消費が嵩む程度でそれほど困ってる訳でもない。素材を卸して帰るだけじゃ暇だから、討伐に行っても良い……そうだな、妻が妊娠中屋敷でゆっくりしてるなら、夫として働いて稼ぐのが甲斐性と言うものだ。

　───お仕事なの？　私もクリスの為に頑張るの。

　二人きりになって上機嫌のトレニアとデートしても良いけど、周辺住民はほぼ全員俺の顔を知ってるからな、身長十五センチのトレニアと遊ぶのは場所を選ばないと周囲の目が痛そうだ。

　身体を大きくしても良いんだけど、人間サイズに出来るようになったのはつい昨夜の事。トレニア用の服はまだないからな。まさかデートで全身を覆うローブ姿は拙いだろう。

　ましてローブの下は全裸とかバレたらヤバい。一応嫁さん全員の下着や私服を【収納空間アイテムボックス】に入れてるけど、個人用に仕立てたモノを別人が着るのはあまりいい気分じゃないだろうしな。なんで持ち歩いてるんだって？　野外エッチした時用に決まってるだろう。

　それはともかく貴族になるんだ、今後は外聞ってものを気にしないとな。全裸ローブの女の子を連れて街を歩くとか、貴族以前に人として問題外なのは置いといて。よしここは気合を入れて仕事に精を出すとしよう。

　点検と整備のために預けていたゴーレム馬車を受け取った後は、大物の縄張りを教えて貰うために、辺境伯の屋敷の敷地内にある素材買取所に向かう。するとそこでは威勢のいい声が響いていた。

「だからよ、誘き寄せるための肉なら何でもいいんだ、出来るだけ血の流れてない魔物の死骸は無いのかい？　血の匂いが無いと食いつきが悪いんだよ」

「ロバートさん勘弁してくださいよ。ここに運ばれるのは大抵切られたり刺されたりして死んだ魔物ばっかりっすよ？　あんたが部下に鈍器でも使って仕留めさせりゃ良いんじゃないかい？」

「全然数が足りねぇんだよ。大物引き寄せるには大量の餌がいるんだ、手下どもだけじゃとてもじゃないが足りねぇよ」

　ロバートって聞いた覚えがあるな、確か開拓団の主力として屋敷を与えられてる傭兵だっけ？　俺がティータニアを助けた時にできた傷口を洗ってくれた人だし、魔物の死骸を欲しがってるなら譲ってあげても良いか。

「ちょっと良いかな？　魔物の死骸なら余ってるから譲るよ」

「おっ？　そりゃありがたい……って勇者様かい」

「こっこれは勇者様！　足を運んで下さるとは光栄です」

　買取所の職員はちょっと緊張してる感じだけど、如何にも歴戦と言った風情の彼はかなり砕けた感じで接してくれる。うん、俺としてもこのくらいの方が話しやすいな。

　歳は四十前後、全身が戦うための筋肉で覆われている感じだ。十数人の精鋭だけで構成された『草原の隼傭兵団』は多くの国から好待遇での仕官の誘いが来るほど、信用と実績がある一団らしい。

　三千人も抱えてるサリーマさん達が割とおかしいだけで、十数人くらいが普通の傭兵団の規模なのだとか。ただ、人数が多ければ活躍する機会も多いので、名声ではサリーマさんの『熱砂の龍傭兵団』に一歩劣る為、彼らへの対抗意識が強い。

　そしてつい先日サリーマさんの息子のマヘンドラさんが、子爵の地位を貰ったのがこの街に集まった冒険者や傭兵たちの間に知れ渡った。すっかり忘れてたけど、今朝訪ねた時に餞別でも贈れば良かったかな？　海岸に長期滞在するそうだから何かと入用だろうし。

「この話を聞いて奮い立たなきゃ男じゃねぇさ！　なんたって土地を治める貴族になれるってカール様の意思表示だからな」

　サリーマさん達に対する対抗意識もあるけど、それ以上にロバートさんからは隠しもしない野心が溢れていた。どんなに大きな武勲を立てても、平民の上に戦いしか知らない傭兵には、決して領地や爵位などは与えられないのが普通なのに、ここではそのチャンスが前例付きで示されたのだ。

　ロバートさんも年齢的にそろそろ引退を考える年齢だからこそ、カール王子の『平民であっても貴族に取り立てる』と言う話に積極的なわけだ。部下たちも家臣にすれば立派な武堅官気だからね。

　魔王種討伐を手伝った彼らが子爵になれるのだから、俺たちも！　と奮い立つのも当然だ。

「それで大物を狩るために餌を集めてたのか」

　見れば彼の部下らしい屈強な男たちが、魔物の死骸を乗せた荷車の近くに待機していた。戦士としての技量は俺には分からないけど、何人かは結構な魔術の腕を持ってるのが分かる。

「俺は【収納空間アイテムボックス】の魔法が使えるから、ロバートさんが良かったら現地まで同行しようか？　丁度嫁さんに家を追い出されて討伐に行こうと思ってたんだ」

「ん？　勇者様が追い出されるって何やらかしたんだ？　浮気かい？」

　浮気じゃない、手を出した女性は全員本気だ。とりあえず妻の一人が妊娠したんで、嫁全員で妊娠中の勉強をしてると教えると、ロバートは破顔して背中を叩いてくる、痛いからやめてくれ。

「そいつはめでたいねぇ！　めでたい事があった奴と一緒に仕事するとツキが巡って来るってもんよ！　ぜひ一緒に来てくれよ」

　二人きりを期待してたらしいトレニアが、俺の頭をペチペチ叩くが聞き分けろって。怪我の治療をしてくれた人たちなんだから手を貸すくらい良いだろ。

「それじゃよろしく、あとクリスでいいよ」

「おっし！　よろしくなクリス、あとチビちゃんも仲良くしようぜ。俺らが狙ってるのは水蛇竜の卵でな。ついでに水蛇竜の棲み処になってるナーガス湖はこの街の水源の一つだ。群れを散らして、人が住めるように確保すれば大手柄間違いなしだぜ」

　最も優れた騎獣とはなにか？　と、聞かれて別の国の人は馬と答えるだろう、またある国では飛龍と答えるかもしれない。書物で読んだだけのある国では天馬こそ至高と断じていた。そしてこの国では、最高の騎獣とは水蛇竜であると殆どの人が答える。

　水蛇竜の背に跨り、縦横無尽に戦場を駆ける騎士は水竜騎士と称され、彼らの活躍が戦況の趨勢を決するとまで言われる。水蛇竜に跨った騎士に一度も憧れない少年は居ないとまで言われている。

　水蛇竜は蛇のように長い胴体をもつレッサードラゴンの一種だ、最大級の個体で全長約二十メートル。空を飛ぶわけでもなく、鋭い爪牙も持ってないが、巨体に似合わず恐ろしい俊敏さで一瞬で獲物に食らい付く。

　やや肉食寄りの雑食で、森や高原、荒れ地でも、ある程度の水場さえあればどこでも縄張りにする。

　鋭い嗅覚を持ち、血の匂いを嗅ぐと縄張りの外であっても襲ってくるし、縄張りに立ち入ればすぐさま群れで襲い掛かる。

　水蛇竜は強力な魔物なので、その縄張りの周囲には殆ど他の魔物は寄り付かない。縄張りを主張するのに独特の臭気を発する粘液を木や岩に擦りつけるので、その匂いを嗅いだ魔物は一目散に離れるのだ。稀にその臭気を利用して獲物を追い込むことがあるくらい知能も高い。

　この粘液は持続時間の長い魔物払いの道具として、鱗や牙よりも価値のある素材だったりする。

　基本水棲の生き物だけど、余程乾燥した砂漠でもない限りどんな悪路であろうとも一切速度を落とさず這い続けられ、しかも頭の後ろに鞍をつけると殆ど振動が無く騎獣に最適なのだ。勿論泳ぎにかけては下手な魚よりも遥かに速い。

　野生の成体は人に懐かないが、卵を召喚魔法を応用した術で孵化させると、とても人に従順で賢く育つ。野生でもかなり賢いのだけど、人が育てると人語をある程度理解する程になる。

　なんでこんなに詳しいのかと言うと、俺の師匠が魔術で操った水蛇竜にボートを曳かせてたんで、たまに餌やりしてたから詳しくなった。水蛇竜がいるだけで弱い魔物って近寄らないので、山で生活してても安全だからな、ただ粘液が臭いけど。

　さて、そんな最高の騎獣である水蛇竜だが、当然卵を手に入れるのは並大抵の難易度じゃない。水蛇竜は縄張りの中で群れて生活してる上に、卵は纏めて水の底、しかも数頭が常にとぐろを巻いて守ってるのだ。

　水中で水蛇竜の群れと戦うなんて人間には不可能なのだから、どうやって卵を手に入れるかと言うと。獣肉で少しずつ誘き寄せて陸上で倒す。かなり慎重にやらないと十数メートルもある水蛇竜に群れで襲われるから、文字通り命懸けの釣りと言えるだろう。

　それを繰り返していくと数十体に一体の割合で、粘性の強い保護膜で覆われた卵が尻尾とかにくっついてる場合があるので、それを回収するしかない。多分とぐろを巻いて守ってる最中で飢えてるところを誘き出された個体なんじゃないかと言われている。

　延々と卵のついた水蛇竜がやって来るまで戦い続けねばならず、しかも確実にくる保証はどこにもないのだから、余程腕に自信が無いと、挑戦すらできないのが水蛇竜の卵と言うものだ。

「水源は北東だったね、ゴーレム馬車なら一時間で着くし、皆俺が乗ってきた馬車に乗ると良いよ、俺が操作するから普通より速いぞ」

「流石に全員は乗れねぇな……まぁ屋根に乗っけりゃ良いか、振り落とされたらそいつが悪いって事で。野郎ども、適当に屋根に乗る奴決めとけ」

「面白そうな話をしてるな、俺も噛ませろ」

　ロバートの用意した傭兵団の物資を【収納空間アイテムボックス】に収めていると、背後から声をかけられた。確か彼も玉蹴りの試合で見たな。なんか拝みながら怪我を治してくれた土魔法の使い手の人だ。

「ジャックじゃねぇか、普段ソロのお前が珍しいな」

「鉄の帯を操る人だよね、この前は怪我を治癒してくれてありがとう」

　かなり親しげなのでロバートと同年代かと思ったら、かなり若くて三十歳だそうだ。ただ少し童顔なので二十代半ばにも見える。

「なぁに、勇者様の女運を分けて貰ったお陰か、馴染みの女に身請け話を持ちかけたら首を縦に振ってくれてな。ここはひとつ手柄を立てて、根無し草冒険者から足を洗おうと思ってな」

　彼はこの街出身だそうで、以前からこの街にあった娼館は需要過多で、幼馴染の娼婦を身請けしようにも難しかったらしい。それが最近娼館が増えたおかげでやっと身請けできたそうだ。

「勇者様は確か軍のお偉いさんになるんだろ？　実力をアピールするのが目的さ。それとロバート、手柄は全部くれてやる、その代わり俺が軍に入れるように手を貸せ、コネあるだろお前」

　二つ名持ちの冒険者なら何処だって厚遇すると思うけど、それだけじゃやっていけないって事なのかな？　なんでも権力のある人の後ろ盾があるのとないのでは、待遇がかなり違うそうだ。具体的には危険な任務を押し付けられる可能性が高いらしい。

　ロバートもジャックの実力は認めているので、彼も湖に同行することになった。彼の二つ名は『龍首落とし』。レッサードラゴンの水蛇竜くらいなら、群れで襲ってきても撃退できるそうだ。

　なるほど、その身に流れる研ぎ澄まされた魔力を見れば納得だ、正直勇者になる前の俺より強そう。得意とする魔術の系統的に対魔物なら俺が上で、対人ならジャックが圧倒的に上回る感じだ。
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　贅を凝らした部屋には血の匂いが漂い、不快な呻き声が響き続ける。使えないクズは何処まで役に立たないんだ？　せめて不快な声を抑える程度はして見せろクズがっ！

「おい、俺様を待たせた挙句が『クレイターの姫は二人ともマーニュに嫁いだ』だと？」

「ううう……お許しを……すぐに詳細を調べて姫をお連れいたします」

　既に原型を留めていない顔面に蹴りをくれてやり壁に叩きつける。ちっ、力を入れ過ぎたせいか、俺様のベッドに飛び散ったクズの血が付いちまった、処分して新しい奴手配させねぇとな。

「馬鹿が、他の男が触れたかもしれない女なんぞもういらねぇ、クレイターには相応の誠意を見せるまで船を出さないようにしておけ。ったく獣女を奴隷にするのは向こうが音を上げるまで待って……待てよ？」

　確かクレイターの姫はどっちもロリだ、結婚しても手を出されてない可能性は低くはないか？　それなら俺様のモノになる予定だった姫奴隷を奪った間男の前で、処女を散らしてやるのも楽しそうだ。

　いや、政略結婚ならお互いに大して興味が無いかもしれない、それなら……女神官はどうだろうか？　真面目に信仰に励んでるようなのは殆ど処女だろうし、そういうのを奴隷にして今まで信じてたものを滅茶苦茶にしたら……その上でそいつに好意を寄せてる奴がいれば……ただ奴隷を犯すより楽しそうだな。

　ふひっ！　ふひひひ、想像するだけで勃ってきた。その場合その男も奴隷にしてやってもいいな、延々と想い人が俺様に犯され続けるのを見せてやってもいい。

　確かカールの治める土地は法の女神の大神殿があったな。魔王種の蟻に襲われたんじゃなければクレイターの姫もいるかもしれないし、ついでに探させるか。まだ処女なら俺様の奴隷にしてやらないとな。

「おい、奴隷にした魔物を好きに使っていいから、法の女神の大神殿がある街を襲って来い。それで姫がいれば攫え、居なくても大神殿で修業してる女神官を連れて来い。当然美人の処女だぞ」

　ゲームだとアルテナってキャラがいたな、上手くすればソイツが俺の手元に来るかもしれないな。泣き叫びながら神に祈ってるところで処女を奪うのを想像したら……ふひっ、気分が乗ってきたからまだ壊れてない奴隷を犯そうと思ったが、こういう気分の時は真っ先にレヴィアが思い浮かぶ。

　奴隷にされてもなお、プライドを失わずに俺様を睨む美貌の姫騎士を思い浮かべる。ああ、やっぱりレヴィアが一番良いな、あいつがもうちょっと従順になれば不妊の呪いを解いてやって孕ませてやるんだけどな。

　アイツあれだけ美人なんだ、俺に差し出されるまでアイツを好いてた奴がいるかもしれないな。そういう奴にレヴィアは俺の所有物だと見せつけてやるのに、ボテ腹セックスも良いかもしれない。

　くひひ……俺様へのせめてもの抵抗なのか普通に抱いただけだと、全然声を出さないでイクのも必死に堪えるレヴィアだ。今日は媚薬を飲ませて気持ち良くさせてやるか。我慢は良くないからな、たまには奴隷も気持ち良くさせてやるのも主人の務めだな。
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「くしゅん！」

「どうしたのアルテナ？　少し顔色が悪いみたいだけど風邪？」

　なんでしょう？　一瞬寒気がしたのですが体調を崩したのでしょうか？　嫁入りしてそれほど日が経ってないので、まだ妊娠の兆候が出るわけないですし。

　風邪くらいで神聖魔法に頼るのは、逆に病気への抵抗力が無くなるので、安易に魔法で治すのは慎むべきですね。神殿での暮らしではないので、最近少し夜更かししすぎたかしら？

「失礼いたしました、お話を遮ってしまい申し訳ございません」

　昨日クリス様に見初められこの屋敷にやってきたメリッサさんのお話は大変有意義で、流石に経験豊富な大人の女性は頼りになります。

「基本的な事はさっきのお話でおしまいよ、実際妊娠しても殆ど体調を崩さない人もいれば、まともに動けなくなるくらい悪阻が酷い人もいるから、お互いに体調に気遣いましょう」

　メリッサさんの一声で熱心に話を聞いていた皆さんは、緊張が解かれたようにため息をついた。神殿が運営する診療所で働いていた私は、出産に立ち会った事が何度かあるのですが、妊娠中の注意事項はためになりました。

　昼食にはまだ早い時間ですので、これから自由時間に何をしようかと考えてると、ディアーネ様が立ち上がりメリッサさんになにやら目で合図を送ってます。

「それでは、態々クリス君にお出かけして貰ったから、本来の講義を始めます」

「わふぅ？　妊娠中の心得以外に何かありましたかメリッサ姉様」

「妻の嗜みとして料理とか？」

　これから街に散歩に行く予定だったティータニア様とルーフェイ様が不思議そうに首を傾げてます。私も妊娠中の心構えを聞く以外は何も聞いてません。

「エッチな旦那様を満足させてあげるために、元娼婦のお姉さんが色々教えてあげますからね」

　そう言って、初めて会った時から変わらない、優しい微笑みを浮かべるメリッサさんは女の私から見てもドキッとするくらい綺麗で色っぽいです。クリス様のお手付きになるのも納得です。

　昼食をとるのも忘れるくらい皆で熱心に受けた講義はとても有意義で、なんとなくアストライア家の夫人一同の距離が縮まった気がします。さぁ今晩は私がクリス様の閨に向かう予定なので頑張って教えを実践しようと思います。
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　ただでさえ広大な皇城の片隅にある離宮から、兵士たちが待機する兵舎までは最短距離ですら三十分。俺のような武官では立ち入れない区域を避けると、速足で歩いても一時間はかかる。ったく、庭を馬で移動させろよくそったれが。

　ああくそっ、なんで偉い奴ってのは、こうも無駄にだだっ広い場所に住みたがるのかね？　何かにつけて広く大きい造りの皇城は、どこかに移動するだけで時間がかかって不便じゃないのか？　住む奴の事を考えてない証拠だな、滅べばいいのに。

　俺の名はピサロ・ゲルム、離宮に呼び出しを受けて、渋々足を運んだのだが。ついさっき下された理不尽な命令に頭を悩ませている。そういう意味では、この無駄に長い廊下にも意味があるのだろうか？　理不尽をなんとか飲み込む時間を与える意味で。

「他国の神殿を襲えって何考えてやがる……いくら勇者だからってありえねぇよ……」

　つい口に出た愚痴に、慌てて周囲に誰もいないか確認する。この皇城では勇者の言葉は皇帝の言葉と同等、疑問を呈するだけで処罰される可能性がある。なまじ皇帝に目を掛けられてる敗戦国の将など、周囲が寄って集って排除するだろう。むしろ排除しろよ、田舎で大人しくしてろと言えよ。

　リーテンブ帝国の皇帝は秀でた者であれば等しく取り立てることで有名だ。戦場で活躍した戦士や賢者と名高い学者、誰もが認める職人、果てはどんな場所にも侵入できる泥棒までも召し抱えると言われている。それは事実だ、帝国軍を散々殺した敵将俺すらこの皇城に住まわせるのだから。

　皇帝から「其方の武技と軍才は万の兵よりも得難い」とありがたくもない評価を受け、周囲から嫌な目で見られている。それだけならまだしも人質を取られ、お手軽に使われている現状、いつ使い捨てられるか分かったもんじゃない。

　皇帝に目を掛けられてるからと言って、好待遇とは限らない。現に先程、殆ど死にに行けと言わんばかりの命令をされたばかりだ。

　自分に……ブルートーン王国の大将軍であった己に、まさか神殿に押し入り女子を攫う賊の真似事をせよとは……勇者の言葉でなければその場で切り殺していた、いや帯剣は許されていないので殴り殺していたであろう。しかし受けざるを得ないのが今の俺だ。

　姫が……姫が奴の命に背けば殺されてしまう。くそっ！　くそが、奴隷化の呪いさえなければっ！　かつて婚約者として親交を深めた少女は、今や表情が全く変わらない人形のようになってしまっている。

　どうすれば無垢な少女に、あれほどまでに絶望に満ちた目をさせることができると言うのか。これ見よがしに姫をすぐ傍に立たせ、この命令を下したのだ。

　叶うならその辺の高価そうな石像を破壊して大声で奴を罵りたい、いや、今すぐにでも斬りたい。三歩歩く間に十通りもの殺害計画が脳内に練りあがるが、主人が死ねば奴隷も死ぬ、隷属の術とはそういうものだ。単純にしてどうしようもない現実があった。

　任務を果たし姫の奴隷化を解いて貰う、そのような交渉も無い。奴は自分のモノを他人に渡すのを極端に嫌がるのだ。

　以前奴隷になった主君の娘を返してほしいと願った騎士がいた。戦で大功を立て、生涯楽に暮らせる程の恩給を捨てても、主君の娘を自由にしようとしたその男に、皇帝も感銘を受けたらしく「許す」と諸将の前で頷いた。

　真に忠義の士よ、あぁ臣とは彼の如く在れ。心ある者は皆彼を称えたが……死んだ。奴隷化を解かれ、騎士に嬉しそうに駆け寄る姫は彼共々に、いきなり癇癪を起こした勇者に殺されたのだ。

「やるしか……ないか……」

　兵舎に到着し、部下たちに勇者から受けた命令を伝えなければ。抗う事のできない自分の無力さに、零れ出た言葉は、自分のモノとは思えないほど疲れ切ったものだった……。
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　猛スピードで北東の湖に向かったので、昼には大分早い時間に到着した。ゴーレム馬車の屋根に乗ってた人達がなにやら体調が悪そうだけど、少し休めば何とかなるだろう、ジャックが鉄帯で支えてくれたおかげで脱落者はいなかったしな。

「いやぁゴーレム馬車ってのは初めて乗ったが速いもんだな、俺もいつかは欲しいもんだぜ」

「あんなスピードが出るのはクリスのバカげた魔力のせいだ。普通は馬より速い程度だぞ」

　整備されてない道を走ったので、車軸とか一応確認するが特に問題は無かった。うん、近所の馬車職人も良い腕してるな、最高速度で走っても大丈夫なように補強されてる。

　嫁達が乗ってると振動に気を使って走るのだけど、乗ってるのが全員男なら気兼ねなく最高速度が出せて楽しかった。気を使う必要が無いって楽でいい。最初ビビってた人達も途中で慣れたのか猛スピードで走る道中を楽しんでた。

　歴戦の傭兵ロバートや、経験豊富な冒険者であるジャックはいろんな地方で活動していて、道中聞かせてくれた話も面白かったな。トレニアなんて目を輝かせて彼らの冒険話に聞き入っていて、物珍しさもあって気に入られたっぽい。なんか木箱の上で踊ってたりして、おひねり代わりにお菓子とか貰ってたし。

　賑やかな道中も終わり、やって来たのは、小高い丘の上から見下ろしてもどこまでも広がる広大なナーガス湖。カロリングの街の水源の一つで、この湖は五十年前まで北側にあるブルートーン王国との交易の拠点として、多くの船が行き来していたと当時の記録に残っている。

　しかし月狼王の出現で人々は逃げ去り、それ以来このナーガス湖は人の往来が絶えて久しい。

「五十年も人が住んでないと、かつて交易で栄えたナーガスの町も殆ど廃墟だな。それでも石造りの倉庫とかは残ってるから拠点にはできそうだし、復興もすぐできる」

　ただ殆どの石造りの建物には水蛇竜の縄張りを示す粘液が張り付いてるので、町は水蛇竜の狩場なのだろう。水中なら魔王種からも逃げるのは容易だし、餌も豊富となればかなり大きな群れを形成してると思われる。

「傭兵団の人達辛そうだし、少し休んだら、水蛇竜の狩りを始めようか？」

「そうだな、水蛇竜の卵を手に入れるのは長期戦になるから、先に休める場所を設置するか。あぁ、馬車を操作してたクリスは休んでていいぜ。うちの若いのにテントと飯の用意をさせる」

　体調の悪い人たちは休んでて、馬車に乗ってて動ける人たちが手際よく準備を始めている。ロバートは剣の手入れ、ジャックは仕事の前の瞑想を始めた。

　物資を取り出した後は、手伝おうにも遠慮されたし、その辺の木陰で俺も瞑想しようかな？　草むらの上に座り目を閉じ意識を自身の内に向ける。簡単な瞑想だが戦闘の前にしておくと魔術の精度が高まるので、魔法使いとしては言われるまでもない当然の事……が、トレニアに邪魔される。

　───クリス、エッチしたいの。エッチ。

　俺の顔の前でパタパタと動きながらアピールしてくる。うーん、休んでていいと言われたし、隠れてエッチもちょっと良いかも。それに女の子にエッチしたいと誘われて、断るのは俺の主義に反するからな。

「ロバート、ちょっとうちのお姫様の散歩のお供してくるよ」

「ん、分かった、三十分くらいでメシが出来るからあんまり遅れると全部食っちまうぞ」

　剣の手入れをしてるロバートは振り向かずにそれだけ言って、また作業に没頭する。三十分か、エッチに夢中で遅れないように気を付けよう。集団行動で一人だけメシ抜きはちょっと辛いからな。

　少し歩くと、丁度ロバート達からは死角になってる茂みがあった。トレニアが植物を操って、完全に周囲から見えないように草のテントを作り出し、ついでに誰も近付けないように結界を張る。

　草のテントはちょっとした小屋くらいの広さで、隙間から差し込む日の光が、普段とは異なる非日常の雰囲気を作ってる。

　───クリスはこの恰好が好きだってオリヴィアに聞いたの。早く早く、エッチしたいの。

　服を脱いで裸になったトレニアは小さいまま俺にお尻を向けておねだりしてくる。やれやれ、昨夜は初体験でビビってた癖に、すっかりエッチ大好きになったな。

　大歓迎だ、すぐさま昨夜と同じくオリヴィアと同じくらいの身長まで大きくして、四つん這いで俺を待ってるトレニアを……スライムジェルを操り、両手足を掴んでお尻を俺の顔の高さまで持ち上げる。

　驚いたのか羽をパタパタ動かすトレニアのお尻を掴み、まだあまり濡れてないオマンコに舌を侵入させる。

　───きゃん！　にゅるにゅるっておまたに入ってきたのぉ。あっあぅぅぅ。あぅ！

「エッチする前にちゃんと濡らしておかないとな。分かるか？　トレニアのオマンコからいやらしい液が溢れてきてるぞ」

　───わ、私はいやらしくないの。あぁん！　そんなにされたら頭がボーっとしちゃうの。

「ふふっ、こんなにオマンコからお漏らしして可愛いな。俺はエッチな娘が好きだから素直になって良いんだぞ？」

　クンニしてる間にもスライムジェルはトレニアの全身を縛り上げる。まぁちょっと強く振り解けば簡単に切れるくらい弱い拘束だけどな。蜘蛛の巣に引っかかって抵抗できない蝶々トレニアを、美味しく食べちゃうこのシチュエーションは最高に興奮する。

　オマンコだけでなく、スライムジェルを操りおっぱいも優しく揉みしだく。土魔法練習用のこのスライムジェルの変幻自在な動きで、トレニアの大きくて柔らかい乳房は、本物のスライムのように形を変える。

　ある程度触った感触が分かるので、今触ってる美尻と、おっぱいを同時に揉む感じが最高だ。いつまでもこうしていても飽きる気がしない。

　───あっ、んふ……いいのぉ。クリスに触られると気持ち良いの。

　身体中を愛撫する俺に、素直な甘えた意識を伝えてくれる。操る触手の隙間からはピンと立った乳首が見えたので、桃色の突起を軽く抓むと全身を震わせ快感に悶える。

「トレニアは乳首を弄られるのが好きなのか？　随分と良い反応じゃないか」

　抓んだ指の間で軽く擦ると、面白いように反応が返ってくる。オマンコから零れる愛液が増え、身体全体が火照ってきてるみたいだ。

　───あっあぁん。そうなの。好き、おっぱい触られるの好きなの。もっと、もっとして欲しいの。

　可愛らしい妖精が俺の与える快感に身を震わせる姿に、愛撫だけじゃ俺が我慢できなくなってきた。

「そう、おっぱいだけで良いのか？　こっちも、俺に可愛がってもらいたくてヒクヒクしてるよ」

　触手を操り脚を開かせ、露わになったオマンコにチンポの先端を押し付ける。軽く割れ目に擦りつけるだけで、俺のチンポは最大限にそそり勃つ。

　───ああっ！　どっちも欲しいの。おっぱい触られながら、オチンチンで気持ち良くされるの好きなのぉ。

　お尻を押し付けながら、蕩けた表情で俺を見つめ、おねだりしてくるトレニアのおっぱいを鷲掴みにし、舌を絡めたキスをする。少し唾液が甘い気がするのは、沢山食べたお菓子のせいか、それともトレニアへの愛おしさがそう感じさせるのか？

　───クリス、クリス大好きなの……はぁっんあぁぁぁぁ！

　キスしながら濡れぼそった秘所にチンポを一気に根元まで挿れる。俺のチンポを呑み込んだトレニアは快感を求めるかのようにお尻を押し付けてくる。

「俺も可愛いトレニアが好きだ。それにもうこんなに濡らして、俺を求めれてくれるエッチなトレニアも大好きだよ」

　───あぁん、だってずっと欲しかったの。おっぱいとかお尻とか触られてもう我慢できないのっ。

　触手に持ち上げられ不自由な体勢でも、性器同士が繋がった部分を更に押し付けて、大きくて形の良いお尻をぷるぷると振ってアピールしてくる。

　充血した媚肉は淫蜜に濡れて、差し込む日に照り光る。汗ばんだトレニアの肢体からは、男を誘い狂わせるかのような淫靡な魅力が漂っている。

　トレニアの腰の動きに合わせ、一突きするごとに愛液が飛散する。膣奥を俺の先端で叩くごとに気持ち良さが込み上げてくる。

　───いいっ！　気持ち良いの。クリスのが奥に当たると、とっても気持ち良いの！　あふっ、んふぅ！　もっと、もっと気持ち良くして欲しいの。

　もうちょっとゆっくり具合の良いオマンコの感触を楽しみたかったけど、可愛いトレニアに潤んだ目でおねだりされたら仕方がない。

　腰の動きを速く、より強くする。そしてお互いの官能が高まり、徐々に限界に近づいていく。

　───あっあっもう何も考えられないのぉぉ！　あはぁぁっ！　あっあっんあぁぁぁぁ！

　トレニアの身体が硬直し、絶頂に達した瞬間。俺も我慢していたモノをトレニアの膣内に吐き出した。

　───ふあぁ。熱いのきてるのぉ……。

　触手で縛ったままじゃなくて、今度は普通にエッチしようとトレニアを地面に降ろしてあげると、絶頂の余韻で脱力したのか、お尻を突き出した格好でへたり込んでしまう。おいおい誘ってるのか？

　体位を変えてエッチするべく、トレニアを抱き寄せると……彼女の身体が一瞬だけ発光し、元の十五センチの大きさに戻ってしまった。

　───あふぅ……幸せなのぉ。

　こいつめ、俺がまだ元気だというのに幸せそうに寝てしまった。考えてみれば昨日の夜はずっとエッチしててトレニアはあんまり寝てなかったな。俺は一日二日程度の徹夜は平気だけど妖精たちは良く寝てるからな、寝不足じゃ仕方がない。

　俺の逸物はまだまだ元気いっぱいなんだが、女の子に無理させたくないし。この欲求不満は魔物にぶつけてやる。とりあえずロバート達の所に戻る前に性欲を封じて勃起したチンポを鎮めよう。ふふふ、今晩解放するのが楽しみだ。
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　幸せそうに寝息を立てるトレニアを起こさないように胸ポケットに入れて、何事もなかったかのように傭兵団と合流すると、食欲を刺激する良い匂いが漂ってくる。

「良い匂いだな。けど水蛇竜の巣が近くにあるのに大丈夫か？」

「こんな強力な魔物避けの結界張っといてよく言う。敵の心配しなくていいなら、景気づけに美味いもん食おうぜ」

　ありゃ、こっそり張った魔物避けが見破られたか。本当はトレニアとのエッチの最中に魔物に襲われたくないから構築した結界だけど、ここは話を合わせておこう。

「皆が休めるようにさり気なくしたつもりだけど、気付くとは流石だな」

「瞑想して感覚を研ぎ澄ませてなきゃ気付かなかったがな。まっ勇者様の術を見破れたんだ、コイツはちょっと自慢できるんじゃないか？」

　ホッ、なんとか誤魔化せたかな……と、思ってたら、全員で昼飯を食ってる最中、ロバートに肩を叩かれ「お盛んなのは良いけど、討伐中は我慢しろよ」とか言われた。くっ、何故バレた。

　トレニアは起こしても起きないのでそのまま馬車のソファーの上に置いておく。昼飯食い損ねたと知ったら多分拗ねるので、一応ケーキを用意しておこう。

　食事も終わり、本格的に水蛇竜の討伐を始める。とは言っても作戦は簡単だ、ロバートが誘き寄せて、俺とジャックで魔物を倒す。傭兵たちは俺たちのサポートに徹する。

「クリスとジャックがいれば数頭纏めて襲ってきても勝てるだろ。あいつらには素材の解体をさせりゃいいさ」

　魔物払いの結界が構築された範囲の陣地で傭兵たちは待機。俺とロバート、ジャックの三人で湖に近づく。水蛇竜は恐ろしく嗅覚が鋭いから、湖から三キロメートルほど離れていても、人間三人が縄張りに近づいてるのは気が付いてるだろう。

「おっし、それじゃクリス、魔物の肉を出してくれ、俺が空から誘導してくる」

『天駆け』のロバートの二つ名の通り、彼は空を走れる風魔法の使い手だ。作戦としては単純で、空から肉を撒いて数匹ずつ誘き寄せて倒すと言うもの。考えなしに肉を落とすと水蛇竜に囲まれるだけで終わるので、その辺は経験豊富なロバートに任せるしかない。

　囲まれても俺がいればなんとかなるけど、そうするとロバート達の手柄にならない可能性があるからな、自分の野望の為だからサポートだけに留めて欲しいと頼まれてる。

　まぁ傭兵団の人達に死人が出かねない状況になったら、まとめて眠らすとかするつもりだ。とは言ってもロバートが手に負えないほどの状況に陥らせるとも思わないので、言われた通りにサポートに徹しよう。

　縛った物を浮かせる効果のある魔法道具『荷運び紐』で、取り出した狼の死骸を大量に持ったロバートが、ナーガスの町の上空へ駆けて行った。

　俺とジャックは釣りあがるのを待つしかない。俺たちは特に言葉を交わすことなく、感覚を研ぎ澄ませるために瞑想を始める。

　そうして暫くの間瞑想を続けると、ロバートの気配を感じ、目を開く。空を走ってるロバートは手ぶらなので全部ばら撒いたのだろう、【収納空間アイテムボックス】を開き次の釣り餌を取り出そうとすると……。

「部下たちを連れて撤退するぞ！　急げ異常事態だ！」

　焦る声を聞いて即座に魔物払いを張った陣地まで走る。走りながら事情を聞くと、通常では考えられないほどの水蛇竜の群れが南西の方向、つまりカロリングの街の方向に向かってるとの事だ。

「一つの群れなら飢えたとか縄張りを追われたとかの理由で、大勢の人間が住んでる町や村を襲うのはごく稀にあるんだが……空から見た限り千匹は居やがる、湖の中にもっといるかもしれねぇ！」

　水蛇竜はレッサードラゴンだ、野生でも知能は高い、高いのだけど野生なだけに飢えれば人を襲う。しかし千匹以上の群れが一直線に街に向かうのはいくらなんでも不可解だ、この場合誰かがそうなるように仕向けたと考えるべきか。

　魔物を調教して従える術は闇魔法の一種だが、これだけの数を操るのはコストが高いだけで、細かい指示を出せないのであまり意味がない。そうすると先頭を駆けてる奴に率いられてるのか？　違うにしても似たようなものだろう。

「多分これは人為的なモノだ、俺が水蛇竜の群れを止めるからお前たちは怪しい奴を探してくれ」

「了解だ、敵がいるとしたら町の建物の中か船に乗ってる可能性が高い。俺は湖面を、ジャックお前は町中を索敵してくれ」

「敵がいたら可能な限り生かして捕らえるぞロバート。その方が情報を搾り取れて手柄になる」

　経験豊富な二人は異常事態でも混乱しないで俺の意図を読んでくれる。ロバートが空を走り、ジャックが鉄帯を蜘蛛の足のように操り、物凄い速度で町へと向かって行った。

　さて、水蛇竜は平気で城壁とか乗り越えるから、カロリングの街へ行かせるわけにはいかない。

　とりあえず俺の方に来てもらうぞ。魔王種クルトを誘き寄せた時と同様に魔物寄せの術を発動させると、千を超える水蛇竜の群れが一斉にこちらを向き、雪崩のように俺に向かってきた。

　先頭の水蛇竜だけが操られていて、残りがそれに付いて行ってるだけかと予想していたのだが、目視できる距離まで近寄られると、群れの全てが何者かに支配されているのが分かった、もっと言えば奴隷化の状態になってる。

　確かに洗脳ではなく奴隷化の状態なら、ある程度の指示を出せば勝手に動くのだろうけど、魔物の奴隷化って人間とは比較にならないくらい難易度が高く、術をかける際の魔力の消費も桁が違う。

　魔物寄せが通じるあたり強制力は弱そうだけど、それでもこの数を支配するのは意図が読めない。どういう魔力量なんだ？　それとも個人ではなくて組織的に魔力供給してるのか？

　まぁ良いや、奴隷化を解いちまおう、野生に戻して少し怯えさせれば湖に帰るだろう。いや少しくらい捕獲しとくか？　サリーマさん達の栄達祝いに贈っても良い、海岸の警備なら水蛇竜がいて邪魔にはならないだろう。海が近いなら餌にも困らないだろうし。

　基本的に淡水に棲んでるのに、海でも普通に活動出来るあたり流石ドラゴンの一種と言うべきか。

　ちなみに我がアストライア家で水蛇竜を飼うのはちょっと無理だ、ディアーネが蛇とか物凄い嫌いだし。嗅覚の鋭いルーフェイとティータニアも多分嫌がる、水蛇竜の粘液って匂いが強いから。

　水竜騎士に憧れが無いわけじゃないが、嫁が嫌がりそうなものを態々飼うつもりはないからな。

　群れの殆どが魔術の射程範囲に入ったのを確認して、先ずは奴隷化を解除する。





◆　　　◆　　　◆






「目晦まし水蛇竜の群れはまだ来ないのか？」

　大神殿のすぐ近くにある喫茶店で、愛用のキセルから紫煙を燻らせ数時間、いい加減店員の目が痛い。表面上は愛想が良いが、目が語ってる「居座るなら金払え」と。すまん俺に自由にできる予算って少ないんだよ、くそケチ勇者め、死ねばいいのに。

「はっ、もうとっくに予定の時間を過ぎてるにも拘わらず、影も形もございません」

　多くの冒険者を抱えるこの街に侵入するのは容易い事だった。下手すれば内部を探るだけでも、数か月の準備が必要かと思ってた大神殿だったが、式典に併せて催事を行うらしく、警備は緩い。これは攻城戦に慣れた将として断言できる。

　それ以前に馬鹿勇者の命令なんであまり悠長にもしてられない、奴は気が短いからな。脅しとは分かっていても、失敗すれば姫を害すると言われては急がなくてはならないので、大神殿の守りの甘さはありがたい。

　まぁ神殿に攻め入るなんて奴は普通は居ないから油断するのは仕方がない。俺の見た限り魔物や盗賊などに対する備えとしては必要十分だが、『軍隊』を相手にした備えは一切していないのだ。

　重要な場所は厳重に見張りが置かれ、魔術的な防備がされている。しかし信徒に紛れさせた部下たちを、簡単に潜ませることが出来たのが良い証拠だ。これで水蛇竜の群れが街の周囲に集まるとなれば、人の目は殆どそちらに向く、クソッタレな任務も容易く遂行できると言うものだ。

　その目晦まし水蛇竜の群れが来ればの話だがな、クソ勇者から水蛇竜を操る権限を渡されてるのは俺の部下ではなく、クソ勇者が監視に付けた奴の腰巾着だ。人目を引きつけるだけにしろと釘を刺してはいるが、どこまで従うか分からん。下手すれば街の人間に水蛇竜を嗾けしかけるかもしれない。

「日が暮れたら予定は丸潰れだ、最悪俺たちだけで動かねぇといけなくなる」

　基本神殿は日が暮れたら一般信徒は立ち入り禁止になる。開いてるのは診療所くらいなのだが、荒くれ者の冒険者が多く訪れるので当然警備されている、馬鹿正直に押し込み強盗なんてしたら部下にも、警備の神官戦士にも被害が出るだろう。

　理想は陽動で神官戦士たちの目を引き付け、クソ勇者の要望通りに女性神官を攫って逃げる。可能な限り部下を失いたくないし、帝国とキナ臭いこの国の戦力を減らす気もない。

　警備の穴はすぐに見抜けたし、脱出経路も侵入したその日に確保した。帝国の諜報員に渡りを付けることが出来れば楽だったのだが、クソ勇者が居所を教えてくれないせいで無理だ。こっちから探すくらいなら自分たちだけで動いた方が安全だからな。

　せめて俺の事を知ってる諜報員がいればと、接触してくるのを期待して目立つ喫茶店に居座ってるのだが、どうも空振りに終わりそうだ。

「日が経つと式典に合わせて貴族連中がやって来る、当然警備も強化されるから、予定通り今日じゃないといけないってのに……なにやってんだ連中は」

　今日、日が落ちる前に作戦を決行しないとならないのにはもう一つ訳がある。勇者だ、この街で少し情報収集すれば、法の女神の加護を受けた勇者が、この神殿のすぐ近くに住んでるのが分かる。

　その勇者が魔物の討伐に出かけてる今日でないと作戦失敗どころか、ただの人攫いの盗賊として捕殺される可能性が高い。

　街の住民から話を聞く限りでは、恋人と共にこの街にやって来て、彼女をとても大事にしてる事。勇者と縁を求める縁談で娶った娘であっても平等に愛情を注いでる事。魔王種を倒しただの、汚染された土地を浄化しただのと彼を称える話には事欠かない。

　俺も部下一同も「ウチのクソ勇者と交換してください」と考えた。考えてもどうにかなる事じゃないので、一斉にため息をつくくらい許されるだろう。

　そうして部下たちが入れ代わり立ち代わり報告にやって来るが、一向に水蛇竜がやって来る気配が無い。日没まであと約一時間、もう待ってる時間が無い。

「……始めるぞ」

「合図を頂ければ我ら一同何時でも」

　強面がやって来るせいで迷惑をかけた店には、謝罪の意味を込めて有り金全部を置いて行く。やれやれかつて一国の軍勢を率いた大将軍が落ちぶれたもんだな。こんな碌でもない任務を押し付けられるくらいだ、運にも見放されてるのかも知れない。

　ため息をつきながら大神殿に向かうと……信仰なんざしてない神様の気紛れなのか、それともクソ勇者の悪運のせいなのかねぇ？　周囲に気取られないよう隣を歩く部下に指示を出す。

「あの神殿に向かう騎士服を着た少女から目を離すな、彼女はマーニュ王国王女のアルチーナだ」
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「それではアルチーナ殿下、結婚式の式次第は以上になります。ドレスも職人がなんとか仕立てて見せると張り切っておりますので、当日には間に合うことでしょう」

　私は今、大神殿に結婚式の段取り確認の為に訪ねています。いきなりの予定変更で忙しいのに悪いとは思ったのだけど、王女私と勇者クリス様の結婚式は、国中の貴族が集まる式典の目玉なのだから無理でも推し進めるしかありません。

　一生に一度の結婚式、まして私の伴侶となるのは女神様に選ばれし勇者様。万が一にも粗相などあってはいけません、その為にも段取りはちゃんと決めておかないと、当日混乱してしまいます。

　幸いにも大神官様はこの大イベントに積極的でスケジュールの調整に奔走して下さってる。目に光が無いのは、忙しくてお疲れなだけだと信じましょう。

「お忙しい中、ありがとうございます大神官様」

「いえいえ、これも勇者様の威を示す絶好の機会と心得ます」

　私の結婚式は少し前に紹介して貰ったクレイターのルーフェイ姫と同時に行われます。別々に結婚式を挙げる案もあったのだけど、クレイター諸島連合王国との国交が始まることを印象付ける狙いがお兄様にあったようで、一緒に式を挙げる事になったのです。

　複数人を娶る場合、同時に式を挙げる事は珍しくないのですが、流石に二つの国の王女を同時に、と言うのは前代未聞でしょう。

　あの白い羽の女性、ルーフェイ姫の姉であるティータニア姫もクリス様に嫁いでるので三人同時も覚悟していましたが、どうも彼女には事情があるらしいです。詳しくは聞いてないけど人の多い場所が、もっと言えば男性の多い場所が苦手みたい。

「アルチーナ殿下、結婚式の式次第は屋敷でクリス様にお伝えいたしますが……よろしければアストライア邸にお越しになられてはいかがでしょう？　クリス様やルーフェイ様も交えて話されるのも良いかと存じ上げますが」

「そうね、今日はもう日が暮れるから、明日か明後日には伺うわ。急な話だったのにアルテナさんも付き合ってくれてありがとう」

「恐れ入ります、結婚式では私とユングフィアが殿下の髪結い役を務めさせて頂きますので」

　結婚式で新婦の衣装を整えたり髪を結うなどの、世話をする人を髪結い役と呼ぶのだけど、この役目は家族以外の人間がしてはならない決まりがあります。

　普通なら母親や祖母が担当するのだけど、実は『愛の女神大神殿』のある王都だと有名無実化した慣習だったりします。貴族なら侍女に世話をさせたり、平民でも友人が手伝ったりする場合が多いのですが、厳格な法の女神大神殿でそれは通用しません。

　新婦側の親類が不在、ないしは式に参加できない場合は、神殿に所属する女性が髪結い役をするのだけど、貴族の場合はあまり歓迎されないのです。

　まず、生家と上手くいってないと思われてしまい、それに加え神殿側に謝礼金を支払う必要があって、面子的に少額を支払うわけにはいかず、さりとて額が大きいと野暮の誹りを受けてしまう。実に面倒なうえに正解がないから性質が悪いです、この手の仕来りをどうにかできませんかお兄様？

　まさかお兄様にお着替えを手伝ってもらう訳にもいかないし、王都の後宮に住んでるお母様が辺境に来られるわけもありませんから、彼女たちの申し出はありがたいです。同じ旦那様に嫁ぐ姉妹だからと言い張れるので、王侯貴族的に建前が整ってれば問題ないのです。

　ルーフェイ姫も同じように結婚式の間、他の夫人がお世話をする事になってます。なんか親類、具体的には国王様が当日に飛んできそうな気がしますけど。

　そもそも急に決まった結婚式なので、親戚のお手伝いを手配してない事に気が付いたのは、アストライア邸でオリヴィア様のご懐妊を祝うパーティに招待され、アルテナさんに指摘されてからの事。王都では有名無実化した慣習なので、周囲の誰も指摘しなかったのは痛恨です。

　幸いアルテナさんが髪結い役を申し出てくれたので良かったです。申し出ついでに結婚式について聞いたのだけど、大神官様の孫娘とはいえ、還俗したアルテナさんには詳しい内容は知らされてないので、一緒に大神殿に向かう事にしたのです。なんでもフェノリーゼさんと仰る、妖精たちを従える女性と一緒に大神殿に用事があったそうです。

　一夜明けて。夫人の中でも年長のメリッサさんが、妊娠中の心得について教えてくださるそうで、勿論参加させていただき。その後の……その、結婚後に大変有意義になるお話を伺い、ちょっと神殿に向かうのが遅れてしまったのは少し反省です。

「もう少し早い時間であれば、アルテナさん達をお茶に誘うところだけど。もうじき日が暮れるから帰らないといけないわね。フェノリーゼさんは待ちくたびれてるんじゃないかしら？」

　チラリとアルテナさんの肩に乗った紫色の羽の妖精さんを見ると、本を読む仕草をしてます……。

「フェノリーゼさんは本を読んでいるって事でしょうか？」

　妖精さんが元気に頷きます。すぐに状況が分かるのは便利ですね。クリス様に助けられた恩返しの一環として、妻であるアルテナさんと私の護衛役を買って出たそうです。

「それでは『紫』さん、打ち合わせは終わりましたので、護衛の武官が待ってる待機所で合流しましょう。と、フェノリーゼさんにお伝えください」

　私の言葉に大きく頷いた『紫』さんは、パタパタと部屋から飛んで行きました。大神殿に来る途中に聞いた話では、あの羽が紫色の妖精さんが一番真面目な性格なのだとか。漠然と妖精は天真爛漫で悪戯好きってイメージがありましたが、結構個性的ですのね。

「近くで暮らしていますと、性格の違いが良く分かりますよ。青い羽のトレニアさんはクリス様が大好きで毎日アピールしてますし、『紫』さんは真面目で、『緑』さんは食いしん坊なんです」

　他にも赤い羽の妖精さんはルーフェイ姫と仲良しで、よく一緒に遊んでいたりとか。黄色い羽の妖精さんは遊泳所にぷかぷか浮いてたり、日向ぼっこが好きなのんびり屋さんだとか。

　最初は畏まっていたアルテナさんだけど、打ち合わせしてる間に普通にお喋りできるようになれて嬉しいわ。同じ夫に仕える姉妹として彼女とは仲良く出来そうです。

　なんというか同じような悩みを抱えてそうだし。一緒に街を歩いてみたかったけど、この時間では仕方がありません。出来れば嫁入り前にオリヴィア様を始め、夫人たちとお喋りしたり、お出かけしたりして仲良くなっておきたいわね。

　大神官様に挨拶をして、帰ろうとしたその時。破裂するような音が周囲に響き、神殿を揺るがす。急いで窓の外を見ると、神殿のあらゆる場所から白煙が立ち込め、一般信徒たちが慌てて外に出ようと一斉に正門に向かって走っています。

　火事？　それにしては火の手は上がってないし煙が異様に白すぎる、これは……煙幕と破裂音で混乱させるのが目的なの？　誰が？　何の為に？

「アルチーナ殿下、急いで外に出ませんと！　馬車は専用の出入口がありますからすぐに……」

「待ちなさい、今すぐ馬車で出ようとしたら、外に向かう人たちが危ないわ。正門が混み合ってるのを見て、馬車用の出入り口から出ようとする人も多いはずよ、神殿の間取りを知ってる地元民なら猶更よ」

　慌てるアルテナさんを宥めるのに努めて冷静に振舞うが、こっちだって異常事態には慣れてないのだ。どうして良いか分からずそれらしい屁理屈を言ったのは良いけど、本当にどうしようかしら？

「殿下、一先ず護衛の武官たちと合流されるが宜しい。アルテナは殿下と共に騒ぎが落ち着くまで広い場所に居なさい、人混みに巻き込まれると危ない故、辺りには近寄らないように」

「は、はい！　お爺様」

　大神官様の声に私も多少冷静さを取り戻す。確かに仮に襲撃であったとしても、武官たちと一緒にいた方が安全に決まってますね、それにフェノリーゼさんも待機所に向かってる筈です。

　アルテナさんに手を引かれ護衛のいる待機所まで急ぐ。待機所はかなり広いから人混みの心配もないし、屋外なので火事であったとしても大丈夫……ではなかった、待機所に到着した私たちを待っていたのは、地面に倒れている武官たち、そして……。

「待ってたぞ、混乱が起きれば真っ先に護衛と合流しようとするのは当然の判断だ。恨んでくれて構わんよ、ちょっと誘拐されてもらおうか」

　冒険者が着るような頑丈だけど飾り気のない服を着た男だった。短く切った黒に近い茶色の髪はボサボサで、無精ひげの男を見て理解する。彼は私程度では及びもつかない高みにある武人だと。

　倒れ伏す護衛達から血は流れていないので生きてはいるのだろう。私はアルテナさんを背後に庇い、人を呼ぶように指示だけして男に突貫する。せめて、せめて時間を稼がないと！　最高速度で肉薄しアルテナさんが人を呼ぶまで引き付けなければ。

　小娘と侮ってるのか全力の拳が男に当た……らずに、まるですり抜けるかのように……どうやって躱されたのかすら理解できず……。

「殿下よ……少々怖いやも知れませぬが、あとで謝ります故怖い思いをして下され」

　次の瞬間、何が起こったのか足元が急にせり上がり私は宙に投げ出され……え？　きゃぁぁぁ！

　三階建ての建物よりも高く放り出され、余りの状況に逆に冷静になって眼下を見ると……なっ！　馬車置き場の広い敷地、そこには隙間なく成人男性の背丈ほどの棘が無数に生えていた。

　きゃぁぁ！　このまま落ちたら私も串刺しに……と思った瞬間見えない手が私を抱き止め空中で止まった。そして目の前には紫色の羽の妖精さん。

　ガッツポーズをして「心配しないで」とでも言いたいのでしょうか？　彼女が大神殿の石壁に手をかざすと壁から石でできた矢が無数に生えてきた……。そして無精ひげの男に向かって放つ。

　男は地面から突き出た棘を剣で斬り払い躱したようですが、死角となる上空から放たれる矢に反応できるはずもない。男が立つ場所に石の矢が突き刺さる。やったわ！　この攻撃は避けられるはずがない。
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　命令された女神官には逃げられちまったか、周囲を確認すると、どうも煙幕は目の前の奴の仕業で全部消されたか。

「おいおい、なんでお前がそっちにいるんだよフェノリーゼ。一応聞くがなんで裏切ったんだ？」

「人聞きの悪い、妾は裏切ってなどおらぬ。何故なら元々味方ではないのじゃ。故に、人質が殺された以上従う道理もあるまい」

　妖精使いフェノリーゼは妖精を複数従える。自然物を操る土属性の魔法を、生態として使いこなす妖精は天然の土魔法の達人だ。要するに目の前の女は魔法の達人を数人従えてるのと同様。ありていに言えば真正面から戦って勝てる相手じゃない。

　地面から連続して生えてくる棘を躱しつつ距離を詰める。鉄よりも固い土の棘を斬りながら肉薄しようにも、無数の棘が行く手を阻み前に進めない。

「ふん、『剣聖』ピサロとも言われた男が、よもや神殿に押し込み強盗とは堕ちたものよ」

「人質がいなきゃ俺だってやりたかない、よっと！」

　危ねぇな。空から降ってきた矢を紙一重で避け。ほぼ同時に背後から飛来した草で出来たナイフを剣で叩き落とす。剣を振った余波で砂埃を巻き上げ目晦ましにし……宙に浮いた砂を操られ拘束されそうになる一瞬前に離脱する。

　回避されるとは思わなかったのか、フェノリーゼは驚愕した表情だ。ふむ、この女は強い、妖精を操り連携させる能力には秀でてる……が、戦い慣れてない。妖精共も同様、人との戦いに慣れてない。どこか攻撃が単調で手ぬるいのだ。

　分かった事はフェノリーゼが連れている妖精は二体。全部で五体従えてると聞いてるが、自由を好む妖精をいつでも連れ歩いてるわけではない。まして安全な神殿だ、二体でも多いと言える。

「くっ！　生け捕りなどと甘い考えではこちらが危うい。『紫』『緑』殺せ！」

　おいおい、石の矢を死角から放っておいて生け捕りするつもりだったのか？　まぁ即死でなければ治療できるんだろうけどよ。

　フェノリーゼの指示で妖精共も本気で殺す気になったのか、地面が震え思う通りに動けなくなり、大気が密度を高めこの身を締め付ける。これが妖精、戦い慣れてないのも当然、殺す気になれば、そもそも戦いにならない。

　チラリと上空を見る、目標のアルチーナ姫は宙に浮かんだまま、別の場所に運ばれている、このまま見失えば俺たちは何もできないまま逃げるしかなくなる。

　任務に失敗すれば、奴は俺を殺すだろう。そうすれば彼女はどうなる、俺みたいな奴を好いてくれた姫を助ける奴が誰もいなくなる！

　姫を想う。力及ばず敗れた俺のせいで、奴隷にされ心を壊された少女を想い……思いっきり地面を踏み付ける。妖精の力で超局地的に震え、まともに立っていられない筈の地面は、俺の足を中心に陥没し。その衝撃はもはや固体の域にまで密度を高めた大気を弾き飛ばす。

「なっ！　馬鹿なただの力技で……」

　やはり戦闘においては素人だ、予期せぬ事態に思考が止まっている。が、妖精使いが一瞬呆けていようが、妖精は別。再び石の矢を放ってくるが、それより速く、十メートルほど離れていたフェノリーゼに踏み込み、肉薄。殺して妖精に復讐されたくないので当て身で意識を刈り取る。

　俺が気絶したフェノリーゼを盾にしたので、攻撃の手を緩め動揺する妖精共。攻撃の方向から位置を割り出していたので、また魔法を使う前に投石で気絶させる。

　そして、空に浮かんでいたアルチーナ王女は妖精が気絶したのと同時に地面に落ちるが、お姫様らしからぬ運動運動能力で上手く着地する。逃がさんがね。着地と同時に彼女もまた気絶させる。

「アルチーナ姫さえいれば任務としては上出来だが……フェノリーゼも連れ帰るか、目につく場所にいて貰わないと恐ろしくて仕方ねぇ」
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「アルチーナとフェノリーゼが?!」

　ロバートとジャックが廃墟の町で捕まえた、人相の悪い連中の記憶を奪って知った大神殿の襲撃計画。ロバートから大神殿は攻城戦に慣れた武将なら、容易く攻め落とせる造りをしてると言う指摘を受けて、急いで帰った。そして大神殿で聞かされた事情はおよそ最悪のモノだった。

「申し訳……申し訳ございませんクリス様……」

　憔悴した様子で、地面に頭を擦りつけ詫びてくるトラバントさんだが、彼を責めてる時間は無い。そもそも神殿を襲撃するなんて誰もが予想の外だろう。

　神官戦士たちは対魔物に関しては百戦錬磨でも、人間相手はそれこそコソ泥や酔っ払いを取り押さえる程度の訓練しかしていないのだ。

「アルテナは！　アルテナは無事なのか」

　確か殿下とフェノリーゼさんの付き添いでアルテナがいたはずだ。トラバントさんの肩を掴んで問い質そうとすると、顔色の悪いアルテナが部屋に入ってきた。彼女を抱きしめると肩が震え、嗚咽が聞こえてくる。

「不謹慎かもしれないけど、アルテナだけでも無事で良かった。大丈夫、二人は俺が助けるから」

「クリス様……申し訳ございません。私……私……」

　助けを呼びに行くつもりが、結果として自分だけ逃げた形になったのを気にしてるのだろうけど。待機所の破壊の跡を見れば激しい戦闘があったのが分かる。逃げられただけでも十分だ。

　アルテナの了解を得て、誘拐犯の人相を始め、彼女の見た記憶を覗かせて貰った。護衛の武官達全員を瞬く間に、しかも殺さないように倒す程の手練れである無精ひげの男。コイツが誘拐犯か。

「今すぐ賊を追う、トラバントさんはカール王子に、アルテナは家に帰ってみんなに説明してくれ」

「し、しかし手がかりが……そこら中から破裂音と煙幕が焚かれ、賊の手先も一般信徒に紛れバラバラの方向へ逃げ、捕らえることも……」

　神官戦士たちを総動員して賊の手がかりを探っているが、殆ど何も掴めていない。実際に交戦した者の話では並みの騎士よりも腕が立つ連中だとか。何人かは戦闘不能にしたそうだけど、拘束する前に自害してしまい、しかも身元を示すものは一切持っていない程の徹底ぶりだ。

　不幸中の幸いと言うべきか、アルチーナとフェノリーゼさんが攫われた以外は、少しの怪我人が出たくらいで死者はいなかった。フェノリーゼさんが妖精を使って煙とかを消したおかげで、混乱が少なかったのも大きい。

　王女であるアルチーナを狙った犯行なのか？　話を聞く限りではどう考えても計画的な誘拐だ。そうなると人質としての価値があるアルチーナは無事としても、フェノリーゼさんが危ない。

　必死に傷ついた仲間二人に、鱗粉を落としてるトレニアもフェノリーゼさんが心配なのか、泣きそうな目で俺を見る。精神を繋がなくても言いたいことは分かってる、見捨てるつもりは一切ない。

「なんとかなる、アルチーナはともかく、フェノリーゼさんの着替えが【収納空間アイテムボックス】に入ってるからな、彼女の匂いを追う」

　着替えとは言ったけど、この服はフェノリーゼさんがアンデッド化の刻印を発動させてしまい、自分の爪で掻きむしってボロボロの服だ。捨てようとして忘れてて良かった。

　───クリス、私も一緒に行く！　フェノリーゼを助けるの！

「駄目だ、お前はアルテナと帰るんだ。それで俺がいない間、お前が皆を守ってくれ」

　万が一俺を遠ざける策だとしたら、逃げた連中が俺の屋敷を襲う可能性は否定できない。俺の張った結界は機能してるし、ユングフィアやヴィヴィアンは自分の身を守れるかもしれないが、神官戦士よりも強いとされる誘拐犯一味が相手では万が一のことがある。

　できるだけ戦力を集めてオリヴィア達の守りを固めたい。しかし俺の使い魔になってるトレニア以外の残り二人の妖精、赤い羽の子と黄色い羽の子は多分フェノリーゼさんを優先すると思うから、トレニアだけでも屋敷にいて貰いたい。

　俺の言いつけに渋々頷いたトレニアは、気絶したまま目を覚まさない二人を浮かせて、アルテナと一緒に部屋を出て行った。任せたぞトレニア。

「数日以内に二人を連れ戻してくる、後は任せたよ」

「はっ、ははぁ！」

　トラバントさんはすぐさま部屋から出ていく、各方面に話を通しに行ったのだろう。オリヴィア達を心配させたくはないが、殿下たちを救いに行かない選択肢は俺の中には存在しない。それにトレニアを通じて俺の状況を伝えられる。

　急いで城壁の外まで行き、待機させていた水蛇竜の背に乗る。サリーマさん達に贈る用にと数頭捕らえて支配した奴だが、本当に連れて来て良かった。体長にして二十メートル超、最大級の水蛇竜でとにかく速くスタミナもある。

「この服の匂いを追ってくれ、頼むぞ」

　水蛇竜は恐ろしく嗅覚が鋭い。数日前に着ていた服で、しかも屍鬼グール化で余計な臭いもあるだろうけど、なんとかフェノリーゼさんの匂いを認識してくれたようだ、これでダメなら屋敷に戻ってフェノリーゼさんの寝てたベッドシーツとか持ってこないといけないところだった。

　まだ、大神殿襲撃から一時間程度の時間差だ、この水蛇竜は俺の魔法の援護を受けてゴーレム馬車よりも速く、敵が馬車で逃げてるならすぐさま追いつける筈だが、どうやら敵も水蛇竜を使役してるようだ。あれだけ大量の群れを動かしたのだから移動用にも確保してるのも当然か。

　だが、魔術的に強化された水蛇竜は休み無しで駆けることができる。待ってろアルチーナ、フェノリーゼさんも必ず助けるからな。

　フェノリーゼさんの匂いを追って、俺の魔術で強化した水蛇竜は風のような速度で草原を駆ける。方角は北東、今日ロバート達と一緒に討伐したナーガス湖方面に真っ直ぐ向かっている。

　多分、あの大量の水蛇竜を目晦ましとして街が混乱してる間に、誘拐をする予定だったのだろう。王女を誘拐するために下手すれば街が壊滅しかねない戦力を囮にするとはなんとも剛毅な事だ、全部無駄にしてやったがな。

　犯人の思惑については今は考えないでおこう、そんなものは下手人を捕まえて記憶を根こそぎ奪えば済む話。今は精神を落ち着かせ、ただ駆けるのみ。

　ナーガス湖に到着し、匂いは湖の向こう側。溺れないようにと頭を出したまま泳いでくれる水蛇竜は本当に頭が良いな。でも本来の泳ぎ方じゃない不自然な体勢だからか、大分速度は落ちてる。

　待てよ？　誘拐犯の乗る水蛇竜も同じように速度が落ちてるとすると……即座に近くを泳いでいた水蛇竜を数頭呼び寄せ精神を支配する。都合のいいことに今日の昼に奴隷化から解放してやった奴らは俺の事を覚えてるのか、抵抗しないで従ってくれた。

「お前たち、この匂いを追え！　そして足止めするんだ！」

　フェノリーゼさんの服の匂いを覚えさせ、強化魔術をかけてやると、数えて五頭の水蛇竜は水に潜り、恐ろしい速度で泳いで行った。
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　すっかり日が落ちても水蛇竜の速度は落ちない。暫く湖面の上を駆けていると、前方でなにやら不規則な光が点滅している。追いついたか？　用心のため幻術で姿を誤魔化し慎重に近づくと……見つけた。十数人の男たちが俺の支配を受けた水蛇竜に囲まれ進めないでいる。

　連中は水蛇竜に船を曳かせていて、魔法や弓で応戦しているが、あくまで足止めを命じたせいか、船を曳く鎖を千切った後は周囲を囲み威嚇するだけ。それだけで誘拐犯一味はこれ以上進めない。

　離れた場所から支配した水蛇竜と感覚を共有し、誘拐犯の様子を見ると……応戦の指揮を執ってるのは、アルテナの記憶にあったあの無精ひげの男。フェノリーゼさんの妖精二人をあっという間に倒したほどの戦士でも、船の上で遠巻きに自分たちを囲う竜には手を出せないようだ。

「くっ！　時間を稼ぐんだ、王女を乗せた船が向こうに着く頃に突破するぞ」

「しかし将軍、水蛇竜がこのような狩りをするでしょうか？」

「連中は賢い、反撃する相手はまず弱らせるつもりでは？」

　警戒しつつ攻撃してこない水蛇竜の群れに戸惑ってる感じか。それよりも聞き捨てならないのはアルチーナを乗せた船は別で、先に行ってしまったのか。

　てっきり一緒だと思ったけど、ちっ！　出すべき命令を間違えたか。匂いを覚えさせたのはフェノリーゼさんだけだから、彼女の乗った船だけを足止めしてるんだな。

　だったら、速攻でフェノリーゼさんを助けて、急いでアルチーナを乗せた船を追う！　足止めしてる水蛇竜に、北へ向かう船を全部足止めするように命じる。今は夜、船を出してる人間はほとんどいない筈だ。

「なんだ？　水蛇竜の群れが一斉に水に潜ったぞ？」

「まさか船底を攻撃する気では！　魔法使いは急いで防御障壁をっ！」

「い、いや全部北へ向かったぞ、なんだ？　なんだなんだこの行動は？」

　混乱する連中には幻術で隠れた俺を見つけられない。混乱してなくても暗闇の中見つかりはしない……とんでもない手練れがいれば別だけどな。

「〜〜〜ッッ！」

　辛うじて違和感に気付いたらしい、指揮官らしい無精ひげの男は勘が鋭いな。急いでフェノリーゼさんを捕らえてるらしい船倉に向かう。兵士たちは男の動きを訝しみつつも追従する。

　ふむ、真っ先にフェノリーゼさんの様子を見に行くあたり、闇に紛れて船に乗った俺には気が付いてないかな？　まぁ湖の上で妖精に襲われたら成す術もなく殺されるだけだから当然の警戒か。

「将軍、どうなさったんですか」

「分からん、分からんが何か変だ……まさかフェノリーゼめ、妖精を呼び寄せたのか？　皇都に着くまで目を覚まさない筈だ……がっ！」

　フェノリーゼさんを軟禁してるらしい部屋の鍵を開けたタイミングを見計らい……背後の兵士を精神操作し、部屋を見渡してる指揮官の後頭部を不意討ちで殴りつけ気絶させた。

　卑怯だとは思うけど尋問してる時間も惜しい、すまんな。記憶を奪わせて貰う……しかし、俺のやってる事ってどうにも勇者らしくないなホント。
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「くひっへひひひひひひひひひ！！！」

　おいおいおいおい何のサプライスだよ?!　戦争始まるまで王都にいると思ってたんだがな。縛った物を浮かせる『荷運び紐』で縛られ、俺様の前に差し出された女は、メインディッシュにと思ってたマーニュ王国の姫だ。

「良くやった！　なんだよなんだよ、やるじゃないかお前！」

　名前も顔も知らないが、まぁどっかの負けた国のモブ兵士らしい奴は、仮面をかぶったような無表情で、何を考えてるか良く分からん、俺様が褒めてやったと言うのにつまんねぇ奴だ。

　なんか監視用に同行させた連中は全滅したそうだが、アルチーナを連れてきた大手柄に比べれば些細な事で、話題にする時間も勿体ない。

「お前が帝国の勇者ね、私たちを攫ってどうするつもりですの?!　フェノリーゼさんはどうしたの！」

　ふへへ、気の強い女だ。ゲームそのままの黒髪ショートの勝気そうな美少女で、ドンピシャで俺様好みだぜ、これが奴隷になって俺様に媚びながら、奉仕するかと思うと今にもイっちまいそうだ。

　どうも、奴隷にしてやったフェノリーゼが裏切ったから、一緒に攫ったそうだがまだ来てない。アイツは『女神の紋章』のキャラの中でも屈指の火力を持つボスキャラだから、あんな俺様以外の男に股を開いたビッチでも奴隷として手駒にはしておきたいところだ。

　別行動したらしいから多分遅れてるだけだろう、俺様の前にやって来たら、二度と逆らえないよう、念入りに奴隷化させてやる。

　まっ、ビッチを奴隷にするなんていつでも良いさ、俺様は美味しい物から食ってく主義だから、先ずアルチーナを存分に犯し尽くして愉しむとするか。

「おい、俺様はこれからお楽しみなんだ、さっさと出ていきな、気の利かない奴でもこいつらを攫ってきた事に免じて許してやらぁ」

「〜〜ッッ！　失礼する」

　なんだなんだ？　お姫様の処女喪失するシーンでも拝みたかったのか？　不機嫌そうに出ていきやがって、まあどうでもいいか。

　そんな事より早くアルチーナを奴隷にして犯したいから縛っていた紐を解いてやる……っと、自由になった途端にアルチーナの拳が頬を掠めたが、間一髪避けた。良いねぇ反抗的なのが従順になるのが最高なんだよ。

　素手でもかなりの腕前みたいだが、勇者である俺様の前じゃ無意味だ。連続で放たれる拳や蹴りを片手で捌く事で実力差を知らしめてやろう。そして無意識でも敗北を認めた瞬間、姫奴隷の出来上がりだ。

　勇者である俺様の特殊能力は、倒したり降伏した相手を奴隷化させる。最高の能力だぜ、絶対服従になった相手を犯す以上の快感は存在しないと断言できる。

「くっ！　せいやぁぁぁぁ!!」

　速く、鋭く、魔法的な補助もあるのか華奢な体格の割に重い攻撃を繰り出すが、簡単に捌さばかれることで、焦ってるのが良く分かる。自分の実力に自信があればあるほど、表面的にはともかく、無意識で負けを認めるのは早い。事実微かにではあるが奴隷の刻印が白く綺麗な肌に浮かびつつある。

「ふひひ……どうした？　そんなもんか？　今すぐ服を脱いで『犯してください』って頼めば少しは優しくしてやるぞ？」

「ふざっ、ふざけるな！　お前なんか……お前なんか勇者だなんて認めない！」

　じわじわと奴隷の刻印の色が濃くなってる、最初は薄い灰色だったものが完全に黒くなった瞬間、気の強い王女は姫奴隷に堕ちる。

　怒りと悔しさを虚勢を張ることで隠し、攻撃はますます激しくなるが、俺様の特殊能力の前には意味がない、拳が躱されるごとに、蹴りが片手で弾かれるごとに奴隷の刻印は濃くなっていく。

　楽しいなぁ、こうして徐々に気の強い女の心が折れていくのが目に見えるって。こうして俺を睨む綺麗な顔が処女をぶち破ってやった時どんな表情をするんだろうか？　悔しそうに俺様を睨むだろうか？　泣き叫んで許しを請うだろうか？

　そうだ、いっそのことレヴィアと並べて犯すのはどうだろうか？　リーテンブ帝国とマーニュ王国の姫が揃って悔しそうに俺様に奉仕するのはこれ以上ない愉悦だろう。

　そうと決まれば攻撃を捌きつつ、魔法を使ってレヴィアを呼び寄せよう。もうじきアルチーナの奴隷の刻印が完全に黒くなるから早く来いよレヴィア。

「あっあぁぁぁぁぁ!!」

　やけくそ気味に放たれた掌打を真正面から受けてやる、やっと命中してほくそ笑むアルチーナだったが、すぐさま驚愕に青くなるのが実に良い。全力の一撃だったんだろう？　当たってダメージになると思っただろう？

「くひひ……残念だったな？　勇者の身体がそこらの雑魚と同じだと思ったか？」

　勇者として加護を受けてから極まった身体能力は、アルチーナ程度がどれほど頑張っても傷一つ受けないくらいの頑強さも与えてくれた。ひひ、全力の攻撃が効かないと分かった瞬間の心が折れる表情はやっぱ最高だな。そしてこの瞬間アルチーナに浮かんだ奴隷の刻印は完全に黒く染まり、今完全に奴隷へと堕ちた。

「あっ……ぐっ！　くぅぅぅ！」

「ひひひ！　あはははは!!　やった、マーニュ王国の姫を奴隷にしてやったぞ！　さぁ最初の命令をしてやる俺様の前で服を脱げ」

「いっ……いや……お前なんか……お前なんかに……っ！」

　ああ最高だ、悔しそうな顔、怒りに満ちた表情で俺様を睨みながらも、奴隷の刻印により逆らえず少しずつ、震える手で服を脱いでいく様は最高だ。

「そして宣言しろ『私は軍神の勇者、アレス・マーズ様の奴隷です』ってな！」

「わ、わた……ぐぅぅぅ！　私は軍神……」

　ひひ、無駄無駄、奴隷になった奴が主人の命令に逆らうなんて無理なんだよ。憎悪の目で睨みながら必死に命令に背こうとしてる姿に更に興奮してきた。そしてドア越しに良く知った気配を感じたので、特別に俺様がドアを開けてやる。

「〜〜ッッ！　貴様っ！」

「レヴィアか、早かったなそんなに俺様に犯されたかったのか？」

　俺様が開けてやったのにドアから入らず廊下から声をかけてきたのは、先ほど呼び出したレヴィアだ。皇女として豪奢なドレスは纏っているが、ドレスの隙間から垣間見える四肢は騎士として鍛え上げられている。

　新しい奴隷が服を脱いでいる状況から大体の事を察したのか、黒に近い深緑の髪は震え、エメラルドに例えられる瞳が怒りに燃えている。良いぞやっぱりレヴィアの反応は最高だ。

　ゲームで知っている。こいつは皇族としての義務感が強く、情に厚い善人。民を護る為だなどと大真面目に騎士を志し。なまじ才能があったものだから戦に出て、倒れた味方、倒した敵の事で傷つき思い悩む。そんな不器用な女だ。

「ふひひ、おいお前も早く脱げ。今日はコイツと一緒に一晩中犯して……」

　瞬間、レヴィアに気を取られたせいか、それともアルチーナが奴隷になったことで気が緩んでいたのか？　唐突に、何の前触れもなく窓をバカでかい蛇の尻尾が破り、その勢いのまま壁まで弾き飛ばされる。

「痛っ！　なんだ！　なんでこんなのが皇城に入り込めるんだ」

　俺様を弾き飛ばしたのは水蛇竜だ、馬鹿な全長二十メートルもある魔物が誰にもバレずに入り込めるわけが無い。皇帝の居城の守りがそんな甘いものであるわけない。それこそ広範囲に精神干渉でもしない限り、必ず誰かに見つけられ警鐘が鳴るはずだ。

　すぐさま立ち上がる、レヴィアはすでに破られた窓に近づいて……何故か呆けていた。見れば服を脱ぎ掛けていた筈のアルチーナの姿が無い。慌てて窓の外を見ると、隣の建物の屋根の上に人影があった。

　今夜は満月。明るい月明かりが侵入者の姿をはっきりと見せる。そこには……複数の水蛇竜を従えて俺様の奴隷アルチーナを胸元に抱き寄せ、キスをしている男の姿が見えた。そして……。

「【精霊光スピリチュアル・フォトン】……」

「なにっ！」

　外にいる男に意識を向けたせいで、全く無警戒だった反対側。廊下側から凄まじい魔力の高まりを察知し振り返ると、粉々に砕かれた壁の石材が俺様に向かって飛んでくる。
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　だが勇者である俺様にたかが石礫なんざ避けるまでもない、薄く張った防御膜だけで飛んでくる石礫を回避して……。

「【爆砕衝バースト】！」

　それは光の奔流だった。石礫を弾く程度の防御膜を紙みてぇに突き破り、圧縮された光弾が触れた瞬間に破裂し凄まじい衝撃波が俺様を襲う。しかも単発ではなく無数の光弾が同時に破裂し、人体なんて肉片一つ残らず消し飛ぶだろう。

　しかし勇者である俺様を殺すには足りない、極まった身体能力は反応速度も人間の限界を超えている。致命傷を負う前に辛うじて防御できた。しかし無傷じゃない、この俺様に……俺様にっ！　血を流させやがったな！

「て、てめぇ！　この俺様に掠り傷を付けやがったな！　……フェノリーゼェェェェ！」

　これは城壁をも容易く破壊するとされる、フェノリーゼの必殺技だ。水蛇竜が入ってきたのはお前の仕業か！　服は破れ額から血が流れてるが、防御が間に合ったから動けない程じゃない、勇者である俺様の耐久力を甘く見たな。

　ぶち抜かれた壁に向かって即座に反撃するが、手応えがない……。

「ふっ、クズの癖に無駄に頑丈じゃの」

　フェノリーゼの声が聞こえるのは……外！　いつの間に？　……しまった！　フェノリーゼに気を取られた隙にあの男とアルチーナに逃げられる！

　しかし再び外に目を向けると、逃げたと思ってた男はまだそこにいた、アルチーナとフェノリーゼの二人の腰を抱き、まるで人形みたいな気味の悪い無表情で俺を見据えている。

　そうだ、さっきの石礫で、レヴィアの奴はどうした？　男から意識を逸らさないまま、横目で様子を見ると……今まで見た事もないような潤んだ、熱の籠った目で男を見ていた。
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「おい！　俺様の奴隷に触んじゃねぇよ！　誰だ、てめぇは！」

　あの野郎いつまで俺様のモノに引っ付いてやがる、俺様の奴隷に触れてタダで済むと思うな、目の前でアルチーナを犯し俺様の所有物になっていくのを見せつけて、絶望の中で殺してやる。

　屋根の上に乗った男は、よりにもよってこの俺様の前でまたアルチーナとキスしやがった。本気で俺様を舐めてるようだな、魔法を使ったら折角アルチーナを奴隷にしたのに巻き込んじまうから、俺様も屋根に飛び乗るか？

　いやひょっとしてジャンプして無防備なところを狙う気かも知れない。仮にも皇城に単独で侵入できる奴だ、勇者である俺様が負けることは無いにせよ、油断すれば逃げられるかもしれない。ここは慎重に動くとするか。勿論、俺様の奴隷に触れてた時間分は痛めつけて後悔させるがな。

　しかし慎重に動くとは言ってもどうするべきか？　悩んでると、男はやっとアルチーナから唇を離し、こちらを見据える。

「ふむ、誘拐犯とは言え、一応聞かれたからには答えてやろう」

　屋根の上に立つ男の声色は、事務的にも聞こえる平坦な口調で、ますます人形めいた印象が強くなる。

　隣のレヴィアが潤んだ目で奴を見て、頬を染めてるのが癇に障るし、上から目線の口調も腹が立つ。なによりも俺様のも奴の隷であるはずのアルチーナが、安心したように身を委ねてるのが特に気に入らない。

　本来俺様以外の男に触れられるのを抵抗する制約を課してるが、それが無いって事は奴隷化を解除されてるのか。ふざけやがって！　何から何までイラつく男だ！　思いつく限りの苦痛と屈辱を与えながら殺してやる！

「俺の名は……パイオーツ・シリスキーだ！」

「パイオーツ・シリスキーだな！　殺すまで覚えていてやる！」

　会話してやってる間に高めた魔力を全て身体能力強化に注ぎ込み、パイオーツが動く隙を与えず屋根に飛び乗る。薄暗い月明かりの中、超高速の跳躍は奴には捉え切れまい！

　馬鹿が油断しやがって、女を抱きかかえてるから防御も出来ないだろう。油断せず、一撃を加えるが……変だ。顔面に叩き込んだ拳に奇妙な手応え……倒れたパイオーツの姿が徐々に崩れ……。

「いや、敵の本拠地で女抱えて棒立ちの訳ないだろ？　常識で考えろよ」

　殴り飛ばしたと思ったのは、幻覚を被せただけの藁人形だった。くそっ様子見してる間にまんまと逃げられた！　ふざけやがってパイオーツ・シリスキーめ！

　まだ藁人形からは奴とのリンクが繋がってるらしく、声が聞こえてくる。先程までの平坦な口調ではなく、揶揄からかうような、嘲あざ笑わらってるように聞こえる口調。

「誘拐犯から恋人を取り戻したからには、男らしくコソコソ逃げずに正面から凱旋してやろうじゃないか。捕まえられると思うなら頑張りな、笑いながら帰ってやるよ、早く帰って、怖い思いをした彼女を優しく慰めてあげたいからな。ベッドの中でゆっくりとな」

　正面からだと?!　急いで正門に兵隊を集めて足止めさせねぇと！　くそが逃がしてなるものか。舐めやがってパイオーツ・シリスキーめ！　俺様の奴隷に手出しはさせねえぞ！

　藁人形を建物ごと吹き飛ばしてもまだ怒りが収まらない、奴をぶち殺さないとこの怒りは消えない、消すつもりもない。

「レヴィア！　なにボケっとしてやがるんだ、早く騎士団を動かせ！　正門前に兵隊を集めて死ぬ気で足止めさせろ」

　皇女にして騎士のレヴィアには城内の警備兵たちを指揮する権限があり、いつでも連絡のできる魔法道具を持ってるのに、まだ壊れた窓の傍で動きやがらない。

　くそっくそっ！　なんでこんな当然の事を俺様が指示しないといけないんだよ！　何も言わずに動くのが当然だろうが！

「……ふん……自分で……やればいいだろう。ぐっ！　くぅぅぅ！」

「なんで侵入者を逃がすなって指示で反抗するんだよ！　お前は奴隷なんだ、言いつけに背くだけで苦痛だろうが！　お前は！　俺の女奴隷なんだぞ！」

　くそが！　レヴィアが反抗的なのはいつもの事だが、俺様のモノになる女を連れ去られた非常事態でまで反抗されると腹が立つ。何よりもコイツ、明らかにあのパイオーツ・シリスキーを庇ってやがる。

　俺様の命令を無視する事で激しい痛みに苛まれてる筈なのに、全く動こうとしないどころか俺様を睨むレヴィアを張り倒し、持ってる魔法道具を取り上げ皇城にいる全ての兵と騎士を正門に集合させる。勿論死に物狂いで奴を足止めさせるよう厳命するのを忘れない。

　殺してやる！　決めたぞレヴィアの目の前で拷問して、命乞いさせた挙句にレヴィアの手で始末させてやる。

　レヴィアを連れて正門に到着すると、命令通りに皇城の正門には多くの兵士たちが整然と並んでいた。流石に戦争に慣れた帝国兵は動きが早いな。

　パイオーツ・シリスキーがいつやって来ても迎撃できるように、待ち構える騎士たちは皇帝の居城を護る最精鋭だ、如何に奴が水蛇竜を操っても容易く制圧できるだけの戦力はある。

　そうだ、これだけの戦力があれば奴がこの皇城から逃げられる筈が無い。多数の精鋭兵どもを簡単に動かせる俺様の実力を舐めた報いは、絶対に受けさせてやる。

　そして、俺様が到着したのとほぼ同時に、水蛇竜が正門近くに接近していると報告が来た。奴め、帝国兵の動きの速さに焦って突撃を試みたか。

　全長二十メートルを超える水蛇竜が猛スピードで突っ込んできたが、経験豊富な騎士たちは慌てずに、魔物の動きを封じ斬り刻む。同時に水蛇竜に乗っていた人影が地面に落ちて……。

　斬り刻まれたのは、結んだベッドシーツ……落ちた人影はさっきと同じ藁人形……そして人形を介して聞こえてくる声には、明らかに馬鹿にしたような響きがあった。

「女を連れて、正面突破とかする訳ないじゃん。常識で考えろよばーか」

　幻覚に騙されたと知った騎士たちが慌てて周囲を警戒するが、いるわけない。誰にも気付かれず侵入した以上、脱出も簡単だろう。

　つまり……俺様の奴隷アルチーナがあの男に奪われたと言う事。許さねぇ……草の根を分けても探し出してやる。

「パイオーツ・シリスキィィィィ！　殺してやる！　殺してやるぞ」

　幻覚が解かれズタボロになった藁人形から再び声が聞こえてくる、段々と小さくなるこの声は、奴との距離が離れてるからか？　また何かふざけた事を抜かす気か？

「ああ、それとなんか叫んでたみたいだけど、まさかこんなアホな偽名を信じるとは思わなかった。あんまり大声出すと恥ずかしいぞパイオーツ・シリスキーって」

「……」

「……プッ」

「……ククッ」

　集まった帝国兵の中から微かな笑い声が聞こえ……正門諸共に俺様の怒りを叩きつけ破壊し尽くした。殺す、何が何でも見つけ出して殺す！

「クズども！　なに馬鹿みたいに突っ立ってやがる！　探せ、侵入者を探して連れて来い！」

　勇者である俺様の怒号に恐れをなしたのか、クズ兵士どもは破壊した城門に走っていった。皇城の守備？　バカかそんなもんより俺様の奴隷の方が優先だ！





◆　　　◆　　　◆






　誘拐されたアルチーナとフェノリーゼさんを追跡して丸一日。途中フェノリーゼさんを救い出し、誘拐犯から奪った記憶を頼りにやっと追いついた先は、今まで見た事もないような大都会だった。

　流石に街中で二十メートル近い魔物、しかもそれを十数頭も走らせるなんてしたら、兵士に邪魔されるに決まってるし、一般の住民を怖がらせる趣味もない。

　そこで闇魔法で認識を阻害する術を展開して、なるべく人目に付かないように気を付けながら街中を進むと、とんでもなく巨大で豪華な城に辿り着いた。

　ピサロによればここはリーテンブ帝国の首都で、この城は皇帝の居城であるのだが、俺の女アルチーナが攫われたんだから取り返しに殴り込んでも大丈夫だろう。

　まぁ俺も一応貴族になるから、問題が起きないように極力バレないようにするか。神殿襲撃と王女誘拐の時点で十分問題だが、後日にでも首謀者にケジメつけさせれば俺としては問題ない。

　実行犯のピサロたちは人質を盾に強要されてただけだから、救出の手伝いをすれば後は放っておいても良いか。それにあまり話を大きくすると無関係の人間にまで飛び火するからな。

　例えばついさっき俺が精神を操って、入り口を開けさせた門番達とかな。彼らにも家庭があるだろうし首を切られたら可哀想だ。侵入の段階で処罰の可能性がある？　そこまでは知らん、俺の身内じゃないし。

　ピサロの案内で皇城の内部にある、誘拐の首謀者である帝国の勇者の離れまで最短距離を進む。ところどころに魔術的な防備があるので、無力化させつつ慎重に。

　城から少し離れた豪華な建物に到着すると、なにやらフェノリーゼさんには考えがあるようで、ピサロたちを連れて別行動するようだ。ピサロはともかく、フェノリーゼさんは妖精たちがいないのに大丈夫かな？

　まぁ俺は俺に出来る事をするだけだ。気配を消し、部屋を覗くとアルチーナが服を脱ぐのを強要されていた。

　とりあえず気持ち悪い笑みを浮かべるブ男を、水蛇竜の尻尾で殴り飛ばし、ぶち破った窓から彼女を抱きかかえ脱出した。奴隷化の呪いにかかり相当怖い思いをしたのだろう、震える身体を抱きしめ安心させてあげる。

「ひっぐ……ぐす……クリス様……怖かった、怖かったよぉ……」

　下着だけのアルチーナ殿下に上着をかけてあげて胸元に抱き寄せる。奴隷化の呪いをすぐに解呪してあげると、緊張の糸が切れたのか堰を切ったように泣き崩れる。

　俺の嫁になるアルチーナを泣かせるとは、あのブ男はぶちのめすのは確定だが、嫁の安全が優先だから今日は退いてやるとするか。アルチーナを抱いたまま屋根の上で離脱の機会を窺う。

　すると俺が彼女を救い出したタイミングに合わせたらしい、フェノリーゼさんが放った大技に気を取られてる隙にブチ破った窓から飛び出し水蛇竜の背に乗り一緒に離脱する。

　無茶するなこの人。なんでもあのブ男が彼女の言っていた仇で、逃げる前にどうしても一撃叩き込んでおきたかったのだとか。水臭いな予め言ってくれればサポートしたのに。

　二人を抱きかかえたポーズのまま藁人形に幻覚を被せ、フェノリーゼさんの指示に従い水蛇竜を動かしつつ、藁人形も操作する。この藁人形は修業してる頃、遠距離から魔法で動かし、主に魔物を誘き寄せる為に使っていたものだ。

　今回のように幻覚を被せたりすると色々使えるお手軽アイテムで、【収納空間アイテムボックス】に複数個いつも入れてあったりする。

　一応声でのやり取りは出来るようにしておこう、敵の目を少しでも引き付けられれば御の字ってとこか。案の定置いてきた藁人形越しに少し会話した後で、藁人形は建物ごと吹き飛ばされた。威力は大したものだけど、どうも魔術の発動に慣れてないと言うか、妙に素人臭いな？　まぁどうでもいいか。

　まぁ一分も保てば上等か、デタラメ吹き込んどいたけど、引っかかるかどうかはちょっと賭けだな。人海戦術で追われると二人に危険が及ぶ場合があるからな。

　フェノリーゼさんに案内されたのは、朽ちた物置の床に空いた穴だった。なんでも妖精を使って掘った抜け穴らしいけど、何の為に使うつもりだったのか聞いてみたら、理由はないらしい。理知的な印象の彼女だけど、付き合ってるうちにお茶目と言うかはっちゃけた一面が目立ってきたな。

　一応人間が立って歩けるくらいの抜け穴なので、地を這う水蛇竜の頭に乗ったまま進む。アルチーナが不安そうに俺の手を握りしめてきたので、握り返すと彼女の手の震えが少し治まったようだ。ちなみにフェノリーゼさんは機嫌よさげに鼻歌を歌ってる。

　抜け穴を通り抜けた先は花が咲き誇り、豪華さと上品さが見事に両立した宮殿のようだった。

　水蛇竜から降りて、フェノリーゼさんに手を引かれ宮殿に入る。一応ここはまだ皇城の一画みたいだから、殿下と手を繋いで警戒だけはしておく……が。

「かっかっかっ！　クリス殿、いやさ主様。見事見事、実にお見事。あの似非勇者の間抜け面は、まこと愉快痛快、今頃皇都の内外で主様を血眼になって探しておることでしょうな」

　なんか俺の屋敷で養生してた時の神秘的で高貴な印象から一転、今にも踊り出しそうなくらい上機嫌なフェノリーゼさんを見てるとどうも気が抜けるなぁ。

「あの……フェノリーゼさん、逃げなくても宜しいのですか？　ここは敵の城の内部ですし、万が一見つかって囲まれたら、いくらクリス様でも……」

「ふむ、光魔法による感知を心配しておられるのか？」

　光魔法とは明かりを灯すのが基本で、習熟すると『視る』と言う一点に特化していく。『物を探す』『虚偽・隠蔽を見抜く』などに長けた属性で、専門の光魔法使いともなれば軍のお偉いさんが頭を下げて仕官を願うとまで言われている。

　別名、感知魔法とも言われる系統で、敵軍の動きを察知したり、遠くの地形を映し地図を作製したりと、光魔法使いの有無が戦争の趨勢を定めるほど重要だ。

　そして達人になると、落ちてる髪の毛で個人を特定する程の調査能力と、大陸の端から端まで見通せる超広域の知覚能力を持ち得る。そしてリーテンブ帝国程の大国に、そのレベルの術者がいない筈がない。

「その懸念は無用ですな。なにしろ皇帝の寝所でもあるこの後宮は感知魔法を受け付けぬ結界が張られております故、ある意味どこよりも安全と言えましょう」

　ちょっと待った！　いま物凄く聞き捨てならない言葉が聞こえたんだけど！

「妾も一時期後こ宮こに住んでおりましてな、妖精たちの力を借りて色々と悪戯を少々……いやぁ、冗談で掘った抜け穴から安全な後宮に侵入できるとは、これも普段の妾の行いが善いからに相違ありませぬ」

「あの、別に抜け穴使わなくても、侵入したルートから出れば安全に逃げられたよ？　あのブ男も幻覚にあっさり引っかかったし」

「フェノリーゼさん、土地勘があるのでしたら、一刻も早く帝国の領地から離れませんと……」

「おやおや？　主様も殿下もあの似非勇者に捕らわれた後宮の姫君を、哀れと思いませなんだか？」

「え？　でも後宮の人達って皇帝の側室なんじゃないの？」

　後宮ってのは王妃をトップとした側室たちが生活する場の筈。少なくともマーニュ王国はそうだし、他国の文献を読んでも仕来りの違いはあっても基本的には同じな筈。それとも帝国は特殊なのかな？

「以前も話しましたが皇帝は齢六十を超えておりまして、後宮の姫に手を出すと言った事はございません。後宮を出るのも自由、人付き合いも自由、それを皇帝が許しておりました。……故に、似非ではあっても勇者である奴が毒牙にかけるのを止める事ができなかったのです」

　ブ男が無理やり関係を迫った後宮の女の子は十余人。後宮住まいの娘だけでなく、他にも女性兵士やメイド。とにかく身分を問わず目についた少女を連れ込んでは奴隷にしてしまってるらしい。諜報員からの情報で聞いてたけど本当にクズだなあのブ男。

「はっきり申し上げますと、この後宮で知り合った友人が奴隷にされてるので助けたいのが一つ」

「奴隷化の解除くらいなら、勿論手を貸すけど……他にも理由があるの？」

「もう一つは……あの手の独占欲丸出しの男は、女子に逃げられるのをなによりも嫌がります故な。ふっ、奴のバカ面を指差して嗤えないのだけが残念無念。ククク……」

　うわぁフェノリーゼさん物凄い悪い顔してる。ピサロと何か話してた時と同じ表情だ。

　彼とその部下たちはフェノリーゼさんに何か指示されたあと、水蛇竜を連れてどっか行ったけどどうしたのかな？　フェノリーゼさんが考えがあるって言ったから任せたけど。悪い表情のフェノリーゼさんにビビって聞けなかっただけだけど。

　そのままフェノリーゼさんの案内で後宮の内部まで入っていくと、豪奢なドレス姿のお嬢さんたちが集まっていた。普通であれば目の保養になるのだが……全員奴隷の刻印を刻まれ、見知らぬ他人がやって来ただけで全身が強張り震えてるのが痛ましい。

　彼女たちを集めたのは連れてきたピサロとその部下たちで、俺の支配下にある水蛇竜に馬車を牽かせて逃げるつもりなのかな？

　まぁここまで来たんだ、フェノリーゼさんの頼みを先に済ませるか。幸い奴隷化の呪いはそれほど強固でもないので、全員の呪いを纏めて消し去る。

　奴隷化を解呪した瞬間、自害しようとした娘がいたので、すぐに押さえつけて治療する。半狂乱で死なせてと叫ぶ少女を見てられなくて、奴隷にされてからの記憶も消しておく。どんな目に遭わされたのか想像に難くないが、気分悪いな。

　単純に記憶を消すよりは、フェノリーゼさんにかけた精神が安定するまで眠らせる術の方が精神への負荷が少ないけど、流石にこれから逃げるのに数日間は目を覚ませない術は使えない。

　ピサロの指示であっという間に奴隷にされていた姫君たちと脱出する手筈が整えられ、フェノリーゼさんの造った抜け道から皇城を抜け出して、彼らはクレイターに近い港を目指すそうだ。どれだけ抜け穴掘ったんだフェノリーゼさん。

　どうも現在城の兵士の大半が正門近くに集まっていて、他の出入り口は手薄らしいので、このまま港のある西の沿岸まで逃げて、港町で漁船を買えばクレイターに逃げられるだろう。水蛇竜に船を曳かせれば潮流とか関係ないしな。

　クレイターは帝国貴族の保養地として人気があって、別荘があったりするらしいので、そこでほとぼりが冷めるまで事態の推移を窺うのだとか。

　ところでピサロ、お前に腰に抱き付いてる十歳ちょっとの女の子はお前の娘なの？　え？　婚約者……ま、まぁ家の都合とかあるだろうからとやかくは言わないでおこう。ってかこんな小さな子まで奴隷化するなんてとことんクズだなブ男。

　ピサロたちの手引きで、皇都から脱出した女性たちを見送って……今度は正門近くから爆発音が聞こえた。どうやらデタラメに引っかかったようでなにより、むしろ引っかかるとは思わなかった。馬鹿なのかあのブ男は。

　やれやれ、丸一日水蛇竜の後頭部に乗ってたから流石に疲れたが、もうひと踏ん張りだ。ここが光魔法の目が届かない場所なら少し休ませてもらってから……休もうとした瞬間、物陰から一人の老人が姿を現した。

「こちらに敵意はござらん、少し宜しいか？」

　強い。この爺さんは間違いなく魔術の達人級、魔力の器と総量は俺が勝っていても、魔力を扱う技術に関しては俺よりも遥かに上を行ってる。ぶっちゃけ俺の師匠と同類っぽくて苦手なタイプだ。

　アルチーナ殿下とフェノリーゼさんを背中に庇い謎の爺さんと相対する。変な動きをすればすぐに攻撃できるよう警戒するけど……隙がねぇなこの爺さん。

「とりあえず、なぜ幻術で隠れてる俺たちの居場所が分かったのか説明してくれ。ここは男が入り込めない後宮の筈だが爺さんは何者だ？　こちらの属性は闇、虚言は無駄だ」

　魔法使い同士が相対し交渉するときは自身の属性を先に言っておくのが礼儀らしい。らしいと言うのは師匠に教わっただけで、他の魔法使いと相対するって今までなかったからだ。

「ほぅ！　お若いのに道義を弁えておられるとは感心ですのぉ。いやはや昨今の若造共に勇者様の爪の垢でも煎じて飲ませたいところですな」

　楽しそうに話す老人の様子は、好々爺めいていて、隙だらけに見えるがとんでもない。俺ですら気付かないうちに周囲には光の玉が浮かんでおり、一挙手一投足に至るまでこの爺さんに観察されている。

　この爺さん光魔法の使い手か。フェノリーゼさんの情報が古かったのか、それとも……監視阻害の結界を張ったのはこの爺さんだからなのか？

　監視用の術だから危険はないけど、俺に気付かせないで術を展開できるのが、この老人の実力を示していた。

　そしてカロリングの街で俺の顔は知られてるから、勇者だと知っててもおかしくはないが、知ってるのは重要な情報を握る上層部に限られるはずだ。

　仲の悪い国に勇者がいるって知られると士気に関わるし、帝国にも法の女神を信仰する人がいるんだから、国から離脱される恐れもある。

「先ず居所を知った理由でしたの、手前の属性は光でございましてな。ご存知の通り、人を探すのに少々秀でております」

「ここは光魔法による監視は阻害されると聞いてるんだがな」

　相当高い身分だろうに、意外と腰の低い丁寧な物腰。警戒心を抱かせない朗らかな表情。しかしこちらを見る老人の眼光は戦場に生きた戦人のものだ。

　背後でアルチーナとフェノリーゼさんが服を引っ張ってなにやら訴えようとしてるけど、この爺さん相手に隙は見せられない。

「手前としては勇者様と顔を合わせた上で話がございましてな、こうして顔を見せた次第にござる」

「爺さん、俺は理由じゃなくて手段を聞いてるんだ。嘘はついてないみたいだけど、時間稼ぎと判断したら攻撃させてもらう」

　恨みはないが二人の安全と天秤に掛けて、この爺さんを排除するのが手っ取り早いと見たら躊躇する気はない。

「おや、寝不足で少々気が立っておられるようですのぉ。ではお答えしますが、この結界を構築したのは手前にござる。光魔法を阻害する結界も手前だけは例外、という事ですな。それともう一つの得意系統は『時』でございます。時空魔法と言った方が分かりやすいですかの？　勇者様を見つけて瞬間移動でこの場にやってまいりました」

「爺さん、なんでアンタ権力者に始末されてないんだ？」

　アカン、ヤバいぞこの爺さん。超広範囲を監視出来て、簡単に瞬間移動が可能とか、いつ謀殺されてもおかしくないぞ。

　時空魔法は『時間』や『異なる次元』に干渉する術で、一応俺も使えるが基本である【収納空間アイテムボックス】だけ、それ以上の術は師匠も使えないし、学ぼうにも魔導書の所在は、いや存在するかどうかすら不明とされている。それを学べるだけでも只者じゃない。

　まず光魔法使いを厚遇するのは便利だからと言うのもあるけど、一番の理由は囲い込みだ。その気になればどこでも覗き見る事の出来る術者が、敵対する勢力に雇われでもしたら危険だから。そしていつでも目の届く範囲に置いておく為だ。

　想像して欲しい。自由自在に好き勝手に動く光魔法使いなんて、権力者からすれば恐怖以外の何物でもない。まして瞬間移動でいつでも寝首を掻けるとなれば……なんで殺されてないんだこの爺さん？

「ああ、それは簡単な事でございます、お恥ずかしながら手前には、少々余人が手を出しにくい程度の権力がありましてな」

「それと得意とする魔術を隠してるとかか？」

　初対面の俺に正直に話すくらいだから隠してないのかと思ったが、考えてみれば隠すよな、こんな面倒事に必ず巻き込まれる属性。俺が闇属性なのを公言しない程度には当たり前の事だ。

「ほほほ、精神に干渉する闇魔法の使い手を前に、嘘は悪手でございましょう」

「それは確かにそうだけど、俺が嘘をついたとかは思わなかったのか？」

「思いません……否、思えません。それこそが法の女神が求める者の能力故に。そう……それは手前が、かつて法の女神の手を取っていれば得られたであろう能力……正道を歩む王の能力」

　なんだ？　この爺さんは何を言ってるんだ？

「手前は精神干渉を遮断する装備を幾重にも纏っております。しかしそれでも尚、問答無用で信じてしまい、勇者様の言葉を疑えない。人々を導き調和を齎す、女神が望んだ正道の王の言葉」

　能力？　正道の王？　爺さんが何か勘違いしてるんじゃないかと思ったが、少なくともこの爺さんは嘘はついてないし、変な思い込みをしてるようにも見えない。

「先ずは自己紹介からさせて頂こう」

　爺さんが手に持った杖を一振りした瞬間。それが時空魔法の発動だと気が付いた時には俺たち三人は、広く豪奢な部屋に立っていた。馬鹿な瞬間移動させられた？　油断はしていなかったと言うのに抵抗も出来なかったと言うのか！

「この杖は約三十年前に即位後すぐ倒した、火尾狐の魔王種……『炎獣王ビャクメン』の魔核で作ったモノでござる。効果は一瞬で魔術が発動できるというもの、それこそ抵抗を試みる暇もない程にの」

　杖を持ったままの爺さんは、いかにも高級品のソファに腰かけ、指を鳴らしただけで空間が歪み、一瞬前まで何もなかったテーブルの上に湯気の立つ紅茶が現れた。

「先ずは断りもなくこの離宮にお連れした非礼をお詫び申し上げる」

「いや……相応の事情があるのは分かるから構わない。それで話ってのは？」

　一頭だけ移動用に残してた水蛇竜が瞬間移動に取り残されたのは別に良いとして、後ろの二人は……無事だ、それならなんの問題もない。

「先ずはこの年寄りの昔話を聞いて下され。約三十年前に手前が……このリーテンブ帝国が帝国となる前。このリチャード・リーテンブがリーテンブ王国の王に即位した日の事でした……」

　リーテンブ帝国、初代皇帝はかつての出来事を思い出すかのようにゆっくりと話し始めた。









[image: ]











[image: ]







「さて、先ずは何処から話したものですかの……ふむ、では最初に手前の目的。否、神がこのリチャード・リーテンブに望んだ『役目』からお話ししましょう。っと、その前に……」

　皇帝陛下の爺さんは紅茶に蒸留酒を数滴垂らしつつ、俺たちの紅茶に何を入れるか確認してきた。

「俺は砂糖だけ頼む。二人は？」

　一応胡散臭い爺さんではなく、皇帝の前なので、アルチーナは緊張した様子だ。フェノリーゼさんは……さっきの機嫌よさげな雰囲気から一変して、一切の隙をも見逃さないとばかりに彼を睨みつけてる。

　そういえば彼女の部族は帝国に併合されて、そのせいで後宮に送られたんだっけ。恨みはないといえど複雑みたいだな。

「わ、私はミルクだけでお願いしますわ」

「妾はミルクと砂糖を頼む」

　爺さんは軽く頷くと、パチンと指を鳴らすだけでテーブル上に二つの小瓶を出現させる。それぞれ好みの量を紅茶に入れ、一口飲むと今まで飲んでた紅茶とは全く違う、芳醇な香りが口の中に広がる。これなら最初は砂糖を入れない方が良かったな。

「美味いな」

「ふふっ、光栄にござる。特別な客人にお出しする茶でしてな。気に入っていただけたのならなにより」

　敵意が無い事を証明する為か？　精神干渉を防ぐ装備を外してるので、一応は害意が無い事は闇魔法で精神を探って確認させて貰ってる。しかし初対面の、しかも関係微妙な他国の魔法使いに自分の内心を見せるとは、どういう言う胆力してるんだこの爺さん。

　カップを持ったまま爺さんはソファに深く腰を沈め、ゆっくりと、出来るだけ分かりやすいように話し始める。それは懐かしむようで、悔いるようにも見えて。彼の代でこの大陸一の大国にまでのし上げた英雄らしからぬ弱さがあった。

「今より約三十年前、帝国となる前のリーテンブ王国の王に即位した手前は、ある神託を授かりました」





◆　　　◆　　　◆






　これは今より三十年ほど前。私は三十路を少々過ぎた頃に王位を受け継ぎ、リーテンブ王国十五代国王となった。

　私は幼少より魔術に長けており、王太子であった頃から武勲には事欠かなかった。やっかみの類が無いでもなかったが、私の才を羨み称える者が大半であった。今にして思えば相当慢心していたと思うし、王太子である私に阿おもねっていた者が殆どであった。若かったとはいえ当時の振る舞いは汗顔の至りだ。

　とは言えある程度傲慢に振舞うのは、王として必要な事であったので咎める者はいなかった。そして自分こそが最も優れた人間なのだと思いあがったままに、神殿での即位式の最中に神からの啓示を受け、加護を授かった事で、更に歯止めが無くなった。

　ああ、我こそ神に選ばれた王か。我の足跡が大陸の歴史に燦然と輝く神話となるのか。神の声を聴いた瞬間そんな考えが浮かんだのは、目の前に降り立つのは一柱ではなく、二柱の輝く人影が私に手を差しのべたからだ。これで舞い上がらぬ王がいれば顔を見たいものだ。

　私の前に顕現して下さった二柱の神。軍神ファールスと法の女神トライア、どちらも大陸中で信仰され、有数の勢力を持つ偉大な二柱の神。

　神託に曰く、今より五十年先の未来に飛竜の魔王種が出現し、大陸は生き物の住めない不毛の土地となるであろう、故に汝は魔王種を討つべく備えよと、その為の加護を授けようと。

　まず最初に法の女神トライアは仰った。私の手を取り飛竜の棲息圏内にある国々と同盟し連携することで、多くの人々と手を取り合い苦難に立ち向かおうと。その同盟の盟主となるに相応しい加護を、正道の王となる力を授けようと。

　次いで軍神ファールスは仰った。周辺国を飲み込み巨大な帝国を築けと。その過程で多くの戦が起こるだろうが、その戦いの中で数多の英傑たちが誕生するだろう。彼らを従える常勝の加護を、覇道を進む王の力を授けようと。

　慢心したままに王となった私は、軍神の加護を賜り覇道を進む事がこの上なく魅力的に思え、軍神の手を取った。そして軍神の加護を手に入れた瞬間、例外なく平伏していた家臣達の熱狂に、祭壇の間は包まれた。それがリーテンブ帝国の第一歩であった。

　常勝の加護とは、私の身体は『勇者を除くあらゆる生き物からの攻撃が無効となる』と言うもの、つまり勇者以外であれば一切の攻撃を受け付けないのだから、敵将を一騎討ちで倒してしまえば、それで戦の趨勢は決する。まして私はあらゆるモノを『視る』光魔法使いだ、罠や絡め手なども一切効かない。

　さりとてあたら兵たちを減らす訳にはいかないので、戦を始める前に準備を疎かにする事は出来ない、戦を始める前には家臣たちに戦支度を徹底させ被害が少なくなるようにした。

　それと同時に、神託の通りに飛竜の魔王種を倒すのであれば、敵を知る必要があるので、飛竜の生態調査を並行して行うことにした。私自身が飛竜の棲息域に乗り込んで絶滅させることも考えたが、空飛ぶ飛竜を一人で滅ぼすなど出来るわけが無いし、険しい山地に大量の兵士を連れても行けない。

　なにより種の根絶の危機には魔王種が誕生する可能性が高まると言うのが通説だ。絶滅させるのを諦め、暇を見て間引いたり、生態を調べるのに生け捕りにするのを併合した国々に命じた。

　飛竜とは文字通り空を飛ぶ事に長けたレッサードラゴンの一種で、一部の地域では調教し騎獣にする部族があるらしいとは聞いてる。ただレッサードラゴンの中では弱い部類に入り、大陸を滅ぼすと言われてもあまり実感が湧かなかった。

　確かに飛竜の棲息範囲は恐ろしく広い、魔王種の出現は同種の魔物の大量繁殖をも引き起こす為、確かに厄介極まるだろう。

　だが一般的に知られてるだけでも、飛竜とは非常に小食で、五メートルもの体長がありながら一日に必要な食料は普通の成人男性と同じくらい。やや草食寄りの雑食で人里に飛んできては田畑を食い荒らす事がある。空を飛ぶ為に体重は見た目ほどでもなく、訓練された兵士の弓なら鱗も貫け致命傷を与える事ができる。

　武器を持っていれば単独だったとしても積極的には襲わないし、飛竜そのものはいくら増えても被害は微々たるものだ、兵士が十人もいれば空を飛ばれても討伐可能であるし、専用の装備でも用意すればもっと簡単だろう。

　しかし調べていくうちに厄介な飛竜の生態が判明する。誰もが気に留めていなかった飛竜の排泄物が大陸を滅ぼしうる要因だと分かった。

　飛竜の体内、臓物の中には排泄物を食べて栄養価の高い蜜を分泌する虫が生息している。これが図体の割に小食な理由で、それだけの寄生虫なら一切問題は無い。この虫はモツムシと名付けたのだが、飛竜が大量に発生した場合このモツムシが問題だった。

　飛竜の排泄物にはこのモツムシの卵が大量に混ざっており、卵から孵った飛竜は最初に親の排泄物を食べると言うが、まぁその辺はどうでもいい。

　問題はこのモツムシの卵が飛竜以外の生き物の体内で孵化すると、狂暴化し目についたあらゆる生き物を食い殺そうと暴れまわるのだ。調べたところ、モツムシの分泌する蜜は栄養そのものはあるのだが、飛竜以外の生き物が摂取してしまうと、精神を狂わせる劇物であることが分かった。

　そして狂暴化した生き物が死ぬと、その死骸を食べた体内の幼虫が変態し成虫になって、草木を食い荒らすのだ。この成虫の食欲はごく稀に発生する飛蝗現象にも似て際限なく、無差別に土地を荒野へと変貌させる。

　勿論飛竜の棲息範囲でどこでも起こりうる現象で、今までは数が少ないために、狂暴化させる蜜を分泌しない成虫は、鳥や小型の魔物等に食べられるだけだったが、飛竜の大量発生となると数が違い過ぎる。

　神々がこの虫の生態を知っていたのか、魔王種出現の因果でそうなる事を予知したのかはともかく。私が即位して以来、歴史を鑑みても神々の加護を授かった人間の割合が多く、神々がこの件を特に重要視してるのは理解できた。

　そしてこの使命に関して、僅かにでも怯懦きょうだの素振りを見せれば、破滅が待ってることも理解した。それこそ己を信仰する民が戦火に焼かれようとも、魔王種に対応できる体制さえ出来ていれば良いとばかりに、軍神は戦争を許すのだ。

　飛竜の棲息圏外の国を攻めても、資源や人材が手に入るならば許された。反抗する者たちを必要以上に激しく罰しても、体制の邪魔になる要因の排除であれば問題視されなかった。

　即位してから三十年。リーテンブ帝国は名実共に大陸一の大国となった。私も齢六十を超え流石に戦争ばかり続けるのは堪える歳だが、南の大国マーニュ王国を吸収し更に国力を高めるべく準備を始めた。

　何よりも国境付近のラーロン地方に狼の魔王種がいるのが良い。奴の魔核を手に入れ対飛竜用の兵器を造れれば、それだけで攻め入った甲斐がある。

　また国土を吸収できなくても、戦争で成り上がりを目指す若者の中から、またしても英傑が誕生するであろう。既に我が軍には綺羅星の如く若き英傑たちが揃い、二十年後の魔王種出現の際には大いにその力を振るってくれるだろう。

　マーニュ王国との戦争は兵たちを実戦に慣れさせたところで、程々の所で和睦し、残り十年になれば国内に居座る蟻の魔王種を相手に、対魔物の経験を積み重ねるのが良いであろう。

　あと二十年、私が人生を懸けて築き上げた、世界最強の帝国軍の総力を飛竜の魔王種に叩き込むのだ。
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　そこまで話して爺さんは一旦話を止め、紅茶のお代わりを淹れてくれた。皇帝陛下が直々に淹れた紅茶と言うのも中々味わえないものだと思うが、多分自分でお茶を淹れた事がないであろうこの爺さん。見よう見まねでお湯入れてそのまま注ぐだけだから、折角の高級品が台無しである。

　どうも最初に淹れてくれたお茶は専門の使用人が用意した物を【収納空間アイテムボックス】に入れてただけっぽい。まぁ出されたものに文句を言う気はないけどな。

「今から二十年後に魔王種が出現するのも、飛竜の異常繁殖が神々ですら危険視するものだと言うのも分かった。分かったんだが少しおかしくないか？　今の帝国って随分と……アレだ纏まり悪くないか？」

　カール王子からちょっと聞いただけだが、話を聞く限り帝国では併呑した国々が次々に反旗を翻す……とまではいかなくても、かなり足元がぐらついてる。こんなんで戦争始めたら帝国瓦解するんじゃないか？　歴史に鑑みても、内ゲバの火種を抱えた状態で戦争とか自殺としか思えないのだが。

　いや、別に帝国の心配してる訳じゃなくて、純粋な疑問だ。まぁ自分の国に戦争吹っかけてこないなら、それに越したことはないんだけど。

「仰る通りです、ほんの数年前までは精強な帝国軍が睨みを利かせ、少々の反発はあっても反抗はあり得ませんでした。別に圧政を敷いたわけでも重税を課したわけでもありませんし、兵たちの鍛錬の為、積極的に魔物を狩らせましたので、魔物の脅威がなくなった地方では帝国の支配を歓迎する場所もあります。少々皇都の治安は悪いやも知れませぬが、あぶれ者を手の届く場所にまとめておく必要がありますので」

　色々考えてんだな。魔物を兵士が狩ることで、その分収入の増えた兵士が気前よく金を使う。人間は利があればそうそう相手を嫌うことも無いので、出来るだけ反発を少なくするようにする策だったと爺さんは答えた。

　爺さんとしても飛竜の排泄物を処理させる為に、現地住民の協力は不可欠なので、必要な措置として徹底させたそうだ。

　それに加えて連絡網の構築や集落同士を結ぶ道の建設を進め、魔物が減り安全となったので、整備された街道を使い人々の行き来や物流が活発になり、兵士が頻繁に巡回するので盗賊の類もかなり減少した。

　まぁこの辺の帝国の政治話を聞いても、俺には良く分からんので軽く頷くだけにする。アルチーナは熱心に爺さんの話を聞いてるあたり流石に王女か。フェノリーゼさんはなんか不機嫌そうであるけど頷いてる。

「先程も言った通り、手前はマーニュ王国に攻め入ろうと準備を進めておりました。今より大体三年前、事前準備の一環として息子たちに内偵を命じました」

　いくら皇帝が無敵だからと言って無策に攻めれば兵士の消耗が大きい、そこで息子たちにマーニュ王国について調べさせ、異なる視点からの情報を基に戦略を練るつもりだった。そしてそれぞれに献策させることで、息子達の資質を測ろうと思ったそうだ。

「内偵を終え帰ってきた息子達は口を揃えて言いました、マーニュ王国とは友好関係を築きましょう。誼を深め未来に発生する魔王種との戦いに助力を求めましょう。西の大陸に攻め入り奴隷を手に入れるべきです。息子達は全員そのような意見を言ってきたのです」

　はて？　話の流れ的に「ここで武勲立てれば後継者候補の最有力！」とか言ってやる気になりそうなものだけど、爺さんの息子達って意外と戦争嫌いなのか？　それとも内政に力を入れるべきだとか意見があるのだろうか？

「内偵を進めていた息子たち全員が戦争回避を主張するので、手前も無理をすることは無いと判断しました。重要なのは未来に出現する魔王種であって領地ではありませんからな」

　ならばと併呑した国々と同化政策を進めるべく、そちらに掛かり切りになったせいで、息子達の動向をあまり気にしてなかったのが失敗だったと、爺さんの口調が一気に疲れたものになった。

「普段いがみ合ってる息子共の意見が一致することに疑念を抱くべきでした。手前はてっきり兵達に厭戦気分があって、息子共はその意を酌んだものと思ってしまったのです……ですが実際は、もっとバカげたモノでした」

　言葉を区切った爺さんは今度は紅茶ではなく、ワインを取り出し一気に呷った。よほど言い難い事なのだろうか？

「馬息鹿子共は……内偵を進めてるうちに一人の令嬢に入れ込み戦争の内偵そっちのけで、その令嬢に内偵の為の金銭を貢いでおったのです。それで全く仕事をしていないのを隠すべく非戦を主張したのが真相です！」

　努めて冷静に話してるつもりなのだろうけど、話してるうちに怒りが蘇ってきたのか、銀製のワイングラスが爺さんの握力で拉ひしゃげていってる。凄く緻密な装飾された高そうなグラスなのに勿体ない。

「しかも！　手前に黙って西の大陸に勝手に進出したのです、理由を聞きますか？　件の令嬢に誰が珍しい奴隷を贈れるか競ってたそうですぞ！　馬鹿か！　貴様ら歳を考えろ四十過ぎてるくせに惚れ込んだ相手は十四歳！　三年前は十一歳の令嬢だろうがぁぁぁぁ！」

　あ、うん。分かりたくないけど理解してしまった、オリヴィアの妹か、俺も正直関わり合いたくない。

「はぁはぁ……申し訳ございません勇者様、年甲斐もなく興奮してしまいまして」

「いや、その令嬢には俺の嫁さん達も被害を被こうむってるから」

　大声出して我に返った爺さんはワインを飲み干し、デカい溜息を吐いた。西の大陸か、ルーフェイから少し聞いた程度しか知らないんだよな。トレニアたちはそもそも西の大陸の生まれじゃない、フェノリーゼさんの部族の中で生まれた妖精なのだ。

　西の大陸には人間が殆ど住んでなくて、一部にクレイター人の商人がいるくらいだ。この大陸の神々『エウロ神族』とは全く思想の異なる『パミュラ神族』を信仰する精霊族が住まう広大な大陸。好奇心溢れる人々がかの地を訪れいくつかの文献を残してはいるんだけど、正直創作としか思えないような内容ばっかりだったりする。

　接点の比較的多いクレイターでも、興味を持って調べない限り、名前くらいしか知られていない……と、トレニアと出会った時にルーフェイが教えてくれた。

「魔王種打倒の為であれば、あらゆる事をお許しになられた軍神ファールスでしたが、これはお許しになりませんでした。西の大陸への進出は逃げ道の確保と判断されたようなのです」

「息子が勝手にやった事じゃないのか？」

　どうやら『いつでも西の大陸に行ける』のが逃げ道を用意したと判断されてしまったらしい。それでも息子達の行動が発覚した時点では気が付かなかった、なぜならば……。

「時期的に馬鹿共が西の大陸へ航路を見つけ出した頃、去年の話ですがアレス・マーズと名乗る男が現れたのです。何処からやってきたのか、そもそもマーズと言う家名は聞いたことも無く、調べても存在を確認できませんでした」

　しかし彼の身元など、軍神が遣わせた勇者であると言う事実の前にはどうでも良かった。爺さんはすぐさま彼を囲うべく皇城の一画を与え、また未婚の娘の中で最も美しく、同い年であったレヴィア姫を嫁がせた。

　この時爺さんは彼を軍神から贈られた援軍なのだろうと判断した、なぜならブ男こと勇者アレスは現在十七歳。二十年後は男としても武将としても円熟の域に達し、前線指揮官として不足ない貫禄を持っている事だろう。

　だが、その勇者こそが軍神の送り込んだ『懲罰』だった。たったの一年で併呑した国々との関係は拗れ、反乱の火種がそこら中に生まれてしまった。その原因の大半があのブ男に起因する。

　最初は皇帝や重臣たちに礼儀正しく、下働きの者にも気さくに接していた勇者アレスだったのだが、徐々にその本性が表に現れてきたのだ。

　先ず毎年後宮に送られてくる美少女達がその異常な性癖の犠牲になった。彼女たちは行儀見習いの一面があって、皇帝のお手付きでもない限り、後宮から自由に出ていくことも出来るし、好いた男がいれば交際しても良い。彼女たちに目を付けた勇者が無理やり関係を迫り、挙句奴隷にして、有力者達の離反を招いた。

　皇帝は六十歳を過ぎているのだ、当然後宮に娘を送る親の意図としては、皇帝のお手付きなんて期待していない。中央で恥ずかしくない程度の立ち振る舞いを身に着け、同年代の少女とコネを構築すればそれで良し。中央で働く男に嫁げればさらに良し、といった感じらしい。

　事実爺さんが十代半ばの少女に手を出す訳もなく、後宮は良家の子女達のサロンと化していた。その華やかな少女たちの園を土足で踏み躙った勇者の乱行に、必死に奴が勇者であることを隠すだけで手いっぱいだったそうだ。

　その後も多くの人間が泥を被りながらも勇者の情報は隠し続けた。隠し続けてもブ男のタガの外れた悪行は止まらない。人質として皇城で暮らしていた各国の姫たちまで毒牙にかかり、帝国ないしは皇帝への不信と疑念は頂点に達した。

「そして、今夜の出来事を多くの兵たちが目撃した以上、これまでの醜聞が漏れ市井にまで届くのは間違いないでしょう……彼が現れて一年、どれだけ手を尽くしても各国の離反はもう止められません」

　淡々と語る爺さんの姿は、とても歴史に名を遺す大英雄のモノとは思えないくらい弱々しく、どこにでもいるただの老人のようであった。

「勇者には神々に望まれた役割がございます。歴史上その役割を終えた者の結末は様々で、人々に慕われ穏やかな人生を過ごした者。勇者の能力でもって栄華を極めた者。力に溺れ破滅した者……その役目とは与えられた能力を観察すれば凡そは察せられます」

「爺さんがさっき言った俺の能力か？　あんまり自覚は無いんだけど」

　爺さんが言うには俺が発した言葉は問答無用で『疑えない』んだっけ？　そう考えるとあの時にブ男が冗談で言ったアホな偽名を信じたのは、それが原因って事か。

「勇者様はそれで宜しい。勇者に与えられた役割とは、御心のままに生きれば自然と達成されるものでございます」

「そういうもんか？　俺としては嫁さんに良い暮らしをさせられればそれで良いんだけどな」

「ええ、それで良いのです。勇者様がその為に動けば、それが神の望んだ役目にも沿います……恐らくですがこの国が内乱で疲弊する前に、勇者様の手で平定されることでしょう。正道の王となる事を神に望まれた、クリス・アストライアの名の下に」

　爺さんは真っすぐに俺を見て断言するが、俺は王様とか向いてると思えないんだがな。爺さんの話はここまでのようで、俺たちは今夜皇城に泊まるよう勧められた。爺さんの時空魔法の腕なら今からでもマーニュ王国との国境付近まで送れるのだが、疲弊しきった二人を早くベッドで寝かせてあげたいので好意に甘える事にした。

　うーん、爺さんに害意が無いのは分かってるんだけど、仮にも魔物引き連れて殴り込んだ上に泊めて貰っていいのだろうか？　まぁ皇帝が良いと言ってるんだから気にしない事にしよう。
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　皇城内の客室だと、ブ男に脅された軍の中に光魔法の使い手がいた場合、見つかってしまうので監視に関しては安全な後宮に泊まることになった。爺さんは案内しようとメイドさんを呼んでくれたけど、フェノリーゼさんが断って自分の寝泊まりしてた部屋まで連れて来てくれた。

　諜報員にさせられ行方不明の扱いだったはずの彼女の部屋は、埃一つなく清潔で私物らしき本や小物、妖精たち専用であろう家具が所狭しと並んでいた……天蓋付きのベッドは結構大きいから女性二人なら余裕かな。俺はソファで十分だし。

　皇帝との面会なんて緊張から解放されたアルチーナは、平気そうな振りをしてるけど大分眠そうだ。フェノリーゼさんも相当疲労してる筈だから、早く寝るように言おうとしたら、先にフェノリーゼさんに話しかけられた。

「主様、一つお願いがございます」

「改まってどうしたんだ？　それと……いつの間にか呼び方が主様になってるんだけど」

　振り返り、フェノリーゼさんの顔が迫ってきたと思った次の瞬間、俺の口は柔らかい唇で塞がれていた。

「んんっ！」

「フェ、フェノリーゼさん」

　唇を甘噛みされその心地よさに身を委ねてると、気付かないうちにベッドに押し倒されていた。アルチーナもいきなりの事に目を白黒させている。

「あぁもう限界でございます主様。命を救われるだけでなく、この皇都に来るまで数々の颯爽とした勇姿。これで惚れるなと言うのが無理でございましょう」

　フェノリーゼさんは唇で頬や首筋を愛撫しつつ、いつの間にか服を脱いでその瑞々しい裸体を俺に押し付けてくる。

「それとも……クズめに汚された妾は抱くに値しませぬか？」

「そ、そんな事ない。フェノリーゼさんみたいな綺麗な人に好かれて嫌な奴なんていないよ」

　俺の言葉に気を良くしたのか、フェノリーゼさんのキスはますます激しく、情熱的なものとなる。

「フェノリーゼさん、クリス様はお疲れなんですよ。その……ごゆっくりお休みいただかないと……」

　真っ赤になって自分の手で目隠ししてるアルチーナは、フェノリーゼさんを止めようとはしてるみたいだけど、段々声が小さくなっている。あと指の隙間からしっかり見てるなアルチーナ。

「殿下の主様を想う心は分かっております、なれど思い違いをしてはなりませぬ。よく聞いて下され、殿方はここの猛りを鎮めぬ限り煩悩の熱に苛まされ、ゆっくり休む事など出来ぬのです」

　身体を反転させ、淫らな蜜が滴る秘所で俺の口を塞ぎつつ。間違ってはいないけど微妙に正しくない事をアルチーナに吹き込むフェノリーゼさん。ちょっと待って、真面目っ子のアルチーナが信じちゃったらどうするのさ？

「そ、そうなのですか！　で、では私も微力ながらお手伝いを……」

「うむ、殿下は話が早くて助かる」

　オマンコを顔面に押し付けながら、フェノリーゼさんは俺のズボンを脱がし……我が愚息を曝け出す……ん？

「むむっ？　主様とあろうものがこの期に及んでその気になってないとは」

　あ、そういえばトレニアとのエッチの後、勃起したまま傭兵団と合流するわけにもいかなくて性欲封印してたんだった。非常事態で忘れてたけど封印してた期間が長ければそれだけ反動が大きい。

　フェノリーゼさんは大丈夫かもしれないけど、経験のないアルチーナ相手に暴走したら怖い思いをさせてしまうかもしれない。ここは疲労が酷いって事にして帰ってから……。

「……なるほど封印ですな？」

　あっさりバレた！　待て、ちょっと待ってフェノリーゼさん！　止めようとしても口が塞がれてるので呻き声しか出せない！

「ふ、封印ですか？　一体どのような」

「殿下、魔道の奥義には自らの感覚や感情を意図的に封じる事で、知覚を研ぎ澄ませる術がございます。今の主様は、救出に必要ないであろう性欲を封じ己の力を高めていたのです！」

　むぐぅぅ！　確かにそういう術はあるけど今回は違うから！　やめて、休んでる息子を撫でないで！　アルチーナも興味深そうに触らないで、そんな事したら反動が大きくなって、封印解いたら暴走するから！

　あっ！　でも封印なんて俺自身じゃないと解除できないや。それほど強力な術じゃないけど、二人には闇魔法を解除する手段なんてない……筈なのに、なんで俺の愚息は大きくなってんの！　や、やばい性欲封印してた反動で頭がボーっとしてきた……。

「妾達を救うため己の身を削って下さるなんて……あぁますます惚れてしまいましたぞ。ご安心を封印の反動はこのフェノリーゼ・アルヘイムにお任せくだされ」

　なんか俺のチンポの周囲がキラキラ光って……って、アレ【生命の煌めきフェアリーフォース】！　そういえばこの鱗粉使って奴隷化の呪い解いたって言ってたっけ……生命力の塊ともいえるこの鱗粉を浴びた俺の肉棒は高まった性欲と呼応するかのように昂りそそり勃つ！

「す、凄い……大きい」

「ゴクッ……こ、これは少しばかり予想外」

　普段より大きくなったチンポを前に一瞬たじろいだが、すぐに気を取り直したようで二人がかりで奉仕してくれる。

「んっ……殿下、今すぐにでも妾たちを孕ませたがってる、この凶悪な逸物を鎮めませぬと主様は休めませぬぞ」

「わ、分かりました。私だってメリッサさんの指導を受けて……こ、こっ、口淫の練習をしました」

　脈打つチンポに優しく舌を這わせるアルチーナ。鈴口の割れ目に舌先を伸ばし的確に性感を刺激してくるフェノリーゼさん。

　二人がかりのフェラに気持ち良くしてもらうだけじゃ悪いので、俺の口を塞ぐフェノリーゼさんの下のお口に舌を這わせ、情熱的なキスをする。

「ふあぁ！　あぁん主様ぁ。妾たちが奉仕いたします故、悪戯は……はぁぁん！」

　そう言いつつもフェラする口は止まらないから結構余裕があるのかな？

「んんっ……ちゅっ、ちゅむ……んふ、んッ……」

「むちゅ……んっんっ、んくっ。はぁ……こんなに猛ってさぞお辛いでしょう。私頑張ってクリス様にご満足いただきますので……」

　生真面目な王女様はフェノリーゼさんの言葉を真に受けたみたいで、頑張ってフェラしてくれてる。しかし勉強と練習はしていてもチンポを直接見るのは初めてだからかフェラチオもぎこちない。だけど自分が生まれ育った国のお姫様の奉仕を受けてるのだと思うと、ぎこちなさが実に興奮させてくれる。

　二人の唾液で濡れたチンポは透明な雫が滴り落ちている。俺の舌に愛撫され、ヒクヒクとチンポを欲しがってるフェノリーゼさんのオマンコは、俺の唾液だけじゃなく内から愛液が溢れてくる。

「んっ、くぅ。二人がかりで先に達してしまっては……あぁ！」

　なにやら対抗意識があるらしいフェノリーゼさんのフェラが急に激しくなる。咥え込み、舌を激しく動かしながらもゆっくりと頭を上下に動かす。

「あむっ、んんん！　そ、そんなまだ大きく硬くなるなど……」

「だって、二人のフェラが気持ち良いからな。でも口の中に射精するのは気遣いが無いから……先にフェノリーゼさんをイカせて、膣内に射精したいかな」

「ひゃ！　あっあっそんな激しく……わ、妾は主様のモノであれば口の中でも喜んで受け入れまする」

「わ、私も……私だってどこに出されても……」

　なんとなく競争みたいな感じになってきたから、先にフェノリーゼさんをイカせるべく、目の前の秘所を左右に開きピンク色の媚肉に舌を押し付け愛撫を激しくする。勿論クリトリスも同時に刺激すると、その度にフェノリーゼさんの腰が跳ねる。

「フェノリーゼさんはここが感じるのかな……素直な反応が可愛いよ」

「んはぁ！　あぁん、おっ、お待ち下され。そ、そんなにされてしまっては……あっあっあぁぁん！」

　舌だけでなく不意打ちで指を膣内に差し込んだ瞬間。フェノリーゼさんはビクッと身体を震わせ、脱力してへたり込んでしまう。

「アルチーナ、フェラはもういいよ。とっても気持ち良かったけど、どうせ射精するなら子宮に注いであげるから」

「は、はい！　よろしくお願いいたします！」

　身を起こしシックスナインの体勢だったフェノリーゼさんの腰を掴んで、背後から膣奥まで一気に挿入する。

「ひあぁぁぁぁ！　あぁ、主様ぁ！」

「あ、あんなに大きいのが根元まで……」

　服を着たままだったアルチーナは脇に寄って下着姿になり、後背位で犯されてるフェノリーゼさんの隣で俺に抱かれるのを待っている。結婚式を挙げるまで処女を守る約束があった気がするけど、今の俺は美少女の肢体を貪る事しか頭にない。

「フェノリーゼさん……フェノリーゼ。俺のチンポはどうだ？　少し前の嫌な事なんて完全に忘れるくらいセックスしよう」

「はぁ！　んっ！　主様ぁこんな大きくて逞しい逸物は初めてでございます。き、気持ち良すぎて、あぁぁ！」

　中々男心をくすぐる事を言ってくれるな。挿入してから分泌量の増えた愛液のお陰で、少し窮屈な膣内でも動かすのに不自由はない。ゆっくりとチンポのカリ首まで引き抜いて、勢いよく膣奥まで押し込み、また引き抜く。

　それに合わせるようにフェノリーゼも腰を振る。段々とお互いの動きが早くなり、俺の腰とフェノリーゼの尻肉が勢いよくぶつかり合う音が室内に響く。

「いぃ！　気持ちいい！　こ、こんな逸物を味わってしまっては、もう主様以外では感じる事の出来ない身体にされてしまいまする！」

「そうだ、フェノリーゼはもう俺のものだ。このオマンコも、お尻も、おっぱいも全部俺のものだ」

「はい、妾はもう主様のものでございます！」

　込み上げる射精感に、そろそろ我慢の限界だ。フェノリーゼの細い腰をしっかりと掴み小刻みな挿入に切り替える。俺の射精が近いのが分かったらしいフェノリーゼは脚を広げ奥まで挿れやすい体勢になる。

「来て下され！　妾の子宮が主様の子種が欲しくて欲しくて堪らないと言っております！」

「あぁくれてやるよ！　嫁さんの欲しい物は何とかするのが男の甲斐性だからな！」

　限界が近い。フェノリーゼの膣奥にチンポの先端を押し付け、子宮の入り口をノックする。そして吐き出された欲望は、開け放たれた子宮の入り口を潜り奥まで到達しようと競争を始める。

「ふあぁぁ！　主様の熱いのが奥まで入ってるのが分かります！　あっあっんぁぁぁぁ！」

　射精と同時に果てたフェノリーゼからチンポを引き抜き。期待と不安が混ざった目で俺を見るアルチーナを押し倒す。

「貰うぞ」

「はい……私もクリス様のものにしてください」

　アルチーナの下着は本人の好みなのか飾り気がなくシンプルなものだ。キスしながら紐を解き少しずつ肌を露わにしていく。

「んっ……んんっ……好きです。私の勇者様……」

「俺も好きだよ。俺のお姫様」

　性教育は受けてるしメリッサの指導も受けたみたいだけど、緊張のあまりなすがままにされているアルチーナ。普段は少年にも見える中性的な彼女も、服を脱ぎ捨て肌を晒してる姿は、この上もなく魅力的で。最後の下着を脱がせ目に入った処女孔から零れる蜜がわずかに残った理性を溶かす程にいやらしい。

　仰向けでシーツを握りしめ、目を瞑ってこれから起こる全てを受け入れようと震えながら待つアルチーナ。一度射精しても大きさも硬さも変わらない肉棒を、誰も触れたことすらない場所にあてがい……。

「〜〜〜っ！　ンンッ！　ンムゥゥゥ！」

　奪った。生まれ育ち敬意を払い従うべきと教えられた王族の処女を。凛々しい中性的な美貌のお姫様をたった今俺のものにしたのだ。

　破瓜の痛みに涙を浮かべるアルチーナを抱きしめキス。アルチーナもまた身体全体で俺にしがみ付き痛みに堪えている。

　性欲が暴走していても痛くて泣いてる相手に腰を振るなんて真似は出来ない。暫くの間お互いの体温を感じ合い、絡め合う舌の感触を確かめ合う。動かしたい衝動を抑えながら暫くの間、口から漏れる水音と荒い吐息だけが薄暗い部屋に響く。

　絶頂の余韻から覚めたフェノリーゼも初めての痛みに耐えるアルチーナの手を握ったりしてる。

「あ、あぁ！　入って。入ってます！　私のナカに逞しいのが入ってるのが分かります！」

　段々と痛みが消えてきたのか、自分の身体を貫く肉棒の感触を感じ出したようだ。これなら大丈夫かと思ってゆっくりと腰を動かすと……締まる。だけど締まるだけじゃなくて膣壁がぴったりと絡みついてくる。

「気持ちいいよアルチーナのオマンコ。俺のにぴったり吸い付いてくる」

「あぅん！　嬉しい、私のオ、オマンコも……クリス様の事が大好きなんです！　だからいっぱい抱きしめようってしてるんです」

　中々男心をくすぐるセリフを言ってくれる。アルチーナに覆いかぶさり小刻みに膣奥をノックしながら唇は勿論頬や首筋にキスの雨を降らせる。

「ああっ！　ふ、深くまで……奥まで届いてるのが分かります。ひぁ！　あっあっあっんあぁぁぁぁ！」

　少しずつ動きを大きく、腰のテンポを速くしていくと、繋がった部分の水音も大きくなっていく。俺とのセックスにアルチーナが感じてくれてるのが分かり、もっと感じさせようと自然と腰の動きも速くなっていく。

　未知の快感に翻弄されているアルチーナは、なにもかも俺に委ねるかのように縋り付く。その姿がさらに俺を興奮させる。

　今まで抑圧されていた獣欲が、目の前の愛おしい少女を柔らかいベッドに埋まるほど組み伏せ。下腹部を密着させたまま限界まで奥に押し込み精液を注ぎ込んだ。

「あぁぁぁぁぁ！　凄い、凄い熱いのが一番奥で……びゅくびゅくって」

　初めて射精をその身に受け入れたアルチーナは荒い息を吐きながら俺にキスをねだる。当然嫁にする女の子のおねだりに応えるのが当たり前。濃厚なキスをアルチーナが満足するまで続け……フェノリーゼが拗ねたように後ろから抱き付いてきた。勿論忘れてないから心配しないでね。

「今度はフェノリーゼの好きな体位でエッチしようか」

「では……」

　彼女は俺を仰向けに寝かせ、まだまだ元気な息子を咥え込み。見事な曲線を描くおっぱいを見せつけるようにしながら、俺の上で淫らなダンスを踊る。

　二回射精したことで、ある程度は性欲も治まってきた……が、いつも通りに戻っただけともいう。この日、俺が眠ったのはアルチーナとフェノリーゼが限界を迎えた頃だった。
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　唇に触れた柔らかい感触に目が覚めた。微かに鼻腔をくすぐる女の子の匂いと、身体中を包むような温かさが心地良い。無意識にそちらに顔を向けたようで、再び啄むようなキスをされる。

「……んっ、ちゅっ……んむっ……おはよう」

「おはようございますクリス様」

　未だ重い瞼を開けると、窓から差し込む淡い光に照らされたアルチーナの笑顔がすぐ目の前にあった。絹のような光沢の黒い髪がまるで輝いてるようで、気の強そうな瞳は穏やかな光をたたえ、真っすぐ俺の目を見ている。

　ああ、綺麗な子だな。無意識に彼女の腰に回した右手に力を込めて抱き寄せたのは俺が悪いんじゃない、頬を染めたアルチーナの笑顔が可愛いせいだ。

　身を起こし俺からアルチーナにキスをする、舌を絡めると彼女は嬉しそうに俺を受け入れる。触れた肌に緊張したような感触は無く、身も心も俺に委ねているようで、キスしながらさらに密着してくる。

　メリッサにレクチャーされた女の子を感じさせるキスのやり方で攻めてみると、みるみる蕩けた表情を見せてくれる。キスだけで性的に感じさせることに満足し、唇を離すと名残惜しそうな表情がまた可愛い。昨晩散々エッチしたのにまたしたくなってきた。

「はぁ……クリス様ぁ……キス……素敵です」

　離れた唇の間に垂れた糸が引く。アルチーナは全裸のままますます俺に密着してくる、その姿は人懐っこい子猫のようで。幸せそうに俺の胸元に頬を擦りつけてくるので暫くなすがままにされる。エッチした翌日のイチャイチャは最高だな。

　昨晩はフェノリーゼが住んでた後宮の一室に泊まったのだが、流石に帝国、天蓋付きのベッドの寝心地は最高で三人で寝ても余裕の広さで狭苦しさは全く無い。まぁ女性二人は俺に抱きついて寝たので、狭苦しさも何もないのだが。

　やっちゃったなぁ俺。命を助けた縁で何かと俺を誘惑してくるフェノリーゼとは、まぁいつかこうなるとは思ってたけど、結婚式まで処女を守る約束してたアルチーナに手を出してしまうとは……最低だ俺。

　本人は嬉しそうなのがせめてもの救いか。婚約者になった時点でエッチしても誰からも責められはしないけど、約束を破ってなぁなぁで済ますのは男らしくない。

「ごめんなアルチーナ。結婚式を挙げるまで手を出さない約束だったのに……」

「私からおねだりした事ですから謝らないでください……それに、本当は出会ったその日にクリス様に抱かれたいと思っていましたから」

　俺の謝罪に慌てたように自分も悪いんだと言い出すアルチーナ。ううう、ホント良い子だなぁ、可愛くて優しくて気遣いもできて、しかもエッチに積極的とか最高の嫁さんだ。思わず抱きしめてキスすると嬉しそうに甘えてくれるのも最高だ。

　さて、昨夜爺さんとの話が終わった後は流石に疲れていた。しかし勢いでエッチしちゃったので、見れば俺たちの着ていた服や下着はベッドの隅に脱ぎ捨てられていた。

　よって俺たち三人は裸のまま。運動してるので鍛えられ、健康的で爽やかな色気を持つアルチーナの柔肌の感触に節操のない俺の息子は元気になってきた。

　昨晩濃厚な愛を交わした美少女が、発情しきった表情で身体を擦りつけてくるのだ、その気にならない方が失礼だろう？　だがしかし、残念ながらここは俺の家ではないのだ、今からエッチすると多分昼過ぎまで続くから止めておこう。

　だから鎮まれ俺の息子よ、アルチーナも俺の逸物が昂りまくってるの気付いてるようで、太股を愚息に擦りつけてくる。くっ、ここが俺の家のベッドなら……よし急いで帰って我が家でエッチしまくろう。むしろ帰り道で機会を見つけてセックスだ。

　フェノリーゼは……左手で抱いていたフェノリーゼの感触を確かめようとして……手が温かくて柔らかいものに包まれてる、もっと言えばフェノリーゼの太股に挟まれていた。そして微妙に、しかし確実に濡れていた。

「あ……んふぅ……主様ぁおはようございます……主様がお求めでしたら妾はいつでも受け入れますぞ」

　にっこりと、俺に挨拶をしてくるフェノリーゼの顔はどう見てもエッチ直前、挿入を期待してる表情だ。ムラムラしてる時にその表情をされると、我慢するのが厳しいんだが……帰ってからの楽しみだと自分に言い聞かせ自制する。

　フェノリーゼにもキスをすると、さらに密着してきて、それに対抗するようにアルチーナもますます密着してくる。ここが俺の部屋だったら……何度も言うが場所が場所なので自重しなくては。

「二人ともおはよう、今すぐ食べちゃいたいくらい可愛いけど。ちょっと我慢してくれ。帰り道でたっぷり可愛がるからね」

「も、申し訳ございません！　私ったらはしたない真似を……」

「おや？　主様のようなケダモノが我慢とは。まさかお加減でも？」

「ちょっと泊めて貰った家でエッチは控えようと言っただけで、なんで体調不良扱いかな？　あとでフェノリーゼはお仕置きな」

　夫（予定）である俺をケダモノ呼ばわりするとは悪い奥さん（予定）だな。フェノリーゼのおっぱいを揉みながら注意するがまったく堪えた様子がない。

「くふふっ、主様のなされる事でしたらなんでも受け入れまする……して殿下、屋敷に帰ったらライバルが多いですからなぁ。帰り道ではたっぷりと可愛がっていただきましょう」

「かっ、可愛がっていただくって……」

　どんなことを想像してるのだろうか？　真っ赤になったアルチーナから後で聞き出してみるか、余計恥ずかしがって可愛い顔を見せてくれそうだ。

「さてちょっと汗を流したら帰るとするか」

　リーテンブ帝国ではあまりお風呂に入る習慣が無いそうだけど、流石に皇帝の身の回りの世話をするメイドたちは有能で、若い男女三人で寝てた俺たちの為に、人が入れるくらい大きな桶を三つ、それぞれにたっぷりお湯を張って持ってきてくれた。

　汗以外の体液で汚れてるの想定してたんですね？　分かります。なんとなくメイドさん達の目線が生温かいのは気にしない事にしよう。

　桶の中のお湯で汗を流した後。アルチーナとフェノリーゼは、昨夜お風呂に入って無いので色々手入れをするそうだ。

　仕方なく部屋で待つことにする。俺の【収納空間アイテムボックス】内に化粧道具は入って無いんだけど、ちょっと年嵩のメイドさんが用意してくれたのだ。

　そうして暫くして二人が戻ってくると、食堂に案内された。そこでは既に爺さんが座っていて、モリモリ食べていた。いやガツガツと言った方が正確か。

「おお、勇者様おはようございます。先に頂いておりますぞ、チト予定が詰まってましてな」

「おはよう、おかげでゆっくり休めたよ」

　話しながらも爺さんの食べるペースは変わらない、大きめのサンドイッチをあっという間に腹に収めて、カップに入ったスープを飲む。そしてまたサンドイッチを食べて……と、言っちゃなんだが豪快と言うか、皇帝らしからぬ食い方だ。

　朝食の席に用意されているのはサンドイッチとカップに入ったスープ、後は一口サイズにカットされた果物。全て特に食べるのに作法が要らないものだ。基本的に作法が必要なのは食器を扱う事全般で、手掴みで食べる物はよほど下品な食べ方でない限り自由らしい。

　この国の教養人は作法に関しては特に厳しいそうで、他国人にもそれを強要する傾向がある。

　それで爺さん皇帝陛下の客人と言えども、無作法な食い方をした人は使用人───当然皇帝の世話をする人たちはトップレベルの教養人だ───に侮られ蔑んだ目で見られるらしいので、この朝食メニューだそうだ。

　爺さん曰く、「忙しいのに作法なんぞ守っていられるか」だそうで、会食でもない限り手早く食べられるものを普段食ってるらしい。なんだかんだと腹が減ってるので俺たちも食べることにする。おぉ！　スゲェ美味い。

　絶品の朝食を堪能し、食べ終わった頃を見計らったかのように執事さんらしき壮年の男性が紅茶を用意してくれた。

「私は勇者様に話がある。皆の者、下がれ」

　爺さんの一言で使用人たちは一斉に退室する。誰一人足音を立てないあたり、全員武術の心得がありそう。っていうか俺、魔法無しで殴り合ったらメイドさんにすら負けそう。

「さて、これから国境の近くまでお送りしますが、昨晩お伝え損ねた事と言いますか、実はお願いがございまして……」

　話を聞き、爺さんの『お願い』を最大限努めることを約束した俺たちは、旧ブルートーン王国、ナーガス湖の北端に瞬間移動で送ってもらった。
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　さて、法の女神に選ばれた勇者様は、こちらに悪意が無ければ危険のない善性の人物であった。多少好色だが十分健全な範疇だ。この分なら『お願い』もそう悪くない賭けだと思う。

　秘密裏に年頃の娘を嫁がせたらより確実だろうか？　しかし私の見る限り、アルチーナ姫の容姿に対抗できるのはレヴィアくらいか？

　これから起こりうる未来を想像しながら、気を抜くと漏れ出そうなため息をぐっと堪える。皇帝たる私が弱気を家臣に見せるわけにはいかんのだ。しかし弱気は見せなくても苦悩を見せるのはまぁ問題あるまい。実際話を聞いてるうちに頭が痛くなってきた。

「だから陛下、今すぐ城に攻め入った賊を追わなければ、帝国が舐められてしまうんだ。騎士団を動かす許可をくれよ！」

　朝食をとり謁見の間で家臣たちの報告を受けている最中に、我が国の勇者アレス・マーズがやって来たのだが、魂胆が丸分かりである。お前の御執心の女は旦那がいるんだから諦めろと言ってやりたい、言ってやりたいが暴発すると面倒であるから対処に困る。

「昨夜の事なら報告を受けておる、それで賊は何処にいると言うのだ。被害は？　其方が破壊した城門と、それに巻き込まれた兵たち以上の被害でもあったのか？」

「マーニュ王国だよ！　攫ってきた女を連れ戻しに来たからには間違いない！　今すぐ騎士団を率いて取り返さないと！」

　……あのなアレスよ、お前自分が何を言ってるか分かっているのか？　賊と言っておいて『攫ってきた女を連れ戻す』って、要するにこっちが誘拐した女性を奪還されたと言ってるのも同然であるぞ？　周囲の家臣たちの目線が冷たいのぉ、私に向けられてる訳ではないからどうでも良いが。

「先も言ったが報告は受けておる。この城に単独で攻め入り攫われた恋人を助けて無事に脱出するとは、まるで歌劇の主役のようであるな。斯様な英傑であれば叶うなら召し抱えたいものよ」

「そんな悠長な事言ってる場合じゃない！　すぐにあの男を捕まえて処刑しないと帝国の名に傷が付くぞ」

　傷が付いてるのはお前の評判なのだが。今朝詳細な報告を受けて寝込まなかった私の精神力は凄い、流石私は歴史に名を遺す英雄である、精神力も英雄級だ。

　そして厄介事を処理する能力も英雄級であったら良いなと常々思う。なんで自軍の勇者が我が城を破壊して、兵士に死傷者を出しておるのだ。事態を隠す努力を諦めた私を誰も責められまい。

　昨夜の事態を知った兵たちの中には、クリス様をまるで英雄のように褒め称える者までいるそうな。まぁ彼の出した被害はアレスに与えた離宮の壁だけだからの、誰も恨みようがない、と言うか普通に考えても物語の一幕のようで、若い男には魅力的に映るのだろう。

　一晩中兵士たちに罵声を浴びせながら皇都を騒がせた上に、城の兵士の殆どを動員しておきながら一切成果を出せないこの男と比べたら誰だって好意的になろうと言うもの。

　まぁその肝心の侵入者はお前が無駄に探し回ってる間、後宮の一室でアルチーナ姫ともう一人、妖精使いのフェノリーゼと一緒に甘い夜を過ごしていたのだがな。

「聞けば侵入者は幻術の達人らしいではないか、ならば顔も素顔とは限らんし、名前も知らんとなればどうやって探すのだ？　いくらなんでもなんの証拠もなく他国には攻め入れんよ。せめて物証が無くてはな」

　普通であればここで話を終わらせ、証拠を持ってくるとでも言うのだろうが。『勇者は心のままに動くことが神の御意思に沿う』の格言通りであれば……。

「証拠ならある、攫った女はマーニュ王国のアルチーナだ。もう一度攻めればあの男が現れるに違いない！」

　……軍神ファールスよ、信者を無くしてまで帝国を滅ぼしたいのですか？　息を吸って吐くように厄介事の火種をばら撒く勇者の言動に、取り乱さない家臣たちを褒めてやりたい。

　話すたびに墓穴を掘る勇者アレスをとりあえず黙らせ、与えた離宮に瞬間移動で追い返した。なんかギャーギャー言ってたが知らん。暴発は勝手だがこちらを巻き込むでないぞ。

　静かになった謁見の間で、家臣たちに確かな情報を集めるように命じる。ここで曖昧な態度を取れば余計な事をする輩が出かねんからな、先ずは正しい情報を集めることに集中させれば下手な動きはすまい。

　私は事情を知っているが、知らないふりをせんといかん、クリス様への『お願い』もあって、あまり機嫌を損ねたくもないからの。
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「この湖を南に真っ直ぐ進めば帰れる、来た時は支配してた水蛇竜にかなり無茶させて三時間くらいだったけど、帰りはボートでも曳かせて、お昼前には着くようにしよう」

　瞬間移動で送られた先は、追ってる最中に通りかかった小さな漁村だった。急いでたせいで壊した柵がそのままになっていたので間違いない。

　金貨を渡して小さな漁船を譲ってもらい、ついでに柵を壊したお詫びに水蛇竜の粘液を溜めた筒を幾つか渡す。これだけで特に加工しなくても魔物避けになるし、街で売れば筒が一個当たり金貨五枚の価値があるのでお詫びには十分だろう。

　漁船を受け取って、村から見えない程度の距離を進むと、支配下に置いた水蛇竜を呼び寄せ漁船を曳かせ南へ。追跡中は丁度夜だったし、焦っていたので周りを見る余裕は無かったけど、帰りは風景を楽しむくらい構わないだろう。

　水蛇竜に曳かれた漁船は揺れが少なく快適で、アルチーナとフェノリーゼも綺麗な湖面の景色を楽しそうに眺めてる。

「わぁ見てくださいクリス様！　湖面が朝日に照らされてとっても綺麗です」

　ゆらゆらと揺れる湖面に光が反射している、靄のかかった周囲と相まって中々幻想的な雰囲気だ。よく見ると湖の透明度が高いので、かなり離れた場所で青や緑、中には真っ赤な鱗を持った魚が群れで泳いで居るのが分かる。

「アレはナーガス湖にしかいない輝鱗魚ジュエルスケイルですね、個体ごとに鱗の色合いが違うのでモノによっては金貨百枚の値が付くとか。魔王種が現れるまで有力者は輝鱗魚を飼育するのがステータスだったそうですよ」

　廃れたのはナーガス湖に立ち入れないから天然の輝鱗魚が手に入らなくなったからで、ここ最近冒険者に捕獲依頼が出始めてるらしい。五十年前は天然の輝鱗魚は国中の金持ちが挙って買いに来たのだとか。

「それじゃこの漁船には水槽があるし少し捕まえて行こうか？　屋敷の庭に放しても良いし、カール王子やトラバントさんに贈っても良い」

　鱗が綺麗なのもあるけど実は物凄く美味らしい輝鱗魚の群れを水蛇竜に飲み込ませ、水槽に吐き出させる。なるほど名前の通り宝石みたいな鱗の綺麗な魚だ。体長三十センチほどのこの魚が観賞用として、そして贈答品として価値が高いのも頷ける。

　落ち着いたら嫁たちを連れて舟遊びも良いな、妊娠中のオリヴィアの負担にならない良い気分転換になりそうだし、こうして魚釣りも楽しそうだ。ティータニア辺りは空を飛んで網を投げるかもしれん、あ、でもクレイターだと釣りは貴族の交流の一環らしいので案外詳しいのかも知れない。

「綺麗……見てくださいこの子なんて銀色の鱗に、まるでエメラルドのような光る深緑の鱗を持ってます。この赤い鱗の子なんて水面の揺らぎで火の灯りのよう」

「ほぅ、これは見事な。まさしく宝石が泳いでるかのようですな」

　珍しそうに水槽に捕まえた魚を眺めるアルチーナとフェノリーゼ。ここでどんな味がするんだろうかとか言う無神経な事は言えない。バレないように【収納空間アイテムボックス】の中に串と火鉢を隠した。

　後で聞いたら直火で焼くのは折角綺麗な鱗が台無しになるので、丹念に内臓を取って鱗が変色しないように気を付けながら蒸気で蒸すのが会食に出せる正式な調理法だとか。

　俺がそんな事を考えてるとは露知らず、食い気よりも綺麗な輝鱗魚を眺める方に意識が向いてる二人は、身を乗り出して眺めてたのが悪かったのか、尾びれで跳ねた水でびしょ濡れになってしまった。

「ううう、着替えが無いのに……」

　困ったように呟くアルチーナ。湖の上はかなり冷えるから、濡れた服のままだと風邪をひいてしまうので、とりあえず服を脱がせ、日の当たる場所に吊るしてっと。

　野外用の風呂を【収納空間】から取り出し、お湯を用意。うむ、素晴らしい景色を船上で風呂に入りながら眺めるのも良い物だ。俺にとっては風呂に入ってる美少女の素晴らしい裸景体色の方を眺めたいがな。

「二人とも、服が乾くまでお風呂に入ってゆっくりしてなよ」

　吊るした服の近くに、さっき魚を焼こうと用意した火鉢を置いておけば一時間くらいで乾くだろう。天気も良いし、水蛇竜に引っ張られてるせいか結構風もある。

「ありがとうございますクリス様……それで、その。帰り道で可愛がって頂けるというのは……」

「殿下、口に出すのは野暮というもの。主様に求められるのを楽しみに待とうではありませんか」

　アルチーナは本当に恥ずかしがりながら、フェノリーゼは間違いなく意識して、俺に見える場所でゆっくりと一枚ずつ濡れた服を脱ぎ、大事なところをチラチラと魅せつけながら、火鉢の近くに服を干す。

　おのれフェノリーゼ、そんな誘惑なんて……誘われるまでもなくこのシチュエーションでなにもしないわけが無いだろう！　まだまだ俺のことが分かって無いようだからしっかりと教えてあげなくてはな！
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　晴天の心地よい日差しの中、水蛇竜に曳かせた漁船には水飛沫の水音と、唾液が絡まる淫らな音が響く。

「ちゅ……んっんっ……今度こそ口淫で先にイかせて差し上げますぞ。ぴちゃ、あむぅ……」

「クリス様……なんて逞しい……んちゅ……ちゅぱ、んちゅ……」

　見渡す限りの水平線、透明度の高い綺麗な湖を快適に進む船の上は絶景と言って良いだろう。そこで風呂に入るのは、中々気分が良い。湯船の縁に腰かけて美少女二人が懸命に奉仕してくれてるとなれば、これはもう贅沢の極みと言えるだろう。

　アルチーナの小さくて可憐な唇が、俺のチンポの先端にキス。恥ずかしさに震えながらも、舌先で敏感な部分を刺激してくれる。

　フェノリーゼは竿や玉袋を優しく撫でつつ、逸物に舌を這わせている。舌先を細かく動かし俺の肉棒をくすぐるように。

「んっ……んりゅ。昨夜はあれほど妾たちを蹂躙しておいて、まだこんなに。んちゅ、ちゅ……」

「蹂躙とは酷いな、昨日は二人が可愛かったから、いくらでも元気が湧いてきただけなのに」

　まぁ途中で気絶したアルチーナはともかく、泣いてもう無理だと降参してきたフェノリーゼを抱き続けた俺も悪いけどさ。普段余裕があるフェノリーゼの弱々しい姿に、余計興奮したのは黙っていよう。

「私もクリス様にご満足いただけるように頑張ります！　んむっんっんっんっ！」

　昨夜途中で寝気絶てしてしまったのを気にしてるのか、肉棒を口いっぱいまで咥え込んだアルチーナは激しく舌を動かす。

「ありがとうアルチーナ。でもこれから何度でもエッチするんだから無理はしないで良いんだよ。アルチーナもエッチを楽しんで貰えた方が嬉しいよ」

　頑張るアルチーナの頭を撫でてあげると、上目遣いで俺を見るお姫様の表情は蕩けきっていて、俺への奉仕で悦んでるのが良く分かる。

「アルチーナはフェラが気に入ったのか？」

「はい、クリス様の前にこうして跪いて奉仕するのは……幸せです」

　アルチーナの言葉には一切嘘が無いのが分かる。うーん、普段騎士服を好んでるのは、誰かに仕えたいとかそういう願望なのだろうか？　お姫様なんだしもうちょっとワガママでも良いと思うんだけどな。

「惚れた男に尽くしたいのは妾も同じですぞ……ぴちゅ、んちゅ……」

　アルチーナの熱心なフェラに触発されたのかフェノリーゼの舌遣いも激しくなってくる。二人がかりの刺激にチンポは血管を浮かび上がらせさらにいきり勃つ。

　二人の頭を撫でて、そろそろイキそうだと告げると、アルチーナはさらに根元まで咥え込む。それと同時にアルチーナの口の中に欲望を吐き出した。

「んんっ、んっんっんっ……むぅぅ！　んくっ」

　飲み切れずに口から零れたザーメンをフェノリーゼが舐め取る。口の中に射精されたアルチーナはうっとりとした表情だ……こんな表情かおされては俺の愚息がまた元気になるだろう！

「昨日はフェノリーゼが先だったし、今日は健気で可愛いアルチーナを最初に抱くよ……二人ともお風呂の縁に手を付いてお尻をこっちに向けて」

「はい、クリス様。嬉しいです！」

「お望みのままに主様」

　お風呂のせいか、それとも興奮で火照っているのか？　アルチーナの小ぶりなお尻も、フェノリーゼのむっちりしたお尻も、熱と赤みを帯びている。

　二人のお尻に手を伸ばして揉み比べてみる……うん、どっちも最高。アルチーナの尻肉は引きしまっていて、瑞々しい。フェノリーゼのお尻はなめらかで指を押し付けると埋まるくらい柔らかい。そして二人ともその隙間から見える秘所からはお湯とは違う、粘性のある液体が垂れている。

「愛撫の必要はないみたいだな。そんなに俺のが欲しかった？」

「無論でございます主様。惚れた男の子種を欲するのは女として当然でございまする」

　フェノリーゼは流せるけど、真面目なアルチーナは……案の定真っ赤になって、お尻をプルプル震わせながら必死に言葉を探してる。

　お尻を高く掲げ、濡れた秘所を見せつけるフェノリーゼ。普段、知的で神秘的な印象を見せる彼女の淫らなおねだりは、そのギャップもあって破壊力が凄まじい。

「や、やぁん、クリス様。焦らされたら……その、切ないです」

　昨日まで処女だった真面目っ子のアルチーナにおねだりさせるのも意地悪だったな。フェノリーゼの真似をしてお尻を押し付けてくるのが健気で可愛いので、そのままお尻を鷲掴みにして挿入する。

「んあっ！　はぁん……あぁ、良い！　クリス様の逞しいオチンチンがとっても気持ちいいです！」

　熱い粘膜の肉ヒダがまるで蠢くようにチンポに絡みつき、動かなくても射精してしまいそうなくらい気持ちがいい。

　これでメリッサの指導ともうちょっと経験積んだら、どこまで気持ち良いんだろう？　そのためにたっぷり経セッ験クスしないとな。昨日の夜に知ったアルチーナの感じる場所にチンポを擦りつける。

「ふあぁぁぁ！　あっはぁん！　嬉しい、クリス様。私で気持ち良くなってくださってるんですね」

「最高だぞアルチーナ。ほら、アルチーナももっと感じて、もっとエッチな顔を見せてくれよ」

「あぁ！　クリス様のなすがままにされるのが気持ちいいです。この身体全部をあなた様のモノにして」

　慎ましいアルチーナのおっぱいに手を伸ばし、充血した乳首をコリコリと指で転がすように弄ると全身を震わせる。小さめなの気にしてたみたいだけど、気にして恥ずかしがる姿が可愛いし、敏感で素直な反応を返してくれるのが良い。

「んっ……ふゎ……あうぅ！　凄いのぉクリス様とのセックス気持ち良すぎて……あぁん、もうイっちゃいそうです！」
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「俺ももうすぐだ、もうちょっと我慢して一緒にイクぞ！」

　腰の動きを速くすると、アルチーナのオマンコの具合が良いのもあって、あっという間に射精感が込み上げてくる。そして同時にアルチーナの限界も近づき。

「あっあっ！　くるぅ、気持ち良いのが来ちゃいます！　ひぃあ！　んはぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　アルチーナの全身が強張り、膣内がキュッと締まると、元々限界に近かった俺のチンポもザーメンを吐き出す。

　オマンコから引き抜くと溢れた精液がアルチーナの太股を伝って落ちる。

「はぁ……はぁ……あぁ凄すぎてクリス様とのセックス以外何も考えられなくなっちゃいます……」

「そんなに夢中になってくれるなんて男冥利に尽きるよ」

　キスをしてセックスの余韻を楽しんで……次は期待した表情で俺を見るフェノリーゼのお尻に手を添える。そういえば今朝お仕置きするって言ったよな。

「フェノリーゼ、今朝は夫の俺をケダモノ呼ばわりしたよな？　今からお仕置きをしてやるから覚悟しろ」

「くふふっ、十名を超える女全員をその獣欲で虜にしておいて今更ですぞ？　昨夜まで処女であった殿下のあの蕩けきった顔。ケダモノ以外に呼びようがございませぬなぁ」

　柔らかくスベスベのお尻を押し付けながら、からかうような声色で挑発してくるフェノリーゼ。確かにケダモノ呼ばわりは否定できないというか事実だ。よってケダモノらしいお仕置き決定。

　こっそりと【収納空間アイテムボックス】から取り出したスライムジェルで、お尻を向けたフェノリーゼの身体を拘束する。とりあえず間違って溺れたりしないように、湯船の縁に腰かけさせて……後ろ手で両手を縛り両脚を広げさせる。

　ふっふっふ、屈辱的な体勢だろう？　ケダモノ呼ばわりを謝れば優しくエッチしてやるぞ？

「くふっ、見習いの教材で手足を拘束する程度とは、いやはや主様のお優しい事……もとい、動けぬ女子を無理やり犯そうとは、妾はなんというケダモノに惚れてしまったのだ……よよよ〜ん」

　なんというか縛られてるのに楽しんでるなフェノリーゼ。まぁ元々お仕置きなんてプレイの一種でそれっぽい事するだけだから、酷い事する気はないんだけど、ノッてくるならこのまま進むだけだ。

「ふはは〜徹底的にお仕置きしてやるぞフェノリーゼ。アルチーナよ背後から奴に屈辱を与えるのだ〜」

「ふぇ？　え、えっとフェノリーゼさんが何かご無礼を？」

「うむ、妾が主様をケダモノ呼ばわりしたのでお仕置きを受けておるのだ。とりあえず殿下は背後から妾の胸を揉まれよ」

　ううむ、真面目っ子のアルチーナには、イメージプレイは難しいか。基本素直で疑わないからなこの子は。けどまぁそういうところが可愛いから良し！

　ちょっと混乱しつつも言われた通りに、拘束されたフェノリーゼのおっぱいを愛撫するアルチーナ。そして愛液を垂らし俺を誘う彼女のオマンコに、望み通り奥まで押し込んだ。

「ンン〜〜〜ッ！　あぁ！　こんなケダモノチンポに負けませぬぞ」

「ふふふ、口ではなんと言おうが身体は正直なようだぞ？　こんなに淫らな蜜を垂らしながら、いつまで生意気な口が利けるのやら」

　なんとなく始まったお仕置きプレイは若干俺が悪者にされてるっぽいが、まあいいや。柔らかくて温かいフェノリーゼの膣内の感触を楽しみながら、ゆっくり腰を前後に揺する。

「んうう！　はぁんっ……んんっ！　あぁん……こ、この程度で妾が屈すると思うておられるのか？　はぁぁん！」

「貴様はもう俺のチンポ無しでは生きていけぬ淫乱よ。ほれ自ら淫乱と認めれば拘束を解いてやるぞ？」

　背後では「私もクリス様無しでは生きていけません」とかニコニコしながら言い出すアルチーナ。勿論フェノリーゼのおっぱいを揉みながら。可愛いなぁフェノリーゼの後でたっぷりエッチしような。

「そ、そんな……妾の身体だけでなく心……尊厳まで奪うと申されるか……くっ！　んぅぅ！」

　昨日のセックスだとフェノリーゼは挿入しながらのキスが好きみたいなので、腰を振りながら唇を奪うと、余裕のある怜悧な美貌が一瞬だけ蕩けた表情に変わる、もっとその表情が見たくて徐々にキスを激しくしていく。

「祝福……どうする？　アルチーナみたいに結婚式挙げるまで待つか？　それとも今、俺の嫁になるか？」

「式場で祝福を授かるのも憧れますが、妾は今、祝福を賜り早く主様の御子を授かりたく……ときにお仕置きは宜しいので？」

「俺がケダモノなのは事実だしもういいや」

　挿入したまま、もう一度フェノリーゼの唇を奪い祝福を発動させ、周囲は柔らかい光に包まれる。この瞬間名実ともにフェノリーゼは俺の妻となった。アルチーナが羨ましそうにしてるけど。ごめんなアルチーナへの祝福は結婚式の時って周囲から念を押されてるんだ。

「あぁ……主様ぁ。愛しております」

　フェノリーゼの身体を持ち上げ、膝のバネを使い大きく身体を揺する。急に激しく動いたことでフェノリーゼの愛液が飛び散り、陽光に煌めく。

「いいっ！　主様のオチンチンが気持ち良いのぉ。あぁぁん、もっとぉ、もっとくだされ」

　フェノリーゼはより快感を求め、脚を限界まで開き俺の腰に絡める。勿論もっと気持ち良くしてと言われたら応えるのが男ってもんだ。

　スライムジェルで身体を支え、アルチーナが背後から押さえてるとは言え、殆ど宙に身体を投げ出してるような体勢だ。

「ひぐぅぅ！　あっあっもうだめぇ！　主様のケダモノチンポで子宮の奥までクチュクチュされて……ひぁ！　あぁぁぁぁ！」

　全身を震わせ絶頂したフェノリーゼに合わせて、膣奥目掛けて射精する。スライムジェルの拘束を解くと、脱力したまましなだれかかってくる。

「んむぅぅ……主様ぁ。どうやら妾は主様のケダモノチンポ無しでは、もはや生きていけぬ身体にされてしまいましたなぁ」

　エッチの後女の子に甘えられると、どうしてこう幸せな気持ちになるんだろうなぁ？　裸で寄り添う俺とフェノリーゼ、そして遠慮がちに抱き付いてくるアルチーナの腰に手を回しセックスの余韻に浸ってると、身体中が温かいモノで満たされる気持ちだ。

　服が乾くまでまだ時間がある、少し休んだら今度はアルチーナとエッチだ。どんなプレイが良いか希望を聞くと……。

「それでは私もフェノリーゼさんみたいに縛ってエッチしてください」

　その後、なにやらスライムジェルによる拘束エッチが気に入ったらしいアルチーナ。まぁそれだけなら何も問題なかったんだけど、よりによってそのことをカール王子の正妻デシデラータ夫人に話してしまったせいで、王子に誠心誠意謝ることになったとだけ言っておく。残念だが上司に怒られたのでスライムジェルは封印することになるのだった。

　尤も……メイドさん経由でバレて、スライムジェルはエログッズとして流行るのだが、俺のせいではない。ないったらない。
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　ナーガス湖のマーニュ王国側、南端の岸が見えてきた頃。濡れた服が乾いたので二人は着替えている。

　妻とは言え、いやだからこそ着替えを覗くのは流石にマナー違反だ。裸でエッチする関係なのに今更と思うかもしれないが、そういうものだから仕方がない。

　俺が一人で景色を眺めてると、不意に少しだけ暗くなった気がする。はて？　太陽に雲がかかったかな、青天だと思ったけど……見上げると、白い鳥、いやアレは。

「ク〜リ〜ス〜様ぁぁぁ！」

「うぉぉっと！」

　飛んで来た勢いのままに抱きついてきたティータニアを抱きしめたのは良いが、勢いを止めきれず倒れてしまう。押し倒されると同時にティータニアから顔中にキスをされる。

「ただいまティータニア」

「お帰りなさいませ。無事にアルチーナたちを連れて帰って来ると信じておりました……けど」

　ティータニアに馬乗りにされてるのだが、満面の笑みから一転して、ちょっと不機嫌そうな表情になったティータニアに見下ろされ、左右に頬を引っ張られる。非力なティータニアだが、思いっきり抓っているのでちょっと痛い。

　そしてティータニアと一緒に飛んで来たトレニアも俺の頭に乗ると髪の毛を引っ張り出す。

「むぅ……伝言だけ残されて誘拐犯を追うと聞いて皆心配したのですよ」

　───無事なのだけは分かってたの！　けどフェノリーゼがいるんだから状況伝えて欲しいの！

「ごめんな」

　後ろめたい事は無いけど、心配をかけてしまった以上言い訳はすまい、腕を伸ばしティータニアの頭を撫でていると、着替えの終わった二人が仕切りから出てきた。

　二人ともティータニアの声が聞こえていたようで、俺に馬乗りになってる彼女を見ても驚いた様子もない。フェノリーゼなんてトレニアを見て「あ、いたの？」とでも言いたげな顔をして喧嘩を始めた。まぁ放っておこう。

　あ、そうだティータニアに聞きたいことがあったんだった。他ならぬこの漁船を曳いている水蛇竜の事だ。

「ところで、水蛇竜を屋敷で飼うとすると臭いとかどうだ？」

　彼女は船を曳く水蛇竜を見て、それから軽く匂いを嗅ぐと、鼻を押さえ眉根を寄せる。

「申し訳ないんですが……一時的ならともかく飼うのはちょっと、恐らくルーちゃんも同様でしょう。魔物避けの匂いなのは存じてますが、この臭いは厳しいです」

　乗り心地は良いから便利ではあるんだが、嫁が嫌なら諦めよう、第一街中を二十メートル近い魔物に乗って走るわけにもいかないからな。

　船が岸に着くと【収納空間アイテムボックス】に仕舞っていたゴーレム馬車を取り出し、屋根の上に浴槽を置いてロープで固定して、輝鱗魚ジュエルスケイルでいっぱいの水槽から移し替える。ティータニアとトレニアも宝石のように煌めきながら泳ぐ姿が気に入ったみたいだ。

　漁船も一応【収納空間】に収納して、船を曳いてくれた水蛇竜にお礼代わりに生肉を食わせてやる。うーん、俺が人に従うように使役すれば誰かに譲っても問題ないか。

「サリーマさんに栄達のお祝いとして水蛇竜を何匹か贈ろうと思うから、帰り道だけ臭いは我慢してくれ、後カール王子にも贈った方が良いかな？」

「水竜騎士は男性の憧れですけど、いきなり成体の水蛇竜を贈られても置き場に困るだけですわよ、海沿いの街へ赴任するラージャ卿なら大丈夫でしょうけど」

　ふむ、アルチーナが言うならそうなんだろう。それじゃ代わりに水蛇竜の卵を贈るとするか、帰り道のついでに沢山とって来てたし。

　人に従うように幼体から育てるには召喚術師が必要だが、カロリングの街には冒険者が多いし、上手く孵化させることのできる召喚術師の一人や二人いるだろう。

　水槽で沢山泳いでる輝鱗魚も年配の人、この場合はトラバントさんかな？　彼なら飼い方分かってるだろうし、落ち着いたら教えて貰おう。欲しい人に譲っても良い、人付き合いするのに贈り物は有効だからな。

「妖精らに任せれば魚の世話くらいは問題ありますまい。ゆっくりノウハウを纏めた本を探せばよろしいかと」

　世話できるのかと思ってトレニアに目を向けると、キラキラがお気に召したのか目を輝かせて見入ってる。ついでに鱗粉が水槽に落ちた途端、水槽から飛び出す輝鱗魚たち。あんまり元気にし過ぎるなよ？

「庭の池で飼えるのね、綺麗だし楽しみだわ。お客様を招く時とか、観賞用のペットとか居ればお茶会で話も弾むからね。でも私の父とかだと……美味しそうとか言いそうだわ、クレイターだとお魚って基本食料だしね」

　豪快な王様を思い出して女性陣は笑ってるが、すまん、実は俺も美味しいらしいと聞いて串と火鉢を用意してました。

　さて、帰ったらまずオリヴィア達に心配かけた事を謝らないとな、輝鱗魚で機嫌を直してくれると良いんだけど。





◆　　　◆　　　◆






　子供の頃、ばあやが読み聞かせてくれた英雄譚の主人公たちに憧れた。英雄たちはどんな苦境にも笑って立ち向かい民を救い、友を助け、愛しい人をその手に抱いた。

　幼い頃は英雄に救われるお姫様に自分を重ね、長じては自らが英雄の助けとなろうと鍛錬を重ね、学問は……ちょっと苦手だったけど努力を続けた。

　それで良かった、子供の頃はそれだけで良かった。私は皇女として国民の、帝国の、そして紛れもない英雄である父の助けとなる為に、研鑽を重ねる事が性に合っていたようだ。

　どんな辛い鍛錬も逃げようなどとは思わなかったし、特に剣術は自分の成長を実感できて楽しかった。父の御前で武技を競う大会において、成績上位者に名を連ねた時、父に頭を撫でて頂いた時の喜びは今でも覚えている。

　しかし私は女だ、なるほど帝国軍の将として、立派に振舞えている自信と自覚はある。民からは『姫将』なる二つ名で呼ばれ、帝国軍の誇る多くの英傑たちと遜色ない戦果を挙げてはいる。しかし皇女の身である以上誰かに嫁がなくてはならない。

　私は生活に不自由など感じたことは一度もなく、ただ皇女であると言うだけで誰からも傅かれる。であれば国の為の結婚を拒否する我儘などはあり得ないのは分かり切っている。

　ならばせめて夫となる男性とは、政略結婚であれ、互いに尊重し合う穏やかな関係を築きたい。もしも叶うならば愛し愛される本当の夫婦になりたいと願うのは、別に悪くはないだろう。

　だが、その願いは無残にも踏み躙られた……他でもない父が選んだ結婚相手、神に選ばれたはずの勇者の手によって。

「ふん、気分が悪い。早く身を清めないと……」

　謎の魔法使いの襲撃から一夜明け、今はもう太陽が真上に達している。陛下に出兵を要求する為に謁見の間に出向いて行ったと思ったら、いつの間にか帰って来ていた。

　どうも、父の瞬間移動で放り出されたらしく、怒り心頭と言った風情で、見苦しいったらありゃしない。しかも後宮にいる姫たちまで奴隷化を解呪され逃げていたと知った奴の間抜け面ときたら、無様すぎて鼻で嗤ってやった。

　なんてことはない、奴の素人同然の指揮で一晩中駆けずり回ってる間、あの魔法使い殿は攫われた恋人だけでなく、後宮の姫たちまで救い、しかも敵の城で不敵にも一夜を過ごした挙句兵たちが帰還し気の緩んだ隙にまんまと逃げおおせたのだ。

　それを知った奴は泡を飛ばして喚き散らし、私の寝室に乱入してきた挙句に、あの男の相手をしてやっと終わったのがついさっきだ。ヘタクソなくせに体力だけはあるから始末が悪い。

　確かに最初は軍神に選ばれた勇者の妻となり誇らしかった。父に命じられあの男と夫婦になった当初は、慣れぬ環境だからと何かとフォローしたし、夫を立てる為に出しゃばるような真似は極力控え、尽くすよう努めてきた。

　しかし段々とあの男は変わっていった。最初は普通に接していた使用人に、居丈高な態度をとるようになり、重臣たちを軽んじ、騎士たちを見下すようになっていった。

　あの男は勇者だ、身分の上では確かに皇帝である父にも次ぐだろう。場合によっては傲慢に振舞う必要も確かにあるが、無意味に他者に攻撃的になる必要などどこにもない。

　妻として諫める事十数回、その度に私たちの関係は険悪になり、理不尽な理由で衝突することも日常となり、遂には暴力により奴隷にされ絶対服従を強要されてしまった。

　その瞬間、あの男に対する更生への期待は失われ、微かに残っていた妻としての親愛の情は嫌悪へと変わる。強力な隷属の呪いに蝕まれながら、尊厳だけは失うまいと意地を張る毎日。

　そんな中で幼い頃に憧れた、英雄そのものの姿に心を奪われた。悪人に攫われたお姫様を颯爽と救う英雄の姿に一目で恋に落ちた。名前は偽名だったので『月明かりの君』と自分の中で呼んでいる。

　冷たい水を頭から被って奴に汚された部分を洗い清めよう。身を切るような冷たさの中、思い浮かべるのは月明かりの下で二人の女性を腕に抱く彼の姿。彼に縋る女性を己に置き換え、キスされる自分を想像する。

　嫌悪しかない奴のそれとは全く違う、暖かなモノが胸に灯る。キスだけでなく、髪に、胸にそして性器に触れる彼の手を想い、つい手が伸びる。

　泣きたくなるほど惨めな思いをする奴との交わりを忘れたくて、胸と性器を弄る手を止められない。彼にキスをされて、彼に胸を愛撫され、彼の指が私の淫核を攻める。

「ふぁ……あぁっ！　月明かりの君よ、レヴィアを……穢れたレヴィアを清めてください」

　自らの人差し指と中指で膣の入り口部分を刺激し、無駄に大きくなった胸を形が変わるほど揉みしだく。あの方に奴に穢された私を慰めて貰う情景を思い浮かべ、淫核を弄るだけでは物足りなくなり、指を膣孔に潜り込ませる。

「はっ……はっ、いぃ、もっと！　もっと気持ち良くして！」

　浴室の床に座り込んだまま、自慰をする手を止められない。あの方を想うだけで熱い情欲が湧き出てくるようだ。

　彼の顔は幻覚で認識が難しかったが、あの時未だかつて無い集中力で幻覚を打ち破り見た素顔を思い浮かべる。

　微笑んで、私に甘い言葉を囁き抱きしめてくださるのを想像するだけで、秘所からは淫蜜が零れ落ちる。奴に犯されるときは、薬を使われない限り濡れないと言うのに。

「あぁ……ンンッ！　名も知れない月明かりの君、どうか、どうか淫らな私を許して！　苦しいよ、胸の奥が痛いんだ、助けて……助けてよぉ……」

　胸の奥に灯った火は更に燃え上がる、指の動きは無意識のうちに激しくなり、媚薬を飲まされた時に感じたモノが込み上げてくる。

　秘所に潜り込ませた指をあの方の逸物に見立て、優しく抱かれる自分を想像する。彼の手が胸に伸びて、彼の唇は私の耳元で愛を囁く。

　あの方に抱かれている私はきっと幸せそうに笑ってるだろう。あの方と結ばれた私はきっと穏やかな夫婦生活を送っているだろう。

　……望めない。今の私には望む事なんて出来ないからこそ、恋焦がれていく。

「私も……どうか連れ去って……んくぅ！　あっあっあぁぁぁぁ！」

　イった……奴との交わりでは感じなかった快感の余韻に、ため息をついて一区切りをつける。虚しい、気が付けば私はいつの間にか泣いていた。戦に出ても、どんなに辛くても流れなかった涙が止めどなく溢れてくる。

「……月明かりの君、もう一度逢いたい……ううう、ぐすっ……あぁぁぁ！　うわぁぁぁん！」

　涙が止まらない、私の口から漏れ出る嗚咽が止められない。

　涙を流すのは心の安定になると、教育係のばあやが言っていたのを思い出す。今は泣こう、彼を想い涙を流せば私はまだ耐えられる。
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　月明かりの君がやって来てから三日経ち、兵士や市井の者達の間では彼の噂で持ち切りだ。同時に帝国を軽んじる風潮が出来始めてるのを感じた。

　それはそうだろう、たった一人で、いや使役したらしい魔物や手引きしたらしい者たちの存在も分かってるが、注目を集めたのは彼一人だ。そんな彼が皇城に忍び込み多くの騎士を手玉に取ってのけたのだ。

　元々判ほう官がん贔びい屓きの気質がある帝国民が、連れ去られた女性を救うために帝国に喧嘩を売るような快挙を好まない訳が無い。

　一部の家臣たちは何とか噂を鎮火させようと躍起になっているが、この手の事は下手に隠そうとするとかえって燃え上がるものだ。現に吟遊詩人などこの話を面白おかしく脚色し、毎晩酒場でその美声を披露してると言う。

　私の部下が何人も聞いているので間違いない。止めるべきかと指示を仰がれたが放っておくように命じた、止めても反感を買うだけで無駄と言うのもあるが、月明かりの君が英雄として語られるのが嬉しいという本音は、誰にも知られるわけにはいかない。

　まぁなんにせよ、市井の噂よりも、馬鹿に破壊された正門の修復が最優先だ。兵士の多くが作業に駆り出され、工兵長の指示の下、忙しく皆働いている。私も現場近くの部屋で書類仕事だ、時折現場との連絡役である女兵士に指示を出したりと忙しい。

「殿下、発注していた資材が届いたと報告がありました、城内への搬送許可をお願いいたします」

「許可する、だが兵士を伴わせろ」

　皇城に運搬するための許可証を作成し、連絡役に渡すと彼女は一礼し、忙しそうに搬入口の方向へと走っていった。

　建築の素人である私が現場を動けないのは、物資の搬送で商人たちが出入りする、煩雑な書類のやり取りを簡略化するためだ。妾腹とは言え皇女かつ、将である私の許可証があれば手続きなしで城に入れる。

　皇城の警備が緩んでいる今、属国が余計な真似をする恐れがある以上、最低限の警戒はしてるが。資材だけは商人に頼らなければ調達に時間がかかるから、非常事態故の特例と言う奴だ。

　正門を破壊した張本人は、陛下に出兵の許可を頂けなかったせいか、ここ三日間不機嫌そうに離宮に籠ってる。そして八つ当たりのように、市井の者を勝手に奴隷にし乱行三昧。

　何とか助けてやりたいが、奴隷にされている以上、私自身が奴の命令に抗うだけで精一杯で、他の少女たちは逆らえず奴の言いなりだ。

　奴を何とか賊の征伐にでも連れ出して、その間に神官を呼び奴隷化を解かせようかと考えた事もある。しかし奴は女をモノとしか見ていないくせにやたらと嫉妬深い。

　しかも勇者故に多芸で多くの魔法を使える。呪いを解いても、再び捕まるのは目に見えているし、そしてさらに酷い目に遭うのは間違いない。

　逃亡に成功した姫たちには無事で、どこかで幸せになって欲しい。出来れば私も連れ出して欲しいと願うのは……そんな資格があるわけないか、私は皇女だ、この国から逃げてしまえばもう私ではない。

　でもいつか……あの月明かりの君に愛され、子供を産んで、幸せになれる未来を想像するくらいは許されるだろう。この胸の奥に宿った温もり、ただそれだけで幸せを感じられるとは、『姫将』などと呼ばれる私にも乙女のような感情があったのだな。
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　ナーガスの町からゴーレム馬車でゆっくり走って約二時間。背中にティータニア、左手側にフェノリーゼ、右手側にアルチーナがそれぞれ腕を絡め、イチャイチャしながらカロリングの街に到着した。あぁ勿論頭の上のトレニアも可愛いぞ。

　そして街の入り口で待っていたのは、愛しい妻たちの笑顔……ではなく、むさ苦しいオッサンの抱擁だった。狭い御者台で女の子三人に抱きつかれてる状態では、泣きながら凄まじいスピードで突進してくる大神官オッサンを躱すのは無理だった。

「うおぉぉぉぉん！　クリス様！　アルチーナ様も！　フェノリーゼ殿もよくぞ、よくぞご無事で！　このトラバント心配で心配で……」

　泣きながら駆け寄って来るのが知り合いだからって、カウンター気味に蹴り返すのを躊躇ったせいで、幸せな気分が真正面のオッサンのお陰で台無しだよ！　オッサンの涙で胸元濡れるとか嬉しくないから！

「オッサンに抱きつかれても嬉しくないから！　トラバントさん落ち着いてってば！」

「皆様に何かあったらこのトラバント、責任を取って自決する覚悟を……」

　重いよ、責任感じてるのは分かるけど、謹慎とか辞職とか通り越して自決とか覚悟が重すぎるから！

「見ての通り無事だから離れてくれって！　これから嫁たちに無事を伝えて、カール王子の所に行って報告してくるから。トラバントさんも一緒で良いから早く退けて！」

　俺に抱き付いてる嫁さん達も、流石に大神官相手に強引に引き剥がすのは躊躇ってるし。いくらなんでも注目浴びてる中で大神官を殴るわけにもいかないからな。

　力ずくでは無理なので、なんとか言葉で落ち着かせようとしてるんだが、感極まってるのか俺の話を聞きやしない。

「ふぬぉぉぉ！　申し訳ございません、この儂が傍に居ながら許されざる大失態にござる！」

「いやだから、無事だったんだから、そこまで自分を責めないでね。だから離れて、胸元が濡れて気持ち悪いから」

　どうしたものかと困ってるところに見覚えのある人影が見えた。ユングフィアだ、彼女は背が高いから人混みでも分かりやすい。それと後ろにはアルテナの姿も見える。顔が真っ青になるくらい心配してたから早く無事な姿を見せてやらなきゃ。

　心配で入り口付近で待っててくれていたらしく、水槽を馬車の上に乗っけてるから目立つので、彼女達も俺たちを見つけてくれた。手を振ると向こうも振り返し駆け寄ってくる。

　そして二人は、オッサンに抱きつかれてる俺を見てどうしていいか分からず困ってる。うん、まぁ良く分からないよなこの状況は。孫娘であるアルテナは遠慮なしに引き剥がそうと頑張ってくれてるが、いかんせん非力なアルテナじゃマッチョなトラバントさんを動かせない。

「ユングフィア、ちょっと助けてくれ。トラバントさんを引き剥がして」

「は、はい！　大神官様、クリス様が困ってらっしゃいますから」

　ここで彼女の祖母、サテリットさんなら人目を気にせず殴り飛ばしてるところだが、常識人の彼女には大神官上司を力ずくで引き剥がすと言う選択肢は無いらしい。

「ううう……大神殿に賊の侵入を許すなどこのトラバント一生の不覚。何卒、何卒この無能めに勇者様より罰を与えて下され！　さぁこの老骨を好きにして……」

「出入り自由な神殿で侵入防ぐの無理だから！　誤解を招きそうなこと言わないで！」

　大泣きしながら詫びてくるオッサンに、正面から縋り付かれてる姿は目立つ。しかも大半の人は、トラバントさんは勿論、俺の顔も知ってるから猶更目線が痛い。

「あぁもう！　二人も馬車に乗れ。このまま屋敷に戻るからアルテナは御者頼む」

　彼に悪気が無いので魔法を使って弾き飛ばすのもなんか良心が痛む。仕方ないのでとりあえず馬車の中に入って人目だけは避けるか。

　アルテナにゴーレム馬車の操作を代わってもらって、馬車の中でも泣き続けるトラバントさんを宥めながら屋敷に戻った。

　人の多い街中では馬車もスピードを出せないので、ゆっくり進んでるうちにトラバントさんも正気を取り戻してくれて、さっきまでの醜態を自覚したのか馬車の床に座り深々と頭を下げる。アルテナがなんか冷たい目で祖父トラバントさんを見てるけど、まぁ落ち着いたのならそれで良いか。

「誠に……誠に申し訳ございませんでした」

「心配してくれたのは嬉しいけど、もう少し落ち着いてくれ。ってか使い魔で無事を伝えただろ」

　二人を助けてから一応無事を伝えていたのだが、それでも無事な姿を見るまでは不安だったらしい。催事の準備にも身が入らないので、ずっと街の入り口で待機してたそうだ。忙しいだろうに神殿離れてて大丈夫なのか？

「屋敷に戻ったらアルテナは済まないけど、トラバントさんを神殿まで送ってあげてくれ、迎えを呼ぶより早いだろ」

「はい！　お任せください」

　神殿の忙しさからするとトップ不在はかなり拙そうだからな。代理で神殿全体の指揮を執ってる筈の、秘書のシュティさんとか無事だろうか？

「それとアルチーナはカロリング邸で降りたら、カール王子の面会の時間を都合つけてくれないか？　流石に行ってすぐ会える程暇じゃないからね領主だし」

「忙しい期間は過ぎたそうですから、クリス様との面会ならすぐだと思いますよ？　兄に確認をとったらすぐに使いを出しますわ」

　爺さんに瞬間移動で送ってもらったお陰で予定よりも早く帰れたからな。仕事が入ってたら悪いから、ちゃんと事前に約束を入れておくのがマナーだ。

　約束無しで押しかけると、相手に迷惑がかかる場合があるからな。これが大人の付き合いと言うものだ、とオリヴィアに習った。

　カロリング邸は屋敷に帰る通り道なので、アルチーナをカロリング邸に降ろすと、家臣たちが慌てた様子で出迎えてくれた。

　息を切らせて走ってきた顔見知りの重臣さんに、王子の都合のつく時間にまた訪ねると伝えて嫁の待つ家に向かう。帰り際にアルチーナにキスをすると含羞はにかんだ笑顔を見せてくれた。やっぱり可愛いなぁ、お持ち帰りしたい。

　屋敷に入るとオリヴィアを先頭に嫁たちが出迎えてくれる。さっきまでオッサンに抱きつかれていた場所にオリヴィアが飛び込んできて、激しくない触れるだけのキスをする。

「ただいま」

　言いたい事は色々と頭に浮かんだが、出てきたのはいつも通りの、出掛けて帰って来た時と同じ言葉で。

「お帰りなさいませ」

　だからオリヴィアもいつも通りの笑顔と言葉で出迎えてくれた。可愛い嫁さん達に「おかえりなさい」と言われて囲まれると、やっと帰って来たんだと実感できた。

「あ、そうだ帰り道で土産にと思って綺麗な魚を獲って来たんだった、庭の池に放すから」

　輝鱗魚ジュエルスケイルの事を話すと皆興味があるみたいだ、やっぱり女の子だし綺麗なモノが好きなんだろう。あまり馬車の上に括り付けた水槽に放置してると、死んじゃうから急いで放り込むと、色鮮やかな鱗の煌めく魚が元気に泳ぎ出した。

　ついさっき馬車の中でトラバントさんに教えて貰ったのだが、この魚かなり生命力が強くて、餌だけ与えてれば簡単に繁殖するらしい。難しいのは珍しい色彩の鱗を持つ個体を作り上げる事で、珍しい色彩の輝鱗魚には高値が付くそうだ。

　トラバントさんが神殿に帰るので、アルテナにゴーレム馬車で送ってもらうつもりだったけど、疲れてるだろうからとトラバントさん自身が馬車を操縦して帰っていった。

　後で輝鱗魚の飼育法を書いた本を持ってくるので、その時に馬車を返すそうだ。

　トラバントさんを見送った後、嫁さん達の集まってる池の傍に戻ると、皆が興味津々な様子で池の中を元気に泳ぐ輝鱗魚を見てはしゃいでる。

　特にルーフェイは、尻尾をブンブン振ってるのが良く分かる。今にも落ちそうなくらい身を乗り出してるけど、ティータニアが傍で見てるから大丈夫かな？

　俺も改めて池の中を覗くと、水槽に入れていた時とは違い、広い池の中を悠々と泳いでいる。五十年前までこの魚を飼うのが富裕層のステータスだったというのも納得で、本当に宝石が泳いでるみたいだ。

　その後、皆で池の傍でお茶を飲んでると、カール王子の時間の都合がついたのでカロリング邸まで来てほしいと使者が迎えにやって来たので付いて行く。

　もうちょっと皆とイチャイチャしたかったけど、まぁ楽しみは夜に取っておくか。





◆　　　◆　　　◆






　大神殿が襲撃を受けた件は、下手に民衆に知られると即時開戦の危険を孕んでる。何時か戦争が起こるだろうと覚悟はしていたが、準備不足で戦争するなんて馬鹿な真似は出来ない。

　不幸中の幸い……と言って良いのか分からないが、襲撃者の手掛かりが無いので、金銭狙いで神殿に押し入った凶賊として住民に周知している。これで下手に帝国の仕業だという証拠があったら、一部が暴走するのは目に見えている。

　気付かれないで仕掛けを施した手際といい、アルチーナに付けた護衛を事も無げに無力化する敵の技量といい、そして一切の手掛かりを残さないで撤退した統率ぶりから見て、間違ってもそこらの賊に出来る事ではない。

　クリス殿は攫われたアルチーナとフェノリーゼさんを連れ戻す為に賊を追跡し、トラバントさんは混乱を収めるべく奔走している。ボクは凶賊を探し出すべく最前線で指揮を執っている……振りをしている。

　クリス殿と共に魔物の討伐に出ていた、ロバート率いる傭兵たちとジャックが捕らえた、帝国勇者の腰巾着共を犯人に仕立てて……いや実際犯人一味なんだが、然るべく処理すれば民衆の不安を解消するのに問題は無いだろう。

　そして今、犯人達は屋敷の地下室で拘束され床に転がされてる。流石のボクも妹が誘拐されているのに、穏当な手段なんて時間のかかる事やってられないからね、ちょっと脅したらベラベラ喋ってくれて良かったよ。

　ん？　おいおいロバートなんでそんなに青い顔してるんだい？　尋問くらい傭兵である君には見慣れたものだろう？

「一応必要な事は聞き出した、後はクリス殿が帰ってきたらこいつらは予定通りだ」

「俺は今、そいつらを生かして連れてきた事に、なけなしの良心が痛んでるんですが……」

　失礼だな、手早く口を割らせる手段を用いただけじゃないか。チンピラだから率先して情報を吐いてくれて助かったよ、ボクには他人を痛めつけて悦ぶ趣味なんて無いし。

　腰巾着共はこのまま地下室に閉じ込めておき、ロバートを連れて地上に戻る。途中で誰も立ち入らないように見張りをしていたジャックとも合流し、二人を連れ部屋に戻る。

「犯人を捕らえてくれた事への報酬は後で良いかな？　今ちょっと立て込んでるからね」

　執務室でこの件に関する話をする前に、報酬については口止め分も上乗せした額を渡すことを約束して、ちょっと待っててもらうようにお願いする。連中を捕らえてくれた報酬を与えるにも、この件がどう動くか見極めてからにしたい。

「構いませんよ、その代わりと言っちゃなんですが、戦になったら是非この俺に一番槍を頂けませんかね？」

「やっぱり避けられないかな？」

　歴戦の傭兵であるロバートの戦争を嗅ぎつける嗅覚は殆ど魔法の域にある。ソファに座っているロバートを見ると、玉蹴りや魔物の討伐を請け負ってる時の顔とは全く別人に見えた。

「連中の自白で確信しましたね、帝国には皇帝の制御を受け付けない勢力があって、しかもかなりの影響力を持ってるとなりゃ……外に目を向けさせるでしょうな」

　皇帝の言うことを聞かないから、余所で暴れさせるように誘導するって事か？　はた迷惑な。

「大量の水蛇竜を嗾けしかけようとしたやり口から見て、多分達人級の魔物使いテイマーないしは似たような技能持ちがいるのは間違いない」

　一流の魔法使いの中でも実戦慣れしたジャックの断定に、ロバートも傭兵の視点から補足してくれる。

「つまり人間の数は少なくても、大量の魔物を率いた大部隊で攻めてくる可能性が高ぇって事っす。魔物慣れした奴が多いのは助かりますね、特にジョニーは役に立ちやがるな、腹立つけど」

　冒険者ルールの玉蹴りで今や名物選手となってるジョニーこと、二つ名を持つ冒険者『陽炎のジョニー』は、間違いなくこのカロリングの街で最大最強の火力を持つ人物だ。

　炎魔法を究めた魔法使いで、色々な国から貴族級の待遇を提示されても、尽く蹴ってまで冒険者一筋なのには訳があって、彼は人を殺す事を極端に嫌い、徹底的に人を殺しかねない状況を避けるのだ。それこそ盗賊退治まで避けて魔物の討伐しかしない。

　そういう人物なので、軍とは極力距離を置いてるし、従軍義務のある貴族にはなりたがらない。開拓に参加したのも手柄を立てて土地を手に入れたら、果樹園を開く為と堂々と公言している。

　そんな性格でなぜ殺傷力が高く、破壊魔術とも言われる炎魔法を究めようとしたのか本当に謎だ。果樹園経営したいなら水属性か土属性を習得しようよ。

　二つ名とは、冒険者や傭兵たちの中でも実力が飛び抜けていたり、常人では考えられないような逸話のある人に、周囲の人たちが付けるものだ。中には二つ名を自称する人もいるが、実力至上主義の冒険者、傭兵の中でそれをすると叩き潰されるのが常だ。

　だから二つ名が広く知られる事は、周囲から尊敬や畏怖を集める実力者の証明となる。二つ名持ちならどこの国で仕官しても好待遇で迎えられる、ただ平民出身が多いので領地を得られることはまずないし、爵位も一代限りの者が大半だ。

　この開拓事業では世襲貴族になれるチャンスを広く知らしめて、二つ名持ちの強者を集める事に成功したのだ。今、この街で二つ名持ちは五人、全員誰もが超一流と認める強者たち。

　それぞれ屋敷を与えていて、開拓団の中心となる重要な戦力として厚遇しているのだ。

「二つ名持ちは全員この屋敷に待機して欲しい。ロバートは部下達をいつでも動けるようにさせておいてくれ。少なくとも式典が終わるまでは討伐を控えて帝国の奇襲に備えるんだ、その後なら国軍がやって来るから、有事の時まで自由にしてくれ」

「傭兵の俺たちは慣れてますんで大丈夫ですが、多分冒険者は中央の連中に従うのに反発する奴が多いですぜ。カール様かクリスの指揮下って形にした方が良いでしょう、それで駄目なら街の警備に回すしかないっす」

　ロバート以外は全員、独立自尊な冒険者だから国軍とは相性が悪い。特に二つ名持ちは譲れないポリシー的なモノを持ってる場合が多いからな、ジョニーみたいに人殺しを絶対に避けるとか。

「ああ、クリス殿は元帥の地位を国王から賜ったから、直属の部隊とするのなら建前は通る。本人に指揮官の素質があるのかは知らない、あの人基本勝手に動くし」

「勇者様の部隊って肩書と、ある程度自由に動ける裁量があれば良いんっすよ。元帥の地位に就いてて前線で指揮するわけないんだし、部隊の指針を決めるのが国軍の指揮官なら命令系統が一本化できてますって」

　ボクも戦争の経験とか無いから、ロバートの案は国軍の将軍に伝えておく事にする。冒険者は基本遊撃として運用した方が、摩擦も少ないだろうと言うのがロバートの提案だ。

「しかし『陽炎』のジョニーと『地割り』のジェイソンは集団行動には慣れてるし、部隊の指揮もある程度はこなせる器だが……カール様はアイツの扱いはどうされますか？」

　ジャックの指摘は、ボクが必死に考えないように目を逸らしてた事で、ついいつもの癖で頭を押さえてしまう。なんかこのポーズ取ると本当に頭が痛くなってくる気がする。

「か、彼女だって集団の和を乱す程アレじゃないだろう？　多分……」

「いや、乱します、後方に置いといた方が無難っすよ？　前線で勝手に暴れるようなのが一人でもいると、全体の纏まりが悪くなりますから」

「前衛が必須の召喚術師なのに徒党チームを組んでないあたり、筋金入りですよ。事実与えられた屋敷に居るのは奴の召喚獣だけですし」

　屋敷を与えても人の手で管理しないと、あっという間に傷んでしまうものだ。ロバートは部下が沢山いるし、ジャックも身請けした幼馴染や、その知り合いを屋敷に住まわせてる。ただ唯一屋敷を与えた者達の中で彼女だけは誰一人雇っていないのだ。

　五人の二つ名持ちの中で唯一の女性『魔獣』のイザベラ。幼い頃に人里離れた深い森の中を一人で生き抜いたと言われ、学ぶべき師もなく書すらなく、自身の才能だけで魔獣を従え、招き寄せる事が可能な天性の召喚術師。

　その来歴のせいか極度の人見知りで、まともに会話できる人間はごく一握り、人の言葉を真似できるオウムのような魔物を仲介して討伐依頼を請けるのは、もうこの街の名物と化している。

「広域の監視に彼女の協力は不可欠だから……うん、なんとか話してみるよ」

　頑張ってくださいとだけ言ってロバートとジャックは執務室から出て行った。明日から彼らには屋敷で待機して貰うからにはちゃんと部屋を用意させるとして。

　自分で言っておいてなんだけど、あのコミュ障が極まってるイザベラが、ここに住むって本当に可能なのだろうか？　沢山使用人がいるからなぁボクの屋敷って。とにかく会って話をするしかないか。

　交渉の難しい、最高格の召喚術師をどう説得しようか悩んでると、アルチーナが帰ってきたと報告が来た。え？　早すぎない？　こっちは敵から情報絞り取ったばっかりなのに。

　何故か女の色香を漂わせたアルチーナ……あ、コレ手を出されたな。おめでとう、ちなみにお前に娘が産まれたらボクの息子の婚約者候補の最有力だからよろしくな。

　そのことでちょっとからかったら、兄妹の拳によるコミュニケーションが始まってしまった。まったく、ロストヴァージンおめでとうと言ったら怒るとは気の短い奴め。

　じゃれ合いながらクリス殿との面会時間を作るように言われたので……今日なら来てもらえればいつでも良いと答えたら、さっさと出て行った。

　理由をつけて会いに行くとはアルチーナの奴クリス殿に夢中だなぁ仲良きことは良い事だ……さて、無事に帰ってきた以上さっさと連中を予定通りに使うか。

　予定より早いけど、アルチーナとクリス殿が来る前に、連中を予定通りの場所で予定通りに。多分今のボクの顔は妹とじゃれてた時とはまるで別人なんだろうな。
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「……と、言うわけでアルチーナとフェノリーゼを取り戻すついでに皇帝の爺さんの話を聞いてきたんだ」

「待って。待って待って待って……ちょっとボクの理解を超えてるんだけど。皇帝リチャードがなんだって？」

　カール王子の執務室に通された俺は、アルチーナ達を取り戻してからの事を掻い摘んで話したのだけど、王子の顔色がみるみる悪くなっていく。やっぱり単騎突入で目立つような真似をしたのは拙かっただろうか？　実際には途中で助けたフェノリーゼや、事情を聞いて協力させたピサロ達とかもいたけど。

　この話してないの？　と傍に立っているアルチーナに目で問いかけると、首を横に振られた。彼女からすると重要な話は俺から話すのが筋って考えらしい。

「皇帝の爺さんは二十年後の魔王種発生に備えるのに領土拡張してたそうだけど、勇者アレスの出現からガタガタになってるみたいでな。なんとか帝国自体のダメージが少なくなるようにお願いされたんだ」

　爺さんに頼まれたお願いとは、要するに戦争が始まって勇者アレスが死んだらさっさと降伏する。だから内乱状態になる前に、帝国の国土を勇者の名前で纏めて欲しい、ついでに自分たちの安全も保障して欲しいそうだ。

　どっちかと言うと後者の方が重要そうだったな爺さん、大国の皇帝だってのに躊躇なく頭下げて保身に走るあたり、大人物と言えなくもない決断力だ。

「え？　降伏？　帝国が？　いやありえないでしょ、一代で大帝国を築いた覇王だよ？　どんなに追い詰められても、それこそ死ぬ直前でも不敵に笑うような男の筈なのに……」

　王子は爺さんの事を良く調べてるんだな。確かにあの爺さん自分の実力に自信があるから、戦場とかだと笑って先陣切りそう。まぁ勇者以外には傷つけられない加護があるせいかもしれないけど。

　自分を客観視して、どんな状況でも精神を平静に保つのは高位の魔法使いにとって重要な事だ。精神が揺らいでると魔法の発動は遅くなるし威力も激減する。

　だからこそ徹底的に精神を鍛えるのが魔法使いだ。それこそ爺さんレベルなら、死ぬ直前であっても冷静に状況を俯瞰し、劣勢に追い込まれても活路を見出せるだろう。

　だけどそれ以上に自分の生涯を費やしてきた、魔王種討伐には真剣なんだよな。自分で帝国を纏められなくなったと判断したら、あっさり他人に任せて、自分はフォローに回ろうと決断するくらいに。

　生息範囲が恐ろしく広い魔王種を相手にするのに、爺さんの時空魔法と光魔法が有るのと無いのでは全然違うから。その辺を踏まえての安全を保障した上での降伏なんだろうな。その頃には八十過ぎてる筈だけど、加護のお陰で病気も一切しないそうだから多分生きてるだろう。

「下手に戦争が長引いて、帝国に対する悪感情が溜まり過ぎる前に降伏されれば、爺さんの一族を処刑しないでも文句は少ないだろ？」

　戦争で降伏した国の王族は処刑され後顧の憂いを無くすのが当たり前で、歴史を紐解いても例外は殆どない。

　だけど少ない例外もあるのだ。例えばお互いにほとんど被害が出ないうちに決着すれば、敵国の王族を生かし、婚姻とかを結んでスムーズに統治する事がある。

「いや、確かに降伏されればボクだって処刑とかしたくないですけど……」

（おいぃぃぃ！　なに敵の皇帝と意気投合してんのこの人！　戦争即降伏って何の冗談だよ！　いや敵の勇者倒したらって話だけど……勝ったら勝ったで地獄じゃん！　立場的に政治的なアレコレ担当するのボクじゃん！　今からでも親父に頼んで文官を派遣……足りるわけねぇぇぇぇ！　すまん帝国の元官僚の諸君、過労死が決まったよ、やったね！）

　カール王子が頭を抱えてるが、きっと戦争が終わった後に、両国がさらに発展できる方針を考えてくれているのだろう。流石王族にして天才と名高いカール王子だな。

　報告すべき事は全て伝えたので、屋敷に帰らせて貰う。しかし王子が挨拶しても上の空だったけど、なにか不安があるのだろうか？　攫われた二人を助ける時に殴り飛ばしたブ男は、俺から見れば問題なく倒せそうだけど、やっぱり王子からすると軍神の加護を受けた勇者と言うのは脅威なんだろうな。

　馬車の待機する場所まで、アルチーナが見送りに来てくれた。敷地が広いので手を繋いで歩いてると、ちょっとしたデート感覚だな。

「クリス様、また後日お屋敷に伺いますわ」

「ああ、今回の事もあって暫くは、少なくとも結婚式までは大人しく街の中にいるよ」

　送りの馬車が待機してる場所まで手を繋いでお喋りしながら歩く、その間に結婚式の前に街中をデートする約束をした。デートを申し込んだときのアルチーナの笑顔が可愛くて、つい襲いそうになったが、キスするだけで我慢して屋敷に帰る事にした。

　さて、今夜は不安にさせてしまったお詫びにたっぷりと愛する妻を可愛がってあげるとするか。
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　このボク、カール・カロリングには前世の記憶がある。八歳の時に婿入りしてすぐに、冥府の女神から「これから戦争起きそうだから人死に少なくしろ」と神託無茶振りを授かり押し付けられ、異世界において生活した前世一生分の記憶を与えられたのだ。

　人間の一生分の記憶は、当然ながら八歳だったボクの人格に大いに影響を与えたようで、加護を貰う前と後じゃ周囲が驚くくらい変わったらしい。けどボクの主観としては少しだけ考え方が大人になっただけで、ボクが『カール』であることは間違いないんだけどね。

　王都で王子として過ごしていた時の、我儘放題の身勝手な王子なんて評価は今では誰も信じてない。当時のボクを知る者はデシデラータとの出会いをきっかけに大人になったのでは？　と言うが……まぁ間違ってはいないかな？

　無邪気に慕ってくれる美少女が見てる前で、傍若無人な振る舞いはカッコ悪いからね。そんな事をするくらいなら良い所を見せたいのが男ってものだ。神託の件もあるし、デシデラータには次期辺境伯として頼れる姿を見て貰いたくて頑張ったよ。

　その代わりに冷血とか腹黒とか理不尽王子とか、外面だけ天使な悪魔とか、挙句の果てには冥王の使徒なんて陰口叩かれてるが。まったく誰だそんな酷い奴は、どんな性悪な顔してるんだろうな？　あぁ、丁度ガラス戸に映ってた。

　さて、話が逸れたが、加護をくれた冥府の女神ペルフォネ様からの「人死にを少なくしろ」って神託だ。流石に神様の命令に逆らうほど反骨精神旺盛ではないから、前世記憶を駆使し努力した結果、餓死者は激減、内乱や犯罪の芽を摘むことで治安も向上し、人口も増えた。

　与えられた前世記憶の中には、この世界にそっくりな、いや、この世界で起こる『可能性の高い歴史』を描いた物語ゲームである【女神の紋章】の知識があり、これから頭角を現す人間を可能な限りスカウトした。

　二つ名を持つ冒険者や傭兵を、好待遇で迎え入れたり。物語の主要人物キャラクターは才能がある人物だから早くに召し抱えたりね。身近な人だとボクの妻ジャンヌは真っ先にボクの護衛騎士にした。

　こうして人材を増やし、物資を蓄えて帝国との戦争に備える毎日。名君やら天才やらの評価は嬉しいけど、評価が高くなるほど仕事が増えるのって理不尽だ！　責任者出て来い！　ボクだった！

　前世知識により便利だと思うものがあれば、積極的に取り入れたりしてるんだけど、今まで無かったものの有効性を説明するのに、現物を用意して根気よく説明して……ってのを繰り返すせいで時間がいくらあっても足りないのだ。

　今日も夜遅くまで執務室で仕事、明日も朝早くから仕事だ。唯一の癒しは愛しいデシデラータとジャンヌとの夫婦の時間。今日は何をしようかな？　ブルマやスク水はこの前着てもらったし、軽く拘束でもしようかな？

　そんな幸せな妄想をしつつ暗い廊下を歩いてると……なにやら怪しい人影？　怪しいな食欲を誘う良い匂いを漂わせながらも、足音が全く無い。明らかに訓練された人間の動きだ。繰り返すが良い匂いを漂わせてるから、全然足音を消してる意味がない。

「そこにいるのは誰だ？」

「ひゃい！　し、しまった見つかった！　げぇ、カール王子！」

　えーと、誰だっけ？　小柄で童顔、しかもスタイルが良い美人さんだ。ひょっとして自首してきて軟禁してる諜報員？

　……あ、そういえばクリス殿が連れてきた奥さんだ。お姉さんがいるから軟禁部屋に泊まってるんだっけ。名前は確か……ヴィヴィアンさん……ん？　帝国の諜ス報パ員イでヴィヴィアン！

　思い出した、彼女は物語ゲームの主要人物キャラクターの一人だ。知ってる姿と全然違うから気付かなかったよ。彼女も物語では人気の主要人物だったなぁ、不憫キャラとして。

『宵の酒場で娘と酒を飲む』って諺があるんだけど、これって女性は化粧次第で親ですら分からないくらい化けるって意味。貴重な密偵シーフ系で飄々とした美女だったはずが、おっとりしたお色気お姉さんになってるんだもの気付くわけない。そりゃ密偵として働いてる時と、人妻の今じゃ化粧の仕方は違うよね。違い過ぎて気付かなかったわけだけど。

「ヴィヴィアンさん……ああ、いやアストライア夫人。あまり夜間に出歩いて貰っては困りますよ」

「あ、あはは……すいません。ちょっと小腹が空いてしまいまして夜食でもと思いまして……」

　しどろもどろに言い訳するヴィヴィアンさんの持つお皿に乗ってるのは、どう見てもお酒のつまみだなぁアレ。ついでに後ろ手で隠してるけど、バッチリ酒瓶が見えてるよ？　なんかこの人ポンコツっぽい？　おい腕利き密偵だったはずの『可能性の高い歴史』はどこいった？

　この人最初は敵として主人公の前に現れる、盗賊系の技能を持つ帝国のスパイなのだ。しかし彼女は敵専用のバッドステータス『奴隷』にされていて、闇魔法使いクリスがいれば奴隷状態を解除して仲間に出来る。

　仲間になる時の会話イベントでクリスに一目惚れするんだけど……仲間になる時期が中盤なので、クリスは公式カップル扱いされているマルフィーザとその時点で恋人になってる場合が多い。マルフィーザ以外ともカップルになってる場合も多い。

　だって彼がいないと仲間にならないキャラは多い、しかも女性が多くて会話イベントも豊富だ。そのせいで意識して好感度調節してないと、一目惚れした相手と会話イベントが発生しない、ちょっと可哀想な女性なのだ。

　ってか唯一奴隷化を解除できるせいか、どんな歴史辿ってもクリス殿って基本モテるんだよね。だからってあんまり嫁を増やさないで、物語だと気にならないけど、現実だとアンタの結婚はいろんな場所に影響あるんだから。

　不憫キャラの筈のヴィヴィアンさんがこうして結婚してるのは個人的に祝ってあげたい。具体的には君の持ってるワイン、高級品だけど気付かないふりをしてあげよう。

「さて、他家の夫人に言うような事ではないのですが……一応姉君は建前上軟禁されてるので、ちゃんと外側から鍵をかけたかのようにしておいてくださいね……できますよね？」

「は、はいぃぃ！　申し訳ありませんでした！」

　慌ててお姉さんが軟禁されてる客室に戻るヴィヴィアンさん。アレだな、物語で語られるキャラクター達も戦争以外の平和な日常だと、いろんな一面があるんだろうな。

　例えばボクの知るクリス殿は女好きで善性のバ……もとい自由闊達な人だけど。物語のクリスは紳士的で思慮深い印象がある。多分環境が違うだけでどっちも彼には違いないんだろう。知識は豊富だし頭は良いんだよあの人、バカなだけで。

　それはともかく、『可能性の高い歴史』から乖離が段々と大きくなっている現状、ボクが十六歳になるまで戦争が起きないなんて保証はどこにもない。それを思い知ったのは意外とすぐだった。





◆　　　◆　　　◆






　大神殿に賊が押し入り、アルチーナが攫われた。ロバート達が捕まえてきたチンピラの情報が正しいとすれば犯人は帝国の手の者。そいつらがアルチーナを狙ったのか。

　もう一人護衛をしていたらしい女性も一緒らしいけど詳しい事は分からない、どうも解放された諜報員だったらしく神殿で【誓約】を受けた直後に襲撃され、大神殿には戦闘の激しさを物語る破壊の爪痕が残ってる。証言によると土魔法の達人らしいけど冒険者なのかな？

　アルチーナが攫われたことに関しては一部の重臣と大神官くらいしか知らない。今現在クリス殿が救出に動いてる事もな。ちなみに彼が帝国で目立つようなことすれば一発で開戦待ったなしである。

　頼むから堂々と顔を見せて本名を名乗らないでね？　そのくらいの常識はあると信じてるよ？　信じてるからね？　でもあの人ノリでなんか変な事しそうだし心構えだけはしておこう。

　誰もが考えもしなかった凶行に街中が騒然となっている。ここで犯人は帝国の人間ですなんて言ったら、一瞬で開戦の機運が高まり無視できなくなる。その為犯人捜索の指揮を執る振りをして、チンピラから情報を搾り取る。ちょっとロバートがドン引きしてたけど非常事態だから仕方ない。

　連中の情報を一緒に聞いていたロバート達は狂人の戯言か、禁忌を好む異常性癖かと思ったかも知れない。しかしボクには分かった。ボクと同じだ……帝国勇者アレス・マーズは【女神の紋章】を知ってる。

　前世の知識を思い出したのか、何らかの理由で世界を超えたのかは知らない。そして同時に物凄くムカつく……いやこれはもう嫌悪って言うべきか。

　だってそうだろう？　この世界の人間はデータ上のユニットじゃない。生きてる人間だ。前世の記憶を得ただけのボクにとってこの世界こそが人の生きる世界だ。

　ゲームだったら復讐のために主人公の軍に仲間入りする魔法使いのジャック。彼は幼馴染の娼婦をやっと身請けできたから冒険者から足を洗い、軍の魔術教官になりたいとボクに持ち掛けてきた。

　ゲームだったらカールかませボスの配下として現れ、主人公に説得され仲間になるジェイソン。ここでは冒険者たちのリーダー格として若手の面倒を見たりしてるけど、強面のせいで避けられることが多くてちょっと傷ついてる。

　ゲームだったら多分敵兵ユニットの一体だろう武官のキース。彼は女運が上昇すると信じて屋敷から帰るクリス殿を拝んだ後、好みのど真ん中だったらしい、パン屋の店長さんに告白しに行ったら、パン屋自体がなくなってて自棄酒を呷ってた。

　ゲームだったら背景の一部であろうメイドのエマ。彼女は自首した諜報員が元高級娼婦と聞いて、お菓子を手土産にして男に好まれる仕草を教わり、鏡の前で必死に練習してる。

　ゲームだったらショップのグラフィックにすぎない武器屋のおじさんは、博打が大好きな駄目親父だ。定型文を話すだけの通行人かも知れない近所のおばさんは、値切り上手で商店街の人達から恐れられてる。戦火に巻き込まれ犠牲者になったかもしれないお爺さんは、食べ歩きが趣味だけど近頃は歯が抜けてきて元気がない。

　全員生きてる人間だ。キースは酒を飲み過ぎて二日酔いで苦しんでるし。エマは努力が実って好きな男性と交際を始めて、デートに着ていく服に悩んでる。みんな生きてる。ボクが頑張って発展させたこの街で生きてる人間なんだ。

　認めない……この世界をゲームと混同するアレス・マーズを認めない。殺す、あの似非勇者だけは僕の持ちうる全てを使ってもこの世界から排除してやる。

「えいっ」

　不意打ちで後ろから抱き寄せられ、彼女の豊満な胸に頭が埋まる……息が苦しいけど幸せな感触に突き放す事ができない。

「モルガノ？　駄目じゃないかせめてノックくらいしてくれ」

　この感じ、覚えがあるな。まだ王都に住んでた頃、我儘放題だったボクがイライラしてる時、こうやって抱きしめてくれたっけ……彼女にこうされると不思議と落ち着くから、モルガノには我儘だった当時でも素直に懐いてたな。

「そんな顔したままデシデラータ様に会ったら家庭崩壊待ったなしですから。職場の安定のために何があったかお姉さんに話してごらんなさい」

「なぁモルガノ、一応メイドなんだからせめて最後まで敬語くらい使おうよ」

「小さい事は気にしないでね。それよりもそんな顔してるのを見たら放っておけないのよ」

　メイド服のポケットに入ってたらしい手鏡を向けられ、映ったボクの顔は……物語ゲームのカールと同じ、まるで悪鬼のような形相をしていた……ボクは、こうはなるまいと思っていたのに。

　こんな顔はデシデラータは勿論、ジャンヌにも見せられないな。ボクは彼女たちにとって、いつでも頼れる夫でいなきゃいけないから……。

　チンピラを尋問して情報を搾り取ってから、アレス・マーズへの嫌悪がどうしても消えない。眉間には皺が刻まれたままだし、目つきはいかにも機嫌悪そうに吊り上がってる。

　せめて気持ちを切り替えるのに仕事に没頭しようかと考えてたら、ボクの頭を抱えて胸元に押し付けていたモルガノに椅子から引きずり降ろされ、床にしりもちをついてしまった。

　誰も入ってこない執務室。モルガノがボクの秘書的な立場になってから随分と整理されたけど、客観的にはまだ散らかってる部屋の床に押し倒され、モルガノに馬乗りにされている。

「なんでこんな状況になってるんだろうね」

「とりあえず変なモノ溜め込む前に発散しなさいな。酒でもギャンブルでも喧嘩でもね、でも立場があるだろうから手近なメイドでも犯してスッキリしときなさい」

「ッ！　よ、余計なお世話、んむっ！」

　反論しようとする口は、モルガノの唇で塞がれる。そして歯茎を舐め取られ、微かな隙間から侵入する蛇のような彼女の舌がボクの口内を犯す。

「ん、んむ……んちゅ……んん」

「ちゅっ、ちゅむ……ふふっ、カール様可愛い。初心な子としか経験ないのは分かってたけど攻められると弱いのね」

「くっ！　悪いかよ。モルガノこそ男にこんな事して犯されないなんて思ってないよね？」

　馬乗りになっているモルガノの胸に手を伸ばす。胸を圧迫しないよう特注で仕立てたらしいメイド服の上から、自己主張の激しいそのおっぱいを揉みしだくと、わずかな力で埋まるくらい柔らかく、そして確かな弾力で押し返してくる。

「くんっ、もうちょっと優しくして欲しいかな。んっんっ……はぅん！」

　妻であるデシデラータとジャンヌは同い年ではあるけど、頼られたいから年上のように振る舞ってた。けどモルガノは二歳年上、妹の専属侍女ではあったけどボクも姉のように懐いていた。

　その彼女をこうして見上げながら胸を弄んでる今、どうにも現実感が無くて、まるで夢を見てるかのようだ。だから胸の奥にあるドロドロとしたモノを吐き出そうと、おっぱいだけでは飽き足らず強引に引き寄せ唇を奪い、同時にモルガノの脚を力任せに広げる。

　眩しいくらいに綺麗な太股を撫でて、恥ずかしい部分を隠す布地を指の腹でグリグリと軽く押す。微かに湿っている感触がボクを更に興奮させてくれる。

「あはっ……あ、はんっ……はぁん」

「ここ、段々と熱くなってきてるよ。モルガノ、見えるかい。布越しにオマンコの形がはっきり分かるよ……ここも、分かる？」

「んくぅ！　はぁん、カール様……そ、そこは……や、やぁぁぁん」

　下着の布地は薄く、柔らかい素材だ。だから少しずつ濡れてくると、クリトリスの突起もはっきりと分かる。そこを指の腹で押してあげると、モルガノの声が大きくなる。

　そして経験があるとは思えないくらいぴったりと閉じた割れ目に沿って指を動かしたり、太股に舌を這わせたりしているうちに下着の縁から、粘り気のある液体がボクのズボンを濡らす。

「ちょっと触ってキスしただけなのにもうこんなに濡らして……モルガノは感じやすいの？」

「もう……そういう事聞いちゃ駄目で、んむっ！」

　年上だからか、子供の頃を知ってるからか、いつもボクの事を弟みたいにからかうモルガノの唇を塞ぎ下着を脱がせる。そしてすでに痛いくらいに勃起した肉棒を蜜の溢れる秘所にあてがい、そして返事も待たずに突き上げる。

　モルガノの膣は熱く潤ってるけどかなり狭い、けど微かな抵抗の後は一気に奥まで肉棒で貫いた。

「く……ぅぅ、はぅ……ンンンンッ！」

　絡みつき包み込むような膣内の感触。くぅ、挿れてるだけでも気持ちいい。そこでふと、結合部分に目を向けると……愛液に混じった、処女の証が一筋真っ白な太股を伝っていた。慣れてるみたいに振舞ってたけど初めてだったのか……考えてみればアルチーナ王女の侍女やってて男と交際なんて出来るわけが無いのに、ボクのバカ。

「痛みが落ち着くまでこのままでいるから……モルガノの膣ナ内カ動かなくても気持ちいいよ」

「ふふっ、そんな事気にしなくていいのに」

　ボクの肉棒を締め付けるかのように絡みついて、まるで喰いちぎろうとするかのように圧迫してくる。動かずモルガノを抱きしめていると、性器が繋がったまま彼女は身を起こし、さっきと同じように馬乗りになる。

「カール様、さっきまでの心の中のドロドロはどうですか？」

　言われてみれば……なんだか心が軽い、さっきまで頭の中を渦巻いていたストレスが消えたような？

「これが我が家に伝わる秘伝、性魔術ですよ。聞いたことありませんか、不老不死を求める過程で誕生した魔術体系なんですよ」

　確か……性魔術って響きから興味持って調べてみたら、身体の接触で生命力を与えたり奪ったりするのを基本として、精神や魂にまで干渉を可能にする魔法だったはず。

「んっ……ふふっ本当はアルチーナ様が病気になったりした場合、私が生命力を分け与える為に傍仕えになったのですけど、アルチーナ様は無駄に健康で使う機会がないせいか未熟でしてね……カール様の心に触れるにはこうしてセックスするしかないんですよ」

「モルガノ……ゴメン、君の初めてをこんなことで……」

　ボクの口をモルガノの指が塞ぐ。床に寝転んだボクに馬乗りになってる彼女の表情はどこまでも優しい。

「良いんですよ、私はこういう用途の為に育てられましたから。性魔術使いは命を分け与え、心の闇を晴らす為に傍仕えになります。知ってますか？　実家のオデッサ子爵家はこの術を伝える一族だから、王国では色んな面で優遇されてるんですよ」
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　自嘲気味に微笑むモルガノ。曰く性魔術を使う女性は妊娠の可能性が低く、また仮に妊娠したとしても死産の場合が多い。コレは生命力のやり取りをする過程で子種や胎児に悪影響があるからだと言う……ってか別に問題じゃないな。

「良いんですよ。カール様は私を自由に抱いて気持ち良くなってください」

「そうだね。モルガノの事を好きにさせてもらうけど……手を出したからには結婚しよう」

　プロポーズと一緒に腰をゆっくり突き上げてモルガノの膣奥をノックする。

「はぁう！　あぁ、いけません……私は子供が作れない……んくぅ！」

　苦しげな吐息には微かに甘いものが混じってきている。ボクの肉棒を受け入れている蜜壺は熱く潤い、きつく締めつけながらも抵抗は少ない。

「子供ができにくいって要するに性魔術の影響なんだろうけど、高位の祝福なら影響消せるだろ。最高位の祝福かけられる人が後日来るからお願いしてみるよ」

　神聖魔法の祝福って母体を護る術で妊娠しやすく出産時の苦しみを軽減する。それが勇者の祝福ともなれば……影響あるにしても人並み程度になるんじゃないかな？

「あん、あ、はぅん。そ、それって……」

「それともボクと結婚は嫌？　弟程度にしか見えない？」

　少しずつ大きく突き上げていくと、モルガノの巨乳が上下に震える。くっ、モルガノの膣内が気持ち良すぎてそろそろ限界だ。

「そんな事は決して……んっんっ、くぅん！　あぁ、カール様のが大きくなってくる」

「ボクはモルガノの事が好きだよ。だから、ほら、子宮にボクのザーメン注ぎ込んで子供産ませてあげる」

「ふぁ、あはっ……あっあぁぁぁぁ！」

　彼女の腰を掴み、吐き出した精液を一滴も外に出さないよう奥まで肉棒を押し付けながら同時に絶頂に達した。力が抜けたのか、倒れ込んできたモルガノを受け止め、暫く繋がったまま抱き合っていた。

　翌日、誘拐されたアルチーナが無事に帰ってきて、モルガノとの事を話すとなんか複雑そうな顔をしながらも祝福してくれた。










あとがき







　先ずは本作を手に取っていただき、誠にありがとうございます。




　昨年八月に第一巻が発売し、もう三巻目。なんだかあっという間に時間が過ぎ去った気がします。

　二巻が発売したらすぐに三巻全体の流れを考えて加筆して、修正して、途中で風邪をひいたり、ウェブ版の連載を書いてたらもう三巻目って感じでしたね。

　ウェブ版の更新もだいぶ間が空いてしまいましたが、それでも読んで下さる皆様の感想に何度も励まされました。

　さて、書籍版第三巻では、なろうにおけるテンプレ主人公の悪い部分を煮詰めた感じな敵勇者との初邂逅。

　小物感満載ですが、ヒロインとのイチャエロに敵の大物感は必要ないのでやっぱり小物。敵国の姫騎士という成人向けファンタジーにおける、絶対にヒロインにしなくてはならないレヴィアを嫁にする為の踏み台ともいう。

　もう一つ、ウェブ版から書籍版ではファンタジーの定番、触手を使った拘束エッチなど追加しました。

　勿論作者である私の趣味丸出しで書かせていただきましたが、話の展開上無理のあるシーンは書けないので新ヒロインが触手の餌食に……すまないトレニア、妖精と触手ってシチュエーションが私の趣味なばっかりに本当にすまない。

　もう一人の新ヒロイン、フェノリーゼは描写を重ねる度に何故かメンタルが強くなりすぎて、なんかこう触手エッチの醍醐味である、女の子が涙目になる感じのアレや、なにやらが描写できなかったのは反省してます。

　この反省を活かして次巻はヒロインたちのエロエロな描写を重点的に書きたい所存です。勿論エッチ以外でも読者の皆さんに楽しんで貰えるよう、ドタバタエロコメディーな感じになれば良いなぁと思ってます。

　尤も、次は変なのが主人公たちの住む街へやってくる予定なので、コメディー成分には困らないから、やっぱりエロエロ重点、後はほんのり甘酸っぱい感じを加味する予定の次巻もどうかよろしくお願いします。











サンマグロシホタテ











本書は「ノクターンノベルズ」（http://noc.syosetu.com/）に掲載されたものを、改稿の上、書籍化しました。

「ノクターンノベルズ」は、「株式会社ナイトランタン」の登録商標です。











キングノベルス

闇やみ属ぞく性せいの魔ま法ほう使つかいだが、なぜか勇ゆう者しゃになってしまった ３

〜それはともかく嫁よめにいい暮くらしをさせるために頑がん張ばって成なり上あがろうと思う〜
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。









●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、印刷出版と異なる表記になっている場合があります。

また本作品で紹介したｗｅｂサイトのＵＲＬは印刷出版した時点の情報となります。リンク切れや情報が異なる場合があります。
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